
近代に おけ る 宗教伝統の変容 

 
 

昭
和
五
十
六
年
、
真
宗
大
谷
派
は
、
昭
和
二
十
一
年
施
行
 の
 

「
真
宗
大
谷
派
 宗
憲
 」
を
全
面
的
に
改
正
し
、
新
し
 ぃ
宗
 憲
を
制
定
。
 

法
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め
に
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教 宗の教も 果にい 互   / Ⅰ 

  

岡 

  
容何 存糸湧 こ 

近 
代 
に
お
け
る
宗
教
伝
統
の
変
容
 

真
宗
大
谷
派
の
宗
務
機
構
の
近
代
化
 



同
朋
金
運
動
の
発
足
と
開
申
事
件
 

親
帝
 聖
人
士
 

0
0
 

回
 御
恩
忌
を
終
え
て
、
、
昭
和
三
十
 -
 
八
年
六
月
に
発
足
し
た
 訓
覇
 内
局
は
、
御
恩
忠
直
後
に
出
 さ
れ
た
法
主
の
教
書
 

機 変 年 た り 発 れ 話 会 主 
構 容 に 真 宗 で 本 足 た 制 こ の   

の の 至 宗 教 は 稿 し も 度 の 設 営 
近 一 る 大 広 な は た の の 新 主 長 

    
Ⅰ。 専任 折山 とその 願 示すも 旧来の は、 日 変容し 変革の うした 金運動 ナ うこ 。 を進め の成立 によっ 

憲 歴 の 組 木 て 主 人 は と る は て 職   
金運 こ統て団式 とのきのを人近 たのの年のく 軋 、 体社わ止 培廃 
動 （ で、 ヮ 形成 た た力 ょ、 明ら 々の 代化 礫を 個々 制を 会状 れて ド 

  こ と こ で か ェ の 生 人 維 沈 き 主   
1@ 側 " 機 心 も " と に も す も を   

l 一 Ⅰ 画 い 構 に の 内 り 現 と る の 大 参 
  む か の し で 的 ま 在 づ 法 と 幅 議 

明 な 動 た あ 要 く の く 主 い に 会   
に 機 迫 め 加 状 磯 回 の り る 徒 

た げ こ 化 しづぅ 文   殊 しのの仕度 況構朋 " はこの " と代 
ぃ一 が と 伝 な 変 確 金 重 信 に 表 

が 化 主 ・ な 仲 な ）   も と を 散 る の っ と 

す 近 密 
6 代 接   
の に に す た の 会 を 的 会 
か お 結 る 外 で の 通 は の 

。 げ び こ 的 あ 確 し 在 
    

太 る 付 と 要 る 立 て り 院 
で 国 。 を 成 方 １ 席 

谷宗き 釈教、   か 目 し を を 
指 遂 求 と らば の宗 伝統 最も 確立 し げ め る 

務 の 近 し か て ら て   
刀て 
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近代における 宗教伝統の変容 

 
 

動
き
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
は
、
 

訓
覇
信
 堆
が
 再
び
宗
務
総
長
に
就
任
し
、
第
三
次
 訓
覇
 内
局
が
 発
足
。
七
月
に
教
化
 条
 

の
 
趣
意
に
従
っ
て
、
同
年
七
月
、
宗
務
機
構
を
大
幅
に
改
 

正
 
。
さ
ら
に
、
教
化
に
裏
 

づ
 
げ
ら
れ
た
教
団
の
興
隆
を
は
 

か
る
た
め
、
「
同
朋
 

教
 

目
連
動
」
に
着
手
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

へ
の
 

動
 
ぎ
が
あ
る
。
と
い
っ
た
必
然
性
の
も
と
に
同
朋
 

会
 
を
 
発
足
す
る
と
し
た
。
 

同
時
に
、
同
朋
 

会
 
研
修
総
合
計
画
と
運
動
推
進
の
第
一
次
 

五
ヵ
年
計
画
を
発
表
。
九
月
に
は
第
一
次
の
特
別
伝
道
 

が
 
開
始
さ
れ
、
同
朋
 

金
運
動
が
実
動
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

ま
た
昭
和
三
十
八
年
に
は
、
教
団
近
代
化
推
進
の
た
め
、
 

家
憲
の
一
部
を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
の
上
局
を
内
局
と
 

改
称
。
こ
れ
と
と
も
 

に
 
、
宗
務
所
職
制
も
改
正
さ
れ
、
従
来
慣
習
的
に
受
 

け
継
 
が
れ
て
き
た
官
庁
的
な
宗
務
機
構
の
ム
ロ
理
化
を
目
指
し
 

て
 
、
宗
務
機
構
が
大
幅
 

に
 
改
め
ら
れ
た
。
 

こ
の
後
昭
和
三
十
九
年
、
第
七
四
回
定
期
 

宗
 
議
会
に
お
い
 

て
 
、
「
本
山
寺
 

法
 
の
一
部
を
変
更
す
る
条
例
案
（
法
嗣
の
 

東
京
別
院
住
職
兼
任
 

0
 
件
）
」
を
め
ぐ
っ
て
訴
額
内
局
が
総
辞
職
。
運
動
の
支
 

柱
 
と
し
て
同
期
会
運
動
を
推
進
し
て
き
た
 

訓
覇
 
信
雄
宗
務
 

総
長
を
失
 

う
 
な
ど
の
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の
師
守
 
・
法
務
に
関
す
る
首
長
）
と
管
長
（
宗
門
の
主
管
 
者
 
・
 宗
政
 に
関
す
る
総
管
者
）
 
と
を
 

あ
る
大
谷
光
緒
 に
 譲
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
昭
和
二
十
一
年
の
宗
 憲
 制
定
以
来
、
法
主
と
 管
 長
の
別
立
は
例
の
な
い
こ
と
で
あ
 

備
 が
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
 

宗
 議
会
を
無
視
 し
て
出
さ
れ
た
こ
の
法
主
の
開
申
は
 

質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
朋
金
運
動
を
中
 心
 に
教
団
の
近
代
化
を
目
指
し
て
き
 

る
 。
 

内
局
は
、
宗
制
特
別
審
議
会
を
設
け
て
局
面
の
打
開
を
は
 か
っ
た
が
、
管
長
推
戴
は
ス
ム
ー
 

が
 内
局
を
中
心
に
し
た
改
革
派
と
、
法
主
と
の
権
力
争
い
 

十
月
四
日
、
宗
制
審
議
会
の
答
申
が
だ
さ
れ
、
当
局
は
 、
 

と
と
ら
れ
る
む
き
も
出
て
ぎ
た
。
 

こ
の
答
申
を
つ
け
て
改
正
案
作
成
 

た
い
し
、
管
長
推
戴
条
例
改
正
案
な
ど
の
五
議
案
と
共
に
 臨
時
宗
議
会
招
集
の
允
裁
を
求
め
る
 分

 け
 、
管
長
と
し
て
の
役
職
を
後
継
者
で
 

り
、
管
長
推
戴
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
下
 

、
大
谷
家
至
上
主
義
的
な
従
来
の
教
団
体
 

た
人
々
と
の
間
に
 軋
 礫
を
生
む
こ
と
に
な
 

ス
 に
進
ま
ず
、
宗
門
の
内
外
で
こ
の
こ
と
 

の
作
業
に
入
り
、
十
月
十
八
日
、
管
長
に
 

上
申
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
 

例
 、
九
月
に
は
教
化
条
例
施
行
条
規
な
ど
を
定
め
て
 総
ム
 ロ
 的
な
研
修
計
画
を
た
て
る
な
ど
、
宗
祖
生
誕
 八
 0
0
 年
 に
 向
け
て
、
同
朋
金
運
 

動
を
中
軸
に
活
発
な
活
動
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

昭
和
四
十
二
年
六
月
、
第
八
二
回
通
常
 宗
 議
会
に
お
い
て
 訓
覇
 信
雄
宗
務
総
長
は
、
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
の
大
筋
 を
 発
表
。
天
下
り
的
 

な
 研
修
計
画
や
、
中
央
の
手
伝
い
と
い
っ
た
受
動
的
な
同
 朋
 会
の
活
動
な
ど
の
問
題
点
を
廃
し
て
、
地
域
活
動
に
 根
差
し
た
活
動
の
定
着
 

を
目
指
し
、
教
区
教
化
委
員
会
を
設
け
て
、
同
朋
金
運
動
 推進
の
主
体
を
地
方
に
移
し
、
「
 
点
 よ
り
線
へ
」
を
目
指
 し
て
運
動
の
定
着
化
を
 

は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

こ
う
し
た
な
か
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
、
「
 
新
 間
の
管
長
 就
任
の
手
続
き
を
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
を
示
達
す
る
」
 旨
の
法
主
管
長
名
に
 

 
 

よ
 る
「
開
申
」
が
、
突
然
内
局
に
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
 

法
主
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
一
人
が
兼
ね
 て
い
た
、
法
主
（
宗
門
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議
会
で
訓
 覇
 内
局
は
総
辞
職
。
二
月
一
日
に
至
っ
て
 、
一
 
刊
年
 の
 宗
 議
会
選
挙
で
議
員
数
が
伯
仲
し
た
、
直
道
会
（
 こ
れ
ま
で
の
与
党
・
 三
 

-
5
-
 

一
名
）
と
大
谷
議
員
ク
ラ
ブ
（
野
党
・
三
一
名
）
 ほ
、
五
 項
目
の
政
策
協
定
を
し
、
全
会
一
致
で
名
 畑
応
 願
を
 宗
 務
 総
長
に
選
出
し
た
。
 

続
く
六
月
、
第
八
九
回
通
常
 宗
 議
会
を
開
催
。
こ
こ
で
も
 管
長
准
哉
条
例
案
は
上
程
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
会
期
中
 に
名
畑
 内
局
は
総
辞
 

職
 。
大
谷
議
員
ク
ラ
ブ
と
直
道
会
の
会
派
解
消
声
明
の
も
 と
 、
大
谷
議
員
ク
ラ
ブ
の
三
森
 言
副
 委
員
長
が
宗
務
総
 是
 に
推
挙
さ
れ
、
対
立
 

を
 越
え
た
一
体
体
制
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
 

し
か
し
、
昭
和
四
十
六
年
に
な
っ
て
、
法
主
が
宗
議
会
に
 は
か
る
こ
と
な
し
に
進
め
た
、
六
条
 山
 墓
地
の
造
成
問
 題
で
 宗
門
は
大
き
く
 

揺
れ
る
こ
と
に
な
る
。
宗
門
内
の
反
対
の
声
に
も
か
か
わ
 ら
ず
、
工
事
を
続
行
す
る
法
主
に
対
し
、
第
九
一
回
 宗
 議
会
は
六
条
虫
墓
地
建
 

設
 工
事
中
止
を
決
議
。
三
森
内
局
は
総
辞
職
し
、
星
合
 慶
 縁
 が
宗
務
総
長
に
就
任
し
た
。
 星
 谷
内
局
は
、
六
条
虫
 墓
地
問
題
を
、
建
設
の
 

主
体
を
大
谷
派
と
は
別
の
法
人
で
あ
る
本
願
維
持
財
団
に
 移
す
こ
と
で
解
決
を
は
か
り
、
昭
和
四
十
八
年
の
親
鸞
 聖
人
御
誕
生
八
 0
0
 午
 

を
 

・
並
数
間
 宗
 七
五
 0
 年
に
向
け
て
政
局
の
安
定
・
 正
 帯
化
を
は
か
っ
た
。
 

ゆ
 

そ
の
結
果
、
翌
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
法
主
は
先
 の
 
「
開
申
」
解
消
を
通
告
し
、
宗
門
は
親
㌔
聖
人
御
註
 
生
人
 0
0
 年
 と
立
教
 開
宗
七
 

統
 

%
 
 五
 0
 年
を
翌
年
に
控
え
て
、
一
応
正
常
化
に
む
か
っ
 た
 。
し
か
し
、
同
じ
二
月
に
改
革
派
は
、
 訓
覇
 信
雄
を
 会
長
と
し
て
、
「
同
朋
教
団
 
確
 

韻
士
同
志
 会
 」
を
結
成
。
①
法
主
・
本
願
寺
住
職
の
地
 位
は
宗
門
統
一
の
象
徴
と
し
て
崇
敬
す
る
。
②
管
長
制
 は
 廃
止
す
る
。
③
宗
務
総
長
 

剛
を
宗
派
及
び
本
山
本
願
寺
の
代
表
役
員
と
す
る
。
の
 

三
項
目
を
宗
 憲
 改
正
の
根
本
案
と
し
て
、
象
徴
と
し
て
 の
 大
谷
家
と
宗
政
の
分
離
を
 

 
 

御
強
く
主
張
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

近
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議
案
に
は
 宗
憲
 違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
 允
裁
 は
お
 ろ
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

翌
 四
十
五
年
一
月
、
宗
議
会
議
員
改
選
に
と
も
な
い
、
 新
 し
く
宗
務
総
長
を
推
挙
す
る
第
八
八
回
臨
時
宗
議
会
が
 開
か
れ
た
。
こ
の
 宗
 



議
会
は
、
与
野
党
の
会
派
を
こ
え
て
、
「
真
宗
典
決
議
員
 
団
 」
を
結
成
。
十
一
月
に
開
か
れ
た
再
議
の
た
め
の
臨
時
 宗
 議
会
で
、
同
条
例
を
 

例 正 当 麻 沓 派 変 に の 議 O 
法
主
の
開
申
解
消
に
よ
っ
て
一
応
の
安
定
を
み
た
大
谷
派
 は
 、
昭
和
四
十
八
年
四
月
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
 0
0
 年
 
・
正
教
観
 宗
 七
五
 

年
の
慶
讃
法
要
を
お
こ
た
 い
 、
十
二
月
に
は
、
 
宗
 議
会
議
 員
の
改
選
を
行
っ
た
。
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
 で
 六
五
議
席
十
二
五
 

席
 で
あ
っ
た
「
同
朋
教
団
確
立
同
志
 会
 」
の
議
席
が
 
、
四
 0
 議
席
を
占
め
て
過
半
数
を
越
え
、
 

宗
 憲
の
改
正
に
 ょ
 っ
て
大
谷
家
と
宗
 
政
 

分
離
を
求
め
る
同
志
会
の
主
張
が
、
 

宗
 議
会
に
反
映
す
 る
こ
と
が
必
死
と
な
っ
た
。
 

こ
の
た
め
 翌
 昭
和
四
十
九
年
、
本
願
寺
の
代
表
権
が
宗
務
 総
長
に
移
る
の
を
憂
え
た
末
広
内
局
は
、
二
月
七
日
の
 臨
時
宗
議
会
を
目
前
 

し
て
、
二
月
五
日
参
与
 会
 
（
 
宗
 議
会
正
副
議
長
及
び
宗
義
 会
議
員
計
一
 
0
 名
で
構
成
）
を
開
き
、
宗
教
法
人
「
 本
 願
寺
 」
規
則
の
一
部
 

-
G
-
 

定
案
を
可
決
。
 
翌
 六
日
、
京
都
府
知
事
に
認
証
を
求
め
る
 た
め
、
変
更
申
請
の
書
類
を
提
出
し
た
。
こ
の
規
則
 変
 更
は
 、
木
頭
 寺
 の
 宗
 

か
ら
の
離
脱
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
 改
 革
派
は
 、
京
都
府
知
事
あ
て
に
変
更
不
認
証
の
陳
情
を
 は
じ
め
た
。
 

続
く
第
九
八
回
臨
時
宗
議
会
は
、
二
月
八
日
、
「
同
朋
 

教
 団
 確
立
同
志
ム
本
」
の
 嶺
藤
 亮
を
宗
務
総
長
に
推
挙
し
た
が
 、
管
長
は
任
命
を
拒
 

。
こ
の
後
、
四
月
十
日
の
総
長
任
命
の
開
申
ま
で
内
局
の
 任
命
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ヵ
月
に
 亙
 っ
て
宗
務
総
長
は
め
 エ
 

と
な
り
、
宗
務
所
の
事
務
は
全
面
停
止
し
、
家
政
が
混
乱
 す
る
こ
と
に
な
る
。
四
月
十
六
日
に
至
っ
て
、
よ
う
や
 く
嶺
 簾
内
局
が
発
足
。
 

日
 、
 嶺
藤
 宗
務
総
長
は
京
都
府
庁
に
赴
き
、
前
内
局
の
提
 出
し
た
本
願
寺
規
則
変
更
申
請
書
を
取
り
下
げ
た
。
 

ま
た
昭
和
五
十
年
六
月
、
第
一
 

0
 
一
回
通
常
 宗
 議
会
は
 、
 開
申
事
件
以
来
の
家
政
の
混
乱
を
ふ
ま
え
、
宗
務
機
構
 0
9
 

え
か
ら
宗
門
の
 

帯
化
を
具
体
的
に
推
進
し
よ
う
と
、
「
宗
務
職
制
一
部
 
改
 玉
条
例
」
と
関
連
四
条
例
を
上
程
、
可
決
し
た
。
し
か
し
 、議
決
さ
れ
た
 
諸
条
 

を
 公
布
す
る
段
階
で
、
管
長
は
宗
 憲
 違
反
と
の
理
由
で
 
「
再
議
」
を
発
動
。
再
び
 
宗
政
 が
混
乱
す
る
こ
と
に
な
る
 。
こ
れ
に
た
い
し
 宗
 

新 
体 
制 
へ 
の 
胎 
動 
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潮
 
し
て
」
と
韓
土
ル
ミ
 

ロ
 
。
 翌
 六
月
二
日
の
宗
議
会
議
員
へ
の
 

-
6
-
 

「
 
御
 教
示
」
の
な
か
で
、
「
宗
祖
の
教
義
に
よ
り
、
 
嶺
藤
 の
 教
義
解
釈
を
是
と
さ
れ
る
 

 
 

田
人
々
は
」
な
ど
の
発
言
を
な
し
た
。
 

近
 

六
月
三
十
日
、
真
宗
教
学
研
究
所
は
、
清
沢
教
学
に
関
す
 る
 公
開
質
問
状
を
法
主
に
提
出
、
対
立
が
教
学
上
の
間
 題
 ま
で
惹
起
す
る
こ
 

  

る 宗教伝統の変 

す
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
」
と
し
、
本
願
寺
規
則
変
更
 

問
 題
 に
関
し
て
「
根
本
は
教
学
で
す
。
私
た
ち
が
容
れ
 

ろ
 れ
な
い
清
沢
教
学
を
推
 

進
 し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
付
随
派
生
し
て
い
ろ
ん
 

な
 問
題
が
出
て
い
る
」
と
発
言
 

口
 
。
さ
ら
に
法
主
は
 
、
六
 月
一
日
の
記
者
会
見
で
 

「
私
の
補
佐
役
で
あ
っ
た
 

嶺
藤
 亮
が
・
・
宗
祖
の
み
教
え
 
を
さ
し
お
い
て
、
明
治
の
清
沢
満
之
の
学
説
の
都
合
の
 

ょ
 い
 部
分
の
み
を
借
用
 

再
び
賛
成
五
十
票
、
反
対
十
一
票
で
可
決
成
立
さ
せ
た
が
 、
条
例
公
布
の
た
め
の
上
申
に
は
 允
 裁
を
得
ら
れ
な
か
 っ
た
 。
 

-
7
-
 

こ
う
し
た
混
乱
の
う
ち
に
迎
え
た
昭
和
五
十
一
年
、
法
主
 は
 
「
大
谷
の
里
」
建
設
計
画
の
た
め
に
、
本
願
寺
代
表
 
役
員
名
義
で
総
額
 五
 

億
円
に
の
ぼ
る
手
形
を
乱
発
。
そ
の
う
ち
一
億
円
が
不
渡
 り
と
な
り
、
本
願
寺
財
産
が
差
し
押
さ
え
を
 ぅ
 げ
る
 事
 態
 に
な
っ
た
。
さ
ら
に
 

四
月
十
一
日
、
法
主
は
突
然
 嶺
藤
 内
局
を
解
任
し
、
曽
我
 敏
を
宗
務
総
長
事
務
扱
い
に
任
命
す
る
と
通
告
。
宗
義
 会
は
、
 嶺
藤
 内
局
の
み
 

勢
 と
し
て
、
①
本
願
寺
の
「
真
宗
本
願
」
と
し
て
の
性
格
 

が
 正
当
な
内
局
で
あ
る
こ
と
の
声
明
を
発
し
、
宗
門
今
後
 職
者
の
九
割
も
嶺
 藤
 内
局
支
持
確
認
の
署
名
を
お
こ
 な
 

つ
け
、
②
法
主
、
住
職
、
管
長
は
す
べ
て
家
政
の
場
を
 は
な
れ
る
、
③
 宗
 憲
政
 

っ
た
 。
 

事
態
解
決
の
た
め
、
四
月
十
九
日
、
参
与
 会
 、
常
務
員
 会
は
管
長
代
務
者
設
置
を
議
決
。
 嶺
藤
 亮
を
管
長
代
務
者
 の
 候
補
に
認
定
し
 、
 

そ
の
就
任
を
要
請
し
た
。
 嶺
藤
 宗
務
総
長
は
こ
れ
を
受
諾
 し
 、
五
月
二
十
一
日
、
管
長
代
務
者
 嶺
藤
 売
名
 で
 
「
 
め
 
本
 務
職
制
一
部
改
正
条
 

例
 」
な
ど
五
条
例
の
公
布
が
な
さ
れ
、
六
月
、
第
一
 0
 一
一
 

一
回
 
宗
 議
会
を
開
催
。
 嶺
藍
 宗
務
総
長
は
、
今
日
の
危
機
 に
た
い
す
る
基
本
的
姿
 

正
の
必
要
性
、
を
あ
げ
、
「
真
宗
大
谷
派
家
憲
の
一
部
を
 
改
正
す
る
案
」
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
条
例
案
な
ど
の
五
義
 案
を
可
決
。
管
長
大
谷
 

光
 暢
の
法
主
・
住
職
の
地
位
を
含
め
た
退
位
と
、
大
谷
 暢
 道
 連
枝
の
僧
籍
離
脱
勧
告
を
決
議
し
た
。
 

容
 

ま
た
、
 円
 サ
ン
デ
ー
毎
日
 L
 （
昭
和
五
十
一
年
五
月
 
二
十
三
日
号
）
に
曽
我
 敬
 は
、
「
私
ら
旧
来
の
信
仰
保
持
 
者
は
清
沢
教
学
は
信
仰
に
 反
 



新
 宗
 憲
の
制
定
と
新
体
制
の
発
足
 

%
 和
 五
十
三
年
一
月
、
第
一
 
0
 五
回
臨
時
宗
議
会
が
開
催
 さ
れ
、
 嶺
藤
 亮
を
宗
務
総
長
に
再
選
。
第
二
次
韻
藤
門
 局
を
発
表
し
た
が
、
 

法
主
は
、
 宗
 議
会
を
無
効
と
し
て
内
局
を
任
命
し
な
か
っ
 た
 。
そ
こ
で
三
月
二
十
六
日
、
新
管
長
推
戴
の
た
め
の
 宗
 議
会
及
び
門
徒
評
議
 

-
g
-
 

会
を
開
催
し
、
両
会
の
可
決
を
さ
げ
て
、
新
管
長
に
竹
内
 良
恵
を
推
戴
。
宗
門
史
上
は
じ
め
て
、
大
谷
家
以
外
か
 ら
の
管
長
が
就
任
す
る
 

こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
三
日
、
竹
内
良
恵
新
管
長
は
 、
大
 谷
 九
腸
前
管
長
が
任
命
拒
否
し
て
い
た
 嶺
藤
 内
局
を
任
 令
 し
、
第
二
次
韻
鹿
内
 

局
が
 ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
十
一
月
六
日
、
法
主
は
内
事
に
 お
い
て
記
者
会
見
を
行
い
、
大
谷
派
か
ら
本
願
寺
が
離
 脱
す
る
こ
と
を
発
表
。
 

宗
派
 死
 に
離
脱
通
知
を
送
り
、
宗
派
離
脱
の
理
由
と
し
て
 、
 「
①
改
革
派
主
導
に
 よ
 る
 宗
憲
 改
正
は
 、
 （
中
略
）
 伝
 統
の
本
願
寺
消
滅
 と
門
 

信
徒
の
排
除
、
宗
務
総
長
へ
の
絶
対
権
集
中
を
骨
子
と
し
 て
お
り
ま
す
。
②
彼
等
改
革
派
の
源
流
は
、
明
治
期
の
 哲
学
者
清
沢
満
之
で
あ
 

-
 
㎎
 -
 

り
 、
本
願
寺
の
伝
統
の
教
義
・
信
仰
と
は
全
く
異
質
の
も
 の
で
あ
り
ま
す
。
」
の
二
点
を
あ
げ
た
。
 

宗
派
側
は
、
本
願
寺
の
離
脱
を
不
法
行
為
と
し
、
宗
務
所
 ゑ
び
 
「
真
宗
 目
 （
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
号
）
に
離
脱
の
 
無
効
を
公
告
。
特
に
 

清
沢
教
学
に
つ
い
て
、
「
封
建
時
代
の
遺
物
と
化
さ
ん
と
 

し
た
真
宗
を
、
そ
の
厳
し
い
求
道
心
と
近
代
的
知
性
を
も
 っ
て
問
い
直
し
、
 親
棚
 

聖
人
の
教
え
を
現
代
に
生
き
る
人
々
が
、
そ
の
生
活
の
な
 か
に
た
ず
ね
る
道
を
開
か
れ
た
の
が
清
沢
満
之
で
あ
り
 、
 （
中
略
）
清
沢
満
之
・
 

及
び
そ
の
精
神
の
伝
統
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
 徳
川
時
代
・
幕
藩
体
制
と
結
ん
で
す
す
め
ら
れ
た
い
わ
 ゆ
る
封
建
時
代
の
教
学
 

に
 還
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
 
、
「
親
鸞
聖
人
の
教
義
・
信
仰
は
、
一
本
願
寺
の
た
め
の
 
も
の
で
は
な
い
し
、
 
ま
 

と
に
な
る
。
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Ⅱ
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し
て
や
歴
代
法
主
の
た
め
の
も
の
で
ほ
な
い
。
」
と
反
論
 
し
た
。
 

ま
た
、
十
一
月
八
日
、
本
願
寺
名
義
の
文
化
財
で
あ
る
 渉
 成
園
 
（
 
棋
 破
邪
）
を
法
主
が
無
断
で
処
分
し
て
い
た
こ
 と
が
発
覚
。
十
二
月
 

一
日
内
局
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
法
主
大
谷
光
 
暢
 ら
を
 と
口
話
し
た
。
 

そ
の
後
昭
和
五
十
五
年
六
月
、
第
一
一
 

0
 固
定
期
 宗
 議
会
 を
 開
催
。
 嶺
葮
 内
局
は
総
辞
職
し
、
 
五
辻
実
誠
が
 
宗
務
 総
長
に
就
任
し
た
。
 

一
蛇
 
-
 

五
辻
 宗
務
総
長
は
、
「
 嶺
藤
 内
局
が
努
力
さ
れ
た
路
線
を
 踏
襲
し
つ
つ
、
ま
ず
宗
門
を
正
常
化
さ
せ
た
い
」
と
抱
負
 
を
 語
り
、
 嶺
藤
 内
局
 以
 

来
の
宗
門
正
常
化
の
三
原
則
（
①
現
在
ま
で
の
諸
機
関
の
 決
定
を
す
べ
て
認
め
る
、
②
宗
派
と
本
願
寺
の
代
表
使
 員
は
宗
務
総
長
に
す
る
、
 

③
別
院
の
輪
番
が
各
別
院
の
代
表
役
員
と
な
る
）
を
も
と
 に
 、
 宗
憲
 改
正
へ
の
動
き
を
進
め
た
。
 

十
月
二
日
、
京
都
府
は
、
宗
教
法
人
「
本
願
寺
規
則
変
更
 認
証
申
請
書
」
（
本
願
寺
の
宗
派
離
脱
に
つ
い
て
）
を
 却
下
。
こ
れ
を
契
機
 

に
 、
法
主
側
か
ら
宗
門
正
常
化
の
三
原
則
な
ど
を
認
め
る
 和
解
交
渉
の
申
し
立
て
が
あ
り
、
 

十
 ・
一
月
八
日
竹
内
管
 長
 が
辞
任
。
十
一
月
十
 

九
日
、
第
一
一
一
回
臨
時
宗
議
会
を
、
大
谷
管
長
名
で
招
 集
し
 、
大
谷
派
・
本
願
寺
の
代
表
役
員
を
宗
務
総
長
に
 移
す
た
め
の
、
規
則
 変
 

-
 
ほ
 -
 

更
 案
な
ど
を
上
程
、
可
決
。
二
十
二
日
に
至
っ
て
、
京
都
 簡
易
裁
判
所
で
「
即
決
和
解
が
成
立
し
、
昭
和
四
十
四
 年
の
開
申
事
件
以
来
、
 

容
 

多
年
に
わ
た
っ
て
混
乱
し
て
き
た
宗
門
が
、
正
常
化
 に
 向
け
て
歩
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
 

ゆ
 

こ
の
後
、
再
び
竹
内
良
恵
を
管
長
代
務
者
に
選
定
 す

る
な
ど
の
混
乱
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
 、
 新
し
い
「
真
宗
大
谷
派
 宗
 

統
 

如
意
」
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
京
 
憲
 ほ
 昭
和
二
十
一
年
施
行
の
「
真
宗
大
谷
派
 宗
憲
 」
を
 全
 面
的
に
改
め
た
も
の
で
、
「
 
同
 

鯨
朋
 社
会
の
顕
現
」
「
完
本
一
体
」
「
同
朋
公
議
」
を
 
柱
 と
し
、
①
法
主
、
管
長
、
本
願
寺
住
職
の
三
位
一
体
な
 廃
止
し
門
首
 制
 を
と
る
、
②
 

滞
 
真
宗
本
廟
を
中
心
と
し
た
宗
門
、
③
完
全
を
設
け
、
 

参
議
会
と
宗
議
会
の
二
院
制
を
と
る
、
な
ど
を
成
文
化
 し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

「
真
宗
大
谷
派
家
憲
」
を
公
布
・
施
行
。
こ
こ
に
、
こ
れ
 
ま
で
法
主
、
管
長
、
本
願
寺
 

近
 

住
職
の
二
一
位
一
体
を
と
っ
て
き
た
法
主
は
、
僧
侶
及
び
 

門
 徒
の
首
位
で
あ
る
門
首
と
し
て
、
真
宗
本
廟
の
宗
祖
 聖
 九
真
影
の
給
仕
並
び
に
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昭
和
三
十
七
年
、
「
家
の
宗
教
か
ら
個
の
自
覚
の
宗
教
へ
」
 
 
 

道
 
・
推
進
員
研
修
を
三
本
柱
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
ひ
と
り
 

 
 

を
 ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
始
ま
っ
た
同
期
会
運
動
は
、
指
定
 奉
仕
 団
 ・
特
別
伝
 

ひ
と
り
の
信
心
に
も
と
づ
い
て
、
同
朋
の
つ
な
が
り
を
 求
 め
る
こ
の
運
動
は
 
、
 

と て す 出 進 宗 < ム 

はど ほ " 人 だまな " そる議す 不 さ 開祖 
ぼ 一 て た る一 景 の こ 会 る も の の 

になっ 新ゐ 十 崇敬 終結す 連の事 同年 高裁 後、 とに 同 と ため 昭 に 象徴 判 昭 な 等 の 和 と に 
Ⅰ。 る 件 て 三 所 相 つ め 「 五 し 任 
里 忠   、古本 成 の ことに 月 の要因 ナ 大 し 、ここ の 二 を 食 年 大 こ 

し ユ - 上 午 も 議 三 谷 と 教法 なっ とな めに 台 十 
を 一   

M     
金運 

地 た 宗   
動 

は 本 大   
す 山 谷   （ 及 時 、 執 

宗 の め 克 行 
べ て願 本脈 」 

参び 義、 不 議会 の 
愚 公 

取 手 と に 布 
り の 宗 か と 権限 ムき これ 会及 に分 

除 宗 教 か 文 が に び 離 を 
か 泳 法 わ 部 謎 付 臨 す も 

たず、 ること る一連 大臣の 生し、 隣 する 時 門徒     局 二院 ぬ 教区 評議 にな   訴 取 剖 判 金 る 一の 
っ 宗 の 関 り の 並 を 翌 進 
て 派 =- 係 消 宗 び 開 達 

は し ヤ @ し   を 会に催 （ 組 。 対 ム口 機 す 求 参 刷 新 
べ め 

す 
横 木 併 議 の 宗 
の 願 （   て て ム 一 生 本 眉、 

上 手 宗 真 い と 部 に 
る目ド 

首 
で 財 本 宗 た もと 宗義を改 

の 

は 産 一 大 大 
金 工 づ 

拒 

閑 、 の 不 休 ） 
各 各 否 
旅 先 

中 老 が する条 及び 間 紹 、 をムロ わ き、 干 
事 処 成 渉 
件 分 立 榎 本 せ 例 徒 サま し 以 願 原 出 
来 冬   幸 信 の たも 寒 寒な 来 
の 額 過 な 

の 金に 焼 のど ） 政 を 参 { 
教 回信、 の 去 面 た が 可 加 な 
問 財 二 勝 い @ 
題 な 法 話 し   
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近代にお け 

｜
 清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
と
そ
の
系
譜
 

｜
 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
 
う
 に
、
同
朋
ム
ム
運
動
の
理
念
は
 

、
 新
京
憲
の
制
定
に
至
る
、
大
谷
派
の
宗
務
機
構
の
近
代
 

化
の
ニ
ー
ト
ス
 
と
し
 

る 宗教伝統の変容 

る
と
の
宗
門
世
論
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
昭
和
五
 十
六
年
の
新
京
憲
の
制
定
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
 こ
の
新
古
本
憲
の
制
定
に
 

よ
っ
て
、
門
首
制
の
確
立
に
よ
る
法
主
・
管
長
・
本
願
寺
 住
職
の
三
位
一
体
制
の
廃
止
、
二
院
制
に
よ
る
同
朋
 公
 議
の
確
立
、
「
真
宗
大
谷
 

派
 」
と
「
本
願
寺
」
と
い
う
二
つ
の
宗
教
法
人
の
合
併
 に
よ
 る
完
本
一
体
の
実
現
な
ど
、
宗
務
機
構
の
上
で
は
、
 従
来
の
体
制
が
大
幅
に
 

改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

大
谷
派
の
宗
務
機
構
の
近
代
化
は
 、
 長
い
封
建
体
制
の
も
 と
で
培
わ
れ
て
き
た
制
度
，
組
織
を
、
家
憲
の
改
正
に
 よ
り
、
宗
教
的
権
威
 

と
し
て
の
大
谷
家
と
宗
務
行
政
の
分
離
を
実
現
す
る
こ
と
 で
、
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
 し
た
動
き
は
、
個
々
人
 

の
 信
仰
の
自
覚
に
も
と
づ
き
、
真
の
同
朋
教
団
・
教
法
 社
 会
の
確
立
を
目
指
す
、
同
朋
金
運
動
の
影
響
の
も
と
で
 進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
 

あ
る
。
新
京
 憲
 に
も
と
づ
く
、
現
在
の
宗
務
機
構
が
成
 -
 
u
 す
る
に
当
た
っ
て
、
戦
後
の
社
会
変
化
へ
の
対
応
な
ど
 の
 外
的
な
要
請
以
上
に
 、
 

古
本
務
機
構
の
改
革
の
エ
ー
ト
ス
と
し
て
の
同
朋
金
運
動
の
 
理
念
と
い
っ
た
、
内
的
要
因
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
大
 き
 Ⅰ
い
と
舌
口
 

え
 ろ
だ
ろ
う
。
 

三
 
信
仰
運
動
の
系
譜
と
宗
務
機
構
の
近
代
化
 

必
然
 

件
を
 

し
 

と
い
 的

に
、
習
俗
的
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
 体
 制
の
歪
み
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
 十
四
年
の
開
申
 事
 

発
端
に
、
旧
来
の
体
制
と
の
 軋
 礫
を
生
ず
る
こ
と
に
な
 る
 。
 

か
し
、
「
同
朋
 
金
 運
動
の
展
開
に
よ
っ
て
教
団
問
題
が
 惹
 起
し
た
が
、
運
動
推
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
れ
を
逆
縁
 と
し
て
 宗
憲
 改
正
 

5
 大
事
業
を
実
現
さ
せ
た
」
と
し
う
よ
う
に
 

-
7
-
t
 
 
、
、
 開申
事
件
 以
後
、
十
数
年
に
 亙
る
 宗
門
の
混
乱
は
、
教
団
の
体
質
 改
善
が
急
務
で
あ
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清
沢
満
之
は
、
文
久
三
一
年
二
八
六
三
）
六
月
二
十
六
日
 、
現
在
の
名
古
屋
市
東
区
 黒
 門
灯
八
一
番
地
に
生
ま
れ
 た
 。
父
の
名
は
徳
永
 

永
別
。
尾
張
徳
川
藩
の
士
族
で
、
足
軽
 頭
 を
つ
と
め
た
 人
 で
あ
る
。
 

明
治
七
年
、
愛
知
外
国
語
学
校
入
学
。
愛
知
県
医
学
校
を
 経
て
、
明
治
十
一
年
、
東
本
願
寺
育
英
 数
 投
入
学
の
た
 め
 京
都
に
上
り
、
同
年
 

二
月
、
生
家
の
近
く
に
あ
っ
た
党
首
寺
の
衆
徒
と
し
て
 得
 度
 。
明
治
十
四
年
、
東
本
願
寺
の
東
京
留
学
生
と
し
て
 東
上
、
東
京
大
学
予
備
 

門
 、
同
文
学
部
哲
学
科
に
学
び
、
同
大
学
院
で
宗
教
哲
学
 を
 専
攻
し
た
。
 

明
治
二
十
一
年
、
京
都
中
学
校
長
と
し
て
赴
任
。
同
年
 清
 沢
 や
す
と
結
婚
し
、
三
河
大
浜
の
西
方
音
に
入
る
。
 そ
 の
後
、
数
人
の
同
志
 

と
と
も
に
大
谷
派
の
学
制
改
革
を
試
み
る
が
、
後
退
を
余
 儀
 な
く
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
、
今
川
 覚
神
 、
稲
葉
 昌
 丸
 ら
と
と
も
に
教
界
時
 

言
 社
を
設
立
。
雑
誌
「
 教
 界
時
号
こ
を
発
行
し
、
 宗
政
改
 革
運
動
を
展
開
し
た
。
運
動
は
、
本
山
伽
藍
の
再
建
 や
 負
債
償
却
な
ど
の
 募
財
 

に
 疲
弊
し
て
い
た
人
々
を
動
か
し
、
全
国
革
新
同
盟
会
を
 組
織
す
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
一
年
間
で
な
し
崩
し
的
 に
 解
体
し
て
し
ま
っ
た
。
 

そ
の
後
、
満
之
は
三
河
の
自
切
 に
 帰
り
、
具
体
的
な
改
革
 運
動
を
放
棄
し
て
、
信
念
の
確
立
へ
向
か
う
よ
う
に
な
 る
 。
 

清
沢
清
之
の
生
涯
と
信
仰
信
念
 

こ
こ
で
は
、
近
代
の
大
谷
派
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
及
 ぼ
し
て
き
た
、
清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
と
そ
の
後
の
展
 開
を
追
っ
て
み
た
い
。
 

-
 ㎎
 -
 

で
も
あ
る
。
 

て
 作
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
同
朋
 会
 連
動
に
見
ら
れ
る
 個
々
人
の
自
覚
に
も
と
づ
く
真
の
同
朋
社
会
・
教
法
 社
 会
の
確
立
と
い
っ
た
 理
 

1
2
 

念
は
、
明
治
期
に
在
野
か
ら
の
家
政
改
革
運
動
を
お
こ
す
 な
ど
し
て
、
大
谷
派
の
教
団
 人
 と
し
て
活
躍
。
さ
ら
に
 精

神
主
義
運
動
を
展
開
 

め
 

 
 

し
 、
近
代
の
宗
教
思
想
家
と
し
て
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
 た
清
沢
 満
 Z
 以
来
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
 受
 げ
 継
が
れ
て
き
た
も
の
 



 
  

 

ン
 
代
 

能
 旦
 

近
 

忠
一
 

ぉ げる 宗 

を 
想 通 満 異 
を 人 文 に 
咀 以 は し 
咄 上 、 て 
し に 約 い 

十年 九カょ る 。 ・ 、 @ 度重 

ら な に 
、 る 亙 

い 限 る 
か 果 緒 
に 状 核 
白 泥 と 

ら と の 
が の 闘 

信 吉 病 
春 闘 士 
す の 活 
る な や 
如 か 妻 

へ 来 で子 、 と 

  
心血を 、現実 や日ェ 

生 ピ 注 
宿 ク い 

だ士 ホ か り な テ タ ・   
か ス 間 
で の の 

改革運 生じる L 教訓 

様 を 動 
々 は や 
な じ 教 
苦 め 育 
事業 悩 め 、彼 

解 決学挫 のの 
に ん 折 
大 だ と 

き 様 い 
な 々 っ 

意 なた 
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教 伝統の変容 

ま
た
焼
鳥
 敵
 が
、
「
先
生
の
話
の
中
に
は
、
何
々
良
日
 
く
 と
云
ふ
 事
が
な
い
。
何
で
も
、
か
で
も
、
自
分
一
人
で
 云
 ふ
 の
が
、
先
生
の
特
 

一
四
 
-
 

色
 で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
 

満
 之
は
自
ら
の
 
体
験
に
よ
っ
て
確
立
し
た
信
念
を
、
自
分
自
身
の
言
葉
 で
 語
っ
た
。
そ
の
点
 、
 

当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
、
科
学
や
哲
学
の
証
明
に
も
と
づ
く
 護
教
論
や
宗
教
の
倫
理
的
な
価
値
の
主
張
、
護
法
護
国
 講
や
 排
 邪
論
と
は
立
場
 

一
四
 
-
 

の
 苦
闘
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
評
し
 て
い
る
 よ
う
 に
、
自
己
の
体
験
性
に
深
く
根
差
す
も
の
 で
あ
っ
た
。
 

清
沢
満
之
が
、
そ
の
短
 い
 生
涯
の
う
ち
で
展
開
し
た
、
 

学
 制
 改
革
、
 

な
 活
動
は
、
す
べ
て
頓
挫
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
精
神
主
 義
 運
動
も
 、
 

も
 確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

満
之
 が
こ
う
し
た
活
動
を
通
 し
て
表
明
し
 

大
学
や
浩
々
洞
に
お
い
て
 満
之
と
 触
れ
ム
ロ
 っ
た
 人
々
に
 受
 げ
 継
が
れ
、
 

こ
の
信
仰
信
念
は
、
吉
田
久
一
が
「
 満
 之
の
宗
教
思
想
は
 上
述
の
よ
 

白
川
 党
 の
 宗
政
 改
革
運
動
、
真
宗
大
学
の
経
営
と
い
っ
た
 具
体
的
 

一
部
の
知
識
人
を
中
心
に
し
た
思
想
運
動
で
し
か
な
か
っ
 た
こ
と
 

た
、
 
個
々
の
信
念
の
確
立
を
第
一
義
と
す
る
信
仰
信
念
は
 、
真
宗
 

そ
の
後
の
大
谷
派
の
動
向
を
左
右
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
  
 

う
に
書
斎
の
産
物
で
は
な
く
、
異
常
と
い
っ
て
よ
い
種
の
 現
実
と
 

-
 
㎎
 -
 

六
日
、
四
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
 

9 9 
明
治
三
十
二
年
、
新
法
主
 彰
如
 の
紹
介
 な
う
 げ
て
東
上
し
 
、
真
宗
大
学
東
京
移
転
と
と
も
に
真
宗
大
学
学
監
に
 就
 任
 。
 翌
 三
十
三
年
か
 

、
焼
鳥
 敏
 、
多
田
舟
、
佐
々
木
戸
樵
ら
と
共
同
生
活
を
営
 み
、
そ
の
宿
舎
を
「
浩
々
 洞
 」
と
名
付
け
た
。
明
治
三
 十
四
年
、
浩
々
 
洞
か
 

雑
誌
「
精
神
界
口
を
発
行
。
新
仏
教
運
動
な
ど
と
と
も
に
 、
代
表
的
な
近
代
宗
教
思
想
運
動
と
評
さ
れ
る
精
神
主
 義
 運
動
を
展
開
し
た
。
 

明
治
三
十
五
年
、
長
男
と
妻
の
死
去
、
真
宗
大
学
学
監
の
 辞
職
を
経
て
三
河
の
自
切
 に
 帰
り
、
豊
明
治
三
十
一
八
（
 
一
九
 0
 三
）
 年
 六
月
 



清
沢
満
之
は
、
明
治
三
十
六
年
に
四
一
歳
で
没
し
た
が
、
 そ
の
後
も
浩
々
洞
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
「
 精
神
界
」
廃
刊
間
際
 

ま
で
存
続
し
た
。
浩
々
 洞
 自
体
は
、
ご
く
少
数
の
人
々
の
 共
同
生
活
の
場
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
「
精
神
界
」
を
 
中
 心
 に
し
た
活
動
も
 、
教
 

団
 全
体
か
ら
見
れ
ば
、
一
部
の
知
識
人
た
ち
の
運
動
に
す
 ぎ
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
沢
 満
 之
の
信
仰
信
念
を
も
と
 

に
 、
こ
こ
で
培
わ
れ
た
精
神
は
 、
 浩
々
洞
の
人
々
を
通
じ
 て
 、
そ
の
後
の
大
谷
派
の
動
ぎ
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
 に
な
る
。
 

寺
川
俊
昭
が
、
「
清
沢
先
生
に
よ
っ
て
新
し
い
仕
事
が
始
 
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
浩
々
洞
の
同
人
に
よ
っ
て
受
け
継
 が
れ
て
い
く
。
そ
の
 

時
に
仕
事
が
分
担
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
焼
鳥
先
生
は
実
 践
 、
佐
々
木
先
生
は
教
育
、
曽
我
先
生
は
教
学
、
多
田
 先
生
は
伝
道
と
こ
う
い
 

-
 
㌍
 -
 

ぅ
 ふ
う
に
、
（
中
略
）
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
荷
わ
れ
 
た
 歴
史
的
な
使
命
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
」
と
し
て
 い
る
 よ
う
 に
、
 満
之
の
 

信
仰
信
念
は
、
教
団
の
様
々
な
領
域
に
影
響
を
与
え
て
 き
 た
 。
と
く
に
、
焼
鳥
 敏
 、
佐
々
木
 戸
樵
 、
曽
我
最
深
 め
 三
人
の
影
響
は
大
き
い
。
 

焼
鳥
 敬
 は
、
戦
後
宗
務
総
長
と
し
て
「
同
朋
生
活
運
動
」
 や
 
「
本
 
願
 奉
仕
 団
 」
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
佐
々
木
刀
 樵
は
 、
教
育
者
と
し
 

て
 長
期
に
わ
た
っ
て
大
谷
大
学
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
 ま
 た
 曽
我
最
深
 は
 、
清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
を
大
谷
派
の
 教
学
に
位
置
付
け
る
 ぅ
 

清
沢
満
之
の
系
譜
 

 
 

味
 を
も
っ
て
い
る
か
を
、
自
己
の
体
験
性
に
も
と
づ
い
て
 明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
信
仰
の
意
 味
が
、
 
個
々
人
の
実
存
 

 
 

 
 

的
 問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

2
8
6
 

 
 

こ
の
、
個
々
の
信
念
の
確
立
を
第
一
義
と
す
る
信
仰
信
念
 は
、
行
 
（
形
式
）
か
ら
信
へ
の
転
換
、
習
俗
的
な
信
仰
 

と
の
 乖
俺
 、
家
の
信
 

仰
か
ら
個
人
へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
 満
 之
の
信
仰
信
念
が
、
近
代
に
お
け
る
大
谷
派
の
動
向
 に
 
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
 

-
 
花
 -
 

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 



近代に 

真 まず 「 

昭 宏 
相 口   き士 

  
二 十 

心 年、 に 
戦 戦 
後 後 
の の 

新 宗 
し 政 
い 史 
体 せ 
制 迫 
の づ 

も て 
と み 
で て 

@ 最、 も 
初 夫 

各派 宗 の 
議 の 
会 動 
で ・ 向 

あ は 
  
た 清 

、 沢 

  
国 讐 

を抜 宗義 

全 き 

ヤ @ し 比 @ し 

お し 
い て 

て は 
  幸正 

寵   り 

会 得 

  
15@ '28 

おけら宗教 

  
/ 目 

沢 
満 
之 
の 

信仰 

信 
念 
と 

戦 
後 
の 
C@I 

不政 

  

容
 
清
沢
 満
 Z
 の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
 て
 、
同
朋
金
運
動
の
基
盤
と
な
り
、
宗
務
機
構
の
改
革
 を
 求
め
て
き
た
こ
れ
ら
の
 主
 

唾
張
 を
も
と
に
、
近
代
化
路
線
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
 で

あ
る
。
 

統
 

伝
 

訓
覇
 信
雄
に
代
表
さ
れ
る
改
革
派
の
人
々
の
言
説
に
は
、
 個
の
自
覚
に
も
と
づ
く
信
仰
の
強
調
や
真
宗
信
仰
の
世
 界
 性
の
開
示
な
ど
、
 

-
%
 一
 

を
 展
開
す
る
こ
と
に
な
る
 

え
に
、
大
 

し
か
し
 

ョ
 浄
土
の
 

し
て
の
三
 

絶
の
な
か
 

き
た
の
で
 

昭
和
二
 

る
こ
と
を
 

活
動
を
お
 き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
 

、
清
沢
満
之
の
系
譜
は
、
教
団
に
拒
絶
さ
れ
た
系
譜
で
も
 あ
っ
た
。
昭
和
三
年
に
金
子
大
栄
の
「
如
来
及
び
浄
土
 の
 観
念
口
と
 

観
念
し
が
議
制
会
か
ら
宗
義
違
反
と
さ
れ
、
僧
籍
を
剥
奪
 さ
れ
た
り
、
昭
和
五
年
に
は
、
曽
我
 最
 深
 め
 
「
如
来
去
 現
 の
 範
 時
と
 

心
 親
ヒ
 が
 侍
童
寮
か
ら
宗
義
違
反
と
さ
れ
、
曽
我
が
真
 &
 
不
大
学
教
授
を
辞
任
す
る
な
ど
、
清
沢
満
之
の
系
譜
は
 
、
 教
団
側
の
拒
 

で
 展
開
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
浩
々
洞
に
連
な
 8
 人
々
は
、
宗
門
の
外
郭
団
体
の
よ
う
な
形
で
活
動
を
 お
こ
な
っ
て
 

あ
る
。
 

十
二
年
、
 訓
覇
 信
雄
を
常
任
委
員
会
主
任
と
し
、
「
真
宗
 

仏
教
を
閣
明
し
、
そ
の
伝
統
に
基
づ
く
同
朋
教
団
の
真
生
 命
を
顕
揚
す
 

-
 
お
 -
 

-
 
桝
 -
 

目
的
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
真
人
社
」
も
、
こ
う
し
た
 外
郭
団
体
と
し
て
生
じ
た
信
仰
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
 で
 中
心
的
な
 

こ
 な
っ
た
訴
額
信
雄
ら
の
人
々
が
、
 

宗
 議
会
が
確
立
さ
れ
 る
な
か
で
そ
の
与
党
と
な
り
、
同
朋
金
運
動
を
中
心
に
 近
代
化
路
線
 



清
沢
満
之
の
歴
史
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

柘
植
 閾
其
 は
、
こ
の
こ
と
を
評
し
て
、
「
真
宗
根
源
の
精
 

神
 が
師
（
清
沢
満
之
）
を
通
し
て
近
代
に
掲
げ
ら
れ
、
 

そ
 の
 精
神
は
 

洞
 」
と
し
て
地
下
水
の
如
く
、
民
衆
の
身
か
ら
身
に
伝
 ，
 
ぇ
 ら
れ
た
。
こ
の
地
下
水
か
ら
幾
多
の
先
輩
が
生
ま
れ
、
 

異
安
心
と
た
た
 

が
ら
も
徳
川
時
代
の
閉
ざ
さ
れ
が
ち
な
宗
教
か
ら
、
浄
土
 真
宗
本
来
の
自
覚
へ
と
一
歩
一
歩
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
 流
れ
は
 時
 熟
し
 

@
 
笘
 -
 

鳥
総
長
を
生
み
、
今
、
宮
谷
総
長
の
誕
生
と
な
り
、
そ
の
 精
神
は
「
宗
門
白
書
」
と
し
て
教
団
に
公
開
さ
れ
た
」
 と
し
て
い
る
。
 

間
白
書
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
、
親
鸞
聖
人
士
 0
0
 回
 御
恩
恵
 に
 向
け
て
の
活
動
の
な
か
か
ら
、
同
朋
 ム
 
ム
運
 動
 が
生
じ
て
く
 

に
な
る
。
 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
信
仰
の
自
覚
に
も
と
つ
い
て
、
現
実
の
 社
会
に
原
理
と
方
法
を
与
え
、
真
の
同
朋
教
団
を
確
立
 し
ょ
う
と
す
 「

浩
々
 

か
れ
な
 

て
、
暁
 

こ
の
め
 不
 

る
こ
と
 

る
同
朋
 

ら
 脱
皮
 し
 、
真
宗
の
教
学
を
、
世
界
的
視
野
に
 拾
 い
て
 展
 聞
 し
得
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、
先
生
捨
身
の
熱
意
に
 よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

-
 
㏄
 -
 

先
生
の
薫
陶
を
受
け
て
幾
多
の
人
材
が
輩
出
し
、
大
谷
派
 の
 教
学
は
、
今
日
ま
で
、
ゆ
る
ぎ
な
き
伝
統
の
光
を
放
 っ
て
い
る
。
」
と
し
、
 

総
長
は
、
教
化
方
針
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
宗
門
一
強
化
の
 基
盤
と
し
て
の
教
圏
改
革
運
動
の
達
成
」
を
あ
げ
、
「
 

教
 団
の
封
建
性
を
払
拭
 し
 

-
 
Ⅱ
 -
 

水
蕨
中
心
と
す
る
民
主
的
同
胞
救
国
を
確
立
し
て
、
清
津
 満
 亡
師
に
始
ま
る
近
代
宗
教
改
革
運
動
を
達
成
す
る
」
 と
し
た
。
 

ま
た
、
昭
和
二
十
六
年
、
浩
々
洞
の
同
人
で
あ
っ
た
焼
鳥
 敏
 宗
務
総
長
の
も
と
で
、
「
同
朋
生
活
運
動
」
（
中
央
に
 

お
い
て
は
、
新
設
さ
 

れ
た
教
化
研
究
所
を
主
体
と
し
て
講
習
会
を
開
 き
 、
 各
寺
 に
お
い
て
は
、
毎
月
宗
祖
の
命
日
に
門
徒
集
会
を
開
く
 と
い
う
も
の
）
が
提
唱
 

さ
れ
、
「
本
願
奉
仕
口
」
が
発
足
。
 

さ
ら
に
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
宮
谷
法
会
宗
務
総
長
が
 、
 日
 真
宗
 目
 誌
上
に
「
宗
門
各
位
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
宗
門
 白
書
を
発
表
。
五
年
 

後
に
宗
祖
聖
人
士
 0
0
 回
 御
恩
忌
を
迎
え
て
の
内
局
の
所
 信
を
表
明
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
教
学
の
問
題
を
取
り
 上
げ
、
「
明
治
の
我
が
宗
 

円
に
、
清
沢
満
之
先
生
が
お
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
も
の
に
 も
か
え
が
た
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
大
谷
派
が
徳
 

別
封
建
教
学
の
栓
 桔
か
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近代における 宗教伝統の変容 

 
 

 
 

宗
 議
会
制
が
確
立
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
宗
義
 会
の
与
党
と
し
て
体
制
側
に
転
じ
、
同
朋
金
運
動
を
中
 心
 に
し
た
近
代
化
の
動
 

さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
 

ョ
 
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
及
び
 
記
者
会
見
に
お
い
て
、
法
主
と
曽
我
 敵
 が
、
 嶺
藤
 宗
務
総
 長
 ら
の
改
革
派
は
 、
 

旧
来
の
信
仰
と
異
な
る
清
沢
教
学
を
推
進
し
て
い
る
と
 発
 言
 。
真
宗
教
学
研
究
所
は
、
清
沢
教
学
に
関
す
る
公
開
 質
問
状
を
法
主
に
提
出
 

し
 、
「
真
宗
 ト
 誌
上
に
お
い
て
、
清
沢
満
之
の
歴
史
的
意
 義
を
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
の
本
願
寺
の
 宗
派
離
脱
事
件
に
お
い
 

て
も
、
離
脱
理
由
の
中
心
に
、
「
彼
ら
改
革
派
の
源
流
は
 

、
 明
治
期
の
哲
学
者
清
沢
満
之
で
あ
り
、
本
願
寺
の
伝
統
 の
 教
義
・
信
仰
と
は
 全
 

く
 異
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
教
義
・
信
仰
の
異
質
 性
を
挙
げ
て
い
る
。
 

大
谷
派
の
教
団
 人
 と
し
て
清
沢
満
之
が
行
っ
た
活
動
は
 、
 学
制
改
革
、
白
川
 党
 の
家
政
改
革
運
動
、
真
宗
大
学
の
 経
営
な
ど
、
結
局
 す
 

べ
て
頓
挫
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
精
神
主
義
運
動
も
 、
教
 

そ
の
系
譜
は
、
「
清
沢
 満
 Z
 の
系
譜
は
、
今
日
ま
で
教
団
 

団
 全
体
か
ら
み
れ
ば
、
一
部
の
知
識
人
を
中
心
に
し
た
 

が
 拒
絶
し
た
異
端
の
系
譜
で
も
あ
る
」
と
い
う
 よ
う
 に
 、
 

思
想
運
動
で
し
か
な
 

教
団
の
周
辺
部
の
動
 

か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
 体
 験
 を
も
と
に
満
 2
 が
確
立
し
た
、
自
己
の
信
念
の
確
立
 を
 第
一
義
と
す
る
信
仰
 

信
念
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
継
い
だ
人
々
の
活
動
を
通
じ
て
 、
近
代
の
大
谷
派
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
て
 き
た
の
で
あ
る
。
 

-
 
田
 -
 

き
で
あ
っ
た
が
、
清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
は
 、
 浩
々
 洞
か
 ら
 、
戦
後
は
真
人
社
を
中
心
に
し
た
人
々
へ
と
受
 け
継
 が
れ
て
き
た
。
そ
し
て
 

  (289) 

さ
れ
、
大
谷
派
の
教
学
に
お
け
る
清
沢
満
之
の
位
置
が
明
 確
に
さ
れ
た
。
こ
こ
で
清
沢
教
学
は
、
親
鸞
の
教
学
（
 真
宗
教
学
）
と
並
立
す
 

る
も
の
で
は
な
く
、
親
鸞
の
教
え
を
今
の
時
代
に
と
ら
 ，
 
え
 返
し
た
も
の
と
位
置
付
げ
ら
れ
し
 

，
つ
 
0
-
 

金
運
動
は
、
必
然
的
に
、
習
俗
的
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
き
た
 
ナ
 
-
 
@
 

事
件
を
発
端
に
、
教
団
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
 
ナ
 
-
 
し
 

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
ず
昭
和
四
十
年
、
侍
童
 寮
 会
議
（
法
主
の
諮
問
機
関
・
 

こ
れ
ま
で
の
体
制
と
の
 軋
 礫
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
昭
和
 四
十
四
年
の
開
申
 

。
こ
の
十
数
年
に
 亙
る
 混
乱
の
な
か
に
も
、
清
沢
教
学
の
 問
題
が
た
び
た
び
 

ゑ
学
の
最
高
諮
問
機
関
）
に
お
い
て
親
鸞
教
学
と
清
沢
 教
 学
 の
問
題
 が
 討
議
 



大
谷
派
の
新
た
な
宗
務
機
構
の
確
立
（
近
代
化
）
は
 、
社
 会
 状
況
の
変
化
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
 

方
で
、
個
々
の
信
念
の
確
立
を
第
一
義
と
す
る
、
清
沢
 満
 之
の
信
仰
信
念
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
 

宗
務
機
構
の
変
遷
は
、
そ
の
表
層
的
な
あ
ら
わ
れ
は
、
 

議
 全
判
民
主
主
義
と
か
天
皇
の
象
徴
化
と
い
っ
 

す
る
も
の
と
も
見
え
る
が
、
そ
の
 動
 ぎ
の
深
層
で
は
、
 
清
 沢
満
 Z
 以
来
の
信
仰
信
念
の
系
譜
に
支
え
 ろ
 

戦
後
の
社
会
変
化
は
、
 
宗
 議
会
制
が
確
立
す
る
こ
と
に
 よ
っ
て
、
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
た
改
革
派
 

に
な
っ
た
よ
う
に
、
宗
務
機
構
の
近
代
化
の
契
機
と
は
な
 っ
 た
が
、
新
京
憲
の
制
定
と
そ
の
後
の
新
し
 て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
一
 

の
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
大
谷
派
の
 

た
、
戦
後
の
日
本
の
社
会
に
追
随
 

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 

が
体
制
側
に
転
じ
る
こ
と
が
可
能
 

い
宗
務
機
構
の
確
立
と
い
っ
た
 動
 

結
び
 

信
念
（
エ
ー
ト
ス
）
の
も
と
で
、
近
代
と
い
う
時
代
の
な
 

間
白
書
」
）
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
封
建
体
制
の
な
 

新
京
憲
の
制
定
や
そ
れ
に
と
も
た
う
宗
務
機
構
の
改
正
な
 

念
は
 、
 個
々
の
信
念
の
確
立
を
第
一
義
と
す
る
、
清
沢
 満
 

き
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
家
の
宗
教
か
ら
個
の
自
 

の
 在
り
方
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
と
の
、
 

村
 上
 

で
も
あ
る
。
大
谷
派
の
教
団
近
代
化
の
動
向
、
と
く
に
 同
 

清
沢
満
之
の
歴
史
的
意
義
が
、
「
大
谷
派
が
徳
川
封
建
教
 

エ
と
克
服
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
貫
し
て
こ
 

覚
の
宗
教
へ
」
と
か
、
真
の
同
朋
教
団
の
確
立
と
い
っ
た
 

ど
の
 動
 ぎ
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
 

之
の
信
仰
信
念
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
 

朋
 金
運
動
・
教
団
問
題
か
ら
現
代
に
い
た
る
動
向
は
 、
 

か
で
真
宗
信
仰
の
本
来
の
在
り
方
を
実
現
し
て
い
こ
 う
 

か
で
培
わ
れ
て
き
た
旧
来
の
体
質
と
の
 軋
 礫
を
生
む
の
 

学
の
栓
拮
か
ら
脱
皮
 し
 、
真
宗
の
教
学
を
世
界
的
視
野
に
 

清
沢
満
之
以
来
の
信
仰
 

と
す
る
動
き
と
、
従
来
 

理
念
に
も
と
づ
い
て
、
 

日
朗
金
運
動
の
基
本
 理
 

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
 

の
 動
き
を
支
え
て
き
た
 

展
開
し
得
た
」
（
「
 宗
 

の
は
、
清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
と
そ
の
信
仰
信
念
を
受
 け
 継
ぐ
人
々
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ボ
 

変
容
を
考
察
す
る
 場
ム
ロ
 （
こ
こ
で
は
宗
務
機
構
の
場
 
合
を
扱
っ
た
）
、
社
会
状
況
の
変
化
と
い
っ
た
外
的
要
因
 
と
の
か
か
わ
り
だ
け
で
な
 

冊
く
 、
宗
教
伝
統
の
変
容
を
支
え
る
、
内
的
要
因
 
待
 何
者
の
と
っ
て
の
意
味
の
な
か
に
あ
る
宗
教
的
価
値
と
 の
か
か
わ
り
）
を
視
座
に
含
 

 
 

佃
 

め
な
く
て
は
、
そ
の
実
相
を
と
ら
え
る
こ
と
は
出
来
 な
い
の
で
は
な
か
ろ
ら
か
。
 

近
 

ま
た
、
清
沢
満
之
の
信
仰
信
念
は
、
戦
後
の
過
程
の
な
か
 で
 教
団
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
 

こ
 れ
は
、
精
神
主
義
が
 

  

容
 
根
底
に
あ
る
独
自
の
意
味
を
問
 う
 こ
と
が
必
要
だ
 る
 あ
ノ
，
 

。
 

変
 

簗
 

た
し
か
に
、
社
会
状
況
（
政
治
的
・
経
済
的
条
件
 な
ど
）
は
教
団
組
織
の
鋳
型
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
 こ
 こ
で
扱
っ
て
き
た
宗
務
機
構
 

ぬ
 
な
ど
は
、
そ
の
変
化
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
で
 あ
ろ
う
。
し
か
し
、
長
 い
 制
度
化
の
過
程
を
経
て
形
成
 さ
れ
て
き
た
、
宗
教
伝
統
の
 

著
 と
な
っ
た
。
 

こ
の
こ
と
は
、
宗
教
的
な
諸
制
度
の
確
立
と
変
容
の
根
底
 に
、
非
 ム
ロ
 
理
 的
な
動
機
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
 い
る
。
古
本
務
機
構
の
 

近
代
化
と
い
っ
た
 、
 ム
口
 
理
 的
要
素
の
強
い
、
機
構
上
の
変
 化
 を
扱
 う
場
 ム
ロ
に
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
宗
教
現
象
と
 
し
て
把
握
し
、
現
象
の
 

-
 
㏄
 -
 

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
大
谷
派
の
場
 0
 ロ
は
、
明
治
期
に
 清
沢
満
之
と
い
う
リ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
あ
っ
た
た
め
に
、
 

特
に
こ
う
し
た
面
が
顕
 

ら
か
の
宗
教
的
価
値
を
求
め
る
価
値
ム
ロ
 
理
的
 運
動
で
あ
る
 こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
他
の
伝
統
 的
 仏
教
教
団
に
も
見
ら
 

大
谷
派
の
近
代
化
の
動
向
が
 、
 単
な
る
社
会
状
況
の
変
 化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
目
的
合
理
的
運
動
で
は
な
く
、
 

そ
 0
 行
為
の
背
景
に
な
ん
 

-
 
㏄
 一
 

ぎ
は
 、
同
朋
 ム
下
 
連
動
の
推
進
に
よ
っ
て
旧
来
の
体
質
の
歪
 み
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
内
的
要
因
に
よ
っ
て
 左
 右
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
 

き
ぃ
 。
大
谷
派
の
宗
務
機
構
の
近
代
化
は
、
一
方
で
は
 時
 代
へ
の
適
応
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
時
が
熟
す
よ
う
な
 内
側
か
ら
の
運
動
で
 

あ
っ
た
。
 

清
沢
満
之
の
行
っ
た
活
動
自
体
は
、
教
団
を
動
か
す
大
き
 な
 力
と
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、
 

満
之
 が
そ
れ
ら
の
活
動
 を
 展
開
す
る
な
か
 

表
明
し
た
信
仰
信
念
は
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
人
々
の
活
動
 を
 通
じ
て
、
そ
の
後
の
教
団
の
動
き
を
支
え
て
き
た
の
 で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 ら ま で・ も 大 



)
 
主
 （

 1
 ）
こ
こ
で
の
「
エ
ー
ト
ス
」
は
、
大
塚
久
雄
が
 
マ
 ，
ク
ス
 

ヴ
ェ
 Ⅰ
 ハ
 ー
の
用
語
と
し
て
の
「
エ
ー
ト
ス
」
を
定
義
し
て
 、
「
人
々
の
う
ち
に
や
 

ど
り
、
彼
ら
を
内
側
か
ら
一
定
の
方
向
に
押
し
動
か
し
て
い
く
 と
こ
ろ
の
い
わ
ば
現
実
の
起
動
力
」
（
マ
ッ
ク
ス
・
 ヴ
ヱ
 ー
 バ
 ｜
 

大
塚
久
雄
訳
 

日
 フ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
 
H
 ズ
ム
 
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
上
口
 
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
一
四
九
頁
）
と
す
る
と
こ
ろ
の
 意
 味
 に
近
い
。
清
沢
 

満
 之
の
信
仰
信
念
は
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
人
々
の
現
実
の
起
 動
力
と
し
て
、
そ
の
後
の
大
谷
派
の
動
き
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
 た
 。
機
構
上
の
改
 

革
 に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
人
々
に
信
仰
的
行
為
の
基
盤
（
 立
 
届
味
 ）
を
与
え
た
と
こ
ろ
に
、
清
沢
満
之
の
存
在
の
意
義
が
あ
 る
 よ
 う
 に
思
わ
れ
 

る
 。
 

（
 2
 ）
こ
の
小
論
は
主
に
、
昨
年
夏
に
大
谷
大
学
に
お
い
て
 
閲
 覧
 し
た
。
「
真
め
 公
 
（
真
宗
大
谷
派
機
関
誌
）
昭
和
二
十
年
も
六
 

十
三
年
、
及
び
「
 真
 

人
口
一
号
 り
 
一
五
五
号
な
ど
の
定
期
刊
行
物
を
資
料
と
し
て
ま
 と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
年
代
の
確
認
な
ど
の
た
め
、
部
分
的
 に 真
宗
教
学
研
究
 

所
編
 
ョ
 近
代
大
谷
派
年
表
口
な
ど
を
参
照
し
た
。
こ
こ
で
用
い
て
 い
る
用
語
・
表
現
な
ど
は
、
原
則
的
に
こ
れ
ら
の
資
料
に
見
ら
 れ
る
表
現
を
そ
の
 

ま
ま
に
用
い
て
い
る
。
特
に
第
三
早
で
は
、
す
べ
て
の
事
項
に
 注
記
を
付
す
と
非
常
に
 煩
墳
 に
な
る
た
め
、
注
は
出
来
る
だ
 け
 原
文
の
引
用
箇
所
 

や
 、
用
語
の
補
足
説
明
が
必
要
と
思
わ
れ
る
 場
 ム
ロ
に
と
ど
め
た
  
 

（
 3
 ）
「
真
宗
 L
 真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
 号
 、
五
 ち
 九
ぺ
ー
ジ
。
ま
た
、
同
朋
 金
 運
動
の
内
容
な
ど
に
つ
 い
て
は
、
 コ
 
百
蛮
不
ヒ
 
昭
 

同
朋
社
会
の
顕
現
と
い
っ
た
近
代
の
大
谷
派
教
団
が
目
指
 し
て
き
た
理
想
が
、
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

宗
 議
会
の
過
半
数
と
い
う
よ
う
な
上
部
構
造
で
は
な
く
、
 

門
徒
一
人
一
人
の
信
仰
信
念
と
な
っ
た
と
き
は
じ
め
て
 、
同
朋
教
団
の
確
立
 

戦
後
、
改
革
派
と
称
さ
れ
る
人
々
を
支
え
て
き
た
、
清
沢
 満
之
 以
来
の
信
仰
信
念
（
個
々
の
信
仰
信
念
の
確
立
を
 第
一
と
す
る
）
が
 、
 

構
の
上
に
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
 

満
之
が
 求
め
続
 け
 た
 親
鸞
の
教
え
の
本
来
的
な
意
義
、
さ
ら
に
は
そ
の
 教
 団
や
現
実
社
会
で
の
 実
 

現
な
ど
は
、
「
同
朋
公
議
」
「
同
朋
社
会
の
顕
現
」
と
い
う
 

理
想
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
今
後
の
課
題
と
し
 て
 残
さ
れ
て
い
る
。
 

上 て ご   

か き く 

も た 一 
の こ 部 
活 と の 
動 も 知 
と あ 識 
な っ 人 
も て を 
ざ 、 中 
る 宗 ，む 
を 議 に 
え 会 し 
が や た 
か 大 恩   

。 中 動 
こ 心 に 

の に す   
清 士 か 
沢 部 づ 

満 構 た 
左 道 こ 

の の と 

や、 信仰 エー 
信 ト そ 
念 ス の 
の で 後 
煮 し の 
義 か 清 
は な 沢   
の こ の 

自 の 糸 

寛た譜 のめが 
信 向 か 
伸 朗 し 

の 会 ろ 
強 運 異 
調 動 端 
の な の 

み ど 糸 
が の 譜 

宗 清 と 

誘 動 さ 

機 も れ 
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近代における 宗教伝統の変容 

（
 5
 ）
こ
の
時
の
政
策
協
定
は
、
つ
ぎ
の
五
項
目
で
あ
っ
た
。
 

一
 、
真
宗
教
団
連
ム
ロ
に
つ
い
て
は
、
教
団
連
ム
ロ
の
願
い
を
実
現
す
 

る
た
め
に
、
他
派
と
の
 連
 典
を
密
に
し
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
 と
 。
 

二
 、
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
教
化
条
例
十
四
条
二
項
の
趣
旨
 徹
底
に
つ
と
め
る
。
 

三
 、
同
朋
 金
 運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
精
神
を
尊
重
し
 、
 実
施
に
当
た
っ
て
は
改
善
強
化
を
は
か
る
。
 

四
 、
内
事
と
内
局
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
緊
密
を
は
か
 り
 、
 宗
政
 に
直
接
関
係
の
な
い
第
三
者
の
宗
政
へ
の
介
入
を
防
 ぐ
こ
と
。
 

五
 、
管
長
推
戴
に
つ
い
て
は
、
家
政
特
別
審
議
会
の
答
申
を
尊
 重
し
、
関
係
諸
法
規
を
整
備
し
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
。
 

ミ
 真
宗
 し
 昭
和
四
十
五
年
二
月
号
、
一
ぺ
 ー
 ジ
）
 

（
 6
 ）
こ
の
規
則
変
更
は
、
従
来
大
谷
派
の
内
局
を
中
心
に
構
 
成
さ
れ
て
い
た
本
願
寺
の
責
任
役
員
を
、
住
職
、
法
嗣
を
中
心
 と
し
た
内
局
以
外
の
人
目
  

 

員
 で
構
成
し
、
宗
派
と
は
別
に
本
願
寺
の
運
営
が
で
き
る
 よ
う
 に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
、
本
願
寺
の
宗
 派
か
ら
の
離
脱
を
 

可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
 

宗
 議
会
と
本
願
寺
の
関
係
が
断
ち
 切
ら
れ
、
本
願
寺
名
義
に
な
っ
て
い
る
宗
門
財
産
も
宗
派
と
無
 関
係
に
処
分
さ
れ
 

2
 

法
主
管
長
大
谷
光
 暢
 

惟
う
に
宗
祖
聖
人
御
誕
生
八
百
年
と
立
教
 開
宗
 七
百
五
十
年
が
 目
 捷
の
間
に
迫
ら
れ
る
今
日
時
 恰
 か
も
真
宗
教
団
連
ム
ロ
の
共
同
士
 旦
日
が
発
せ
ら
れ
 真
 

宗
 十
派
が
結
集
し
、
そ
の
総
力
を
挙
げ
て
現
代
の
危
機
に
直
面
 し
 、
時
代
の
要
請
に
応
え
ん
と
す
る
態
勢
と
な
っ
た
。
 

わ
が
大
谷
派
も
宗
祖
聖
人
の
御
本
懐
を
達
成
す
べ
く
、
一
致
団
 結
 、
さ
ら
に
大
き
な
前
進
を
遂
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ
る
と
 信
 ず
る
。
 

こ
こ
に
深
く
自
ら
決
意
す
る
 処
 あ
り
、
こ
の
機
会
に
管
長
の
職
 を
 離
れ
、
新
円
大
谷
光
紹
を
推
挙
し
て
、
こ
れ
に
当
た
ら
し
め
、
 

相
 携
え
て
現
代
社
会
 

に
お
け
る
教
団
の
使
命
を
完
 ぅ
し
 、
宗
祖
聖
人
士
我
聞
 宗
 の
 街
 本
旨
に
応
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

よ
っ
て
 新
 間
の
管
長
就
任
の
手
続
き
を
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
 を
 示
達
す
る
。
 

（
「
真
宗
 
ヒ
 昭
和
五
十
二
年
十
二
月
号
一
一
ぺ
 
ー
 ジ
）
 

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
四
日
 

和
 三
十
七
年
十
二
月
号
の
特
集
「
真
宗
同
朋
 会
｜
 住
職
の
手
引
 き
｜
 」
を
参
照
の
こ
と
。
 

（
 4
 ）
「
開
申
」
と
は
、
大
谷
家
に
あ
っ
た
出
来
事
を
内
事
部
 
長
 名
を
も
っ
て
内
局
に
示
す
慣
例
の
通
達
の
こ
と
。
こ
の
と
き
 の
 開
申
の
全
文
は
 、
次
 

ぎ
の
 と
お
り
で
あ
る
。
 

開
申
 



    
⑤   

す評 和が て 6 ） ） 8 1 3 ） l Ⅰ 2 ） l Ⅰ 1 ） l 0 ） 9 の施 ） る 
  未設 可 

  信 月一 ンは . 

  
。 ｜、 ま目㌃ 卜記 ノ 。 
載 
  
ナ - @ 
も 
の 

は確 

定 
判 教 
決 学 たに   と 

部長 

も - - 
同   の 方 

を で ・ 坪 
  
効 

努 

カ 
め、 の ある。 土地 

を 
有 
  

  
五十 

法人 

起   
入 し 

訴 の エ 

上 
年 理費 
か 事四 

ら、 

解 
    

と 本曲 妨 
明 円 

顧 
照の 

  同 
  問 

碇縄 

  
連費 

効 
会議 技を 

（ か 
カ 長 
        も 

京 認徒 昭恵 つ 
努 光信 

0 頁 め 暢祉 
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近代における 宗教伝統の変容 

        
18  17 16 15 14 ⑦⑥   と 都 

と 申 ① 

びが 事 

  
青青 及 
の名 び と 

友垣 全   
し 華人 

元田谷 さ、 大   
  8 局 

きと 中 
た と， む、 
わも に 

沈か 

げに 行 

で歩わ 
、 異 同 はなの 

あ る 。 がれ （ b 首 た 。   
日展 学年 の六   
開 伝戸 れ っ 満近 の 見制 請 承派   
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さ
れ
て
い
る
同
朋
金
運
動
も
 、
 近
く
は
こ
の
よ
う
な
、
師
に
よ
 っ
て
耕
さ
れ
た
土
壌
に
め
 
ば
 え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
が
 真
 宗
教
団
の
伝
統
を
 

お
 も
 う
 と
き
、
清
之
 師
 は
そ
の
伝
統
形
成
の
上
に
不
可
欠
の
存
 花
 で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
我
々
が
世
界
に
誇
る
べ
き
人
で
も
 あ
る
」
と
報
道
し
 

れ
 

 
  
 

た
 。
 尖
 真
宗
 ヒ
 昭
和
三
十
八
年
六
月
号
、
三
 べ
｜
ジ
 ）
 

 
 
 
 
 
 

（
 博
 ）
略
歴
に
関
し
て
は
、
主
に
、
吉
田
久
一
「
清
沢
満
之
 
 

吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
六
年
。
脇
本
平
他
「
評
伝
清
沢
 
満
 之
ト
 法
蔵
 館
 、
昭
和
五
 

十
セ
年
 。
真
宗
大
谷
派
教
化
研
究
所
編
「
清
沢
満
之
の
研
究
 目
 真
宗
大
谷
派
教
化
研
究
所
、
昭
和
三
十
二
年
。
を
参
考
に
し
た
。
 

（
㏄
）
前
掲
、
吉
田
久
一
「
清
沢
満
之
月
一
 
セ
ニ
 ペ
ー
ジ
。
 

（
 袖
 ）
前
掲
、
脇
本
千
世
「
評
伝
清
沢
満
之
 ヒ
 、
二
二
八
 
ぺ
  
 

（
四
）
教
団
 人
 と
し
て
清
沢
満
之
が
お
こ
な
っ
た
活
動
や
 、
満
 之
の
信
仰
信
念
と
そ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
リ
フ
 オ
 ー
マ
ー
と
し
て
の
 
清
 

沢
 清
之
」
 
ミ
 大
正
大
学
大
学
院
論
集
  
第
一
五
号
、
掲
載
予
定
）
 

に
 詳
し
い
。
こ
こ
で
の
清
沢
満
之
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
れ
に
 沿
っ
た
も
の
で
あ
 

る
 。
 

（
 盤
 ）
「
真
宗
 口
 昭
和
四
十
三
年
十
二
月
号
、
三
八
ぺ
ー
ジ
。
 

（
 別
 ）
「
真
人
口
一
号
、
真
人
仕
事
務
所
、
昭
和
二
十
三
年
、
 

一
ぺ
ー
ジ
。
ま
た
、
こ
の
と
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
真
人
社
設
立
 の
士
 
旦
日
を
定
め
た
。
 

土
 
見
一
一
一
一
口
 

今
や
新
し
い
日
本
が
誕
生
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
思
想
の
混
迷
 が
 、
そ
の
誕
生
を
頑
強
に
こ
 ば
 も
 う
 と
し
て
い
る
。
新
し
い
思
想
 の
 確
立
が
 、
日
 

本
を
 、
そ
し
て
世
界
を
憂
慮
す
る
人
々
か
ら
切
望
さ
れ
て
い
る
 。
そ
の
無
難
 に
 、
一
切
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
一
切
の
根
 源
 た
る
も
の
と
し
 

て
 、
宗
教
の
真
実
性
が
厳
粛
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
歴
史
的
要
請
に
癒
え
う
る
も
の
は
、
今
日
に
 於
 い
て
、
ま
さ
 し
く
親
鸞
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
真
宗
 佛
教
 で
あ
る
こ
と
を
 
確
 倍
 す
る
。
わ
れ
 

わ
れ
は
こ
の
混
乱
の
現
質
に
あ
っ
て
、
本
願
を
自
己
の
行
信
 と
 し
 、
そ
の
世
界
性
と
社
会
性
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
新
し
い
日
本
の
誕
 

至
に
、
あ
や
ま
り
な
き
一
道
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

真
宗
 佛
教
 の
 木
 姿
を
見
失
い
、
因
習
と
望
気
の
中
に
安
慰
な
 逃
 避
を
求
め
る
限
り
、
 

か
瓦
る
 課
題
を
解
き
 ぅ
 る
も
の
で
な
い
こ
 と
は
 ゆ
 う
 ま
で
 

も
な
く
、
民
衆
の
同
朋
教
団
た
る
 眞
 生
命
を
歪
曲
す
る
形
骸
の
 衣
 を
い
さ
ぎ
よ
く
ぬ
ぎ
 す
 て
ぬ
限
り
、
自
滅
の
道
を
辿
る
こ
と
 は
 歴
史
の
必
然
で
 

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
こ
そ
痛
烈
な
自
己
批
判
に
立
っ
て
 、
眞
 實
の
行
信
を
自
他
に
開
題
す
べ
く
、
ひ
た
す
ら
に
奮
起
す
る
こ
 と
が
刻
下
の
急
務
 

で
あ
る
。
 

こ
こ
に
 眞
 入
社
を
設
立
し
て
、
ひ
ろ
く
同
朋
同
行
の
よ
し
み
を
 結
び
、
今
日
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
氏
名
を
悔
い
な
く
 果
 た
し
 
た
い
と
志
願
 



近代における 宗教伝統の変容 
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（
 
0
0
 ）
「
真
宗
 目
 昭
和
三
十
一
年
四
月
号
、
六
上
ぺ
ー
ジ
。
 

 
  

 

（
 
托
 ）
「
真
宗
 目
 昭
和
五
十
六
年
六
月
号
、
二
一
 

べ
｜
ジ
 。
 

 
 

（
㏄
）
「
真
宗
 ヒ
 昭
和
四
十
年
六
月
号
付
録
「
侍
童
 寮
 会
議
 抜
 枠
｜
 特
に
教
学
に
つ
い
て
ー
」
参
照
。
 

 
 

 
 
 
 

（
 
田
 ）
「
座
談
会
・
宗
門
と
清
沢
満
之
③
人
材
養
成
と
浩
々
 

洞
 」
 宍
 真
め
 不
 」
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
号
、
）
 

三
 一
九
ぺ
ー
ジ
。
 

（
 
舘
 ）
 

マ
 "
 ク
ス
・
 
ヴ
ヱ
 
ー
バ
ー
は
、
社
会
的
行
為
を
①
目
的
 ム
ロ
 
理
 的
行
為
、
②
価
値
ム
ロ
 理
 的
行
為
、
③
感
情
的
行
為
、
④
 伝
 統
 的
行
為
、
の
四
つ
の
 

類
型
に
分
け
、
目
的
合
理
的
行
為
は
、
「
外
界
の
事
物
の
行
動
 
お
 よ
び
他
の
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
或
る
予
想
を
持
ち
、
こ
の
 子
 想
を
 、
結
果
と
し
 

て
 ム
ロ
 
理
 的
に
追
及
さ
れ
考
慮
さ
れ
る
自
分
の
目
的
の
た
め
に
 条
 件
や
手
段
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
」
と
し
、
 価
 値
 ム
ロ
 
理
 的
行
為
は
 
、
 

「
或
る
行
動
の
独
自
の
絶
対
的
価
値
 

｜
 倫
理
的
、
美
的
、
宗
教
的
 、
そ
の
他
の
 
｜
 そ
の
も
の
へ
の
、
結
果
を
度
外
視
し
た
、
意
識
 的
な
信
仰
に
よ
る
 

行
為
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
清
水
 幾
 太
郎
訳
「
社
会
学
の
根
本
概
念
 目
 岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
 

三
九
頁
）
。
 

こ
こ
で
目
的
ム
コ
 
理
的
 運
動
・
価
値
ム
ロ
 理
的
 運
動
と
い
う
の
は
、
 
，
 」
 ぅ
 し
た
類
型
に
触
発
さ
れ
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教
的
行
 為は
、
 
つ
 れ
 

に
 将
来
の
予
測
と
か
、
ム
ロ
理
性
の
追
及
を
越
え
た
、
宗
教
的
価
 

値
 に
支
え
ら
れ
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
「
現
代
社
会
に
即
応
し
た
 
教
団
の
在
り
刀
を
 

求
め
る
」
な
ど
は
、
目
的
ム
ロ
 
理
 的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
 0
 行
為
は
、
祖
師
の
理
想
に
返
る
と
か
、
教
義
的
な
意
味
付
け
 を
 求
め
る
な
ど
の
、
 

独
自
の
宗
教
的
価
値
に
も
と
づ
 い
 て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

（
㏄
）
 
コ
 ア
ヒ
ム
・
 
ヮ
ッ
ハ
 
は
 、
 Ⅰ
。
お
 ミ
ヨ
毛
お
ゴ
 ・
の
。
 
ユ
 0
 一
 
0
 ㏄
 ヒ
 
0
 ～
刃
の
 ミ
幅
一
 

0
 コ
 -
0
 （
 
ア
 ・
 宮ゴ
 了
い
㏄
 
0
 一
口
 オ
の
 C コ
 守
の
Ⅱ
 
四
 Ⅰ
 
セ
 o
h
 ひ
ア
 
ず
い
 ㏄
。
 巾
 「
の
の
の
・
 

-
 
の
 ㏄
 り
 ）
 の
 

な
か
で
、
古
木
 
教
的
 権
威
の
類
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
 

円
エ
 Ⅱ
 勾
田
 巾
 0
 刃
紺
 内
力
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
リ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
 
、
信
 奉
 者
を
集
め
、
後
 

に
 影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
点
で
は
「
創
始
者
（
（
 

0
 呂
片
 こ
の
 カ
 や
 魅
力
、
人
格
、
 
ェ
 ネ
ル
ギ
Ⅰ
忍
耐
力
な
ど
に
お
い
て
い
く
ぶ
 
ん
 似
通
っ
て
い
る
 

が
 、
か
れ
ら
の
行
動
の
社
会
学
的
影
響
は
、
偉
大
な
信
仰
の
誕
生
 な
 う
 な
 が
す
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
し
、
か
れ
自
身
の
解
 釈
 や
そ
の
信
奉
者
 

た
ち
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
、
創
始
者
の
そ
れ
と
 は
 異
な
っ
て
い
る
」
 
a
.
 賈
 じ
と
さ
れ
る
。
 

清
沢
満
之
は
、
信
仰
者
と
し
て
の
根
本
的
な
指
針
を
明
示
し
、
 そ
の
信
仰
信
念
を
継
承
す
る
人
々
育
て
る
こ
と
で
後
の
教
団
に
 大
き
な
影
響
を
 

与
え
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
宗
教
的
権
威
と
し
て
の
清
沢
 満
 之
の
影
響
力
は
大
き
い
と
 い
 え
る
が
、
そ
の
目
は
常
に
教
団
の
 枠
内
に
向
け
ら
れ
 

て
い
る
し
、
戦
後
に
顕
著
に
な
る
清
沢
満
之
の
新
た
な
位
置
付
 け
に
お
い
て
も
、
宗
祖
の
教
え
を
近
代
的
精
神
の
も
と
に
と
ら
 え
 直
し
た
と
い
う
 

以
上
の
位
置
付
け
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
大
谷
派
に
お
い
て
 
満
之
が
 
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
リ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
っ
た
 と
 舌
口
 
っ
テ
 し
も
 良
 Ⅰ
 
ト
だ
 

ろ
う
（
改
革
者
・
復
興
者
と
い
っ
た
表
現
で
は
、
組
織
的
な
活
 動
 家
の
意
味
 ム
ロ
 
い
が
強
す
ぎ
る
 
2
9
 
に
感
じ
ら
れ
る
Ⅱ
 



宗教教育と デス エデュケーションにみられる 人格形成の研究 

 
  

 

古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
教
育
は
人
類
社
会
に
と
っ
て
 、
常
 に
 重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
で
も
、
世
界
中
 で
、
国
家
的
規
模
の
 

 
 

は
じ
め
に
 

 
 

 
  

 

（
論
文
要
旨
）
本
論
文
の
中
心
的
課
題
は
、
宗
教
教
育
と
 ヂ
ス
 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
，
 
ン
に
 見
ら
れ
る
共
通
点
を
研
究
す
る
こ
と
 で
あ
る
。
特
定
の
宗
教
 

宗
派
の
教
義
の
教
育
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
の
問
題
を
宗
教
 的
 次
元
で
問
い
、
実
践
す
る
宗
教
教
育
と
、
死
と
い
う
も
の
を
 
通
し
て
人
間
の
生
き
 

方
を
問
う
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
。
 
ン
 に
は
、
教
育
の
究
極
的
 な
目
的
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
格
の
完
成
と
自
 己
 成
長
と
い
う
こ
と
 

で
あ
る
。
 

教
育
の
場
に
お
い
て
、
こ
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
要
素
 は
い
つ
た
い
何
な
の
か
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
る
も
の
は
、
 

具
 体
 的
に
ど
う
い
う
も
 

の
な
の
か
。
教
育
が
全
人
教
育
と
し
て
機
能
す
る
と
き
、
ど
の
 ょ う
 な
人
格
形
成
が
な
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
人
格
 や
 意
識
の
変
化
を
も
 

た
ら
す
臨
死
体
験
や
至
高
体
験
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
 、
教
育
に
お
け
る
人
格
形
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 そ
 0
 人
格
の
特
徴
は
 

宗
教
的
人
格
と
か
、
成
熟
し
た
人
格
の
特
色
と
類
似
性
を
も
っ
 た
も
の
な
の
で
あ
る
。
 

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
人
格
形
成
、
宗
教
的
人
格
、
至
高
体
験
、
臨
 死
体
験
、
死
の
受
容
、
全
人
教
育
、
デ
ス
・
 ニ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
。
 
 
 

宗
教
教
育
と
デ
ス
・
 
ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
 
ョ
ン
 に
 

み
ら
れ
る
人
格
形
成
の
研
究
 

西
田
隆
男
 



教
育
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
三
年
 か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
「
国
際
学
力
 テ
ス
ト
」
の
結
果
に
対
 

 
 

し
て
、
西
側
諸
国
の
政
府
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
立
て
て
 い
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
ム
コ
 衆
 国
、
ソ
連
、
そ
し
て
英
国
 が
 、
日
本
の
学
力
レ
ベ
 

ル
と
 比
較
し
て
、
自
国
の
教
育
水
準
に
危
機
感
を
持
ち
、
 

改
革
に
乗
り
だ
し
て
い
る
。
 

教
育
の
危
機
イ
コ
ー
ル
国
家
の
危
機
と
と
ら
え
る
ほ
ど
、
 

教
育
と
い
う
も
の
は
、
文
明
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
も
 の
で
あ
り
、
国
の
存
 

白
む
 直
接
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
教
育
 問
題
が
人
類
社
会
に
と
っ
て
、
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
 こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
近
代
文
明
で
は
、
学
校
教
育
が
教
育
全
体
の
中
で
 大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
た
め
に
、
教
育
イ
コ
ー
ル
 学
校
、
と
考
え
ら
れ
 

て
い
る
が
、
近
代
以
前
に
お
い
て
も
同
様
に
、
教
育
は
人
 々
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
国
に
 よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
 

学
校
教
育
以
前
の
教
育
の
中
に
、
本
来
的
な
人
間
教
育
の
 姿
 が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
今
日
 の
 教
育
に
欠
け
て
い
る
 

の
は
、
そ
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
 

そ
 0
 部
分
と
は
、
か
つ
て
、
家
庭
や
部
族
、
地
域
で
行
わ
 れ
て
い
た
教
育
で
あ
る
。
 

人
類
の
文
明
化
の
歴
史
は
、
教
育
の
歴
史
で
あ
る
と
い
っ
 て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
の
 ょ
う
 に
文
化
の
 核
心
と
な
っ
て
い
る
 

教
育
を
形
成
し
て
い
る
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
だ
 る
 う
か
。
 

こ
の
問
題
は
、
教
育
学
、
哲
学
、
そ
し
て
倫
理
学
の
 テ
｜
 マ
 で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宗
教
学
の
立
場
か
ら
、
 

こ
 の
 問
題
に
ア
フ
ロ
ー
 

チ
 し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
は
、
宗
教
の
中
に
教
育
の
原
 型
 が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
生
に
お
け
 る
 根
本
的
な
事
柄
を
扱
 

ぅ
 宗
教
に
、
人
間
教
育
の
本
来
の
姿
が
み
 つ
 げ
ら
れ
る
の
 
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

本
論
文
で
は
、
こ
の
教
育
の
問
題
を
、
宗
教
教
育
と
 デ
 ス
 ・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
考
察
 し
て
 い
 く
こ
と
に
す
 

る
 。
 

  



間
や
人
生
へ
の
究
極
的
な
問
題
に
対
す
る
そ
の
 ょ
う
 な
 役
 割
は
 、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
機
能
し
て
い
る
。
 

 
 

、
人
間
の
教
育
を
宗
教
的
次
元
で
問
い
、
実
践
し
て
い
 く
 意
味
で
の
「
宗
教
教
育
」
 

-
2
-
 

㍉
が
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
「
生
命
へ
の
畏
敬
」
と
 
か
 
「
人
間
愛
」
と
い
っ
た
情
操
を
育
成
す
る
と
き
に
、
 

，
 
」
の
教
育
に
お
け
る
宗
教
的
 

ェ
 

次
元
が
か
か
わ
っ
て
く
る
。
い
か
な
る
方
法
で
そ
れ
 ら

の
情
操
が
形
成
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
い
う
 人
 格
 形
成
を
意
味
す
る
の
か
。
 

 
 

デ
 

こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
す
る
と
き
に
、
宗
教
が
も
 っ
て
い
る
価
値
観
が
大
き
く
関
係
し
て
く
る
。
 

 
 

 
 

の
 意
味
を
問
 う
 と
き
に
、
教
育
は
自
ず
か
ら
宗
教
的
な
 も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 

隷
 

そ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
て
、
歴
史
的
・
社
会
的
に
 い
つ
も
宗
教
が
解
答
を
与
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
 

宗
 教
が
 本
来
も
っ
て
い
る
、
 
人
 

 
  

 

  

シ 。 ン にみられる人格形成の 

宗
教
教
育
と
い
う
と
、
従
来
は
、
特
定
の
宗
教
宗
派
の
教
 義
の
教
育
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
日
本
で
は
 、
昭
和
二
一
年
 

九
四
六
年
）
に
誕
生
し
た
教
育
基
本
法
第
九
条
に
「
宗
教
 教
育
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

「
①
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
 
に
お
け
る
地
位
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
 ら
な
い
。
 

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
 宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
 は
な
ら
な
い
」
 

こ
の
教
育
基
本
法
に
も
書
か
れ
て
い
る
 よ
う
 に
、
「
宗
教
 教
育
」
と
い
う
と
、
一
般
に
特
定
の
宗
教
・
宗
派
の
教
義
 教
育
を
意
味
す
 

あ
る
特
定
の
教
義
を
理
念
と
し
て
、
学
校
教
育
を
実
践
 し
 て
い
く
も
の
で
あ
る
。
 

（
 一
 

る
 。
 

跨
ず
 、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
 

宗
教
教
育
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
 関
 係
 

宗
教
教
育
と
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
。
 
ン
 、
こ
の
二
種
 

類
の
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
な
ぜ
、
関
係
し
て
い
 

る
の
だ
ろ
う
か
。
 
ま
 



  そ と ら そ を る の 

ブ ① そ ㈲ (3) (2) (1) ァ れ に デ で の 問 ょ デ 点 こ 

l 死 し ル と よ ス あ 席 題 う ス に こ 
の へ て 技 感 価 知 フ 関 っ ・ る 法 に に ・ お で 

ェ い 使 

口 数 ノ ン レ レ ス て 八 ュ 

⑥ セ 育 べ べ べ べ   く 間 ケ 

  
自 ス の デる l 字 とし ｜シ 

  
殺 目 

予 ② 懐 生 情 生 死 ケ 問 て 。     そ のる あ に 重 ン （ は教 ヂ育 
⑦ つ 一 に   の い と と に は まま 

力 近 直 下 エ ク ま 、ひと 告知 と 五項目いての ついて 感情的 価値観 事 ての （ 0 コ りの しては 生きる タ でか 臣 デ     

カナ はれ持 、 て臣ケの 
末     
  に のままいるこ 宗教 教育で とは、 ンと コ 

知 フ   る       。 る @ 倫 る れ 

権 ェ   。 ア 理 か も 

利 デ   
  ス 学をが 、 孝次 

の実 

  
⑧ ケ 亡 哲 え し 

倫 l 践 
理 シ を ア学 ュ " 実避 " て 

約 2 学 
ぶ 

問題   

④ 。 人 こ と     教 
⑨ 死 生 と 

廿 " 
，邑     

医 へ ので f ノま、 類字 とを 味 と 命 か の 

学 の 四 な 目 き     

と 恐 つ ど 的 な と 

法 師 の 多 と い の人間 でこの を 生 呼ばれ 「 と 

律 の レ 方 し 死 語 る が 死 
  

緩 へ 面 た に む こ 、 の 

⑩ 和 
思味 

し 

@ 発 ぅ が か 育 て 

儀 ⑤ ついて 分 めに にわた 教育の 使 とい 教 こ 多 に 」   
の 死 と い 生 と 

が 。 き 訳 
る 苦る。 こ悉 彼 に 

割 っ れ一 で   で こ て さ そ 
  6 3  あ 知 き こ い れ し 

⑪ て る る   る で   く て て 

価 の 
    か も か い   

  

  



祀
の
社
会
的
背
景
の
違
い
に
 

よ
 る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

ム
ロ
、
ガ
ン
の
上
口
 

如
 か
 
乙
 
し
て
い
る
ぶ
か
、
日
本
で
は
斗
よ
 

お
 
に
 
ご
 く
 少
数
で
あ
る
。
そ
の
理
由
 

彬
 
は
い
ろ
い
ろ
と
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
や
価
値
 

観
の
違
い
に
 
よ
 る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

死
に
つ
い
て
の
教
育
が
必
要
 

れ
な
社
会
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

な
ぜ
宗
教
教
育
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
み
て
み
た
い
 

。
ユ
ン
グ
（
）
 

ニ
コ
 

9
.
 

の
・
の
）
 

み
 

に
は
 次
か
 
り
よ
う
に
舌
口
っ
て
Ⅰ
い
る
。
 

 
 

 
 

し
た
考
え
方
が
お
こ
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
地
球
 

七
 の
す
べ
て
の
偉
大
な
宗
教
 

ケ
 
一
の
中
に
、
誤
解
の
余
地
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
 

-
-
4
 

ぃ
 ぅ
 こ
と
だ
。
い
や
、
こ
れ
ら
の
宗
教
の
大
部
分
は
 

、
死
 に
 対
す
る
準
備
の
複
雑
な
体
 

㍉
糸
で
あ
る
と
さ
え
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
 

」
き
に
、
生
命
に
は
限
り
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
死
が
あ
 

ぅ
 

る
か
ら
こ
そ
生
命
が
尊
い
と
い
う
こ
と
が
で
て
く
る
。
 

そ
の
よ
う
に
生
の
終
焉
と
し
 

ェ
 
宗
教
が
死
の
問
題
を
正
面
か
ら
扱
っ
て
き
た
こ
と
 

は
こ
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
で
 

も
 宗
教
と
死
と
は
切
り
離
す
 

テ
 こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
深
い
関
係
に
あ
る
。
宗
教
 

教
育
に
お
い
て
も
、
生
の
意
味
を
問
 

う
 と
き
に
、
人
間
 

に
と
っ
て
の
死
の
意
味
が
問
 

 
 

媚
題
 に
な
っ
て
く
る
。
教
育
に
つ
い
て
宗
教
的
次
元
で
 

問
 う
 と
き
、
死
の
問
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
 

あ
る
。
た
と
え
ば
「
生
の
尊
 

%
 
 さ
 」
を
テ
ー
マ
に
す
る
 

場
 ム
ロ
、
な
ぜ
に
生
命
は
尊
く
 

て
 、
大
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
に
つ
い
て
 

教
 え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
と
 

値
 観
の
見
直
し
と
再
評
価
⑫
死
の
芸
術
⑬
死
の
哲
 学
の
探
究
⑭
宗
教
と
死
に
つ
い
て
の
解
釈
⑬
死
後
の
 生
命
の
可
能
性
 

以
上
の
項
目
に
み
ら
れ
る
 よ
う
 に
 、
 広
い
範
囲
に
わ
た
る
 教
育
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
日
の
日
本
の
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
 ュ
 ラ
ム
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
 い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
 

ム
ロ
 
衆
 国
で
は
、
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
独
自
 に
学
校
教
育
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 差
 は
 、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
 

  



ま
ず
、
こ
の
二
つ
の
教
育
に
共
通
す
る
 人
 ぎ
な
目
的
と
し
 て
 、
「
 生
 と
死
の
理
解
」
が
あ
る
。
こ
の
生
死
の
 

あ
げ
る
共
通
項
目
が
で
て
く
る
。
 

Ⅲ
生
命
に
つ
い
て
 

生
命
の
理
解
は
、
こ
の
二
つ
の
教
育
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
 。
生
命
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
 知
 

る
 。
 

宗
教
教
育
で
は
、
理
科
や
保
健
と
い
っ
た
教
科
に
よ
る
 自
 然
 科
学
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
社
会
 

科
学
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
デ
ス
・
 ニ
 ア
 ユ
 ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
脳
死
や
臓
器
移
植
、
そ
し
 

と
い
っ
た
倫
理
的
問
題
と
か
か
わ
っ
て
く
る
項
目
で
あ
る
  
 

生
命
の
理
解
が
、
以
下
の
共
通
点
と
な
る
も
の
の
基
本
と
 な
っ
て
い
る
。
 

㈲
人
生
の
意
味
に
つ
い
て
 

何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
は
、
人
間
に
 と
っ
て
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
答
を
み
 理

解
が
柱
と
な
っ
て
 、
 次
に
 

る
こ
と
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
 

や
国
語
に
よ
る
人
文
・
社
会
 

て
 尊
厳
死
を
ど
 う
 考
え
る
か
 

つ
げ
る
た
め
に
宗
教
が
存
在
 

二
 

二
つ
の
教
育
の
共
通
点
 

て
の
死
は
 、
 
生
の
意
味
を
考
え
る
と
き
に
必
ず
問
題
に
な
 る
 。
 

宗
教
教
育
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
 、
 
人
が
人
と
 
し
て
い
か
に
生
き
、
ど
の
よ
う
な
人
間
に
な
る
の
か
と
 いう
こ
と
を
、
死
を
 

3
 

 
 

 
 
 
 
 
  

 

問
い
か
け
と
し
て
、
よ
り
深
く
考
え
て
、
実
践
し
て
い
く
 教
育
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
の
両
者
の
教
育
の
本
質
が
あ
 る
 。
 

で
は
次
に
、
こ
の
二
つ
の
教
育
に
み
ら
れ
る
共
通
点
を
具
 体
 的
に
あ
げ
て
み
た
い
。
 



宗教教育とデス・ ェヂュ ケーシ ，ン にみられる 。 人格形成の研究 

す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
宗
教
は
こ
の
 問
い
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
 

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
 

ら
よ
 く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
（
幸
福
）
が
あ
る
。
 

そ
ナ
 

の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
ど
 う
 理
解
し
、
評
価
す
る
か
、
 
そ
 

べ
て
の
教
科
が
こ
の
問
題
と
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
 

宗
教
教
育
の
最
大
の
目
的
も
、
こ
の
問
い
と
答
え
を
、
 

教
 

㈹
幸
福
に
つ
い
て
 

人
生
の
意
味
を
追
求
し
て
い
く
と
、
必
ず
ぶ
つ
か
る
こ
と
 

デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
死
の
告
知
 と
 

 
 

」
で
、
い
っ
た
い
幸
福
と
は
人
間
に
と
っ
て
ど
う
い
う
 
状
 

 
 

し
て
残
さ
れ
た
時
間
を
い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
状
況
 

育
の
中
で
ど
 う
 課
題
に
す
る
か
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
 

学
 

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
生
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
 

そ
の
後
の
ケ
 
ア
 と
い
う
場
で
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
 

態
で
あ
り
、
ど
う
な
れ
 

と
 関
係
し
て
い
る
。
 

校
 教
育
に
お
け
る
す
 

く
る
。
患
者
が
自
分
 

つ
と
し
て
、
古
来
か
 

宗
教
教
育
に
お
い
て
は
、
何
の
た
め
に
学
校
で
学
ぶ
の
か
 と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
く
る
。
学
習
の
根
本
的
な
意
 味
 で
あ
る
。
デ
ス
 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
人
生
に
お
い
て
本
当
に
大
切
 な
こ
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う
価
値
観
と
っ
た
が
っ
て
 い
る
。
こ
れ
は
「
価
値
 

観
の
見
直
し
と
再
評
価
」
と
い
う
先
に
あ
げ
た
目
標
と
関
 供
 し
て
い
る
。
こ
の
課
題
は
、
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
 
。
 ン
の
 大
き
な
役
割
で
 

あ
る
。
 

㈲
古
本
数
 に
 つ
い
て
 

人
生
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
問
い
を
発
し
た
と
き
に
、
 

ゐ
 本
数
が
も
っ
て
い
る
教
え
は
、
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
で
 あ
る
。
特
定
の
宗
教
 

宗
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
宗
教
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
 理
解
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
 ょ
う
 な
宗
教
に
つ
   

意
味
で
の
宗
教
教
育
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
 @
 
」
と
で
あ
る
。
 

デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
 

死
 そ
の
も
の
 を
 理
解
す
る
と
き
に
、
宗
教
の
教
え
は
大
き
な
 カ
と
 な
 る
こ
と
は
明
ら
か
で
 

  



あ
る
。
宗
教
な
し
で
は
、
死
を
理
解
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
 ど
 不
可
能
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。
 

㈲
死
に
つ
い
て
 

「
死
の
理
解
」
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
柱
が
 

、
 次
に
問
題
 に
な
る
。
死
は
、
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
 

実
存
と
し
て
の
 自
 

を
 自
覚
す
る
積
極
的
契
機
と
な
る
。
 

死
の
理
解
は
、
宗
教
教
育
に
お
い
て
は
、
生
命
の
尊
重
と
 畏
敬
に
関
係
し
て
く
る
。
 

な
雀
 、
生
命
を
尊
重
し
畏
敬
 す
る
の
か
に
つ
い
て
 

の
、
 大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
 
ン
 で
は
、
「
死
へ
の
恐
怖
の
緩
和
」
と
い
う
目
標
に
役
 

-
 
せ
つ
こ
と
で
あ
る
。
 

㈹
葬
儀
に
つ
い
て
 

人
類
の
歴
史
と
葬
儀
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
 調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
み
る
 こ
と
に
よ
っ
て
 
、
人
 

間
 が
死
を
ど
 う
 考
え
、
死
者
を
い
か
に
扱
っ
た
か
が
わ
か
 る
 。
 

宗
教
教
育
に
お
い
て
も
、
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
 
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
的
内
容
を
充
実
さ
せ
る
 た
め
に
、
葬
儀
の
理
 

解
は
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
個
人
と
し
て
自
分
自
 身
の
死
を
考
え
る
と
き
に
も
参
考
に
な
る
。
さ
ら
に
、
 

「
グ
リ
ー
フ
・
エ
デ
ュ
 

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
遺
族
の
悲
嘆
に
対
す
る
ケ
ア
）
と
い
う
 

目
標
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

㈲
死
後
、
お
よ
び
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
 

こ
の
テ
ー
マ
は
、
従
来
、
一
般
社
会
で
も
学
校
教
育
の
中
 で
も
、
特
に
タ
ブ
ー
と
し
て
 避
 げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
 あ
る
。
そ
の
理
由
は
 、
 

こ
の
テ
ー
マ
が
、
す
ぐ
に
特
定
の
宗
教
教
義
と
結
び
つ
け
 ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
的
背
景
と
し
て
は
、
非
科
 学
的
で
、
迷
信
的
な
こ
 

と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
  
 

し
か
し
、
こ
の
テ
ー
マ
は
 、
 死
の
理
解
、
死
へ
の
恐
怖
、
 

そ
し
て
生
の
理
解
と
根
本
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

さ
 ら
に
、
最
近
で
は
こ
 

の
こ
と
が
、
科
学
的
な
見
地
か
ら
の
研
究
対
象
と
な
り
っ
 っ
 あ
る
。
 

  



宗教教育 と デス・ ェ デュケーシ ，ン にみられる人格形成の 研究 

一
般
に
、
教
育
の
目
的
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
教
育
基
 
本
法
に
は
、
第
一
条
（
教
育
の
目
的
）
と
し
て
、
「
教
育
 

は
人
格
の
完
成
を
め
 

ざ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
教
育
の
目
的
は
何
か
と
問
わ
 れ
た
と
き
に
、
も
っ
と
も
簡
潔
で
、
一
般
的
な
答
え
は
 、
こ
の
八
人
格
の
完
 

成
 ）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
教
育
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
 

そ
の
目
的
を
ひ
と
こ
と
で
表
現
す
れ
ば
、
人
格
の
完
成
 に
あ
る
と
舌
口
え
る
。
 

こ
れ
は
ど
の
教
育
に
も
あ
て
は
ま
る
普
遍
的
な
目
的
で
あ
 る
 。
 

で
は
、
こ
の
両
者
の
教
育
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
 う
 な
人
格
が
形
成
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
っ
 い
て
、
特
に
「
死
の
 

理
解
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
焦
点
を
絞
っ
て
み
て
い
ぎ
た
い
 。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
死
と
人
格
形
成
が
ど
の
 ょ
 う
 に
関
係
し
て
い
る
か
 

を
 明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
末
期
 （
臨
死
）
患
者
の
心
理
を
中
心
に
し
て
考
え
て
み
る
こ
と
 に
す
る
。
そ
れ
に
 

よ
っ
て
、
人
間
の
根
源
的
な
不
安
と
さ
れ
て
い
る
死
と
い
 ぅ
 も
の
を
、
受
容
で
き
る
ほ
ど
に
成
熟
し
た
人
格
の
特
 徴
 が
ど
の
よ
う
な
も
の
 

か
み
て
み
た
い
。
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人
格
形
成
と
そ
の
完
成
 

死
後
の
問
題
は
 、
 二
つ
の
教
育
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
重
要
 な
 課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

以
上
あ
げ
た
七
つ
の
共
通
点
は
、
こ
の
二
つ
の
教
育
の
性
 質
を
理
解
す
る
上
で
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
の
教
育
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
 @
 
」
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
 。
す
な
 ね
 ち
、
宗
教
 

教
育
と
デ
ス
・
 エ
ヂ
ュ
 ケ
ー
シ
。
 ン
な
 行
な
う
こ
と
に
よ
 る
 成
果
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 



起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
中
で
、
こ
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
理
解
 す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、
ク
オ
リ
テ
 
ィ
 ・
オ
フ
 

（
留
目
（
 
セ
 0
 （
二
 

%
n
O
O
 

「
）
で
あ
る
。
生
命
・
人
生
の
 

質
 と
そ
の
尊
厳
性
の
こ
と
で
あ
る
。
死
を
間
近
に
し
た
 患
者
に
と
っ
 

の
 意
味
と
は
何
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
人
生
を
い
か
に
生
き
 る
か
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
重
大
な
問
題
に
な
る
。
 

人
間
は
だ
れ
も
が
、
一
人
称
と
し
て
の
自
分
の
死
に
対
し
 て
 、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
拒
否
反
応
を
示
す
こ
と
が
 、
臨
床
的
 

に
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
死
の
受
容
は
、
と
て
も
ハ
ー
ド
 な
 作
業
で
あ
り
、
そ
 う
 簡
単
に
は
な
さ
れ
な
い
。
こ
の
 こ
と
は
、
 キ
 

 
 

ロ
ス
（
 帝
 C
 田
の
「
１
匹
 0
 の
の
）
に
よ
る
死
へ
の
プ
ロ
セ
ス
 の
 六
段
階
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 

・
ラ
イ
フ
 

て
 、
人
生
 

に
明
ら
か
 

ュ
 ブ
ラ
ー
 

理
 土
の
仕
事
と
な
る
。
 

第
三
が
 、
社
ム
ム
的
 （
の
 

o
n
@
a
 

む
な
 面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
 で
、
患
者
の
家
族
関
係
や
 

福
祉
学
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
 ヮ
 ー
カ
ー
 の
 仕
事
と
な
る
。
 

第
四
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
三
ニ
旨
き
な
ア
プ
ロ
ー
 チ
 で
、
人
間
の
魂
と
い
っ
 

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
主
に
宗
教
者
が
す
る
仕
事
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
四
つ
の
レ
ベ
ル
の
中
で
、
人
格
の
完
成
と
直
接
に
 関
係
し
て
く
る
の
が
、
 

学
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
患
者
へ
の
心
理
的
、
ス
ピ
リ
 チ
 ュ
フ
 ル
 な
 ア
プ
ロ
ー
チ
に
 

治
療
費
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
ケ
ア
す
る
 社
ム
 耳
学
的
 

た
 霊
的
な
部
分
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
宗
教
学
的
な
 

第
二
の
心
理
学
的
レ
ベ
ル
と
、
第
四
の
霊
的
・
古
本
教
 

よ
っ
て
、
そ
の
人
の
人
格
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
 

ま
ず
、
末
期
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
通
常
四
つ
の
 レ
 
ベ
ル
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
 

 
  

 

 
 

第
一
が
、
身
体
的
（
ロ
す
 ヒ
 の
 一
 り
き
 
な
 ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
 
患
 部
 に
直
接
的
な
治
療
を
す
る
医
学
的
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
 

医
 師
の
仕
事
の
領
域
と
 

3
0
8
 

 
 

な
る
。
 

第
二
が
、
精
神
的
（
 2
0
 

コ
（
 

a
-
 

）
 
な
 ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
 
患
 者
に
心
理
面
か
ら
の
治
療
と
ケ
 ア
 
を
す
る
心
理
学
的
レ
ベ
 
ル
 
で
あ
る
。
臨
床
 
心
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そ
の
第
一
段
階
に
「
否
認
」
が
あ
る
。
第
二
に
「
怒
り
」
 

。
第
三
に
「
取
り
引
き
」
。
第
四
に
「
 

抑
ぅ
ご
 。
第
五
 
に
 
「
受
容
」
が
く
る
。
 

そ
し
て
第
六
に
「
希
望
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 ブ
 ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
、
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
 と
 考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

す
べ
て
の
人
が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
と
る
わ
け
で
は
な
い
が
 、
否
認
か
ら
人
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
を
へ
て
、
受
容
へ
と
 到
る
の
が
大
部
分
で
あ
 

る
 。
 

そ
こ
で
次
に
 
、
 死
を
受
容
で
き
る
状
態
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
 一
 
ア
 イ
 の
特
徴
を
 、
 「
ガ
ン
患
者
の
受
容
能
力
」
か
ら
み
て
み
 

-
 
十
八
 

し
 ¥@
 

@
V
 

@
6
h
v
-
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
柏
木
哲
夫
が
「
 生
 と
死
を
支
え
る
 

ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
の
実
践
口
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
 

す
な
わ
ち
ホ
ス
ピ
ス
 

に
お
い
て
、
医
療
担
当
メ
ン
バ
ー
が
、
こ
の
人
な
ら
 ガ
ソ
 の
 宣
告
を
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
人
が
い
る
と
い
う
の
 で
あ
る
。
そ
し
て
そ
ん
 

な
 患
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
特
徴
を
八
項
目
あ
げ
て
い
 る
 。
 

①
自
律
的
な
生
き
方
し
っ
か
り
し
た
人
 

②
恒
常
性
が
高
い
落
ち
着
い
た
 
人
 

③
覚
悟
が
で
き
る
が
ま
ん
強
 
い
人
 

④
時
間
を
つ
な
ぐ
「
維
持
的
自
己
同
一
性
」
が
で
き
 て
い
る
人
 

⑤
自
分
を
み
つ
め
る
冷
静
な
人
 

⑥
人
の
死
を
受
け
入
れ
る
そ
の
能
力
の
あ
る
 人
 

の
 与
え
る
人
生
奉
仕
の
精
神
の
あ
る
 人
 

③
信
仰
１
１
神
仏
の
摂
理
を
理
解
し
て
い
る
人
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
、
患
者
の
死
の
受
容
能
力
を
把
握
 
す
る
上
で
、
考
慮
す
る
点
で
あ
る
と
い
う
。
 

-
7
-
 

ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
活
動
の
実
践
者
で
あ
る
原
義
夫
と
千
原
 
明
は
、
ロ
 ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
 
口
 の
中
で
、
「
死
を
平
安
に
 
迎
え
る
た
め
に
」
と
 

37 (309) 



ろ
 い
ろ
な
と
こ
ろ
で
ふ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
臨
床
上
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
と
、
目
前
に
 迫
っ
た
第
一
人
称
と
し
て
の
自
己
の
死
を
受
容
で
き
る
 ハ
 ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
 

特
徴
を
五
 
つ
 あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

①
自
立
し
て
い
る
。
 

社
会
的
に
も
個
人
と
し
て
も
、
依
存
的
に
な
ら
ず
に
、
 

自
 ら
の
人
生
を
納
得
し
て
生
き
て
い
る
。
 

②
自
己
同
一
性
が
確
立
し
て
い
る
 

自
我
の
形
成
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の
人
生
 観
 
・
世
界
観
を
も
っ
て
い
る
。
 

③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
価
値
観
・
思
考
 法
 を
も
つ
 

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
し
て
、
特
に
不
都
合
な
こ
と
に
対
し
 て
 前
向
き
に
と
ら
え
、
そ
こ
に
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
 で
き
る
。
チ
ャ
 

ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
い
る
。
 

  の 

し
て
、
次
の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
 

①
生
き
て
き
た
意
味
の
再
確
認
 ｜
 自分
の
人
生
に
は
 立
 
忌
 味
が
あ
っ
た
と
思
え
る
 人
 

②
自
分
は
孤
独
で
は
な
い
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
 い
う
こ
と
を
悟
れ
る
 人
 

③
恨
み
・
つ
ら
み
を
す
べ
て
精
算
し
て
お
く
こ
と
 

人
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
 人
 

④
死
は
す
べ
て
の
終
わ
り
で
は
な
い
と
い
う
認
識
に
立
 て
る
こ
と
宗
教
的
な
価
値
観
の
あ
る
 

以
上
の
よ
う
な
状
態
の
人
は
、
自
分
の
死
を
無
理
な
く
 受
 容
 で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
 

べ
て
い
る
。
 

-
a
-
 

ま
た
、
先
に
で
て
き
た
 キ
ュ
 フ
ラ
ー
・
ロ
ス
も
、
一
連
の
 著
作
の
中
で
、
自
己
の
死
を
受
容
し
て
 人

 「
大
往
生
の
秘
訣
」
で
あ
る
と
も
 
逝
 

い
る
人
た
ち
の
性
格
に
つ
い
て
、
 

い
 

(310)  38 
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臨
死
体
験
が
意
味
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臨
死
体
験
（
 N の
 欝
 ゴ
ロ
の
が
（
 ア
 0
 メ
 っ
 の
「
 
@
 
の
 コ
ぃ
 ③
 
ほ
 
つ
い
て
は
 、
「
宗
教
研
究
し
三
八
四
ロ
乙
で
、
 

別
 草
藁
 氏
が
 詳
細
 に
 
分
析
し
た
も
の
が
 

9
3
 

-
g
-
 

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
も
た
ら
す
人
格
的
な
変
化
 を 中
心
に
考
察
す
る
。
「
臨
死
」
と
い
う
の
は
、
医
学
 的
に
は
死
に
瀕
し
て
 

エデュケーシ ， ン にみられる人格形成の 研究 

の よ て Ⅰ @ 
④
ユ
ー
モ
ア
の
感
覚
が
あ
る
 

自
分
の
人
生
・
生
活
そ
し
て
死
に
つ
い
て
相
対
化
、
客
観
 化
で
き
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

⑤
宗
教
的
な
考
え
方
が
で
き
る
 

人
生
の
究
極
的
な
意
味
 や
、
死
 お
よ
び
死
後
の
こ
と
に
っ
 い
て
深
く
考
え
る
精
神
を
も
っ
て
い
る
。
ス
ピ
リ
 チ
ュ
 フ
 ル
な
こ
と
へ
の
 

理
解
 力
 が
あ
る
。
 

以
上
、
こ
れ
ら
五
つ
の
特
徴
は
 、
 特
に
末
期
ガ
ン
患
者
の
 臨
床
的
な
体
験
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
 が
 、
ど
の
末
期
患
者
 

も
 、
ま
た
そ
の
他
の
死
を
目
前
に
し
た
人
間
に
も
共
通
す
 る
 特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
れ
ま
で
、
宗
教
教
育
と
デ
ス
・
 

ェ
 デ
ュ
ケ
ー
シ
，
 
ン
に
 よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
人
格
の
特
徴
を
 、
 死
の
受
容
能
力
 と
い
う
視
点
か
ら
み
 

き
た
。
 

そ
こ
で
次
に
、
人
間
は
死
を
「
体
験
」
し
た
と
き
に
ど
の
 よ
う
な
人
格
的
変
化
が
起
こ
る
か
を
み
て
い
き
た
い
。
 
そ
 う
 す
る
こ
と
に
 

っ
て
 、
 死
を
学
ぶ
こ
と
で
ど
う
い
 5
 変
化
が
自
分
自
身
に
 生
じ
る
か
が
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
 

人
間
教
育
の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
は
、
学
習
に
よ
っ
て
 自
分
を
よ
り
よ
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
 意
 味
 で
、
死
に
つ
い
て
 

体
験
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
と
て
も
参
考
に
な
 る
で
あ
ろ
う
。
 



臨
死
体
験
は
、
 
死
 自
体
の
体
験
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
 件
 験
 せ
 死
や
死
後
の
体
験
そ
の
も
の
と
す
る
こ
 

る
 。
し
か
し
限
り
な
く
死
に
近
い
体
験
で
あ
る
こ
と
は
間
 違
 Ⅱ
い
な
Ⅰ
い
と
舌
口
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
 

う
 八
い
 

い
う
こ
と
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
 

一
般
に
、
こ
の
体
験
は
 
、
 次
の
よ
う
な
感
覚
を
伴
っ
て
 起
 こ
る
。
 

①
死
ん
だ
と
い
う
感
覚
 

②
や
す
ら
ぎ
と
解
放
感
 

③
暗
い
空
間
か
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
感
覚
 

④
肉
体
離
脱
の
感
覚
 

⑤
光
の
存
在
（
 火
 ）
と
出
会
う
感
覚
 

⑥
一
生
を
振
り
返
る
感
覚
 

と
に
は
、
客
観
的
に
無
理
が
あ
 

っ
た
臨
死
体
験
が
存
在
す
る
と
 

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
臨
床
 死
 が
増
 え
て
き
て
い
 

現
代
医
学
に
 
よ
 る
蘇
生
 術
 を
ほ
ど
こ
さ
な
け
れ
ば
完
全
に
 死
ん
で
し
 

病
気
や
事
故
、
自
殺
な
ど
で
臨
死
の
状
態
に
な
り
な
が
ら
 、
生
命
を
取
 

、
こ
う
い
う
人
た
ち
は
死
と
真
正
面
か
ら
向
か
い
ム
ロ
 

う
こ
と
で
、
 

心
理
は
宗
教
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 。
そ
の
点
に
 る

 。
従
来
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
 で
あ
る
。
 

さ
っ
て
い
る
人
が
 、
 生
き
返
り
、
回
復
、
あ
る
い
は
延
命
 さ
れ
る
。
 

り
 戻
し
た
人
、
ま
た
医
学
的
な
死
が
間
近
で
死
に
つ
っ
 あ
 る
 患
者
 

い
か
な
る
心
理
的
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
 、
そ
の
 

つ
い
て
、
臨
死
体
験
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
分
析
し
て
 み
た
い
。
 

侯 
し で 
か あ 
し る   
識 義に 、 
は 反 

最 " 射 " 
近 心 

  
」 活 
の 動 
判 が 
定 は 
で と 

社 ん 
会 ど   

的 喪 
間 夫 
題 し 

と て 
な し 
つ ま 
て っ 

い た 

る 状 
「 態 
脳 で 
死 あ 
」 る 

や   

旭 @ 「 
物 
人 
追刊 日 Ⅱ   

の 

状 
e 愈 、 
な 
ど 

も 

含 
ま 

れ 
て 
  
る 

(312)@ 40 

る
が
、
生
物
学
的
に
は
、
生
命
体
と
し
て
ま
だ
死
ん
で
い
 な
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
狭
義
に
は
 、
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
 徴
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体
験
者
か
ら
は
よ
く
、
「
人
生
が
い
っ
そ
う
重
要
な
も
の
 

、
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
」
と
語
ら
れ
る
。
臨
死
体
 験
 に
よ
っ
て
、
二
回
 

第 にな 

二の る 二 

と 「 
い 目 

ぅ 的 
も 立 ， 局 、 

の 識 
で、 の 

あ 更 

る新 。 」 

と 

  
以ノ 

変 
イヒ 

で ・ 

サま 

自 

分 
の 

人 
生 
ケ @ ヒ 

生 
ぎ 
る   

ゑ味 

と 

使 ム 

叩を 

見 
出 
し 

て 

奉 
仕 
的 

な生 

活 
を 
す 
る 

よ 

ねノ @ @ 
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⑦
天
空
に
昇
る
感
覚
 

こ
れ
ら
の
感
覚
は
 
、
 各
々
の
体
験
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
 、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
部
分
的
に
体
験
す
る
内
容
で
あ
る
  
 

心
理
学
者
ケ
ネ
ス
・
リ
ン
グ
矢
の
 コ
 
の
手
力
 ぎ
 ㏄
）
は
 、
臨
 死
体
験
に
よ
っ
て
起
き
た
人
格
お
よ
び
価
値
観
の
変
化
を
 、
 四
つ
 

-
 
㎎
 -
 

い
る
。
 

①
人
生
に
対
す
る
態
度
 

②
目
的
意
識
の
更
新
 

③
人
格
の
変
化
 

④
他
者
に
対
す
る
態
度
 

こ
れ
ら
の
四
つ
の
変
化
は
、
臨
死
体
験
者
の
人
格
の
特
質
 と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
 よ
う
 な
 内
容
 

る
 。
 

第
一
の
「
人
生
に
対
す
る
態
度
」
で
は
、
臨
死
体
験
の
影
 響
 に
よ
っ
て
、
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
や
日
常
生
活
を
 あ
る
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
自
分
の
人
生
 ほ
 
つ
い
て
、
体
験
前
よ
り
も
積
極
的
な
考
え
方
を
す
る
 よ
う
に
な
 

身
 の
も
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
ょ
う
と
い
う
気
持
ち
に
 な
っ
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
日
常
の
出
来
事
に
感
謝
と
愛
を
も
っ
て
接
す
る
 よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
心
理
は
、
「
感
謝
 

の
 気
持
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
よ
く
語
ら
れ
る
。
人
生
に
対
 す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
（
感
謝
）
と
い
う
言
葉
で
表
現
 さ
れ
て
 ぃ
 に

 分
類
し
て
 

と
な
っ
て
い
 

ま
ま
に
受
容
 

り
 、
自
分
自
 

ち
に
満
た
さ
 

る
 。
 



目
 の
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
意
識
に
な
 る
の
で
あ
る
。
リ
ン
グ
は
、
こ
の
目
的
意
識
が
、
そ
の
 人
の
人
生
に
活
力
を
与
 

え
 、
そ
の
方
向
を
変
え
る
原
動
力
と
し
て
最
初
に
現
れ
る
 と
 述
べ
て
い
る
。
 

第
三
の
「
人
格
の
変
化
」
と
い
う
の
は
、
臨
死
体
験
に
 よ
っ
て
、
性
格
が
安
ら
か
で
、
落
ち
着
い
て
き
た
と
い
う
 特
色
に
な
っ
て
現
れ
 

る
 。
「
人
間
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」
と
か
「
い
い
人
間
に
 
な
っ
て
い
る
」
と
か
、
「
別
の
人
間
に
な
っ
た
よ
う
に
感
 
じ
た
」
と
体
験
者
は
語
 

る
 。
 

こ
の
体
験
に
よ
っ
て
、
忍
耐
力
、
寛
容
さ
、
同
情
心
と
い
 っ
た
 性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
 

第
四
の
「
他
者
に
対
す
る
態
度
」
の
変
化
は
 、
 前
の
筆
 一
 
一
の
性
格
の
特
質
が
身
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
の
中
で
実
 

行
 す
る
 よ
う
 に
な
る
 

こ
と
で
あ
る
。
他
者
、
隣
人
に
対
し
て
、
協
調
的
に
同
情
 を
も
っ
て
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
よ
く
、
「
前
よ
り
も
思
い
や
り
、
共
感
が
も
 

て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
。
自
分
以
外
の
人
 た
ち
を
、
無
条
件
に
 

受
け
入
れ
ら
れ
る
 よ
う
 に
な
る
と
い
う
言
い
方
で
要
約
で
 き
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
人
格
の
変
化
は
、
臨
死
体
験
を
調
査
し
た
そ
 の
他
の
研
究
結
果
に
も
共
通
し
て
お
り
、
死
に
直
面
し
 、
そ
れ
を
受
容
し
た
 

人
間
の
心
理
特
性
が
 よ
 く
示
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
四
つ
の
特
質
に
つ
い
て
、
 

ケ
 不
ス
・
リ
ン
グ
は
 
、
 「
ニ
ア
・
デ
ス
に
と
も
な
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
変
化
は
 

、
 な
ん
ら
か
の
意
味
で
 

-
 
Ⅱ
 -
 

首
尾
一
貫
し
て
い
る
」
と
さ
と
め
て
い
る
。
 

こ
の
特
質
は
、
体
験
者
に
よ
る
と
、
た
い
て
い
の
場
ム
ロ
 

い
 く
つ
か
が
 混
 ム
ロ
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
 
次
の
よ
う
に
で
あ
る
。
 

「
と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
世
に
い
る
と
き
、
も
っ
 

と
 重
要
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。
 

そ
 う
 な
ん
で
す
。
 

わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
は
、
た
だ
物
質
的
な
も
 の
を
得
よ
う
と
す
る
物
質
的
な
目
的
よ
り
も
も
っ
と
 重
 要
 な
使
命
が
あ
る
ん
 

で
す
。
あ
の
経
験
が
精
神
的
な
面
、
そ
れ
が
基
本
的
に
重
 要
 だ
と
い
う
こ
と
を
私
に
示
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
に
は
そ
う
と
し
か
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こ
の
よ
う
な
心
理
は
 、
 先
の
 K
.
 リ
ン
グ
の
分
類
に
お
け
 る
 （
人
生
に
対
す
る
態
度
の
変
化
）
に
著
し
く
表
さ
れ
 て
い
る
。
 

宗教教育とデス・ ェ 

    「 第 
の 的 こ 一 
結 な の と 

果 、 力也 （の し て 
心 日 刊   

状   
し こ 小 

  

  
そし 確信」 

て 

理 
想 

  

 
 

 
 

 
 

一
 
㍑
 -
 

 
 

中
で
、
宗
教
が
人
格
を
向
上
さ
せ
る
 集
 ム
ロ
名
詞
と
し
て
、
 、
 
の
 a
@
 
コ
 （
 
由
コ
 
0
%
 
 

（
聖
徳
・
聖
者
 

-
 
Ⅱ
 -
 

㍉
 
性
 ）
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
 特
 徴
を
四
つ
あ
げ
て
い
る
。
 

，にみ 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
 
イ
ム
ズ
（
 毛
 目
の
 ヨ
甘
ヨ
 の
の
）
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
 
マ
 ス
ロ
ー
（
下
す
 r
a
 
す
曲
ヨ
 

られる人格形成の 研究 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
人
格
特
性
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
 

ひ
 と
っ
の
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
こ
の
特
性
が
、
「
 

宗
 教
 的
人
格
」
と
類
似
 

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

五 

臨
死
体
験
と
宗
教
的
人
格
に
つ
い
て
 

い
 え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
…
…
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
 

愛
 こ
そ
が
重
要
 だ
と
い
う
こ
と
。
地
球
上
の
人
間
は
お
互
い
 

-
 
は
 -
 

で
す
。
そ
う
い
う
見
方
を
、
あ
の
経
験
が
私
の
生
活
に
も
 た
ら
し
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
」
 

こ
れ
は
自
動
車
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
深
い
臨
死
体
験
 を
し
た
若
い
男
の
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

こ
 

性
格
や
価
値
観
を
変
え
る
も
の
で
あ
る
か
が
 よ
 く
表
れ
て
 
い
る
体
験
談
で
あ
る
。
 

に
 同
じ
な
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
 

の
 体
験
が
、
ど
れ
ほ
ど
人
間
の
 



甲
牡
宙
 の
お
の
）
と
比
べ
て
み
た
い
。
 

そ
こ
で
さ
ら
に
、
臨
死
体
験
に
み
ら
れ
る
人
格
変
化
の
 特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
マ
ス
ロ
ー
の
「
圭
一
 景
体
験
」
宙
の
い
 ヰ
｜
 

第
二
の
特
徴
と
し
て
、
 

「
理
想
的
な
力
と
私
た
ち
自
身
の
生
命
と
の
間
に
親
愛
な
 

連
続
性
が
あ
る
と
い
う
意
識
、
そ
し
て
こ
の
力
の
支
配
に
 対
し
て
進
ん
で
 自
 

己
を
放
棄
し
ょ
う
と
す
る
気
持
ち
」
 

そ
し
て
「
心
の
強
さ
」
「
忍
耐
力
」
と
い
う
結
果
を
も
た
 
ら
す
。
 

こ
の
心
理
的
特
徴
は
、
八
目
的
意
識
の
更
新
Ⅴ
に
表
現
さ
 

れ
て
い
る
。
 

第
三
と
し
て
、
 

「
閉
鎖
的
な
利
己
心
の
外
郭
が
と
 
げ
 て
ゆ
く
に
 
つ
 れ
て
、
 無
限
に
意
気
が
高
ま
り
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
」
 

そ
し
て
、
「
清
ら
か
な
 
心
 」
「
霊
的
感
情
」
と
い
う
結
果
を
 
も
た
ら
す
。
 

こ
の
特
徴
は
、
八
人
格
の
変
化
Ⅴ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 

第
四
と
し
て
、
 

「
感
情
の
中
心
が
調
和
の
あ
る
愛
情
へ
と
、
つ
ま
り
、
 

非
 我
 の
も
ち
だ
す
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
対
し
て
「
ノ
ー
ヒ
 

と
 言
わ
ず
、
「
 イ
ェ
 

ス
 、
イ
ェ
ス
 ロ
と
 答
え
る
愛
情
へ
と
移
っ
て
行
く
こ
と
」
 

そ
し
て
「
慈
愛
」
「
思
 
い
 や
り
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
 す
 。
 

こ
の
特
徴
は
 
、
 （
他
者
に
対
す
る
態
度
）
に
的
確
に
表
現
 

さ
れ
て
い
る
。
 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
「
宗
教
が
人
間
の
性
格
に
実
ら
せ
る
ふ
 

く
よ
か
な
果
実
」
を
「
聖
徳
」
と
表
現
し
た
が
、
そ
の
 特 徴
と
 、
リ
ン
グ
の
 臨
 

死
体
験
に
み
ら
れ
る
人
格
の
変
化
の
特
色
と
が
、
実
に
 ょ
 く
 似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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宗教教育とデス・ エヂュ ケーションに   みられ 6 人格形成の研究 

「
臨
死
体
験
の
研
究
を
す
る
こ
と
で
、
私
の
人
生
は
い
 

る
 い
 ろ
な
点
で
変
わ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
前
よ
り
 も
霊
的
（
の
 つ
 @
 
き
 亡
 

る   
、 ノ そ 
グ   の 
は 特 

、 徴 
臨 は 死 
「聖徳」 体験と 

や め否教 

  

  
同   
の 

要 
素 
を 
も 
  
て 
  
る 

  

て
 、
至
高
体
験
は
宗
教
体
験
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は
 な
く
、
そ
の
他
の
領
域
に
お
い
て
も
、
体
験
さ
れ
る
も
 の
で
あ
る
 

の
た
め
に
、
マ
ス
ロ
ー
は
、
あ
え
て
「
宗
教
的
経
験
」
と
 い
わ
な
い
で
、
「
至
高
体
験
」
と
呼
ん
だ
わ
げ
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
至
高
体
験
は
、
マ
ス
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
ど
の
 よ
う
な
分
野
・
領
域
に
も
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
 。
そ
し
 

に
お
い
て
は
、
こ
の
至
高
体
験
の
コ
ア
と
な
っ
て
い
る
 要
 素
 が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
深
い
臨
死
 体
験
は
 、
 

伴
う
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

以
上
み
て
き
た
よ
ら
に
、
臨
死
体
験
で
は
、
そ
の
体
験
者
 の
人
格
に
宗
教
的
人
格
の
特
徴
と
な
る
も
の
が
現
れ
る
 こ
と
が
 と

い
う
。
 
そ
 

て
 臨
死
体
験
 

至
高
体
験
を
 

明
ら
か
で
あ
 

-
 
騰
 -
 

「
超
越
的
経
験
」
を
世
俗
化
し
た
も
の
と
し
て
定
義
し
て
 

お
り
、
そ
れ
は
宗
教
経
験
の
コ
ア
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
 述
べ
て
い
る
。
そ
し
 

-
 
も
 -
 

マ
ス
ロ
ー
は
、
「
創
造
的
人
間
」
の
中
で
、
「
至
高
体
験
の
 

宗
教
的
側
面
」
を
二
五
項
目
に
わ
た
っ
て
示
し
て
い
る
 。
そ
し
て
こ
の
 

は
そ
の
ま
ま
宗
教
経
験
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
 。
そ
の
中
に
は
、
臨
死
体
験
の
特
徴
と
関
係
し
て
い
る
 要
素
が
多
く
み
ら
 

た
と
え
ば
、
至
高
体
験
を
し
た
人
は
、
人
生
の
意
味
と
か
 価
値
を
認
識
す
る
 よ
う
 に
な
る
。
そ
し
て
自
分
の
生
き
 て
い
る
世
界
に
 

的
 が
あ
り
、
そ
の
世
界
は
 、
 ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
し
て
 理
解
さ
れ
る
。
 

こ
の
こ
と
を
マ
ス
ロ
ー
は
、
「
世
界
は
あ
る
が
ま
ま
に
 

受
 容
 さ
れ
る
」
と
述
べ
て
、
「
そ
の
時
は
じ
め
て
世
界
が
わ
 
か
る
、
 
と
 人
び
 

い
う
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
こ
の
体
験
者
は
、
「
い
っ
そ
う
愛
に
満
ち
、
い
っ
 

そ
 う
 受
容
力
に
富
む
よ
う
に
な
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
 ぃ
 る
 。
 

マ
ス
ロ
ー
は
、
こ
の
「
至
高
体
験
」
と
い
う
用
語
を
 、
目
 示
教
の
核
心
を
な
す
経
験
（
 
n
o
 
お
 
1
 
 「
の
 
キ
 ㎝
 一
 
0
 拐
の
Ⅹ
つ
 め
エ
 の
コ
い
 

の
）
」
、
あ
る
 体

験
 

れ
る
。
 

は
目
 

と
は
 

、
よ
 

 
 



こ
れ
ま
で
、
宗
教
教
育
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
 み
ら
れ
る
共
通
点
と
そ
の
特
徴
、
そ
し
て
そ
の
目
的
は
 ど
の
よ
う
な
も
の
で
 

あ
る
か
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
宗
教
的
人
格
の
 特
徴
と
、
臨
死
体
験
の
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
そ
こ
 で
、
こ
こ
で
ま
た
、
 
こ
 

の
 両
者
の
教
育
関
係
に
戻
っ
て
み
た
い
。
 

ま
ず
、
二
つ
の
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
 

「
人
格
の
完
成
」
に
大
き
な
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
 

で
あ
る
。
こ
れ
は
 
先
 

に
も
ふ
れ
た
 
よ
う
 に
、
教
育
の
普
遍
的
な
目
標
で
も
あ
る
 が
 、
こ
の
二
つ
の
教
育
で
は
最
優
先
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
 の
他
の
目
的
は
す
べ
て
 

二
義
的
な
価
値
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
 

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
教
育
は
、
「
 
死
 」
の
理
解
と
い
う
 点
で
、
深
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
死
と
 い
う
 事
実
が
、
そ
の
 

反
対
と
し
て
の
「
 生
 」
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
か
ら
で
 あ
る
。
死
の
理
解
は
 、
 生
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
 手
段
と
も
な
っ
て
い
る
 

そ
の
よ
う
に
死
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
、
人
間
の
 ょ
旦
 荷
 い
人
格
形
成
に
つ
た
が
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
 

人
間
は
死
を
目
前
に
 

し
た
と
き
に
、
生
に
対
し
て
も
っ
と
も
真
剣
に
な
る
か
ら
 で
あ
る
。
死
を
間
近
に
し
た
と
き
に
、
人
格
の
変
化
と
 成
長
が
引
 き
趣
 こ
さ
れ
 

上
 

人
間
教
育
の
根
底
の
あ
る
も
の
 

き
に
な
り
ま
し
た
。
宗
教
的
分
の
二
 %
o
u
 巴
に
な
っ
た
 の
で
は
な
く
、
霊
的
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
違
い
は
ど
 う
い
う
こ
と
で
し
ょ
 

ぅ
 。
あ
る
賢
者
は
、
か
つ
て
、
「
め
本
数
的
な
者
は
教
会
の
 
教
え
に
従
 う
 の
に
対
し
て
、
霊
的
な
者
は
、
白
ら
の
魂
の
 導
く
と
こ
ろ
に
従
う
し
 

-
H
-
 

と
 言
っ
て
い
ま
す
」
 

こ
こ
で
リ
ン
グ
の
い
 
う
 
「
霊
的
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
 
て
き
た
「
宗
教
的
人
格
」
の
特
性
の
意
味
で
も
あ
る
と
 い
っ
て
も
よ
い
で
あ
 

ろ
う
。
つ
ま
り
、
臨
死
体
験
の
研
究
に
よ
っ
て
も
、
宗
教
 的
な
人
格
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
 る
 。
 

(318)  46 



ヨ
 人
生
の
只
中
し
で
余
命
短
い
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
 、
 男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
、
そ
の
全
面
価
値
観
が
変
化
す
る
 と
い
う
こ
と
、
そ
し
 

 
 

鯛
 

そ
の
核
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
宗
教
的
要
素
で
 あ
っ
た
。
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
も
、
宗
教
的
人
格
が
形
成
 さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
  

 

  
 
  

 

」
と
い
う
と
、
ご
く
一
部
の
聖
者
や
宗
教
者
し
か
実
現
 で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
 

デ
 

同
じ
こ
と
が
、
マ
ス
ロ
ー
の
「
至
高
体
験
」
に
つ
 

㍉
て
き
た
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
 
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
性
質
で
あ
 

い
て
も
い
え
る
。
こ
の
体
験
は
、
だ
れ
で
も
い
ろ
い
ろ
 な
 場
で
起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
 

る
 、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

ェ
 
臨
死
体
験
の
研
究
は
、
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
 教
 え
て
く
れ
る
。
 

 
 

と
 

け
 

臨
死
体
験
に
よ
っ
て
生
ず
る
人
格
の
特
性
は
 、
従
 来
 
「
宗
教
的
人
格
」
と
い
わ
れ
て
 
き
 た
も
の
と
類
似
性
 を
も
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
 

み
 

化
 
同
一
の
感
情
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
 う
 い
う
こ
と
か
ら
、
宗
教
教
育
に
お
け
る
人
格
形
成
に
と
 っ
て
、
臨
死
体
験
の
研
究
成
 

  る 人格形成の研究 

て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
知
る
た
 め
に
、
臨
死
体
験
に
み
ら
れ
る
人
格
上
の
特
徴
に
つ
い
 て
 ふ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
体
験
は
、
マ
イ
ク
ル
・
グ
ロ
ッ
ソ
（
く
ぽ
 

す
三
 Q
 「
 
o
m
 

の
。
 

）
の
言
葉
を
使
え
ば
、
「
だ
れ
の
中
に
も
潜
在
し
て
い
る
 

意
識
の
神
聖
な
次
元
へ
 

-
 
は
 -
 

の
 入
口
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
臨
死
 体
験
に
は
、
宗
教
的
次
元
の
体
験
内
容
が
多
く
含
ま
れ
 て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

実
際
に
臨
死
体
験
の
研
究
の
多
く
で
、
宗
教
が
こ
れ
ま
で
 説
い
て
 き
た
 
「
死
後
の
世
界
」
を
か
い
ま
見
た
と
い
う
 

体
験
が
報
告
さ
れ
て
 

い
る
。
特
に
宗
教
的
な
知
識
が
あ
ま
り
な
い
子
ど
も
に
、
 

こ
の
体
験
が
み
ら
れ
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
 

臨
死
体
験
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
レ
イ
モ
ン
ド
・
 ム
二
 ア
 イ
 は
 、
 子
ど
も
の
体
験
の
中
で
、
こ
の
こ
と
が
も
っ
と
 も
 重
要
な
点
で
あ
る
 

-
 
㎎
 -
 

と
 指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
死
後
の
実
在
を
裏
付
け
る
 強
 力
 な
証
拠
で
あ
る
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
 



主
 
 
 

Ⅲ
磯
村
 尚
徳
 
「
教
育
は
変
え
ら
れ
る
か
日
日
本
放
送
出
版
協
 

ム
百
、
一
九
九
 0
 。
 

こ
の
国
際
学
力
テ
ス
ト
の
内
容
は
、
「
理
科
テ
ス
ト
」
で
あ
り
、
 

口
木
で
は
、
昭
和
五
八
年
に
実
施
さ
れ
た
。
 

㈲
宗
教
教
育
に
つ
い
て
こ
の
考
え
方
は
 
、
 特
に
ソ
 
7
 ィ
ア
 

フ
ァ
ー
 ズ
 の
宗
教
教
育
学
に
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
 

小
 原
因
 芳
の
 
「
全
人
教
育
」
 

の
 教
育
観
の
中
に
あ
る
。
 

㈹
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
「
死
へ
の
準
備
教
育
」
 
尖
死
 を
 教
え
る
 ヒ
 ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
編
集
、
メ
ン
カ
ル
フ
 レ
ン
ド
 
神
じ
 
一
九
八
六
 

年
 。
 

㈲
 

C
.
G
.
 
ユ
ン
グ
「
こ
こ
ろ
の
構
造
し
庄
野
 専
 次
郎
訳
、
 
日
本
教
 支
 社
、
一
九
七
 0
 午
 。
二
三
四
頁
。
 

㈲
 

キ
ュ
 ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
「
死
ぬ
瞬
間
口
川
口
正
吉
 訳
 、
 せ
 
-
m
 
売
 新
聞
社
、
一
九
六
九
年
。
 

㈹
柏
木
哲
夫
「
 生
 と
死
を
支
え
る
ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
の
 実
践
ヒ
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
 ヒ
年
 。
六
八
頁
。
 

-
 ㏄
 -
 

て
 
己
の
存
在
理
由
の
再
評
価
が
迫
ら
れ
る
と
い
ら
こ
と
で
 あ
る
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
精
神
的
・
霊
的
次
元
に
近
い
 位
相
に
お
か
れ
る
 

 
 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
死
を
通
し
て
、
人
間
は
自
分
に
と
っ
て
 あ
 リ
ラ
 る
べ
き
、
生
の
姿
を
知
り
、
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
 。
こ
こ
に
宗
教
教
育
 

 
 

 
 

 
  
 

と
 、
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
意
味
が
あ
る
 と
い
え
る
。
 

こ
の
二
つ
の
教
育
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
目
的
と
し
て
の
 人
格
形
成
の
特
徴
は
、
「
宗
教
的
人
格
」
の
特
色
で
も
あ
 
り
 、
一
般
的
に
は
、
 

成
熟
し
た
人
格
の
特
性
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
 。
そ
れ
は
多
く
の
人
間
に
と
っ
て
、
自
分
の
実
存
的
な
 問
題
と
し
て
死
に
直
面
 

し
た
と
き
に
起
こ
る
変
化
で
あ
る
。
 

こ
の
 
ょ
う
 な
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
こ
の
二
つ
の
教
育
を
 、
ひ
と
こ
と
で
表
現
す
れ
ば
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
 な
 
（
 全
人
教
育
）
と
呼
ぶ
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

い
ま
時
代
は
、
こ
う
し
た
教
育
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
 
だ
ろ
う
か
。
 



宗教教育とデス・エデュケーシ ， ン にみられる人格形成の 研究 

㈲
原
義
雄
 / 
千
原
 明
 
「
ホ
ス
ピ
ス
・
ケ
ア
ミ
ノ
 
ジ
ヵ
 ル
フ
レ
 
ン
ド
 社
 、
一
九
八
八
年
。
 

㈹
 

キ
ュ
 ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
「
死
ぬ
瞬
間
の
対
話
三
一
九
七
五
、
「
 

続
 死
ぬ
瞬
間
口
一
九
七
七
、
「
死
ぬ
瞬
間
の
子
供
た
ち
三
一
九
八
 

二
 、
川
口
正
吉
 訳
 、
読
 

売
 新
聞
社
。
「
 新
 死
ぬ
瞬
間
口
秋
山
剛
 /
 
早
川
連
作
 訳
 、
読
売
 新
 聞
 社
、
一
九
六
九
年
。
 

デ
レ
ク
 
・
ギ
ル
 
ヨ
 死
ぬ
瞬
間
」
の
誕
生
し
賈
島
接
子
訳
、
読
売
 新
聞
社
、
一
九
八
五
年
。
 

㈲
 

別
 草
藁
「
現
代
に
お
け
る
死
と
宗
教
学
的
体
験
の
研
究
」
（
 
「
宗
教
研
究
 目
 二
八
四
号
、
一
九
九
 
0
 年
）
。
 

そ
の
他
、
「
臨
死
体
験
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
主
な
も
の
と
し
て
 
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。
 

レ
イ
モ
ン
ド
，
ム
ー
デ
ィ
「
か
い
ま
み
た
死
後
の
世
界
口
中
山
豊
 
ロ
之
訳
 、
評
論
社
、
一
九
七
七
年
。
カ
ー
リ
ス
・
オ
シ
ス
ノ
ア
ー
 
 
 

ド
ソ
ン
「
人
間
が
死
ぬ
と
き
日
笠
原
敏
雄
 訳
 、
た
ま
出
版
、
一
九
 セ
 七
年
。
モ
ー
リ
ス
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
「
死
の
扉
の
彼
方
三
川
 口
 正
吉
 沢
 、
第
三
文
 

明
 社
、
一
九
八
一
年
。
マ
イ
ク
ル
・
セ
イ
 ボ
ム
 
「
あ
の
世
か
ら
 の
 帰
還
三
笠
原
敏
雄
訳
、
日
本
教
支
社
、
一
九
八
六
年
。
 ジ
，
 ｜
ジ
 
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
 

「
死
後
の
世
界
三
丹
波
哲
郎
訳
、
二
一
 笠
 書
房
、
一
九
八
五
年
。
 

p
 ハ
ー
ト
・
カ
ス
テ
ン
バ
ウ
ム
 

ヨ
 死
の
世
界
を
考
え
る
し
宮
本
忠
 雄
 濫
訴
、
東
京
 書
 

籍
 、
一
九
八
六
年
。
 

㈹
ケ
ネ
ス
，
リ
ン
グ
「
い
ま
わ
の
き
わ
に
見
る
死
の
世
界
 
目
 中
村
定
訳
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
。
一
八
 0
 頁
 。
 

㎝
 

右
 回
書
、
一
九
 0
 頁
。
 

㈹
石
岡
土
弓
一
入
四
頁
の
体
験
例
か
ら
の
引
用
文
。
 

㈹
ウ
ィ
リ
ア
ム
，
 
ジ
ヱ
 イ
ム
ズ
「
宗
教
経
験
の
諸
相
口
桝
田
 啓
三
郎
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
 0
 年
 。
 

㈹
石
岡
 書
 
「
下
巻
」
、
二
八
頁
。
 

㈹
 

エ
 イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ス
ロ
ー
「
創
造
的
人
間
口
佐
藤
三
郎
 /
 
佐
藤
金
払
 訳
 、
誠
信
書
房
、
一
九
七
二
年
。
七
九
頁
。
 

㈹
石
岡
書
、
二
七
頁
。
 

㈹
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー
デ
ィ
「
光
の
彼
方
に
ヒ
笠
原
敏
雄
 
/
 
河
口
慶
子
訳
、
 
T
B
S
 

ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
 0
 午
 。
一
八
八
 
頁
か
ら
引
用
。
 

㈹
石
岡
書
、
一
セ
四
頁
か
ら
引
用
。
 

㈹
石
岡
書
、
九
八
頁
。
 

㎝
 

キ
 コ
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
「
生
命
尽
く
し
て
尅
囂
o
穂
 韻
 /
 沼
 野
元
義
 訳
 、
産
業
図
書
、
一
九
八
四
年
。
八
一
頁
。
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殉教者称号 

生 
げ 
る 

絢 一 
教 

者に関 生け 
す る 

  
証 
    
  
@ ま 
  
七 
七 
年 
の 

  
  
  
迫 
空白 

を 
報 
土   
し 

て 
  
る 

匿 
名 
筆 
者 
の 
  

簡 き目 @ 
  
エ @ 
の田 

巴ぃ 

- 
  
  
  

トつ   

ヰ @ し 

51@ (323) 

立とローマ帝国のキリスト 教政策   
要旨） ワード 一表現 と、そ 法廷 告 る殉教 側面の 教者 @ 的理念 殉 

教 
者 
称 
号 
の 

成 
ュ ユノⅠ " 
と 
ロ 

  

マ 

帝 
国 
の 

キ 
リ 

ス 

@ 

教   政 
策 

  
庄司   

仰 ははか ぅ 欠す 
闘 なな ら 客 陥る 



あ
る
。
書
簡
に
 

よ
 
れ
ば
多
く
の
信
徒
は
総
督
法
廷
に
召
喚
 

さ
れ
、
法
廷
審
理
の
後
総
督
な
い
し
皇
帝
の
判
断
に
従
 

っ
て
投
獄
、
獄
中
拷
問
、
 

 
 

 
 
 
 

れ
た
者
に
断
罪
後
の
生
死
を
問
わ
ず
 

ち
ぎ
 

さ
「
と
い
う
 

称
号
が
正
当
な
報
い
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
 

当
時
の
風
習
が
読
み
取
 

 
 

 
 

 
 

に
 
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
理
由
で
称
号
 

受
 
取
を
辞
退
し
 

（
ヱ
 

%
 
ヌ
 
N
,
 

の
 
）
、
他
方
で
報
告
者
は
辞
退
者
の
謙
譲
 

さ
 
を
 
感
嘆
の
念
を
も
っ
て
 

特
記
し
て
い
る
（
が
③
。
報
告
者
の
感
嘆
は
称
号
特
権
 

の
 
放
棄
に
由
来
す
る
。
 

リ
ョ
ン
迫
害
に
関
す
る
報
告
書
簡
に
は
何
名
か
の
殉
教
者
 

が
 
長
老
 

エ
 
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
た
め
に
獄
中
で
ロ
ー
マ
 

司
 
教
 
宛
の
推
薦
枕
（
 

意
 

ス
 
、
殉
教
者
亡
心
も
 

ぺ
史
 

Ⅰ
 
、
 
は
あ
な
た
が
た
の
健
勝
を
祈
 

る
 
」
。
他
の
一
つ
は
、
「
 

ア
ェ
 

リ
ウ
ス
・
フ
ー
フ
リ
ウ
ス
 

ユ
 
リ
ウ
ス
、
ト
ラ
 

キ
 

(324) 52 



簗
 
ト
ゥ
リ
ア
 ヌ
ス
 の
時
代
に
は
発
行
の
目
的
が
か
な
 

り
 一
定
化
し
、
殉
教
者
は
教
会
に
お
い
て
特
定
の
権
限
 

保
 持
者
と
な
っ
た
。
彼
の
処
女
 

補
作
 ョ
 
殉
教
者
へ
目
に
、
司
教
の
憤
 
罪
 権
及
び
教
会
復
 
帰
 承
認
 権
 が
一
九
七
年
の
カ
ル
タ
ゴ
 
教
ム
 
互
に
お
い
て
 
殉
 教
 者
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
 

レ
 
こ
と
の
証
舌
口
が
あ
る
。
「
教
会
と
の
平
和
を
持
た
ぬ
 

人
々
は
獄
中
の
殉
教
者
に
平
和
を
嘆
願
す
る
の
が
習
わ
し
 

と
な
っ
て
い
る
」
（
）
・
の
）
。
 

ぬ
 
罪
を
犯
し
た
か
あ
る
い
は
破
門
さ
れ
た
信
徒
は
推
薦
 

状
を
求
め
て
獄
中
の
殉
教
者
を
尋
ね
て
来
る
 

よ
う
 に
 た
 っ
た
 。
殉
教
者
制
度
の
も
た
 

破
 
ら
し
た
弊
害
は
こ
こ
か
ら
生
じ
る
。
彼
は
別
の
著
作
 

で
 殉
教
者
へ
の
 賄
罪
権
 授
権
を
以
下
の
よ
う
に
断
罪
 
す
 る
 。
「
し
か
し
お
ま
え
（
Ⅱ
 

司
 

ロ
万
 

摘
 
き
は
こ
の
権
限
を
お
ま
え
の
殉
教
者
に
ま
で
安
土
 

冗
 り
す
る
。
誰
で
も
（
当
局
と
の
）
ム
ロ
意
の
上
で
、
そ
し
 

て
 拘
留
と
い
真
新
し
い
名
目
 

磁
で
鎖
嶽
 ）
に
う
な
い
で
も
ら
え
ば
 
鎖
 と
は
 舌
 口
 っ
た
っ
て
舌
口
う
に
足
り
ぬ
 

程
 軽
い
も
の
だ
す
ぐ
に
 姦
淫
の
罪
人
た
ち
が
奴
の
と
 

こ
ろ
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
来
る
」
 

貧
巨
蕊
 、
 ご
 。
 

53 (325) 
 
 

名
 の
あ
る
推
薦
枕
 は
 ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
司
教
に
と
っ
て
も
 権
威
あ
る
文
書
で
あ
っ
た
。
 

は
 
彼
は
信
徒
を
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
 8
 目
的
で
こ
の
文
書
を
引
き
合
い
に
出
す
。
・
殉
教
者
に
 
よ
 る
推
薦
 状
 発
行
の
習
わ
し
 

 
 

リ
は
 既
に
二
世
紀
末
に
は
法
的
性
格
を
帯
び
て
定
着
し
 、
 数
々
の
弊
害
を
生
み
出
し
な
が
ら
三
世
紀
後
半
ま
で
 存
続
す
る
が
、
既
に
テ
ル
 

 
 

ァ
の
 植
民
両
 

班
舌
口
し
て
い
 

号
で
満
足
し
 

て
い
る
た
め
 

に
認
め
ら
れ
 

が
推
論
さ
れ
 

殉
教
者
の
 

、
殉
教
者
の
有
す
る
権
威
は
司
教
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
 

デ
 ベ
ル
ト
ゥ
ム
の
司
教
」
。
ア
ウ
 レ
 リ
ウ
ス
が
 現
 に
 司
教
職
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
 

ェ
ウ
セ
 

考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
上
の
署
名
か
ら
は
殉
教
者
の
名
 ビ

オ
ス
が
 

称
が
 公
式
 

る
よ
う
 に
司
教
職
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
 
ア
ゥ
レ
 リ
ウ
ス
 自
身
自
分
の
肩
書
か
ら
「
司
教
」
を
落
と
し
て
単
に
た
俺
も
 

Ⅰ
 寸
 り
の
 仏
棒
 

た
こ
と
に
な
り
、
他
方
司
教
職
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
 

一
人
の
殉
教
者
が
数
々
の
司
教
と
肩
を
並
べ
て
推
薦
枕
 に
 署
名
し
 

た
 称
号
で
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
殉
教
者
は
司
教
、
長
老
 、
教
師
な
ど
と
同
様
の
 一
 教
職
者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
 い
た
こ
と
 

る
 。
 

絶
大
な
権
威
は
本
人
の
所
属
し
て
い
た
教
会
内
に
と
ど
 ま
ら
ず
、
他
の
属
州
の
教
会
に
ま
で
認
知
さ
れ
た
。
称
号
 保
持
者
 ア
 



害
期
 
「
（
法
廷
に
お
け
る
）
キ
リ
ス
ト
へ
の
告
白
で
一
頭
 
地
を
抜
き
」
、
当
時
の
 ニ
 ル
サ
レ
ム
司
教
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
 が
ま
だ
生
存
中
で
あ
る
 

ラ
 ピ
オ
ン
の
後
継
者
と
し
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
教
会
の
司
 教
職
に
就
き
（
二
円
丘
 ニ
 ・
 俺
 ）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
 
も
セ
 ヴ
ェ
ル
ス
朝
の
迫
 

へ
 せ
の
は
ま
だ
称
号
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
他
力
彼
の
報
土
 

ロ
は
 執
筆
年
代
で
あ
る
二
世
紀
後
半
の
状
況
に
内
容
的
に
 も
用
 

全
 に
一
致
す
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
に
当
時
の
教
会
状
況
が
 反
映
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
ま
た
三
世
紀
 初
 頭
 

三
）
の
カ
ル
タ
ゴ
教
会
に
お
け
る
殉
教
を
生
々
し
く
描
い
 て
い
る
「
ペ
ル
ペ
ト
 ゥ
ア
 殉
教
 録
 三
で
も
殉
教
者
と
司
 教
と
 

-
6
-
 

る
 興
味
深
い
集
り
が
あ
る
。
幻
の
中
で
殉
教
者
の
主
人
公
 が
 司
教
に
教
会
運
営
上
の
指
示
を
与
え
る
 条
 り
で
あ
る
  
 

殉
教
者
に
は
こ
の
よ
う
な
高
度
の
権
威
が
認
め
ら
れ
て
い
 た
た
め
、
司
教
は
殉
教
者
な
い
し
そ
れ
に
準
じ
る
信
徒
 ナ
 
-
 
Ⅰ
 

さ
れ
た
。
 

-
7
@
 
 
「
迫
害
の
時
期
（
法
廷
に
お
け
る
）
告
白
で
一
 

頭
 地
を
抜
い
た
 
足
 。
 ノ
 。
 ぺ
 円
心
 
い
 
つ
 毯
 ド
ミ
さ
め
や
 
祭
 Ⅰ
」
 
ア
 ス
ク
 語

法
の
上
で
も
 完
 

（
 二
 0
 ニ
 ー
 二
 0
 

の
関
係
を
示
唆
す
 

ち
の
間
か
ら
選
出
 

レ
ピ
ア
デ
ス
は
 
セ
 

-
s
 

Ⅰ
 -
 

の
末
喬
 ）
は
帰
還
し
、
土
祭
も
き
い
と
し
て
全
教
会
の
指
導
 

監
督
に
当
た
っ
た
」
（
エ
馬
軍
器
・
 
P
 
臼
 ・
き
、
の
）
。
 一
 世
紀
末
の
時
点
で
な
俺
も
・
 

父
 の
ユ
・
 
っ
巨
燵
 、
 p
 （
・
）
 

者
の
権
威
が
司
教
の
そ
 

五
四
 ｜
 ニ
八
六
）
東
方
 

ヌ
ス
 迫
害
の
終
了
後
の
 筋

書
通
り
に
行
わ
れ
た
、
す
な
わ
ち
当
局
に
対
す
る
贈
賄
 行
為
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
殉
教
 

れ
に
匹
敵
す
る
こ
と
は
ま
た
 へ
ゲ
 シ
ッ
ポ
 ス
 の
報
告
か
ら
 も
 読
み
取
れ
る
。
彼
は
 ア
 ニ
ケ
ト
ス
の
司
教
時
代
（
 一
 

よ
り
ロ
ー
マ
に
渡
り
研
究
調
査
の
総
括
と
し
て
 反
 異
端
女
 書
を
執
筆
し
左
巴
ヌ
 臼
 ）
 
由
 ・
 コ
 ・
 ご
 、
ド
ミ
テ
ィ
ア
 

エ
ル
サ
レ
ム
 教
ム
ム
 
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
 い
る
。
迫
害
終
了
後
「
彼
ら
（
Ⅱ
イ
ェ
ス
の
兄
弟
 ユ
 ダ
 

 
 

断
罪
は
「
 名
故
 」
で
は
な
く
通
常
犯
罪
 故
 で
あ
る
こ
と
、
 

あ
る
い
は
逮
捕
及
び
そ
れ
に
続
く
釈
放
は
当
局
と
の
事
 前
の
 ム
ロ
意
に
基
づ
き
 

リ
ョ
ン
の
殉
教
者
が
称
号
 受
 取
を
辞
退
し
た
こ
と
に
対
し
 て
 
示
し
た
書
簡
執
筆
者
の
感
嘆
は
当
時
殉
教
者
が
享
受
 し
て
い
た
絶
大
な
 権
 

 
  

 

 
 

威
の
証
左
で
あ
る
。
通
常
の
信
徒
は
リ
ョ
ン
の
殉
教
者
 と
 は
 対
照
的
に
、
一
度
当
局
に
断
罪
さ
れ
る
や
好
ん
で
 殉
 教
者
 と
名
乗
っ
た
。
 
モ
 

 
 

ン
 タ
 
ス
ス
 派
の
テ
 ニ
 
ソ
ン
左
ロ
 
ヌ
宙
 -
S
 、
ア
レ
ク
サ
 
ン
ド
ロ
ス
（
 お
、
の
 ）
、
あ
る
い
は
モ
ン
タ
 
ス
ス
 派
全
般
 ヱ
 g
 
り
 
e
 
、
ま
た
 反
 
モ
ン
は
 

-
3
-
 

タ
 
ス
ス
 派
の
プ
ラ
ク
セ
 
フ
 
ス
も
殉
教
者
と
誇
っ
て
い
る
と
 、
敵
対
者
は
そ
れ
を
借
越
行
為
と
し
て
非
難
し
て
い
る
 。
敵
対
者
の
舌
ロ
 
い
 分
は
 、
 



も
 告
白
者
 
留
 。
 ノ
 。
 へ
 せ
 ぺ
や
 の
と
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
 、
 少
な
く
と
も
両
者
が
法
廷
で
キ
リ
ス
ト
の
名
を
否
認
 せ
ず
告
白
を
貫
徹
し
た
 

こ
と
に
よ
り
「
一
頭
地
を
抜
い
た
」
こ
と
は
彼
の
用
語
法
 0
 枠
内
に
お
け
る
 留
 。
 ノ
 0
 べ
 円
心
 

N
r
 

及
び
㌣
祭
も
音
も
良
 り
の
語
の
使
わ
れ
方
か
 

-
@
-
 

ら
 読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
帝
国
西
部
に
も
同
様
の
例
 が
あ
る
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
代
表
格
で
あ
り
、
一
一
一
 

一
五
 ｜
 
一
六
 0
 年
の
間
 

口
 １
に
滞
在
し
た
（
ア
ル
タ
ナ
ー
）
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ス
 は
 司
教
 選
 で
落
選
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
テ
ル
 ト
 ク
リ
ア
 ヌ
ス
 
は
司
教
に
 

選
出
さ
れ
た
対
立
候
補
が
「
殉
教
の
優
先
権
」
に
物
を
舌
 
口
 わ
せ
た
こ
と
を
挙
げ
る
 
父
キ
 く
ヒ
 
肝
こ
 。
同
じ
く
 カ
リ
ス
ト
ス
は
自
ら
の
 

-
g
-
 

「
殉
教
」
に
物
を
言
わ
せ
て
ロ
ー
マ
教
会
の
司
教
に
選
出
 
さ
れ
た
と
 ヒ
 ポ
 リ
ウ
 
ト
ス
は
伝
え
る
 

父
曳
 
ぎ
二
 さ
 。
 

策
 

現
世
に
お
け
る
殉
教
者
の
上
げ
る
姿
に
つ
い
て
は
 以
上
の
素
描
で
十
分
と
思
う
。
殉
教
者
が
殉
教
死
し
た
 信
徒
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
 

め
 

そ
の
概
念
を
厳
密
に
規
定
す
る
 場
 ム
ロ
 
、
 死
の
概
念
 を
 
一
度
度
外
視
 し
 、
殉
教
者
の
生
存
中
の
或
る
一
行
為
に
 注
意
を
集
中
せ
ね
ば
な
ら
な
 

 
 

的
 構
成
要
素
で
は
な
い
。
 

 
 

現
代
の
研
究
書
や
研
究
論
文
は
生
け
る
殉
教
者
の
存
在
は
了
解
 し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
事
実
に
は
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
 
い
な
い
。
例
え
ば
 

 
 

の
 

ド
ゥ
 レ
イ
 ェ
 は
 窓
意
 的
に
も
、
拷
問
後
に
息
を
引
き
取
ら
な
か
 っ
た
 信
徒
に
殉
教
者
称
号
が
与
え
ら
れ
た
の
は
一
種
の
前
仏
 
い
 」
と
し
て
で
あ
り
、
 

国
 

帝
 

そ
れ
が
可
能
な
の
は
「
 責
 苦
の
恐
怖
 一
 が
既
に
体
験
済
み
で
あ
 る
か
ら
、
す
な
わ
ち
称
号
付
与
は
本
来
は
「
 責
 苦
の
恐
怖
」
を
 
体
 験
し
て
こ
の
世
か
ら
 

 
 

-
 
Ⅵ
 -
 

 
 

去
っ
た
信
徒
を
対
象
と
す
る
と
断
じ
る
。
し
か
し
死
せ
る
英
雄
 的
 信
徒
に
対
す
る
称
号
付
与
が
原
則
で
あ
り
、
生
け
る
英
雄
に
 対
す
る
付
与
が
「
 前
 

 
 

と
 

払
い
」
的
な
特
別
措
置
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
リ
ョ
ン
の
信
徒
が
 称
号
の
受
取
を
辞
退
し
た
こ
と
は
原
則
に
従
っ
た
ま
で
の
こ
と
 で
、
彼
ら
の
謙
譲
 
さ
 

立
 

成
 

に
 対
す
る
書
簡
執
筆
者
の
感
嘆
（
 エ
 Ⅱ
 く
 ・
が
の
五
二
頁
参
照
）
は
 
説
明
で
き
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
 テ
ミ
 ソ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
・
 ド
 

 
 

の
 

号
 

ス
の
 如
く
（
五
四
頁
参
照
）
、
当
局
に
断
罪
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
 
で
 自
分
は
殉
教
者
だ
と
自
慢
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
る
。
 

称
 

他
方
ド
イ
ッ
の
研
究
者
の
中
に
ほ
殉
教
者
概
念
を
規
定
す
る
際
 そ
の
時
代
的
変
遷
を
考
慮
に
入
れ
、
称
号
成
立
時
の
Ⅰ
 た
 ち
 ヰ
モ
 は
 信
仰
の
た
め
に
 

者
 

-
 
Ⅱ
 -
 

教
 

「
喜
ん
で
苦
難
を
耐
え
た
」
者
と
い
う
広
い
意
味
に
解
し
て
生
け
 
る
 信
徒
を
も
こ
れ
に
含
め
る
人
が
い
る
。
た
だ
時
代
が
下
が
る
 ほ
 つ
れ
て
生
け
る
 

殉
 

信
徒
と
死
せ
る
信
徒
と
の
区
別
の
必
要
が
生
じ
、
後
者
の
み
が
 殉
教
者
と
称
し
、
前
者
は
告
白
者
と
し
て
殉
教
者
集
団
か
ら
 
排
除
さ
れ
た
、
と
い
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
教
会
の
司
教
に
抜
擢
さ
れ
た
（
 
丘
 ・
 簿
ゴ
ニ
 ・
二
）
。
確
か
に
両
者
は
 ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
の
 
テ
 キ
ス
ト
で
は
殉
教
者
 と
 



判
決
確
定
後
 刑
 執
行
ま
で
の
既
決
拘
留
と
に
分
か
れ
、
 

上
 の
場
ム
ロ
テ
キ
ス
ト
に
は
判
決
に
関
す
る
三
口
 及
 示
唆
が
な
 
い
た
め
、
前
者
が
該
当
 

す
る
と
一
応
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
ら
が
 殉
 教
者
 と
自
称
し
た
の
は
証
言
者
が
 皆
 自
称
殉
教
者
の
敵
 対
 者
で
あ
り
、
彼
ら
が
 

証
言
か
ら
判
決
を
意
図
的
に
落
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

モ
ン
タ
 ス
ス
 派
の
テ
 
ニ
 ソ
ン
に
関
す
る
証
言
は
反
モ
ン
 方
ン
ヌ
ス
 
派
ハ
リ
ア
ポ
ロ
 二
 

オ
ス
の
筆
に
 
、
 逆
に
反
モ
ン
タ
 ス
ス
 派
の
プ
ラ
ク
セ
 
ア
ス
 に
関
す
る
証
言
は
モ
ン
タ
 ス
ス
 派
の
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
 ヌ
 ス
の
 筆
に
由
来
す
る
。
 

彼
の
証
舌
口
、
「
プ
ラ
ク
セ
 ア
ス
 は
一
回
限
り
で
し
か
も
 ご
 く
 短
期
間
の
拘
留
と
い
う
苦
い
体
験
だ
け
を
も
っ
て
 自
 分
の
殉
教
を
吹
聴
し
、
 

膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
」
は
プ
ラ
ク
セ
 フ
 ス
の
称
号
誇
示
が
 
借
称
 に
す
ぎ
ぬ
こ
と
の
根
拠
づ
け
を
目
的
と
し
、
 

ア
 ポ
 ロ
 二
才
 ス
も
 同
様
、
「
 テ
 

ミ
ソ
ン
 は
告
白
す
べ
し
と
の
（
法
廷
に
駆
け
つ
け
た
仲
間
 か
ら
の
）
ム
ロ
図
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
多
額
の
金
で
 

釈
放
を
買
い
取
っ
た
の
 

に
 、
自
分
は
殉
教
者
だ
と
誇
っ
て
い
る
」
こ
と
を
暴
露
し
 て
 称
号
誇
示
の
不
当
性
を
強
く
訴
え
る
。
証
言
の
出
所
 を
 押
さ
え
れ
ば
、
そ
の
 

な
る
獄
中
監
禁
を
根
拠
に
称
号
を
振
り
か
ざ
し
て
い
た
と
 の
証
言
で
あ
る
（
五
四
頁
）
。
監
禁
は
刑
法
上
判
決
 
確
 定
 ま
で
の
未
決
拘
留
 と
 

-
 
Ⅱ
 -
 

用
件
で
は
な
く
、
す
べ
て
は
告
白
を
刑
の
確
定
ま
で
貫
い
 た
か
否
か
に
係
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
テ
 ニ
 ソ
ン
 と
 フ
ラ
ク
セ
 フ
 ス
は
 単
 

-
 
は
 -
 

ぬ
に
 、
当
局
が
法
廷
告
白
故
に
最
終
の
有
罪
判
決
を
下
し
 た
 信
徒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
 刑
 執
行
後
の
 
被
告
の
生
死
は
重
要
な
 

  

刊節 

ヰ @ ヒ 

１ 号     
用 

  
書 で ・ 友 説 

し 

ナ， し   

ス 

  
別 と の 登       の が 殉 場 

  
@ よ 

誰 する三 者 基準が ある。 教者は 

が 生 そ や せ 
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教 以 ば り の 
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見 
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あ っ か紀に 逆後よ 
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さ 

れ こ と中文 獄のて 反 
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か 十 死 と さ 

V@ し 公 夫 回 れ 
つ 
  

  
て 

Ⅱ 半 キプリ 拠 資料 も告白 司教並 

断 と 者 の ア 
す な 扱 権 ヌ 

つ し 威 ス 

る資 

料 
て い かをは 受 古参 

を 
る け し く 

提   
供 
し 簡 述 で ）。 尤し ょ、 け る 

て 
  
る 

殉 
教 
者 
と 

  
の と ・ し 

サま 証共 ， た 
原 

  
吾 に，上 

Ⅰ 貝 さ 同 ・ で 
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裏
に
前
提
さ
れ
て
い
る
当
時
の
一
般
規
則
が
 よ
 り
鮮
明
な
 

形
で
現
れ
る
。
称
号
付
与
の
必
要
十
分
条
件
は
告
白
 

貫
 徹
 故
の
有
罪
判
決
の
確
 

-
 
は
 -
 

定
 で
あ
り
、
単
な
る
拘
留
の
苦
い
体
験
だ
け
で
は
告
白
を
 貫
い
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
殉
教
者
と
名
乗
る
こ
と
は
 許
さ
れ
な
い
。
三
世
紀
 

前
半
に
成
立
し
た
シ
リ
ア
 語
 「
デ
ィ
ダ
ス
カ
リ
ア
」
で
は
 
殉
教
者
が
誰
で
あ
る
か
は
っ
き
り
言
い
表
さ
れ
て
い
る
 。
「
神
に
し
て
主
の
名
 
故
 

-
 
憶
 -
 

に
 有
罪
判
決
を
受
け
た
者
、
こ
の
者
は
聖
な
る
殉
教
者
で
 あ
る
」
。
 

で
は
何
故
称
号
の
付
与
条
件
と
し
て
死
で
は
な
く
、
有
罪
 判
決
が
選
ば
れ
た
の
か
。
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
法
廷
 で
 訴
え
ら
れ
た
 時
信
 

徒
 が
と
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
福
音
書
の
 一
 節
 で
あ
る
。
「
人
々
の
前
で
私
を
告
白
す
る
者
を
 
、
私
 も
ま
た
告
白
し
 、
 

人
々
の
前
で
私
を
否
認
す
る
者
を
 、
 私
も
ま
た
 

否
認
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
マ
タ
イ
ヤ
㏄
並
行
）
。
 
こ
ナ
 
」
で
舌
口
わ
れ
て
い
る
 

告
 

職
由
と
否
認
は
「
人
々
の
前
で
」
か
ら
明
ら
か
な
 
よ
う
 に
法
廷
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
直
前
の
二
八
節
に
肉
体
的
 死
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
 

「
あ
な
た
が
た
は
 

は
こ
と
か
ら
も
 背
 け
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
法
廷
に
連
行
さ
 れ

て
も
主
へ
の
告
白
は
「
最
後
ま
で
」
貫
か
ね
ば
な
ら
 な
 い
 

 
 

 
 

。
し
か
し
最
後
ま
で
耐
え
忍
ぶ
者
は
救
わ
れ
る
」
（
 7
 タ
 イ
 十
羽
並
行
）
。
最
後
に
引
 

巨
屈
 し
た
 一
 節
が
殉
教
精
神
の
依
り
所
と
な
っ
た
こ
と
 

-
7
-
 

：
 
1
 

は
 殉
教
を
テ
ー
マ
に
し
た
二
、
三
世
紀
の
文
献
に
頻
繁
 に
 引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
 

摘
 
も
 窺
い
知
れ
る
。
称
号
成
立
前
夜
の
紀
四
五
 
0
 年
 頃
 ロ
ー
マ
に
成
立
し
た
「
ヘ
ル
マ
ス
の
牧
者
 L
 の
一
節
 に
法
廷
告
白
に
対
し
信
徒
の
 

レ
間
に
二
つ
の
態
度
が
あ
っ
た
こ
と
が
 
証
 舌
口
さ
れ
て
お
 
り
 、
一
方
は
、
「
権
力
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
尋
問
さ
れ
 
て
 、
否
認
せ
ず
、
喜
ん
で
 受
 

 
 

立
 
難
し
た
」
信
徒
、
他
方
は
「
お
じ
 げ
 づ
い
て
疑
い
を
 抱
き
、
心
の
中
で
、
否
認
し
ょ
う
か
告
白
し
ょ
う
か
 
と
 思
案
し
て
、
受
難
し
た
」
 

成
の
 
㊧
 田
ぎ
お
 ・
 A
 荒
井
 献
訳
 ）
信
徒
で
あ
り
、
著
者
 は

そ
の
す
ぐ
後
で
後
者
の
人
々
に
、
告
白
せ
 よ
と
 勧
告
 す
る
（
 お
 ・
 
ご
 。
使
徒
教
会
Ⅱ
 

白
石
 

ワ
 

甑
 
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
告
白
を
奨
励
し
て
い
た
こ
と
の
 証
言
は
ま
た
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
が
カ
ト
リ
ッ
ク
 時
 代
 に
執
筆
し
た
三
世
紀
初
頭
 

ぬ
め
 著
作
に
も
あ
る
。
「
（
使
徒
教
会
は
）
殉
教
を
奨
励
 
す
る
」
（
 
召
 P
 
の
ぎ
 轄
お
 -
S
 。
「
最
後
ま
で
」
貫
か
れ
た
 
告
白
は
既
に
一
世
紀
に
お
け
 

る
 ス
テ
フ
ァ
ノ
の
例
が
示
す
よ
う
に
多
く
の
場
ム
ロ
死
を
招
 
く
が
、
福
音
書
に
お
い
て
救
済
の
条
件
と
さ
れ
た
の
は
 客
観
的
な
死
そ
れ
自
体
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「
告
白
者
は
と
言
え
ば
、
も
し
彼
が
主
の
名
故
に
獄
で
 
鎖
 に
つ
な
が
れ
た
な
ら
、
彼
に
対
し
執
事
 職
 あ
る
い
は
長
老
 職
 に
任
ず
る
た
め
の
 

按
手
は
執
行
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
自
身
の
告
白
に
 よ
っ
て
長
老
職
と
い
う
栄
誉
（
あ
る
 職
 ）
を
既
に
受
 け
 て
い
る
か
ら
。
」
 

-
 
幼
 -
 

ヒ
 。
ポ
リ
 ュ
 ト
ス
 
日
 使
徒
伝
承
口
九
二
一
二
年
（
ア
ル
タ
 
ナ
 ー
）
ロ
ー
マ
 

音
書
記
者
同
様
「
最
後
ま
で
」
貫
か
れ
た
告
白
の
中
に
信
 仰
の
証
し
及
び
そ
れ
を
条
件
と
す
る
救
済
を
認
め
、
 迫
 書
状
況
に
あ
っ
て
こ
れ
 

を
 殉
教
と
命
名
し
た
。
告
白
の
「
最
後
」
と
は
死
で
ほ
 な
 く
 、
厳
密
に
言
え
ば
信
徒
の
運
命
を
決
し
た
有
罪
判
決
 で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
 

て
 告
白
闘
争
は
終
了
す
る
。
帝
国
が
神
々
へ
の
供
犠
（
 信
 徒
に
と
っ
て
は
信
仰
否
認
）
を
強
要
し
た
の
に
対
し
、
 教
会
は
称
号
の
制
定
を
 

も
っ
て
こ
れ
に
応
え
た
の
で
あ
っ
た
。
 

さ
て
殉
教
者
の
次
は
告
白
者
で
あ
る
。
 輯
 。
 卸
 。
 ぺ
 も
さ
Ⅰ
の
 語
は
紀
元
二
 0
0
 年
前
後
の
文
献
に
初
め
て
登
場
す
る
 が
 、
そ
の
数
は
多
く
 

な
く
、
し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
文
献
以
外
に
は
以
降
三
、
四
 世
紀
を
通
じ
て
皆
無
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
語
は
 キ
リ
ス
ト
教
徒
の
造
語
 

で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
Ⅰ
 由
奄
ベ
ピ
ゃ
 

と
は
 異
 な
り
発
生
当
初
か
ら
一
定
の
信
徒
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
 称
 号
 と
し
て
用
い
ら
れ
 

た
こ
と
は
そ
の
絶
対
的
用
法
か
ら
了
解
さ
れ
る
。
告
白
者
 の
 実
体
を
見
極
め
る
た
め
に
は
ま
ず
 ヒ
 ポ
リ
 ュ
 ト
ス
の
 「
使
徒
伝
承
 
ヒ
に
 収
録
 

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
出
発
点
に
据
え
、
先
に
再
三
舌
口
 
及
し
 た
 リ
ョ
ン
の
殉
教
者
伝
は
考
慮
に
入
れ
な
い
方
が
良
い
 。
確
か
に
後
者
に
は
 殉
 

教
者
 称
号
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
自
分
は
単
な
 る
 告
白
者
に
す
ぎ
な
い
と
自
己
を
卑
下
し
た
信
徒
 へ
の
言
及
は
あ
る
が
 

（
 
エ
 Ⅱ
 タ
が
ど
 、
そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
語
は
音
 むノ
 
。
 ぺ
 o
r
 
 

と
い
う
、
後
の
教
会
用
語
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
 

た
 変
則
的
な
語
で
あ
 

る
 。
こ
れ
は
彼
ら
の
卑
下
が
称
号
付
与
に
関
す
る
当
時
の
 一
般
的
規
則
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
 純
 個
人
的
な
 
 
 

物
語
る
。
一
般
的
規
則
に
従
え
ば
彼
ら
は
殉
教
者
で
あ
り
 、
当
時
ま
だ
 輯
 。
 汗
 。
 へ
 ま
「
な
る
称
号
は
存
在
し
な
 
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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-
 
ぬ
 -
 

で
は
な
く
、
告
白
の
貫
徹
で
あ
り
、
死
は
そ
れ
に
付
随
す
 る
 
一
つ
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
 
ニ
 、
三
世
紀
の
キ
リ
ス
 ト
 教
徒
も
一
世
紀
の
福
 



-
 
簗
 
-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
 号
を
得
、
次
に
法
廷
審
理
中
台
白
を
撤
回
せ
ず
 

判
 決
 ま
で
貫
い
て
初
め
て
「
殉
教
 

し
 
」
 父
 ら
も
 

鳶
 ち
も
 

q
 
自
禾
 
来
形
 
!
 ）
、
そ
し
て
「
処
罰
さ
 

は
れ
る
」
 
績
 不
同
 
@
 
%
.
 

）
「
殉
教
に
基
づ
き
処
罰
 

さ
れ
た
 

者
 」
も
参
照
）
。
殉
教
者
を
「
神
に
七
 

て
 主
の
名
 

故
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
 

-
 
㌍
 
-
 

 
 

の
 テ
キ
ス
ト
で
も
「
殉
教
」
は
死
に
先
立
つ
。
告
白
者
 

称
号
の
村
 

-
5
-
2
 

与
 条
件
は
未
決
 

拘
 

-
 
ね
 
-
 

 
 

帥
 留
の
経
験
、
殉
教
者
称
号
の
そ
れ
は
判
決
確
定
で
あ
 

り
、
 
従
っ
て
判
別
基
準
は
生
死
で
は
な
く
、
判
決
の
有
 

無
 で
あ
る
。
 

摘
 
以
上
の
議
論
を
前
提
に
し
て
読
め
ば
一
九
七
年
に
 

成
立
し
た
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
処
女
作
で
の
用
語
法
 

が
よ
 
り
良
く
理
解
で
き
る
。
 

レ
 作
品
は
表
題
こ
そ
「
殉
教
者
 

ヘ
ロ
 
と
な
っ
て
い
る
が
 

、
実
際
に
作
品
で
励
ま
さ
れ
て
い
る
獄
中
の
信
徒
は
 

ョ
舶
 

「
（
 

せ
 
「
の
の
口
の
の
 

@
 
ゆ
コ
 

が
（
 

@
 
「
予
定
 

殉
 

れ
教
 舌
ロ
 
と
 呼
ば
れ
る
（
）
・
）
）
。
ロ
ー
マ
の
行
政
用
 

五
 
ぽ
 。
 
己
 三
年
の
の
 

@
9
 

コ
の
 

（
白
の
口
予
定
執
政
官
口
を
も
じ
っ
た
こ
 

0
 表
現
は
獄
中
の
信
徒
が
厳
 

成
の
密
の
意
味
で
は
ま
だ
セ
 

ミ
ち
ミ
ヒ
ゥ
 

で
は
な
い
こ
と
を
 

既
に
如
実
に
示
し
て
い
る
。
作
品
内
容
も
そ
れ
に
ム
ロ
 

致
 
す
る
。
獄
中
の
信
徒
（
 

N
-
N
 

 
 

、
「
我
々
は
牢
獄
を
、
法
廷
と
い
う
戦
場
に
連
行
さ
れ
る
 

 
 

 
 

舷
な
 試
練
を
通
し
て
身
を
鍛
え
る
た
め
の
道
場
で
あ
る
 

と
 理
解
す
る
」
 

G
-
8
 
 

と
い
う
励
ま
し
の
舌
口
葉
か
ら
 

読
 み
 
取
れ
る
。
彼
ら
は
法
廷
と
㏄
 

い
う
戦
場
で
プ
ロ
コ
ン
ス
ル
（
が
 

い
 
）
に
挑
む
た
め
戦
い
 

に
 
備
え
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
 



ス
朝
 迫
害
 期
 前
後
に
お
け
る
釈
放
の
頻
繁
化
と
い
う
外
的
 状
況
の
変
化
に
対
す
る
殉
教
者
教
会
の
一
つ
の
対
応
で
 あ
り
、
そ
れ
は
殉
教
者
 

 
 

称
号
制
定
に
表
れ
た
教
会
の
闘
争
方
針
か
ら
論
理
的
に
導
 き
 出
さ
れ
る
一
つ
の
結
果
と
解
せ
る
。
 

殉
教
者
に
次
ぐ
第
二
等
級
の
称
号
が
地
域
差
も
あ
ろ
う
が
 紀
元
二
 0
0
 
年
頃
新
た
に
導
入
さ
れ
、
教
会
の
教
職
制
 に
ま
た
一
つ
の
身
分
 

だ
ろ
う
。
彼
は
二
 
0
 
二
年
か
ら
二
一
一
年
の
間
に
法
廷
で
 

も
の
の
後
に
釈
放
さ
れ
た
信
徒
の
数
が
 セ
 ヴ
ェ
ル
ス
 朝
迫
 

が
 誕
生
し
た
が
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
導
入
目
的
で
あ
 害

 期
を
前
後
し
て
増
大
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
 

の
 告
白
と
そ
れ
に
続
く
牢
獄
生
活
の
体
験
左
Ⅱ
 
ま
 ・
 ニ
 

る
 。
確
か
に
教
会
は
供
犠
を
強
制
す
る
当
局
に
対
し
 獄
 -

8
 
 
に
よ
っ
て
頭
角
を
 

中
で
厳
し
い
信
仰
闘
争
 

ン
ド
ロ
ス
は
そ
の
一
人
 

を
 展
開
中
の
信
徒
を
勇
気
づ
け
る
必
要
も
あ
っ
た
ろ
う
。
 

し
か
し
殉
教
者
称
号
こ
そ
信
徒
の
勇
気
づ
け
、
棄
教
者
 輩
出
の
防
止
を
目
的
と
 

し
て
い
た
故
、
こ
の
理
由
だ
け
で
は
新
た
な
称
号
を
設
け
 る
 必
要
は
な
い
（
五
八
頁
参
照
）
。
告
白
者
称
号
成
立
の
 

目
的
如
何
の
問
題
を
解
 

く
に
あ
た
っ
て
は
 二
 0
 
二
年
の
 
一
 証
言
を
出
発
点
に
据
 ，
 
え
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
「
我
々
は
、
法
廷
で
告
白
し
た
後
 

何
ら
の
き
っ
か
け
か
 

ら
 釈
放
さ
れ
た
人
々
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
 

（
峯
ヨ
・
ゴ
ロ
の
目
の
目
 
-
 ま
 ・
 お
 。
殉
教
を
目
指
し
て
法
廷
 で
 告
白
し
投
獄
さ
れ
た
 

現
し
、
釈
放
後
二
度
司
教
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
五
四
 ｜
 五
五
頁
参
照
）
ま
た
 ヒ
 ポ
リ
 
ュ
 ト
ス
が
教
会
典
礼
 規
 則
を
集
め
た
 
日
 使
徒
 伝
 

出
の
中
で
告
白
者
を
一
つ
の
聖
職
身
分
と
し
て
位
置
づ
 
け
 叙
任
の
方
法
ま
で
規
定
し
て
こ
と
も
告
白
者
の
釈
放
 が
 多
か
っ
た
こ
と
を
 示
 

-
 
禍
 -
 

唆
す
る
。
殉
教
者
の
ほ
と
ん
ど
が
教
会
に
帰
還
で
き
た
 か
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
告
白
を
奨
励
す
る
教
会
は
 こ
れ
ら
釈
放
さ
れ
た
 信
 

徒
 を
も
顕
彰
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
彼
ら
も
殉
教
者
 同
 様
の
功
績
を
上
げ
た
の
で
あ
り
、
相
違
は
た
だ
単
に
 、
そ
 の
 信
仰
闘
争
が
本
人
の
 

意
志
に
関
わ
り
な
く
当
局
者
の
都
ム
ロ
か
ら
「
挫
折
」
し
た
 

点
 に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
告
白
者
の
称
号
及
び
聖
職
 身
 分
の
成
立
は
 セ
 ヴ
ェ
ル
 

  



殉教者称号の 成立とローマ 帝国のキリスト 教 政策 

き
 ）
、
拷
問
に
耐
え
殉
教
の
杯
を
飲
み
干
す
 

よ
う
 勇
気
づ
 

け
る
 

G
 ゴ
お
 。
他
方
判
決
ま
で
告
白
を
貫
徹
し
、
 

最
 初
は
地
方
政
府
の
公
職
 

 
 

-
 
㏄
 -
 

法
廷
あ
る
い
は
予
備
審
問
で
告
白
し
投
獄
さ
れ
た
信
徒
は
 ま
ず
告
白
者
と
呼
ば
れ
る
。
次
に
そ
の
告
白
を
「
最
後
 ま
で
」
、
即
ち
判
決
ま
 

で
 維
持
し
総
督
の
要
求
に
屈
し
な
け
れ
ば
殉
教
者
の
称
号
 を
 得
る
。
書
簡
集
の
中
で
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
原
則
的
に
 こ
の
公
式
の
用
語
法
に
 

従
っ
て
い
る
。
投
獄
さ
れ
た
信
徒
は
判
決
前
な
ら
、
た
と
 え
供
犠
強
制
を
目
的
と
し
た
激
し
い
拷
問
を
受
け
た
と
 し
て
も
告
白
者
と
呼
ば
 

れ
る
。
ロ
ー
マ
教
会
の
 モ
イ
 セ
ス
及
び
そ
の
仲
間
は
獄
中
 で
 鎖
に
つ
な
が
れ
、
「
 罰
 」
や
「
 責
苦
 」
に
会
っ
た
が
（
 
留
目
・
 S
 、
 執
勘
 な
 脅
 

迫
 に
も
か
か
わ
ら
ず
告
白
を
撤
回
し
な
か
っ
た
 G
 ゴ
こ
 。
そ
れ
で
も
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
彼
ら
を
告
白
者
と
呼
び
 
望
日
商
冒
頭
の
宛
名
書
 

61  (333) 

さ 方 現 と 簡 
重目 書 れ 旬 れ 面 集 合 
簡一 簡 た な た の の ま 
      亡 い 先 公 証 用 で 
  四   っ 犬 人 語 の     

て の （ 法 義   
  （ヰ衣 

題   
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O Ⅱ 憶   る 当 に る 教 

  
こ た 取 よ 金 

  
  

と り り う と 

が は 除 に の 
    で 前 い 見 聞 
ら叶 き 者 た え に 
o 随 る ほ の 、 一 文 
0% 。 我 は 一 わ 

ま 々 キ 部 し 
ず の フ   の た 

は 柱 り 半 数 
以 意 ア 老 々 

下 を ヌ は の 
に 集 ス 次 善 

掲 中 で の 簡 
げ す あ よ に 
る れ る 一ぅ ょ 
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つ   ま て 
の 大 し で 確 証 を受 テキス 資 量の かし丈 舌口 ぅ 、 
「告白 卜せ比 げる。 料の中 献 資料 

較 で に 著 書 



も
う
一
つ
別
の
基
準
緩
和
例
は
私
書
簡
に
あ
る
。
「
神
の
 
報
償
は
処
罰
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
者
の
み
に
約
束
さ
れ
て
 い
る
わ
け
で
は
な
く
、
 

今
ま
で
の
殉
教
者
は
今
ま
で
通
り
殉
教
者
と
し
て
留
ま
る
。
 

 
 

者
、
次
は
総
督
と
二
度
も
敵
を
「
ね
じ
伏
せ
た
」
 

ア
ウ
レ
 リ
ウ
ス
は
殉
教
者
の
称
号
を
も
っ
て
顕
彰
さ
れ
、
キ
プ
 リ
ア
 ヌ
ス
と
 教
会
指
導
 

音
通
は
そ
の
英
雄
行
為
を
称
え
て
彼
を
読
師
の
職
に
っ
 け
 

 
 

 
 

 
 

節
 ）
、
告
白
者
の
死
去
し
た
日
を
殉
教
者
 

暦
 に
記
入
す
べ
 

へ
 、
獄
中
で
様
々
な
苦
し
め
を
英
雄
的
に
耐
え
忍
ぶ
ば
 か
 し

 
ヨ
節
）
、
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
勇
気
づ
 @
 
「
（
 

乙
と
 栄
誉
 
す
 

り
か
軽
蔑
さ
え
し
た
勇
敢
な
告
白
者
は
信
仰
と
勇
敢
 さ
 0

 コ
 
0
 「
は
彼
ら
を
「
至
福
 

の
点
で
実
質
的
に
殉
教
㈹
 

者
に
匹
敵
す
る
と
ま
で
舌
口
 ぅ
 。
一
九
日
間
獄
中
で
空
腹
 と
 渇
き
で
痩
せ
細
っ
た
告
白
者
の
 ケ
 レ
リ
ー
ヌ
 ス
 は
 誉
高
 き
 殉
教
者
称
号
を
付
与
 

さ
れ
た
彼
の
親
戚
の
人
々
に
匹
敵
し
（
甘
 さ
 ・
 
ど
 、
殉
教
 者
 ア
ウ
 レ
 リ
ウ
ス
 と
 同
じ
読
師
職
及
び
長
老
職
を
受
 け
 る
ほ
ど
の
功
績
を
残
し
 

て
い
る
、
と
。
し
か
し
カ
ル
タ
ゴ
の
司
教
は
こ
の
最
高
の
 賛
辞
に
も
か
か
わ
ら
ず
 ケ
 レ
リ
ー
ヌ
 
ス
 を
一
度
も
殉
教
 者
 と
呼
ば
な
い
。
明
ら
 

-
 
㏄
 -
 

か
に
公
式
の
用
語
法
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

上
に
述
べ
た
法
的
関
係
を
よ
り
鮮
明
に
映
し
出
し
て
い
る
 の
は
亡
命
司
教
が
教
会
指
導
者
に
与
え
た
指
示
で
あ
る
 （
Ⅱ
 
ロ
 ）
㏄
）
。
 

指
 一
木
内
 

容
は
 、
判
決
を
受
け
ず
に
獄
中
で
輝
か
し
い
死
を
遂
げ
た
 者
た
ち
（
Ⅱ
告
白
老
）
の
遺
体
に
対
し
特
別
の
手
 厚
 い
取
り
 計
 い
を
し
 
二
 

な
る
殉
教
者
の
列
に
加
わ
り
し
め
る
こ
と
の
で
き
る
」
（
 一節
）
 程
 大
き
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 

敢
え
て
指
示
を
与
え
た
 

の
は
彼
の
意
見
が
一
般
的
規
則
か
ら
反
れ
て
い
た
か
ら
で
 、
そ
れ
政
司
教
は
こ
れ
を
根
拠
づ
け
る
際
、
彼
ら
の
 男
 気
や
栄
誉
と
い
っ
た
 精
 

神
性
 づ
 。
ぎ
三
犠
を
引
き
合
い
に
出
し
た
り
、
「
死
の
終
局
 
」
に
よ
り
「
殉
教
者
の
栄
光
は
完
結
す
る
」
と
い
う
、
 

一
 
般
 規
則
で
は
認
め
ら
れ
 

て
い
な
か
っ
た
要
件
を
必
要
以
上
に
強
調
す
る
（
一
節
）
 

。
上
の
テ
キ
ス
ト
は
司
教
勧
告
に
よ
っ
て
殉
教
者
身
分
へ
 の
 参
与
条
件
に
死
が
 

新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
て
殉
教
者
の
認
定
基
準
が
強
化
 さ
れ
、
今
日
の
そ
れ
に
一
層
 近
づ
い
 た
と
の
印
象
を
喚
起
 す
る
が
、
事
実
は
逆
に
 

基
準
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
司
教
は
た
だ
獄
死
し
た
告
白
 者
を
新
た
に
殉
教
者
と
し
て
迎
え
入
れ
る
よ
う
指
示
し
 て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
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こ
で
は
死
が
不
要
な
要
件
と
さ
れ
信
仰
 心
 だ
け
が
引
 き
合
 い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
一
般
規
則
に
反
し
 司
 教
は
処
罰
さ
れ
な
く
と
 

-
 
㏄
 -
 

信
徒
が
た
と
え
受
難
せ
ず
と
も
信
仰
 心
 

る
 誉
れ
を
得
る
」
（
下
山
門
。
二
 %
 ）
。
 先
 （

 
日
 窃
に
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
、
そ
れ
を
最
後
ま
で
堅
持
 し
た
な
ら
・
・
・
殉
教
者
の
列
に
加
わ
 

の
 書
簡
で
は
称
号
付
与
が
土
目
白
者
の
精
神
性
及
び
死
に
 

ょ
 っ
て
根
拠
 づ
 げ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
 
こ
 



シ
 オ
ス
は
仲
間
と
一
緒
に
法
廷
に
召
喚
さ
れ
、
総
督
 ア
ヱ
 ミ
リ
ア
ス
 
ス
 の
供
犠
命
令
を
拒
絶
し
た
と
し
て
（
の
（
）
 
市
か
ら
追
放
さ
れ
 リ
ビ
 

金
史
 口
 所
収
の
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
書
簡
に
証
舌
口
さ
れ
て
い
 

る
 
（
二
日
自
・
二
）
。
二
五
七
年
に
公
布
さ
れ
た
第
一
缶
 
示
 に
基
づ
き
デ
ィ
オ
 
二
 

と は ユ ％ か 

っ
た
 （
 
註
 お
参
照
）
。
し
か
し
二
世
紀
中
葉
を
境
に
し
て
 
帝
 国
 の
 対
 キ
リ
ス
ト
教
徒
政
策
に
戦
術
的
変
化
が
生
じ
た
 よ
う
で
あ
る
。
 ロ
｜
 

司
教
同
様
、
カ
ル
タ
ゴ
司
教
も
二
五
七
年
ク
ル
ビ
ス
 と
い
 ぅ
 都
市
に
居
住
を
制
限
さ
れ
た
が
、
翌
年
帰
還
を
果
た
 す
こ
と
が
で
 き
ご
 ・
 

の
ゼ
っ
 
が
 こ
 、
し
か
も
自
分
自
身
を
告
白
者
と
呼
ん
で
い
 る
 （
臼
田
）
。
こ
こ
か
ら
推
定
で
き
る
事
実
は
居
住
地
判
 
限
 措
置
の
決
定
は
も
 

や
 最
終
判
決
で
は
な
く
、
む
し
ろ
か
つ
て
の
拷
問
に
匹
敵
 し
 供
犠
強
制
を
目
的
と
し
た
一
行
政
措
置
と
し
て
性
格
 を
 帯
び
る
に
至
っ
た
 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
居
住
地
制
限
措
置
が
ヴ
ァ
レ
 リ
ア
 ヌ
ス
帝
 迫
害
 期
 に
一
種
の
強
制
手
段
と
し
て
用
い
 ら
れ
た
こ
と
は
「
 教
 

-
 
㏄
 一
 

刑
や
 カ
リ
ス
ト
ス
の
場
ム
ロ
の
よ
う
な
重
度
懲
役
刑
だ
け
で
 

あ
っ
て
、
そ
の
場
ム
ロ
有
罪
判
決
を
受
け
た
信
徒
は
例
外
 

的
に
し
か
帰
還
で
き
た
 

る
 。
そ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
で
追
放
免
よ
り
生
還
す
る
こ
 と
の
で
き
た
 

い
 て
追
放
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
 故
 殉
教
者
と
呼
ば
れ
て
 然
 る
べ
き
で
あ
 

か
も
カ
ル
タ
ゴ
司
教
は
死
を
免
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
 他
 三
名
 の
 
「
殉
教
」
（
の
 

0
 行
為
と
を
並
行
関
係
に
置
き
な
が
ら
も
後
者
が
殉
教
で
 は
な
い
こ
と
 

ル
キ
 ウ
ス
 
は
局
地
的
な
 
ガ
ツ
 
ル
ス
 帝
 迫
害
終
了
後
の
二
五
 三
年
秋
口
 

-
 
餌
 -
 

で
は
な
く
、
比
較
的
軽
い
居
住
地
制
限
で
あ
っ
た
と
 考
，
 ぇ
 ら
れ
る
。
 
キ
 

居
住
地
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
の
証
言
は
見
あ
た
ら
ず
、
 

証
 舌
口
さ
れ
て
 ぃ
 ロ

ー
マ
司
教
ル
キ
 
ウ
ス
 の
例
で
あ
る
（
の
）
 -
 こ
 。
彼
は
判
決
 
に
 基
づ
 

フ
リ
ア
 ヌ
ス
 以
前
の
文
献
に
は
教
会
の
指
導
者
が
一
定
の
 

を
明
確
に
記
し
て
い
る
（
 臼
 下
ぢ
 5
 キ
（
 
ヒ
 「
 
@
p
 
）
。
 

p
.
N
 
2
 

曲
 ユ
 せ
き
山
柄
 田
 （
い
の
・
 

臼
 ・
 し
麓
コ
の
 
・
 ド
轄
カ
 
P
 
N
S
 
 

と
 か
 

る
が
、
実
際
は
告
白
者
と
し
か
呼
ば
れ
て
い
な
い
（
 田 、
 N
 

１
％
 に
 帰
還
し
た
が
、
そ
の
刑
は
終
身
刑
で
あ
っ
た
隼
の
 

っ
 卜

 ）
。
 し
 

0
 ㍉
叶
い
 

ヰ
 
Ⅰ
。
 

地
域
に
 

キ
ウ
ス
 

る
の
は
ポ
ン
テ
ィ
ア
 ヌ
ス
や
ヒ
 ポ
リ
ス
ト
ス
の
場
合
の
よ
 う
 な
 流
 

以 
上 
キ 

ブ リ   四 
  
  キ 
ス プ 
の J 

用 三五 ア 

  
ウセ て来 

六 - Ⅰ 

が ) 
ヒ 。 

オ 

簡 スヘ ま目 、 
ヰ @ し 

十ま 

分 
析 
を 
通 
し 

て 

抽 
出 
し 

ナ - し 
  
般 
規 
Ⅱ メ 由 ⅡⅡ J 
が 

適 
用 
で ・ 

き 

な 
い 

例 
が 
  
つ 
あ 
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互
い
に
引
き
離
し
て
「
よ
り
リ
ビ
ア
的
な
（
Ⅱ
 

よ
 
り
荒
れ
 

果
て
た
）
場
所
」
へ
と
移
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
言
 

う
 
ま
で
も
な
く
意
気
消
沈
 

一
 
㏄
 
一
 

さ
せ
悔
い
改
め
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
 

先
に
供
犠
強
制
と
い
う
表
現
を
使
用
し
た
が
、
帝
国
は
供
 

犠
 
こ
そ
強
制
し
た
が
棄
教
は
決
し
て
強
制
し
て
い
な
い
 

。
皇
帝
は
単
に
帝
国
 

再
建
の
た
め
に
神
々
へ
の
供
犠
を
帝
国
住
民
に
強
制
し
た
 

か
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ
自
身
を
国
 

家
に
危
険
な
存
在
と
見
 

て
 
信
徒
に
信
仰
を
捨
て
さ
せ
る
こ
と
ま
で
望
ん
だ
わ
け
で
 

は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
神
々
へ
の
供
犠
行
為
は
キ
リ
 

ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
は
 

-
 
繍
 
-
 

棄
教
以
外
の
何
物
を
も
意
味
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ヴ
 
プ
 
レ
リ
ア
 

ヌ
ス
帝
 

第
一
告
示
は
確
か
に
居
住
地
制
限
の
 

他
 
集
会
禁
止
を
も
定
め
 

て
は
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
罰
則
規
定
で
あ
っ
て
 

、
土
 

口
 
示
の
直
接
の
目
的
と
な
る
主
規
定
で
は
な
い
。
総
督
が
 

集
会
禁
止
及
び
墓
地
豆
 

ち
 
入
り
禁
止
を
布
告
し
た
の
は
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
と
そ
の
 

仲
間
が
総
督
命
令
の
供
犠
を
拒
否
し
た
後
の
こ
と
で
あ
 

る
 （
 
ヱ
 
⑧
 
丘
 
・
 
ニ
 
・
）
 

0
 
）
。
 

ま
た
同
じ
く
「
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
殉
教
 

録
 
」
で
も
プ
ロ
コ
ン
 

ス
め
 

が
先
の
規
定
に
舌
口
 

反
 
す
る
の
は
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
が
 

供
犠
を
拒
否
し
て
か
ら
 

で
あ
る
。
総
督
が
四
節
の
時
点
で
は
な
く
、
セ
節
に
至
っ
 

て
 
初
め
て
集
会
禁
止
と
墓
地
立
ち
入
り
禁
止
に
触
れ
て
 

い
る
の
は
被
告
が
供
犠
 

を
 
拒
否
し
た
た
め
に
総
督
が
拒
否
を
撤
回
さ
せ
よ
う
と
し
 

て
 
被
告
を
脅
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 

三
 
度
 
の
尋
問
 

後
 
告
白
撤
回
 

-
 
総
 
-
 

を
 
拒
否
し
た
被
告
を
即
時
処
刑
し
た
二
世
紀
初
頭
の
総
督
 

プ
リ
ー
ニ
 

タ
 
ス
と
は
異
な
り
、
即
時
処
刑
を
避
け
た
 

ェ
 
シ
フ
ト
及
び
ア
フ
リ
カ
 

総
督
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
帝
国
に
服
従
す
る
ま
で
辛
抱
強
 

く
 
忍
耐
 

し
 
、
こ
の
点
で
「
譲
歩
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り
の
 

限
界
」
（
ア
ル
フ
ォ
ル
 

デ
 
イ
 
）
ま
で
譲
歩
し
た
と
舌
口
え
る
。
追
放
に
よ
っ
て
当
局
 

は
 
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
最
終
的
に
断
罪
し
た
の
で
は
な
く
 

、
供
犠
を
促
し
、
こ
れ
 

ロ
ー
マ
側
の
戦
術
変
更
は
キ
リ
ス
ト
教
側
に
も
影
響
を
及
 

ぼ
さ
な
い
わ
げ
に
は
い
か
ず
、
殉
教
の
認
定
基
準
は
こ
 

ナ
 
」
で
重
大
な
変
更
を
 

65@ 13371 



あ
る
。
 

帝
国
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
よ
り
忍
耐
強
く
服
従
を
求
 め
る
態
度
に
出
、
最
終
判
決
が
後
に
引
き
延
ば
さ
れ
る
 よ
う
に
な
る
と
殉
教
 

の
 認
定
基
準
は
信
仰
貫
徹
 故
 の
 死
 以
外
に
は
何
も
な
く
な
 り
、
 単
な
る
懲
役
服
役
者
は
告
白
者
に
格
下
げ
さ
れ
る
 
ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
文
献
 

資
料
の
用
語
法
で
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
懲
役
刑
の
判
決
 を
 受
け
鉱
山
に
幽
閉
さ
れ
た
信
徒
が
一
度
も
殉
教
者
 と
 呼
ば
れ
る
こ
と
な
く
、
 

一
切
の
例
外
な
し
に
告
白
者
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
 
る
 。
そ
れ
と
歩
調
を
ム
ロ
わ
せ
て
釈
放
さ
れ
た
信
徒
も
 

、
た
 と
え
法
廷
に
お
い
て
 

自
分
の
意
志
を
曲
げ
ず
供
犠
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
殉
教
 土
石
と
は
 
見
卜
休
 
さ
 と
 仲
七
仏
 
い
 
（
ア
 
ミ
舵
 
「
（
㌧
 
巴
ド
 
0
%
 
 
）
 、
肘
 
）
。
 こ
 @
 
」
に
至
っ
て
語
幹
 
ヨ
曲
 「
（
 

は
 現
実
の
死
に
関
係
す
る
事
柄
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
 入
る
。
釈
放
後
自
分
を
殉
教
者
と
誇
示
で
き
た
二
世
紀
 後
半
の
異
端
テ
ニ
ソ
ン
 

る
 以
上
、
信
仰
闘
争
を
な
お
も
「
最
終
ま
で
」
継
続
し
な
 く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
帰
還
者
は
一
般
規
則
 
に
 従
え
 ぼ
 告
白
者
で
 

-
 
何
 -
 

被
る
。
以
前
に
は
服
役
か
ら
帰
還
し
た
信
徒
は
、
釈
放
は
 本
来
予
期
さ
れ
ず
 刑
 執
行
に
 よ
 り
信
徒
の
運
命
は
決
し
 た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
 

た
め
、
殉
教
と
自
称
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
カ
リ
ス
ト
ス
 
、
プ
ラ
ク
セ
ア
ス
等
）
。
し
か
し
総
督
の
居
住
地
制
限
 

措
 置
 が
信
徒
の
運
命
を
決
 

す
る
最
終
決
定
と
し
て
性
格
を
失
い
、
し
た
が
っ
て
信
徒
 は
そ
の
後
も
な
お
信
仰
闘
争
を
継
続
せ
ね
ば
な
ら
な
く
 な
っ
た
時
点
に
お
い
て
 

は
 居
住
地
制
限
は
拷
問
と
並
ぶ
供
犠
強
制
の
手
段
と
見
な
 さ
れ
た
た
め
称
号
付
与
の
十
分
条
件
で
は
な
く
な
っ
た
 。
現
に
告
白
者
を
自
認
 

す
る
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
二
五
七
年
八
月
三
十
日
総
督
パ
 -
 
ア
ル
ス
ス
が
発
し
た
居
住
地
制
限
措
置
を
最
終
判
決
 お
巨
 0
 日
田
と
は
見
な
し
て
 

い
な
い
。
書
簡
八
一
で
亡
命
司
教
は
差
し
迫
る
逮
捕
、
 
法
廷
審
理
、
そ
し
て
処
刑
を
予
期
し
な
が
ら
、
自
分
 
が
 異
境
の
地
で
判
決
 

の
の
 
コ
 （
の
 
コ
 （
 
一
 
倖
を
受
け
、
そ
の
地
か
ら
殉
教
者
と
し
て
主
の
 も
と
へ
赴
く
こ
と
に
な
れ
ば
カ
ル
タ
ゴ
教
会
の
栄
誉
に
 傷
 が
つ
く
こ
と
に
な
ろ
 

-
 
㏄
 -
 

ぅ
 、
と
述
べ
て
い
る
。
最
終
判
決
は
ま
だ
先
に
控
え
て
お
 り
 、
そ
れ
 故
 彼
は
告
白
者
で
あ
っ
た
。
追
放
か
ら
帰
還
 し
 た
 め
キ
ゥ
ス
 を
生
口
 
白
 

者
 と
呼
ん
だ
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
用
語
法
に
は
こ
の
 ょ
う
 な
 歴
史
的
な
変
化
が
背
景
と
し
て
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
 

追
放
さ
れ
一
定
の
地
域
 

に
 監
禁
さ
れ
た
信
徒
は
教
会
に
帰
還
し
ょ
う
が
し
ま
い
が
 、
追
放
が
（
帝
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
）
一
種
の
猶
予
 と
 い
 う
 意
味
を
有
し
て
い
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簗
 
お
か
つ
即
刻
処
刑
は
せ
ず
、
生
か
し
た
ま
ま
再
び
 帝
 国
 各
地
の
施
設
に
送
致
す
る
 
a
.
 

）
）
。
同
じ
よ
う
に
 

告
 白
し
た
が
故
に
鉱
山
労
働
の
 

申
 
判
決
を
受
け
た
ガ
ザ
地
方
の
司
教
で
あ
っ
た
告
白
者
 シ
ル
ウ
ア
ー
ス
ス
は
（
 ゴ
 田
ヱ
 巴
づ
日
 
、
 
乙
 ・
 
臼
 
）
二
局
 
齢
 な
 い
し
身
体
的
障
害
に
よ
り
 強
 

レ
判
労
働
は
免
除
さ
れ
た
も
の
の
、
監
禁
さ
れ
た
ま
ま
 
で
 二
年
経
っ
た
後
再
度
軍
事
法
廷
に
召
喚
さ
れ
「
信
仰
 の
 否
認
」
（
Ⅱ
供
犠
）
を
強
要
 

正
さ
れ
て
い
る
（
 

と
 

い
 の
一
）
 
P
 ピ
 ）
。
一
般
的
に
舌
口
っ
て
 

総
督
が
被
告
処
刑
に
踏
み
切
る
の
は
「
（
被
告
の
総
督
に
 
対
す
る
）
以
前
の
発
言
に
被
 

-
 
Ⅱ
 -
 

%
 
 台
 が
 執
着
し
、
そ
の
執
着
は
も
は
や
切
り
崩
し
不
可
 能
 と
の
判
断
を
総
督
が
下
し
た
」
（
 ニ
 ・
 こ ）
時
点
で
あ
 つ
 -
@
 

ヰ
ハ
 
。
 

号
 

 
 

働
 施
設
に
二
年
間
監
禁
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
告
白
者
 も
ほ
と
ん
ど
の
場
ム
ロ
数
ヵ
月
 

ぬ
 
で
は
な
く
、
数
年
間
 厭
 な
い
し
施
設
で
同
じ
憂
き
目
 に
 逢
っ
た
。
 ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
に
は
バ
レ
ン
ス
 と
 パ
ウ
ル
 ス
の
 二
年
に
わ
た
る
獄
中
生
 

活
の
証
舌
口
が
あ
る
（
 
ニ
 ・
⑰
。
ま
た
デ
ィ
オ
 ク
レ
 テ
ィ
ア
 ヌ
ス
帝
 第
四
告
示
が
公
布
さ
れ
た
 三
 0
 四
年
こ
な
い
し
 一
 
二
月
か
ら
間
も
な
く
 野
 

67 1339) 

 
 

リ
 

し
し
か
聞
か
さ
れ
な
か
っ
た
総
督
は
即
座
に
拷
問
 に
 訴
え
、
信
徒
の
身
体
を
恐
る
べ
き
仕
方
で
不
随
状
態
に
 陥
 し
い
れ
る
。
が
総
督
は
な
 

 
 

  ト教 政策 

を
 正
統
派
の
 ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
が
告
白
者
と
呼
ん
だ
と
し
て
 も
 （
ヱ
村
 
ヌ
乙
 、
 
S
 、
そ
れ
は
決
し
て
党
派
心
か
ら
政
敵
 を
 格
下
げ
し
た
の
で
は
 

な
く
、
彼
自
身
の
時
代
の
用
語
法
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
る
 。
釈
放
が
総
督
の
政
治
判
断
に
 よ
 り
実
現
し
た
と
し
て
 も
 、
あ
る
い
は
賄
賂
に
 

よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
た
と
し
て
も
、
 ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
に
 と
 っ
て
放
免
さ
れ
た
信
徒
は
告
白
者
に
す
ぎ
な
い
。
信
仰
 闘
争
は
完
結
し
た
と
は
 

兄
 な
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

エ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
「
パ
レ
ス
チ
ナ
殉
教
者
 録
 」
に
、
懲
役
 受
 刑
 者
が
送
り
込
ま
れ
る
テ
バ
イ
ス
の
鉱
山
労
働
施
設
に
 は
 多
数
の
告
白
者
が
 

い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
の
・
）
・
 

ロ
 ・
 ド
こ
 。
ま
た
 キ
 リ
キ
ア
 
（
 
ニ
 ・
 
P
 の
 戸
ヨ
 -
 ご
 9
3
 
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
（
 ）
 
3
-
 
ド
の
ァ
い
 さ
の
 施
 

設
の
告
白
者
へ
の
言
及
も
あ
る
。
こ
れ
ら
有
罪
判
決
を
受
 げ
た
信
徒
は
単
に
労
働
力
補
充
の
た
め
で
は
な
く
、
 自
 ら
の
「
 罪
 」
の
自
覚
、
 

そ
し
て
悔
い
改
め
の
た
め
に
様
々
な
施
設
に
送
ら
れ
た
の
 で
あ
る
。
 三
 0
 八
年
総
督
フ
ィ
ル
ミ
リ
ア
 ヌ
ス
 は
 テ
 。
 
ハ
 イ
ス
 の
鉱
山
施
設
で
服
 

役
 中
の
九
十
 セ
 名
の
告
白
者
を
そ
の
妻
子
と
共
に
あ
え
て
 総
督
法
廷
に
呼
び
戻
し
、
供
犠
の
用
意
が
あ
る
か
尋
問
 す
る
。
告
白
の
繰
り
返
 



獣
 送
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
 ア
ガ
ピ
 オ
ス
は
 三
 0
 一
八
年
 
十
一
月
二
十
日
に
無
惨
に
も
海
中
に
投
棄
さ
れ
て
死
去
す
 る
ま
で
の
二
年
半
あ
ま
 

り
 獄
に
監
禁
さ
れ
、
そ
の
間
何
度
と
な
く
見
せ
物
と
し
て
 野
獣
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
㊤
・
 ご
 P
 ド
づ
 ）
。
 ァ
 ガ
ピ
 オ
ス
の
師
匠
パ
ン
 

ブ
イ
 ロ
ス
も
二
年
半
の
獄
中
生
活
の
後
殺
害
さ
れ
て
い
る
 （
 
ゴ
 6
;
 

や
二
）
。
 

ェ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
の
同
時
代
人
ラ
ク
タ
 ン
テ
ィ
 ウ
ス
 に
も
類
例
 

が
あ
る
。
告
白
者
ド
ナ
ト
ゥ
ス
は
六
年
の
獄
中
生
活
の
 間
 九
回
法
廷
に
召
喚
さ
れ
、
九
回
同
じ
告
白
を
し
た
と
 
伝
え
ら
れ
る
（
 ま
 。
 笘
 

巾
の
 
Ⅰ
の
）
の
・
 

臼
 い
の
，
 

い
 
）
。
 

 
 

が
り
を
増
す
ば
か
り
で
な
く
 
的
に
も
強
度
を
強
め
る
。
冷
酷
な
問
答
無
用
の
即
時
処
刑
に
代
わ
っ
て
よ
り
 

内
抱
 

 
 

た
め
の
処
罰
が
、
一
方
的
命
令
に
代
わ
っ
て
宥
和
的
措
置
 が
 、
短
絡
思
考
に
代
わ
っ
て
慎
重
さ
と
忍
耐
が
、
そ
し
 
て
 即
時
安
楽
死
に
代
 

わ
っ
て
「
よ
り
人
間
的
」
で
よ
り
残
酷
な
拷
問
が
頻
繁
に
 現
れ
る
。
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
の
宥
和
的
精
神
と
は
 キ
 リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
 

残
虐
精
神
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
 よ
 り
宥
和
的
に
、
そ
し
 て
 よ
り
 残
虐
に
な
る
迫
害
史
の
流
れ
は
教
会
破
壊
を
も
 っ
て
始
ま
る
大
迫
害
 期
 

-
 
ぬ
一
 

に
も
変
わ
る
こ
と
な
く
存
続
し
、
こ
こ
に
至
っ
て
「
宥
和
 的
 精
神
」
は
そ
の
史
上
最
大
の
残
虐
性
に
お
い
て
頂
点
 に
 達
す
る
。
確
か
に
二
一
 

0
 三
年
二
月
二
十
四
日
の
第
一
告
示
は
教
会
破
壊
や
信
徒
 の
 公
職
追
放
を
命
令
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
 措
 置
の
最
終
目
的
は
キ
リ
 

ス
ト
教
の
撲
滅
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
同
年
玉
 月
 に
公
布
さ
れ
、
供
犠
を
し
た
信
徒
の
釈
放
を
命
令
し
 て
い
る
第
一
定
ロ
示
か
ら
 

も
分
か
る
 よ
う
 に
帝
国
再
建
の
た
め
の
供
犠
の
実
行
で
あ
 る
 。
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
は
そ
の
見
か
け
上
の
 残
虐
性
に
も
か
か
わ
ら
 

一
ぬ
 
-
 

ず
 キ
リ
ス
ト
教
徒
の
即
時
処
刑
は
避
け
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
 な
 行
使
し
て
忍
耐
強
く
 執
勘
に
 供
犠
を
強
制
し
よ
う
と
 す
る
。
 エ
タ
 セ
ビ
オ
ス
 

文
献
資
料
に
お
け
る
殉
教
者
及
び
告
白
者
の
用
語
法
は
基
 本
 的
に
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
対
策
に
規
定
さ
れ
て
 い
る
 "
 殉
教
概
念
は
発
 

佳
期
の
そ
れ
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
「
最
後
 ま
で
」
貫
か
れ
た
告
白
で
あ
る
。
変
わ
っ
た
の
は
た
だ
 ロ
ー
マ
側
の
戦
術
と
相
 

関
関
係
に
あ
る
「
最
後
」
の
認
定
基
準
で
あ
る
。
帝
国
が
 キ
リ
ス
ト
教
徒
を
決
し
て
処
刑
せ
ず
、
供
犠
命
令
に
従
 う
ま
で
執
念
深
く
拷
問
 

(340)  68 
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な
り
、
こ
こ
に
初
め
て
今
日
的
な
殉
教
の
客
観
的
概
念
が
 誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
 

に
か
け
強
制
労
働
を
強
い
て
「
最
後
ま
で
」
希
望
を
捨
て
 な
け
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
殉
教
と
は
死
球
 外
の
何
も
の
で
も
な
く
 

-
 
ぬ
一
 



業
故
 で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
司
教
カ
リ
ス
ト
ス
を
倫
理
的
 に
 落
と
し
め
る
。
こ
こ
か
ら
も
告
白
の
貫
徹
が
称
号
付
与
の
絶
 対
 条
件
で
あ
っ
 

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
 

（
㏄
）
 つ
 ・
Ⅹ
・
 
弓
 ニ
コ
 
左
 ・
 
ロ
 乙
の
の
り
 

田
緯
の
 （
の
 0
 コ
の
口
ぎ
由
 

0
 コ
 の
の
 
り
 も
 
0
 の
 
-
0
 
一
 
0
 Ⅰ
二
ヨ
 
-
 
の
つ
り
・
 

-
N
 ㏄
Ⅱ
 
、
の
 

（
Ⅳ
）
目
の
こ
 ヨ
 
u
.
 

㏄
一
マ
 

の
コ
 
・
の
 
年
ペ
プ
い
 
の
「
 
ぎ
 ・
 -
 
の
 -
 
ま
 
一
の
 
胡
ヨ
 
の
 @
 
「
 
0
 ヨ
ア
 ・
Ⅱ
 
0
.
-
 一
円
 
&
.
-
 一
つ
の
「
・
Ⅱ
 

廷
 
㏄
㍉
 
-
 一
の
 
り
 
。
Ⅰ
で
の
 
笘
 @
-
0
.
-
 

べ
 一
の
 弩
つ
 
・
由
で
 

馬
 ・
 -
 一
 -&
 
。
 り
 一
口
 田
 -
 
臣
の
 ピ
 ・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
「
頑
迷
 
さ
 」
 に
 対
す
る
異
教
徒
の
非
難
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
 

（
㍑
）
エ
目
ヨ
 港
 、
臼
 ヨ
 や
ぎ
・
 ミ
 ・
た
と
え
告
白
し
受
難
し
て
 
も
 、
告
白
に
 
焉
曙
 し
た
信
徒
は
「
劣
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
 も
 強
調
点
は
死
で
は
な
 

く
 、
信
徒
の
強
さ
に
置
か
れ
る
。
ま
た
福
音
書
証
言
に
対
応
し
 て
 判
決
の
「
 名
故
 」
も
不
可
欠
の
要
件
と
さ
れ
た
（
エ
 %
 ヌ
支
 
の
 軍
も
 ワ
 ・
 オ
の
 
～
 

オ
 ・
 -N
 
、
 ㏄
 
口
 一
口
ご
 い
 
の
左
の
 

曲
 
p
.
 
ヨ
日
 ・
）
。
 

（
は
）
 

0
.
 

木
 「
 
ヰ
 い
の
ニ
 % ご
 一
ヌ
・
 
ヱ
 0
 目
 、
二
の
仁
の
）
 
ヴ
 ・
 h
 
む
 「
 ニ
 
丈
二
 
-
 
の
 耳
目
 ヨ
 
㏄
㏄
 宙
つ
 -
 巴
ひ
 Ⅱ
 ト
、
コ
 
・
 
下
 @
 市
・
の
。
Ⅰ
の
の
の
 

コ
 ・
 プ
ヱ
す
 
・
㏄
 瑛
二
 %
 ど
 
串
の
 
づ
 一
力
 

匁
 の
 温
 N
 の
 コ
 降
の
一
コ
・
 

エ
 の
「
 
ヨ
 の
の
㏄
 
い
 宙
の
 -
 
コ
 -
 丹
り
 
。
目
の
 ヨ
 -
 ヱ
乙
 @
0
 
「
 
瓦
 ア
自
 
。
二
の
ひ
 

す
 。
㍉
 
仁
ヨ
 ㏄
 り
コ
 ・
 さ
一
 -
 
佳
 。
 ヨ
 ・
 ロ
の
ヨ
 
の
Ⅱ
 
ガ
 ニ
コ
内
の
 

コ
ぃ
仁
 
Ⅰ
 ま
い
 Ⅰ
 （
文
コ
 

0
 コ
 目
 -
 
㏄
Ⅰ
 
い
 -
 
仁
 「
 

Z
 ぃ
 。
 す
 Ⅰ
 
こ
 す
（
の
 

コ
佳
 ・
 オ
 0
 コ
 "
 
い
一
・
 

Q
 の
の
・
ド
ニ
の
。
 

円
 
コ
コ
 
人
 。
 目
 -
 
の
 -
 
の
 -
 下
り
Ⅱ
 
ヲ
の
 
「
告
白
者
と
は
告
白
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
を
免
れ
 た
者
を
い
う
」
 

 
 

ユ
 ・
 ロ
の
一
 

0
 す
い
 
ド
 の
 -
 い
 い
 コ
 。
円
仁
 

n
-
 
づ
ト
 イ
ム
・
の
 

り
 づ
つ
 

（
 
の
ニ
ア
い
し
の
の
 

ニ
 -
 し
 一
の
（
 

仁
 0
0
 

年
の
の
ア
ミ
ド
二
 

%
 コ
ニ
 
ヨ
 の
 一
コ
 Ⅰ
の
「
田
ド
 

0
 コ
 パ
目
。
 
ア
の
 -
 の
の
 
&
-
 
）
㏄
㏄
 
-
 z
.
 ロ
 「
 
o
x
 

、
一
す
一
 

&
 

-
 
き
 
「
両
者
の
唯
一
の
相
違
点
は
殉
教
者
の
壮
絶
な
死
で
あ
る
」
 

。
 ま
 ・
 ア
 。
年
 
9
 
の
 。
 田
窃
お
目
痒
ヨ
ぃ
 「
（
￥
「
の
こ
り
㏄
に
至
っ
て
は
 

表
 題
 に
も
か
か
わ
 

ら
ず
 両
 概
念
の
検
討
な
し
に
考
察
を
進
め
る
。
最
近
の
研
究
 
で
も
同
様
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
、
 
円
テ
 ロ
 p
 ロ
ヨ
 の
一
の
（
 

9
.
 

し
下
 ト
コ
 （
 
い
コ
 
内
の
年
の
Ⅰ
 

円
 す
の
 
0
-
0
 

い
 @
 
の
し
の
の
 
デ
 円
 
い
ユ
 
ヒ
ヱ
 
ヒ
ヨ
 の
 -
 の
ド
 
の
一
口
・
 

%
@
0
 

コ
巨
の
す
。
 

仁
 q
m
.
 
い
 木
 0
 
の
㏄
二
の
㏄
 

コ
 ・
い
の
町
 

｜
 ㏄
 ド
 0
.
 

唯
一
、
 

ヱ
 ・
下
り
す
の
目
の
 

-
 し
い
の
の
す
二
の
目
 

0
 目
 -
 
目
ヨ
一
二
年
の
目
 

の
ハ
 
の
（
の
 

コ
 &
 「
の
二
 
%
 キ
 ニ
コ
 
&
 の
 「
（
の
 

コ
 こ
馬
・
Ⅰ
 A
&
p
 
が
判
別
基
準
を
 生
死
以
外
の
と
こ
ろ
に
求
め
、
そ
の
基
準
は
「
体
罰
」
の
有
無
 に
あ
る
と
考
え
 

（
 
B
 ）
有
罪
判
決
な
い
し
は
刑
へ
の
舌
口
 友
 と
し
て
は
、
エ
ロ
メ
 

前
者
は
㌧
・
 つ
 3
%
 
ま
 巨
の
の
 の
つ
い
 
二
の
 
ヱ
 ・
 z0
 （
の
の
 
四
 o
m
 
き
 ～
 
巨
ア
の
 
・
 す
 

設
定
に
縛
ら
れ
、
生
け
る
信
徒
に
対
す
る
な
会
さ
っ
の
呼
称
 

と
 漠
然
と
了
解
し
て
さ
し
た
る
考
察
を
し
な
い
。
 

お
 ポ
ン
テ
ィ
ア
 ヌ
ス
 及
び
 ヒ
 ポ
リ
 
ュ
 ト
ス
は
流
刑
に
処
せ
ら
れ
 

る
 。
一
般
的
に
舌
口
っ
て
研
究
者
は
す
べ
て
、
Ⅰ
ま
 

さ
っ
 
は
そ
の
 

-
 
の
 。
の
一
二
 
る
ワ
 刃
音
 オ
 ・
 馬
 、
田
一
の
下
ヨ
・
 
ム
 「
 
0
 ヨ
守
 ・
）
 

q
.
 

り
一
 

は
 
「
 
，
延
 
@
 
Ⅰ
 者
 」
か
ら
「
殉
教
者
」
へ
の
意
味
変
遷
に
お
け
る
過
渡
 

お
 ・
の
 夫
 0
 ヨ
い
 お
 N
o
-
 

穂
。
 

牡
 所
収
の
 
一
 碑
文
で
、
後
者
は
四
世
紀
 

た
 
（
の
主
日
。
㏄
仁
の
Ⅰ
 

ぎ
の
 
Ⅰ
 
寸
目
 
し
の
ぎ
一
日
 宙
 。
 す
 の
の
二
の
。
 

ド
ぎ
 0
1
 

㌧
。
 

づ
由
 
（
 

受
難
な
い
し
死
に
よ
っ
て
何
を
「
 -
 
証
 

舌
口
」
し
て
い
る
の
か
と
い
 

づ
の
 
Ⅱ
 
@
.
 
㌧
二
年
 燵
 、
 キ
 七
は
 

ぽ
生
宙
 （
・
⑧
が
 
、
 

中
葉
ロ
ー
マ
 
市
 

的
形
態
で
あ
る
 

ぅ
神
学
的
問
題
 

で
 成
立
し
た
殉
教
者
 暦
 し
の
つ
 
0
 の
 一
 
（
 
一
 
0
 ヨ
キ
 -
 
￥
Ⅰ
 
目
ヨ
臼
 ・
ト
リ
オ
の
 

戸
、
 曳
 の
ま
 ド
 （
 
ヒ
 「
 
0
 一
 
0
 吐
の
コ
 

%
0
0
.
 

ミ
 ・
）
で
殉
教
者
と
見
な
さ
れ
て
い
 
る
 。
 

（
Ⅱ
）
 
円
デ
ア
 （
 
0
 ヨ
ヨ
お
コ
 刃
の
（
「
 

拍
 ㏄
 ぎ
 （
・
の
 
舘
 （
 

（
 巧
 ）
他
力
 ヒ
 ポ
リ
 
ュ
 ト
ス
は
宿
敵
カ
リ
ス
ト
ス
に
対
す
る
 有
 罪
 判
決
と
 刑
 執
行
を
素
直
に
記
す
も
の
の
、
断
罪
は
告
白
 故
で
 は
な
く
、
通
俗
的
な
悪
 



殉教者称号の 成立とローマ 帝国のキリスト 教政策 

  （ （     ク Ⅰ） ） り乙 U 巳 Ⅱ） つ 上 4 り乙 I ） ） 2 2 2 ハ ） り乙 U 19     
  

    
ムタ のコマ 。 @ - 工 の 

つ 

l - - ら   
用 

｜ ｜ 二る O 。 

@ Ⅰ '; Ⅰ 

  

  

にしをに 

しと な、 著 作マ 9. 足 ら   
  



        
2 3 ） 9 Ⅰ （ ） （ Ⅰ） り l 3 （ ） 0 2 00 ） り乙 7 ） 2 ムり ） と つ 

官階 教旨 と 白 さ 教め自 個 -   
㌧ き釈か 

註 仁一 
12 

帝 ㌦ き   
プのと   

脂 吉鸞 を な 
  にみ 伏         
  @ ま そ " がせ ・ " 」 サ ]>@ 

な ち し・追 て・放 に 棄 

な 聖皇の 教 
    職轍 次     

(344)@ 72 



殉教者称号の 成立とローマ 帝国のキリスト 教政策 

            
0 4 ） ）Ⅰ リ J9 ）Ⅰ 0o 7 3 ） 6 3 ） ノづ クリ ） ） 巳り Ⅰ し 3 ） ク 0 

を 者 

後信 

軽 きも - 

  
若 し づ   

た コ 

と フ     万 催 「     
  



      
ハ廿 ） 八れ 

05 ） 斗 4 1 4 ） ） 2 4 

割 合 l 白 

宰のト， 
  

  

を 

  

表ス に   
  



男性教祖と女性教祖 
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男
性
教
祖
と
女
性
教
祖
 

宮
本
妻
太
郎
 



る
 。
一
方
、
八
教
祖
Ⅴ
と
し
て
の
彼
女
た
ち
の
存
在
に
注
 
目
す
れ
ば
、
彼
女
た
ち
は
、
 

出
会
い
な
が
ら
も
、
や
が
て
そ
れ
を
超
越
し
、
日
本
近
代
 と
い
う
特
殊
な
歴
史
的
 

教
 胸
宇
宙
を
創
造
し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
 見
 ら
れ
る
ジ
ェ
ン
タ
ー
・
 シ
 

取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
人
の
女
性
教
祖
 の
 宗
教
体
験
や
神
観
念
の
 

的
 意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
 

（
一
）
中
山
み
き
（
一
七
九
八
 ｜
 一
八
入
七
）
の
宗
教
 体
験
 

シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
体
験
を
通
し
て
 巫
 俗
の
伝
統
と
 

社
会
的
・
文
化
的
状
況
の
な
か
で
新
し
い
独
自
の
宗
 

ン
ボ
リ
ズ
ム
に
新
た
な
宗
教
的
意
味
の
創
造
を
読
み
 

解
釈
を
通
し
て
、
そ
の
両
性
具
有
 的
 性
格
の
宗
教
学
 

サま   て ジ た て 
  { の 

そ こ る ン で 文 
の で 

  
諸 ダ あ 化 

ェ 取   
ク り 問題り、 拘 

の シ そ 社 

テ る   
い す 住 棟 
  る 教 な   こ こ 祖 コ 

れ と と ン 

る 大 シ ま に 女 テ 

限 ホー ン て   よ 件 ク 
の っ 教 ス   

て な さ ェ ぞ て 
ニ % 
ズ     

ら ン れ 規 
に ダ に 定 

ム ・ 及 展 l つ さ 
や び 開 の い れ 
亜 大 さ 教 て た 
俗 照 せ 祖 男 
の 皇 る の そ な 
系 大 こ 宗 の の 
諸 神 と 数 票 リ 

の 宮   を 約 数 ァ 
な 教 試 り 体 リ 

か 教 み ァ 験 テ 
に 祖 る り や ィ 

位 北 も テ 神 の 
畳 付 
づ サ 

の ィ 鏡 蓋 
で の 余 興 

げ ョ あ 差 の が 
る の る 異 諸 相 

こと三・ 八 
。 を 表 対 

通 現 化 
も の し に 可 
町 女 て み 能 
龍 佳 淫 ら に 
で ・ 教 上 れ な 
あ 祖 し る っ 

宗
教
体
験
の
表
現
と
、
そ
れ
を
解
釈
し
て
い
く
民
衆
と
の
 間
で
見
ら
れ
る
宗
教
的
宇
宙
の
創
造
に
関
連
し
て
重
要
 で
あ
る
。
こ
こ
で
 ジ
ェ
 

 
 

ン
ダ
ー
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
視
点
を
導
入
す
る
の
も
そ
の
 理
由
に
よ
る
。
こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
 
a
 の
 已
陪
 ）
と
い
う
 概
念
に
よ
っ
て
初
め
は
 

は
、
 彼
ら
の
生
の
歴
程
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
を
常
に
 視
野
に
収
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
 特
 に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
祖
の
 



男性教祖と女性教祖 天 @ を サョョま 始 
そ の め 昭 ） 
れ 肚 た 皇 
を の 地 大 北 
洛 中 村 神 村 
と に サ 宮 サ 
そ 入 ョ 教 ョ 

う り は の （ 
と 、 霊 毅 一 

行 肚 界 典 九 
化 こ の に で 0 
励 中 村 あ 0 
ん で し る l   
だいて『 が る 残生 ハ 七 
  い い 書 ） 

そ ろ 関 』軍の 
の と 心 の - 宗 

甲 も を 詞 致 
斐 の 抱 近 体 
な な く に 験 

くいよ 、 い う よる 

次 だ に と 

策 し な   
ヰ @ @   
そ サ リ、一ブ 
の ョ さ 四 
指 と ら 二 ． 

導間に に答一昭 （ 
従 を 元 和 
ぅ 始 四 十 

よ め 四 セ     
夏、あ なる いう 。 和 十九 

サ 最 ） る 

ョ 初 ヰ -  決 

はこ 「れ月の 五人 
こ を 四 導 
の 邪 日 き 
頃 神 か で 
か と ら 丑 
ら 考 は の 

  え 何 列 
頭 ・ た か 参 
が サ が り 

  

 
 

中
山
み
き
に
関
す
る
伝
記
的
著
作
の
記
述
に
 ょ
 れ
ば
、
 
一
 八
三
八
（
天
保
九
）
 
年
 十
月
二
十
四
日
朝
、
み
 き
 自
身
 を
 含
む
家
族
の
治
 病
 

の
た
め
に
、
中
山
家
は
、
修
験
者
を
招
い
て
 寄
 加
持
を
行
 っ
た
 。
そ
の
 寄
 加
持
に
お
い
て
み
き
が
加
持
合
と
な
っ
 て
祈
禧
 し
て
い
た
時
、
 

突
然
み
き
の
様
子
が
変
貌
 し
、
み
 ぎ
の
声
と
は
異
な
る
 土
 
戸
 で
神
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
我
は
天
の
将
軍
な
り
 

。
」
「
我
は
元
の
神
・
 実
 

の
神
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
に
い
ん
ね
ん
あ
り
。
こ
の
た
び
 、
世
界
一
れ
つ
を
た
す
け
る
た
め
に
天
降
っ
た
。
み
き
 を
神
の
や
し
ろ
に
貰
い
 

-
3
3
3
-
 

受
け
た
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
 

（
二
）
出
口
な
お
二
八
二
七
 ｜
 
一
九
一
八
）
の
宗
教
 
体
験
 

出
口
な
お
の
場
合
、
神
が
 か
り
の
直
接
の
契
機
は
娘
た
ち
の
「
発
狂
」
で
あ
っ
た
 。
な
お
の
神
が
か
り
 

い
き
も
の
 

は
 、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
正
月
、
腹
の
な
か
に
 何
か
別
の
活
物
が
は
い
り
こ
み
非
常
な
力
で
い
 き
む
 と
 い
 う
 感
覚
を
覚
え
た
こ
 

と
に
始
ま
る
。
こ
の
活
物
が
は
い
り
こ
ち
と
、
な
お
の
 身
 体
は
非
常
に
重
く
な
り
、
 
F
 腹
に
 カ
 が
入
っ
て
 、
 何
も
 の
か
が
宿
っ
た
よ
 
う
 に
 

感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
な
お
に
は
い
り
 こ
ん
だ
活
物
は
な
お
の
咽
喉
元
で
は
 げ
 し
く
 い
 き
み
、
 な
お
の
も
の
と
は
ま
っ
 

た
く
異
な
っ
た
声
で
叫
ば
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
や
が
て
 な
お
の
腹
の
底
か
ら
な
お
の
も
の
で
は
な
い
威
厳
に
満
 ち
た
男
の
声
、
「
 オ
 大
将
 

名
 ノ
ョ
 ウ
ナ
 声
 」
が
出
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 

-
,
 

こ
 

な
 
お
 が
そ
の
腹
中
の
活
物
に
向
か
っ
て
そ
の
正
体
を
問
う
 と
 、
そ
の
声
は
「
良
之
 

-
6
-
 

金
神
で
あ
る
」
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。
 



こ
で
三
人
の
女
が
い
ず
れ
も
妊
娠
 

み
、
育
て
、
や
が
て
産
み
出
す
と
 

る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
 

直
接
的
に
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
 

第
二
に
、
彼
女
た
ち
の
体
験
に
 

的
な
場
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
と
 

-
 
軸
 

の
う
ち
に
神
の
声
を
聞
い
て
い
る
 

し
か
し
ま
っ
た
く
の
他
者
存
在
を
 

ま
ぅ
 。
言
 い
 替
え
れ
ば
、
彼
女
た
 と

 出
産
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
 

。
こ
の
 ょ
う
 な
原
初
的
な
体
験
の
な
か
で
 彼
 な
た
ち
は
、
 

め
 げ
 ろ
 神
の
認
知
が
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
的
で
 没
 意
識
的
な
 

で
 女
は
、
宇
宙
と
人
間
と
を
基
礎
づ
け
る
聖
な
る
力
を
代
 

い
う
体
験
を
通
じ
て
、
生
命
の
創
造
と
い
う
宇
宙
の
聖
 な
 

い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
や
 サ
ョ
 は
は
る
の
中
の
 

表
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
 

神
と
問
答
を
し
て
お
り
、
み
き
も
そ
の
身
体
 

ら
 女
は
、
そ
の
身
体
の
（
 な
か
 ）
に
子
を
苧
 

そ
の
身
体
の
内
部
に
 、
 自
ら
の
う
ち
な
る
、
 

る
 営
み
に
直
接
 参
テ
 す
る
こ
と
が
可
能
に
な
 

ト
ラ
ン
ス
と
は
異
な
り
、
彼
女
た
ち
の
意
識
 

意
識
し
、
は
じ
め
は
そ
の
存
在
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
 

そ
 の
 聖
な
る
他
者
存
在
を
そ
の
ま
ま
宿
し
て
し
 

ち
は
こ
の
時
点
か
ら
そ
れ
ま
で
の
身
体
性
と
は
相
異
な
る
 身
体
性
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
三
人
の
な
性
教
祖
の
例
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
 の
は
、
ま
ず
、
宗
教
Ⅱ
身
体
的
な
神
が
か
り
の
体
験
で
 
あ
り
、
し
ば
し
ば
 

シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
 
社
 体
験
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
直
接
 的
 体
験
と
、
そ
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 は
ら
 
（
な
い
し
か
ら
 

だ
 ）
Ⅱ
や
し
ろ
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
的
表
現
を
用
い
る
 *
 
」
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
女
の
身
体
そ
れ
自
体
が
 
、
天
 降
っ
た
神
の
宿
る
聖
 な
 

る
 空
間
（
や
し
ろ
）
と
し
て
の
（
 器
 ）
を
象
徴
し
て
い
る
 の
で
あ
る
。
こ
の
 
ょ
う
 な
感
覚
的
表
現
に
は
、
例
え
。
 ば
 エ
 1
,
 
Ⅱ
 
ノ
ッ
ヒ
 ・
 ノ
イ
マ
 

-
g
-
 

ン
の
 言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
女
性
性
の
中
心
的
象
徴
」
と
 

し
て
の
「
女
性
Ⅱ
身
体
Ⅱ
容
器
と
い
う
基
本
的
象
徴
の
等
 式
 」
が
見
ら
れ
る
。
 
こ
 

し う 張 
た な り 

と 気 子 
さ が の 

れ す ょ 

て る う   ケ @ し 

る 今 な 
。 ま り 

で ・   

卸 売 
づ で 
て も 

い か 

た ぶ 
    
と た 

ひ ま よ 

亡 ，じ、 う 

ね た 
る 感 
が じ 
  で、 

知 
ら か 
な ん 
い か 

こ ん 
と Ⅲ こ 

な な 

  
ヵ よ な ま 

か ん 

め や 
も り 

の し 
が て 数 
え な 
て に 

く も 

れ か 

るに 」 。 - - 8 亡 ，し、 も 

と れ 
い て 

う し 

休 ま 

験 う 

せ よ 

  

  



に
 イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
 
ソ
と
 共
通
の
構
造
を
見
る
こ
と
も
 可
 能
 で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、
自
分
の
身
体
の
う
ち
に
他
者
な
る
存
在
を
 宿
す
こ
と
の
で
き
る
女
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
体
験
で
 あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
 

い
わ
ば
二
重
の
身
体
性
を
意
識
的
に
生
き
る
と
き
、
彼
女
 た
ち
は
、
 俗
 な
る
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
聖
な
る
存
在
 で
も
あ
る
と
い
う
意
味
 

で
 両
義
的
な
存
在
と
な
り
、
聖
と
何
と
の
緊
張
に
お
い
て
 そ
の
存
在
は
創
造
的
な
も
の
と
な
る
。
し
か
も
、
神
的
 存
在
と
の
神
秘
的
ム
二
 

を
 体
験
し
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
聖
化
と
し
 て
の
自
己
神
格
化
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
 と
は
巫
女
の
伝
統
に
お
 

げ
る
 聖
矯
め
 
モ
テ
ィ
ー
フ
と
共
通
す
る
も
の
を
含
ん
で
い
 る
と
い
え
よ
 
う
 。
 

第
三
に
、
最
初
の
神
が
か
り
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
三
人
 と
も
 俗
 な
る
環
境
か
ら
遮
断
さ
れ
た
時
間
・
空
間
に
生
 き
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
 

も
 象
徴
的
で
あ
る
。
み
き
の
場
合
、
「
神
の
や
し
ろ
」
と
 

定
ま
っ
て
約
十
日
後
か
ら
三
年
間
内
蔵
に
こ
も
り
、
一
心
 に
 祈
っ
た
り
、
何
も
の
 

-
u
-
 

か
と
話
を
交
わ
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。
な
お
は
 、
最
 初
 の
 帰
 押
後
、
水
行
・
断
食
 行
 
・
不
眠
行
な
ど
を
経
て
 
翌
年
四
月
、
座
敷
牢
に
 

押
し
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
四
十
日
間
の
牢
暮
ら
し
は
な
 お
に
自
殺
を
図
ら
せ
る
程
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 

こ
 の
 極
度
の
精
神
的
・
 
肉
 

体
的
 葛
藤
は
や
が
て
神
へ
の
絶
対
的
帰
依
に
帰
結
し
 、
牢
 を
 出
た
な
お
は
「
生
ま
れ
赤
児
」
に
な
っ
て
「
神
の
御
 用
 」
に
専
心
す
る
 よ
う
 

-
 
Ⅱ
 -
 

に
な
る
。
ま
た
、
 
サ
ョ
 は
、
昭
和
十
九
年
の
中
秋
頃
か
ら
 し
ば
し
ば
、
肚
の
神
に
導
か
れ
て
人
里
離
れ
た
山
に
入
 り
、
 命
じ
ら
れ
る
ま
ま
 

に
 行
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
行
は
翌
年
の
七
月
ま
で
続
く
 。
こ
れ
ら
の
時
間
・
空
間
は
、
彼
女
た
ち
が
教
祖
と
し
 て
 生
ま
れ
変
わ
る
た
め
 

に
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
 彼
な
 た
ち
は
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
神
的
存
在
と
一
対
一
で
 向
か
い
 ム
ロ
 
い
、
そ
こ
に
 

脚
 

己
の
使
命
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
内
蔵
に
 こ
も
る
よ
う
に
な
っ
て
三
年
目
に
み
き
が
 岳
び
や
た
 め
し
 」
に
か
か
り
、
貧
に
 落
 

仕
女
ち
ぎ
る
道
を
進
み
始
め
る
の
も
、
ま
た
、
座
敷
牢
の
 中

で
な
お
が
筆
先
を
書
き
始
め
る
の
も
、
さ
ら
に
山
の
 行
の
終
了
と
相
前
後
し
て
 サ
 

と
 

捌
ョ
が
 説
法
を
開
始
す
る
の
も
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
 る
も
の
と
 
い
 え
る
。
す
な
 ね
 ち
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
 彼
女
た
ち
は
 俗
 な
る
社
会
の
 

雙
 

周
縁
的
状
況
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
神
と
出
会
い
、
 

そ
の
出
会
い
と
緊
張
を
通
じ
て
「
変
身
」
し
て
い
く
の
 で
あ
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
 

  



て
 
「
皇
大
神
」
（
男
神
）
と
「
天
沼
 T
 
入
神
」
（
女
神
）
の
 
一
 体
性
・
 和
 ム
ロ
・
 
聖
 婚
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
 で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 
な
 

の
と
し
て
体
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
次
第
に
「
 月
さ
 ま
 」
（
男
神
）
と
「
 目
 さ
ま
」
（
女
神
 ぺ
 
「
変
性
男
子
」
と
 
「
変
性
女
子
」
、
そ
し
 

第
四
に
 、
 神
の
両
性
具
有
性
に
関
し
て
 よ
り
 示
唆
に
 富
 ん
で
い
る
の
は
、
彼
女
た
ち
の
口
を
通
し
て
現
れ
る
神
々
 の
神
格
の
変
遷
で
あ
 

る
 。
最
初
の
神
が
か
り
で
み
き
に
降
神
し
た
神
は
「
天
の
 将
軍
」
と
し
て
の
「
元
の
神
・
実
の
神
」
で
あ
っ
た
 と
 
い
わ
れ
る
。
こ
の
神
が
 

-
 
㎎
 -
 

み
き
に
現
れ
る
時
は
、
「
打
ち
振
る
 
御
 弊
の
紙
が
散
々
に
 破
れ
て
飛
ぶ
」
ほ
ど
の
激
し
い
動
き
を
示
し
、
そ
の
声
が
 響
き
渡
る
時
、
恐
ろ
し
 

さ
の
あ
ま
り
に
娘
た
ち
が
泣
き
出
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
 っ
 た
と
い
う
。
こ
の
神
は
 ，
 「
お
ふ
で
さ
き
」
の
中
で
 
は
 
「
 神
 」
か
ら
「
月
日
」
 

-
 
Ⅱ
 -
 

へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
「
を
や
」
へ
と
そ
の
名
称
を
変
え
て
 
 
 

-
 
ば
 -
 

ま
た
、
な
お
に
患
い
た
「
艮
の
金
神
」
は
、
「
月
の
大
神
 
、
 
日
の
大
神
」
と
い
う
天
上
の
一
対
神
の
守
護
神
で
も
あ
 る
が
、
そ
の
神
は
 、
 

そ
の
権
威
を
受
容
す
る
者
の
前
で
は
穏
や
か
な
の
に
、
 

否
 謁
 し
た
り
挑
戦
し
た
り
す
る
者
の
前
で
は
激
し
く
 荒
な
 
っ
て
自
己
主
張
を
や
り
 

-
 
は
一
 

遂
げ
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
世
界
 の
 全
体
を
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
悪
と
 t
 
て
 措
定
し
 、
終
 未
読
的
な
「
立
替
え
」
 

-
 
Ⅱ
 -
 

を
 厳
し
く
告
知
す
る
神
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
 こ
の
艮
の
金
神
が
な
お
と
い
う
「
世
界
に
ほ
か
に
な
い
 苦
労
」
を
し
た
人
間
に
 

愚
休
 し
た
の
は
、
こ
う
し
た
苦
難
を
媒
介
と
し
て
、
絶
対
 的
 正
し
さ
の
神
か
ら
、
厳
し
い
が
愛
に
満
ち
た
救
済
 神
 に
 生
ま
れ
変
わ
る
た
め
 

ひ
つ
じ
さ
る
 

-
 
は
 -
 

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
な
お
に
 悠
 い
た
艮
の
金
神
は
 
、
 後
に
「
変
性
男
子
」
と
し
て
、
出
口
王
仁
三
郎
に
 愚
 い
た
坤
の
金
神
、
 す
 

な
わ
ち
「
変
性
な
子
」
と
「
和
合
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
 と
さ
れ
た
。
 

-
 
は
 -
 

さ
ら
に
、
 

サ
ョ
 
の
肚
の
中
に
宿
っ
た
も
の
は
、
 

サ
ョ
 
が
 
「
籠
り
」
と
し
て
の
「
山
の
行
」
を
続
け
る
 

う
 ち
に
、
 
最
 初
 め
 
「
と
う
 病
 」
 か
 

ら
 
「
 ロ
 0
 番
頭
」
へ
、
そ
し
て
「
指
導
 神
 」
へ
と
そ
の
神
 格
を
高
め
、
「
山
の
行
」
の
最
後
に
、
象
徴
的
な
死
と
再
 
生
を
体
験
し
「
天
人
」
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
 サ
ョ
 
の
肚
を
宮
と
し
て
、
指
導
 神
 転
じ
て
皇
大
神
と
天
照
大
神
と
が
一
体
と
な
っ
て
 天
 下
っ
た
と
さ
れ
る
。
 

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
最
初
に
 降
り
た
神
が
荒
ぶ
る
神
、
厳
格
な
神
、
命
じ
る
神
と
し
 て
 
（
男
性
的
）
な
も
 

  



性
 教
祖
た
ち
の
体
現
す
る
神
は
 、
 神
が
か
り
の
当
初
は
い
 ず
れ
も
男
性
的
な
性
格
を
強
く
示
す
の
に
対
し
、
や
が
 て
 両
性
具
有
神
的
存
在
 

へ
と
変
格
し
て
い
く
。
そ
し
て
女
性
教
祖
自
身
に
お
い
て
 も
、
 聖
と
俗
を
つ
な
ぐ
両
義
的
な
存
在
と
し
て
の
 レ
ヴ
 
エ
 ル
か
ら
、
聖
な
る
 
コ
 

ス
モ
ス
の
創
造
に
直
接
関
わ
る
存
在
と
し
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
 へ
の
転
換
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
巫
女
 か
 ら
 教
祖
へ
の
宗
教
的
 創
 

造
 性
の
発
展
と
宗
教
的
存
在
様
態
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
 な
 変
革
 を
 看
取
す
る
こ
と
も
で
き
ょ
 ぅ
 。
 

以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
三
人
の
 な
 性
教
祖
の
宗
教
体
験
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
で
身
体
的
 ｜
 直
接
的
な
も
の
で
 

あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
彼
女
た
ち
は
、
他
者
存
在
を
自
ら
 の
う
ち
に
宿
す
体
験
（
神
と
の
 聖
婚
 ）
を
通
し
て
、
 
聖
 と
俗
 、
男
性
的
神
格
と
 

女
性
的
人
格
と
い
う
二
重
の
身
体
性
を
生
き
る
と
い
う
 @
 
」
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
れ
る
男
性
神
は
、
い
ず
れ
も
 
現
 世
を
厳
し
く
批
判
し
、
 

ま
た
否
定
し
、
こ
の
世
を
カ
オ
ス
へ
と
戻
す
こ
と
を
 訴
，
 え
る
神
で
あ
っ
た
。
そ
の
段
階
に
お
い
て
は
 聖
と
 何
と
が
 、
ま
た
男
性
的
な
る
も
 

の
と
女
性
的
な
る
も
の
と
が
二
元
性
・
両
極
性
と
し
て
 捉
 え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
世
界
を
カ
オ
ス
の
状
態
へ
と
 戻
 す
こ
と
は
新
し
い
宗
教
 

的
 世
界
の
創
造
の
第
一
の
プ
ロ
セ
ス
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
 ヵ
 オ
ス
が
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
の
 潜
在
的
可
能
性
を
包
み
 

込
ん
だ
原
初
的
「
 全
 
・
 一
 」
性
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
 存
在
は
 、
 常
に
多
義
的
で
あ
い
ま
い
な
存
在
で
あ
ら
れ
 ば
な
ら
な
い
。
こ
の
 ょ
 

う
 な
「
 全
 
，
 一
 」
性
を
生
き
る
こ
と
で
新
し
い
存
在
様
態
 を
 獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
彼
女
た
ち
に
お
い
 て
 、
さ
ら
に
新
し
い
め
本
 

教
 的
世
界
の
創
造
が
実
存
的
な
問
い
と
な
っ
て
き
た
と
き
 、
そ
こ
に
対
立
す
る
も
の
の
統
合
、
つ
ま
り
「
反
対
の
 一
致
」
を
象
徴
的
に
表
 

ぬ
す
 神
々
の
 聖
婚
 と
し
て
の
両
性
具
有
神
的
存
在
が
登
 場
 す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
（
男
性
的
な
る
 も
の
）
と
（
女
性
的
な
る
も
 

桂
 

女
の
 ）
は
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
 な
 地
平
に
お
い
て
「
 全
 
・
 一
 」
的
な
「
宇
宙
的
宗
教
性
」
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
 開
示
す
る
、
宗
教
的
意
味
を
 

教
離
 

祖
 
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
み
れ
ば
、
彼
女
と
元
 

帯
び
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
-
 

た
ち
を
取
り
巻
く
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
は
、
男
性
を
 主
 、
女
性
を
従
と
し
て
規
定
 

す
る
封
建
的
な
性
格
を
強
く
有
し
て
い
た
。
こ
の
 ょ
う
 な
 状
況
に
お
い
て
「
模
範
的
な
女
性
」
で
あ
っ
た
彼
女
た
 ち
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
 こ
 

81@ (353) 



 
 

「
民
衆
宗
教
を
特
徴
づ
け
る
あ
る
種
の
 

ら
れ
て
き
て
い
る
よ
 
う
 で
あ
る
。
し
か
 

エ
ッ
セ
ン
ス
」
と
は
、
 
日
 
六
体
的
に
は
い
 

そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
（
女
性
）
が
必
ず
し
も
具
体
的
な
 女
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
も
、
 

ハ
対
 
-
 

ッ
 セ
ン
ス
は
、
女
性
教
祖
に
体
現
さ
れ
や
す
い
」
と
い
 ぅ
安
 丸
の
指
摘
は
肯
定
的
に
受
け
入
れ
 

し
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
民
衆
宗
教
に
お
け
る
八
女
 性
ノ
 と
は
一
体
何
な
の
か
、
「
あ
る
種
の
 

か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
 

そ
 の
 
「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
に
関
連
し
て
 
安
丸
は
 

-
 
㏄
 -
 

日
本
の
民
衆
宗
教
の
教
祖
に
女
性
が
多
い
こ
と
は
よ
く
 知
 ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
新
興
（
土
俗
）
宗
教
」
Ⅱ
教
祖
 

が
 必
ず
（
 な
性
 ）
で
 

の は モ 
で "  "  ロ 

あ 文 ジ 
る化カ 

的 か な 
  な も 

社 構 の 
会 道 で 

      的 の あ 
  中 っ 

。そ 男性 た 歴史的 で相補 

教 に 的 し 

祖 規 な て 

  

/   
ダ｜ 男工 尖 も ら 存 

し え 約 
シ   

」 さ 古 

  
し さす 言い と 

」 れ な 
な ば る 

超 、 と 

  

    
る マ ス 

そ
 時
代
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
近
代
日
本
社
会
の
さ
ま
 ざ
ま
な
矛
盾
を
内
包
し
て
い
く
形
で
や
が
て
世
界
の
更
 新
を
訴
え
る
 よ
う
 に
 

 
  
 

 
 

な
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
彼
女
た
ち
が
具
現
し
た
 人
間
の
あ
り
方
は
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
 ク
な
 レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
 

て
 、
社
会
的
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
「
男
ら
し
さ
 」
と
「
女
ら
し
さ
」
の
対
立
を
越
え
て
「
 全
 
・
 一
 」
 性
 

 
 

有
的
 存
在
様
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
封
建
的
男
女
関
係
と
両
 性
具
有
性
と
の
対
立
は
、
男
性
原
理
を
強
調
す
る
社
会
 に
お
い
て
文
化
的
・
 
歴
 

史
的
に
規
定
さ
れ
た
「
男
ら
し
さ
」
を
強
く
意
識
す
る
 @
 
」
と
な
し
に
生
活
し
う
る
男
性
に
と
っ
て
よ
り
も
、
そ
の
 
社
会
に
お
い
て
「
 娘
 」
 

と
し
て
、
「
 妻
 」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
 母
 」
と
し
て
、
 
も
 っ
 ぱ
ら
男
性
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 ィ
を
 押
し
付
け
ら
れ
て
 

い
る
、
つ
ま
り
、
常
に
「
女
ら
し
さ
」
を
 被
 抑
圧
的
な
 り
 ア
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
続
 け
 ね
ば
な
ら
な
い
女
性
に
と
 っ
て
、
は
る
か
に
身
近
 



か
 、
そ
れ
は
、
男
性
教
祖
 /
 女
性
教
祖
と
呼
ば
れ
る
と
き
 の
 
「
男
性
」
 
ノ
 
「
女
性
」
と
 い
 か
な
る
関
係
に
あ
る
の
 か
 。
こ
れ
ら
の
問
い
に
 

答
え
る
た
め
に
は
、
女
性
教
祖
の
分
析
だ
け
で
は
不
十
分
 で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
衆
宗
教
の
教
祖
が
男
性
で
あ
 る
こ
と
も
ま
た
少
な
く
 

な
い
の
で
あ
り
、
日
本
近
代
に
お
い
て
彼
ら
が
占
め
る
 位
 置
も
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
本
節
で
は
、
以
下
、
黒
住
教
教
祖
黒
住
宗
忠
 、
金
光
教
教
祖
金
光
大
神
、
及
び
出
口
な
お
と
並
ん
で
 大
本
教
の
教
祖
と
見
 

-
 
ち
 -
 

な
さ
れ
 ぅ
る
 出
口
王
仁
三
郎
の
三
人
の
男
性
教
祖
に
関
連
 し
て
、
近
代
民
衆
宗
教
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
宗
教
 学
的
意
味
に
つ
い
て
さ
 

ら
に
考
察
を
加
え
た
い
。
 

（
一
）
黒
住
宗
忠
（
一
七
八
 0
 ｜
 一
八
五
 
0
 ）
の
宗
教
 

体
験
 

-
 
打
 -
 

黒
住
宗
忠
に
関
す
る
伝
記
 類
 に
ょ
る
と
、
人
一
倍
孝
心
の
 篤
か
っ
た
宇
恵
 は
 、
父
母
の
突
然
の
相
次
ぐ
死
去
に
、
 次
第
に
元
気
を
失
い
、
 

一
八
一
四
（
文
化
七
二
年
に
入
る
と
、
労
咳
で
医
師
か
 
ら
も
見
離
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
態
に
陥
っ
た
。
正
月
十
九
 日
 、
覚
悟
を
決
め
て
 死
 

を
 待
っ
た
 宗
思
 は
、
ふ
と
、
自
分
は
父
母
の
死
を
悼
ん
で
 大
病
に
か
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
心
さ
え
陽
気
に
な
れ
ば
 病
は
治
る
は
ず
だ
と
 考
 

揮
 
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
と
き
を
境
に
し
て
病
が
軽
く
な
 っ
 た
と
い
う
。
そ
し
て
病
も
ほ
ぼ
完
治
し
た
そ
の
年
 十
 一
月
十
一
日
の
冬
至
の
朝
 、
 

性
 

文
宗
 忠
が
 一
陽
来
復
の
太
陽
を
三
た
び
拝
し
て
一
心
不
 乱
に
 祈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
太
陽
の
陽
気
が
身
体
全
体
 に
 満
ち
わ
た
る
よ
う
な
気
が
 

 
 

 
 

 
 

  

-
 
漢
 @
 

神
と
同
視
同
た
い
（
 体
 ）
」
に
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
 が
 、
こ
の
「
神
人
不
二
」
の
体
験
の
後
、
宗
 思
 は
 、
使
 食
感
に
促
さ
れ
て
 天
照
 

  

 
 

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
」
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
 て
い
る
「
男
性
的
」
「
 な
 性
的
」
と
い
う
言
葉
が
具
体
的
 に
 意
味
す
る
こ
と
は
 何
 

次
の
 

き
ょ
 よ

う
 に
述
べ
て
い
る
。
「
近
代
化
日
本
の
社
会
意
識
の
水
 

面
 下
の
部
分
に
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
 欝
屈
を
 、
男
性
的
 主
 体
 構
造
か
ら
い
っ
 

に
 解
放
す
れ
ば
、
超
国
家
主
義
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
 と
な
 り
 、
女
性
的
主
体
構
造
か
ら
い
っ
き
ょ
に
解
放
す
れ
ば
 、
民
衆
宗
教
と
な
 



大
神
の
教
え
を
説
き
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
 

（
 し
 

金
光
大
神
（
一
八
一
四
 ｜
 八
三
）
の
宗
教
体
験
 

金
光
大
神
は
、
俗
名
を
赤
沢
文
治
と
い
い
、
周
り
か
ら
 「
信
人
文
 さ
 」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
神
仏
に
対
す
る
信
仰
が
 篤
か
っ
た
が
、
と
り
 

  

-
 
㏄
 -
 

わ
 げ
そ
の
地
方
で
盛
ん
な
陰
陽
道
糸
の
崇
 り
神
 Ⅱ
金
神
に
 対
す
る
信
仰
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
ら
 し
い
。
特
に
、
一
八
四
 

八
 
（
嘉
永
 元
 ）
年
前
後
に
七
つ
の
墓
を
築
か
ね
ば
な
ら
な
 か
っ
た
こ
と
は
、
「
金
神
 
セ
 殺
の
崇
 り
 」
と
自
覚
さ
れ
た
 。
さ
ら
に
一
八
五
五
 

（
安
政
 こ
年
 四
月
、
四
十
二
才
の
厄
年
を
迎
え
た
文
治
 は
 、
の
ど
 げ
 
（
の
ど
の
病
気
）
で
重
態
に
陥
る
。
親
族
に
 

よ
る
病
気
平
癒
の
祈
 

-
 
㎝
 -
 

願
中
 、
石
鎚
の
先
達
に
神
が
か
り
が
あ
り
、
「
普
請
わ
た
 

ま
し
に
つ
き
、
豹
尾
、
金
神
へ
無
礼
い
た
し
」
と
お
知
ら
 せ
が
あ
っ
た
。
文
治
 

-
 
㏄
 -
 

は
 、
「
凡
夫
で
相
わ
か
ら
ず
」
と
ひ
た
す
ら
神
に
詫
び
、
 

病
 気
は
全
快
し
た
。
こ
の
体
験
で
初
め
て
神
と
直
接
接
し
 た
 文
治
は
、
さ
ら
に
 
二
 

か
 L
 わ
 

午
後
、
弟
の
香
取
 繁
 右
衛
門
の
神
が
か
り
で
神
を
実
見
し
 、
や
が
て
神
か
ら
「
 拍
 
（
 
柏
 ）
 手
 」
を
許
さ
れ
「
下
葉
 0
 氏
子
」
と
称
さ
れ
る
 

よ
う
 に
な
る
。
そ
の
後
、
神
の
知
ら
せ
を
手
に
感
知
し
た
 り
、
 神
の
教
え
が
無
意
識
に
口
を
つ
い
た
り
す
る
体
験
 の
後
、
さ
ら
に
「
金
神
 

の
 一
刀
弟
子
」
を
経
て
「
文
治
大
明
神
」
、
「
金
子
大
明
神
 
」
な
ど
の
神
号
を
許
さ
れ
、
つ
い
に
一
八
五
九
（
安
政
 六
）
 年
 十
月
二
十
一
日
、
 

家
業
で
あ
る
「
 肥
灰
 」
（
農
業
）
を
差
し
止
め
ら
れ
た
 
文
 治
は
 、
「
生
禅
金
光
大
神
」
と
し
て
、
「
天
地
金
力
 
神
 」
 を
 助
 け
 人
々
を
救
 う
 
「
 
取
 

次
 」
の
道
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

三
）
出
口
王
仁
三
郎
（
一
八
七
一
 

｜
 
一
九
四
八
）
の
 古
 
ホ
数
体
験
 

-
 
㏄
 -
 

出
口
王
仁
三
郎
（
上
田
喜
三
郎
）
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
 壬
 
五
感
電
 能
 が
発
達
し
て
い
た
ら
し
い
。
父
の
死
を
契
機
に
 諸
 教
を
訪
ね
る
が
 心
 

は
 満
た
さ
れ
ず
、
一
時
無
神
論
に
傾
き
、
さ
ら
に
仁
侠
の
 世
界
に
染
ま
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
 

年
 、
喧
嘩
 で
き
び
し
く
痛
め
つ
げ
 

ら
れ
た
喜
三
郎
は
、
祖
母
に
諭
さ
れ
て
神
に
対
す
る
不
徳
 を
 強
く
自
覚
し
、
ま
だ
寒
の
残
る
三
月
、
高
館
山
に
籠
 も
る
。
厳
し
い
修
行
の
 

間
 、
彼
は
「
神
人
感
応
の
境
地
に
入
り
、
そ
の
精
霊
は
壬
 
並
界
 を
か
け
め
ぐ
り
、
宇
宙
の
真
相
を
悟
り
、
つ
い
に
 救
 世
の
使
命
と
方
策
を
自
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男性教祖と女性教祖 

打 て の神 占」 忠 、 Ⅱ あり な一の 6  Ⅰ 37 なび り - 36 及 万 
の 絶 そ 宗 」 - 物 
書 対 の 忠、 と を 
筒 袖 後 が い 生 
を の 病 「 ぅ か 
集 意 気 大 言 し 
め 誠 治 合 薬 め 
た を し 直 で て 

『いな 崇 つど」のる 授 こい 
往 か を の 下 下 
数 も 行 体 呵 呵 
教 有 い 検 知 知 の実 書力 力して よ ・、、 によ の実 

支 い ら っ 在 在 

  
宗 と い を   
い あ さ た 化 見 
て る れ の し な 
い 。 て は た す 

る す い 一 彰 こ 
の な る 八 で と 

は わ 。 一 が 

@ よ       
（ 以 照 日 ぅ ぎ 
文 隆 太 で に も 

85 (3571 

そ
れ
で
は
彼
ら
が
出
会
っ
た
「
 神
 」
は
い
か
な
る
も
の
と
 し
て
彼
ら
に
感
得
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
陰
気
か
 ら
 陽
気
へ
と
生
き
方
 

-
 
お
 -
 

を
 転
換
さ
せ
た
 宗
 忠
は
、
冬
至
の
朝
、
日
拝
の
際
に
「
 内
 心
 が
一
転
」
す
る
と
い
う
体
験
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
 が
 、
こ
の
体
験
は
自
己
 

自 性 あ 自 縛 態 
覚 教 っ 分 と が こ   
で 祖 た 白 な き こ ハ @ ツ し舘 
あ の と 臭 っ っ で に た 

な と     
そは ， , こ とさ、 熟はで上 あ げ 翌 、 う 。   
か シ で の 喜 っ た     
じ マ   
  

で に 宗 の 
の 修 二年 

ケ こ " 一 行 
る 二 女 あ ら 忠 男 な ヰこ 

生 ス 性 っ 共 も 性 お ょ 

と っ   と て 
も 里 正 

に 能 にとっ の自発 な ック の宗教 ここで ている 、医 も 金 を 
的 要 件 注 ょ 者 て 明 身 
転 乗 験 目 ぅ も   霊 に 
挟 も が に に 見 神 学 つ 
で 参 究 値 、 放 的 余 け 
あ く 黙 す そ す 存 を た 
っ 見 の る れ ば 在 設 王 
た ら 神 の ま ど と 

。 れ が は で の の 仁王 立 す 
6  % 卜 るか、 とりそ自席 の人出 会 才こ @ ま 

は 的 の 己 か い Ⅱ 至 

い 様 よ の ら は る や 
え 相 ぅ 生 音     が 

、 な な き 跡 ぃ て 
最 帯 同 方 的 ず 壬   
初 び 心 に な れ 
@ て 的 封 国 も 

神 ぃ 体 す 優 大 
学や 

鎮魂 

帰 
神 
法 
を 
学 
び 
つ 

り あ 異 つ 
病   気 
治 

が す も 対 そ 体 し 

見 る の す の 的 を 
の 男 で る 端 状 す 



が
 天
照
大
神
、
春
日
大
神
、
八
幡
大
神
で
あ
っ
た
こ
と
と
 

で
 注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
神
人
不
二
」
と
い
う
舌
口
 
葉
 に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
神
と
人
間
の
関
係
で
あ
り
、
 

人
 

は
 、
 宗
忠
 の
天
照
大
神
信
仰
の
展
開
に
大
き
く
影
響
し
 た
こ
と
は
疑
 う
 余
地
が
 

間
は
 
「
天
照
夫
神
の
 

-
 
Ⅱ
 -
 

な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
神
の
名
称
に
 関
し
て
は
、
「
黒
住
教
や
謀
教
の
初
期
の
段
階
で
は
、
 

伝
 統
 的
な
神
観
念
か
ら
の
 

 
 

逸
脱
は
見
ら
れ
な
し
」
 

-
l
-
 

Ⅱ
と
い
う
評
価
を
許
す
も
の
で
あ
る
 
。
し
か
し
な
が
ら
 宗
 忠
の
説
く
天
照
大
神
を
単
に
「
 日
 本
の
祖
神
Ⅰ
や
「
現
世
 

 
 

-
 
ぬ
 -
 

利
益
 神
 」
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
 天
 照
 大
神
は
「
万
物
の
根
源
」
で
あ
り
、
人
間
は
そ
の
「
 寸
心
」
で
あ
っ
て
「
 神
 

 
 

-
 
何
 -
 

八
不
三
の
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
、
 
&
 不
忠
の
天
照
夫
神
は
、
神
道
が
祀
っ
て
き
た
民
族
宗
教
的
 性
格
を
脱
し
、
普
遍
的
 

最
高
神
的
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

黒
住
教
に
お
け
る
天
照
夫
神
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
詳
し
く
 述
べ
る
こ
と
は
本
論
文
の
主
た
る
目
的
か
ら
逸
脱
す
る
 こ
と
に
な
る
。
こ
こ
 

-
 
叫
 -
 

公
 心
」
で
あ
る
と
い
う
人
間
観
で
あ
る
。
 

さ
て
、
太
陽
 /
 月
 と
い
う
宇
宙
的
二
元
論
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
 の
 視
点
で
捉
え
て
み
る
と
、
世
界
的
に
は
太
陽
Ⅱ
男
性
 /
 月
 Ⅱ
女
性
と
み
る
 

政
 の
お
か
げ
ま
い
り
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
伊
勢
参
宮
 の
時
期
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
「
日
本
の
祖
神
で
あ
り
 現
 世
 利
益
 神
 で
あ
る
 天
照
 

-
 
㏄
 -
 

大
神
Ⅱ
太
陽
神
に
対
す
る
民
衆
の
信
仰
の
爆
発
的
な
高
揚
 」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
と
、
黒
住
家
が
代
々
禰
宜
を
勤
 め
て
い
た
今
村
宮
の
神
 

政
 四
年
二
百
二
十
一
日
 け
 ）
で
あ
り
、
「
ま
こ
と
の
日
月
 
」
（
同
年
六
月
二
日
付
）
の
道
で
あ
り
、
「
し
ぜ
ん
の
天
命
 
」
（
文
政
五
年
間
正
月
 

十
二
日
付
）
で
あ
っ
て
、
文
集
に
お
い
て
最
初
に
「
日
月
 天
照
夫
神
」
の
神
名
が
見
ら
れ
る
の
は
文
政
五
年
二
月
 二
十
五
日
に
な
っ
て
 か
 

ら
で
あ
る
。
そ
の
後
も
「
日
月
 様
 」
Ⅱ
「
を
や
さ
ま
」
（
 
同
年
八
月
十
六
日
付
）
、
「
日
神
」
（
文
政
六
年
五
月
十
五
 

日
付
）
な
ど
の
呼
称
が
 

続
き
、
二
度
目
に
「
天
照
夫
神
」
が
現
れ
る
の
は
文
政
 九
 年
 七
月
一
日
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
よ
り
や
く
「
 天
 照
夫
 神
の
御
 道
 」
（
同
年
十
二
 

月
 二
十
七
日
付
）
と
し
て
定
着
す
る
。
 

文
化
十
一
年
の
「
天
命
面
授
」
の
体
験
か
ら
文
政
九
年
 に
 
「
天
照
大
神
の
道
」
が
定
着
す
る
ま
で
の
約
十
二
年
間
 
は
 、
い
わ
ゆ
る
「
 文
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教
え
に
も
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 

し
 、
「
日
天
四
月
天
田
丑
寅
未
申
鬼
門
金
方
 神
 」
 な
 ど
の
神
号
を
経
て
、
最
終
的
に
は
「
天
地
金
方
 神
 」
と
 定
 き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
 

で
も
日
天
田
と
月
天
 四
 、
天
 と
 地
の
一
体
性
が
強
調
さ
れ
 、
「
金
神
」
は
宇
宙
的
、
普
遍
的
神
性
を
備
え
た
「
天
地
 
金
方
 神
 」
と
し
て
新
た
 

故
 
に
顕
現
す
る
ま
た
 

-
g
-
4
0
 
-
 

、
 「
人
間
に
た
と
え
れ
ば
、
 
天
 が
 男
な
ら
地
は
な
じ
ゃ
。
男
女
 め
お
 と
に
な
っ
て
、
安
心
 で
 結
構
な
の
じ
ゃ
。
男
女
 は
 

祖
 

-
 
㏄
 -
 

姓
 
ら
ば
ら
で
は
ど
う
な
ら
ぬ
。
一
緒
に
な
っ
て
立
ち
行
 く
 の
じ
ゃ
。
」
と
い
う
教
え
に
は
、
 天
 Ⅱ
 男
 /
 地
 Ⅱ
 女
 と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
宇
宙
 

と
 

揮
論
的
 統
一
と
し
て
「
天
地
金
方
 神
 」
が
理
解
さ
れ
て
 お
り
、
重
婚
 の
 モ
テ
ィ
ー
フ
が
看
取
で
き
る
。
 聖
婚
の
 

  

%
 
 と
 地
と
は
夫
婦
に
た
と
え
て
あ
る
。
天
が
な
く
て
も
 な
ら
ず
、
地
が
な
く
て
も
な
ら
な
い
。
天
が
夫
な
ら
、
 地
は
妻
で
あ
る
。
」
と
い
う
 

87@ 1359) 

金
光
大
神
の
宗
教
体
験
に
つ
い
て
み
た
と
き
に
金
光
夫
 神
の
神
号
の
変
遷
に
触
れ
た
が
、
文
治
Ⅱ
金
光
大
神
が
そ
 の
倍
、
心
の
展
開
の
中
で
 

 
 

出
会
う
神
も
名
称
に
お
い
て
重
要
な
変
遷
を
見
せ
て
い
る
 
つ
ま
り
、
当
初
の
崇
 り
 神
と
し
て
の
「
金
神
」
が
「
 金
力
 神
 」
の
別
称
を
有
 

-
 
憾
 -
 

傾
向
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
宗
教
史
で
 

。
タ
ー
を
獲
得
し
、
日
本
神
話
に
お
け
る
最
高
神
と
さ
れ
 

そ
の
観
点
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
男
で
あ
る
 宗
忠
が
 

女
神
と
の
神
秘
的
ム
三
の
体
験
は
宗
忠
の
性
格
を
陰
気
 

可
能
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
「
 
な
神
 」
と
し
て
 

 
 

一
般
的
見
方
で
あ
り
、
 
宗
忠
 に
お
い
て
は
天
照
夫
神
は
 

論
的
 原
理
と
化
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
女
神
」
 

向
 も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
宇
宙
的
、
普
遍
的
統
一
性
な
い
し
全
体
 

は
 
逆
に
太
陽
Ⅱ
天
照
大
神
が
女
性
的
な
る
も
の
、
女
神
 

と
し
て
女
性
の
ジ
ェ
ン
 

-
 
憶
 
-
 

て
き
た
。
 

「
ム
ロ
 

一
 
」
し
た
の
は
太
陽
神
Ⅱ
天
照
大
神
と
し
て
の
女
神
 

で
あ
っ
た
と
も
い
え
。
 

-
 
托
 
-
 

か
ら
陽
気
へ
と
一
変
さ
せ
た
。
そ
こ
に
 

聖
婚
の
 

モ
テ
ィ
ー
 

フ
を
 
読
み
込
む
こ
と
も
 

 
 

 
 



ま
ず
、
近
代
日
本
の
民
衆
宗
教
を
含
む
 フ
 ル
 ヵ
ィ
 "
 ク
な
 宗
教
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
多
く
 見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
 

そ ジ の が こ 

の ェ 中 荒 こ 以 

「 歴ダ ン でぶで " る簡 上 " 

四 更 的をが l や押 、 単 に人 三 

の男性 民衆 」意味 超越し て両性 厳格な 向ジェ 

i=bi 

  
は 物 格 る 教 ぐ   

シ 
  

赤 花 得 し 比 婚 
  
ボ 

唆 す し て 較 の 
し る て 入 し モ 

) て 神 い 完 て テ 
ス 。 お 性 く 佳 み ィ 

ム い で よ 約 8 l 
た あ う ） と フ 

がり化 " 力ジ こ よ な 玄麦 " が 
さ そ る ェ 性 現 
ら の の ン 教 し 
に 顕 に ダ 祖 て 

そ 塊 村 l に い 

の と し を お る 

ジェン 宗教学して神 、男性 帯びて いては 

的 ノ 教 ぉ そ ダ   

意 床 大租りの " が " 神の l 

め 統   
た 調 る 繁 さ て 
い さ の 張 れ き こ 。 れは関る る、 。 係神 十八 

 
 

か
 さ
も
許
し
 ぅ
げ
 い
れ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
女
性
的
な
や
 さ
し
さ
を
あ
ら
れ
す
 と
い
 え
る
。
」
と
評
さ
れ
る
。
 

こ
の
 
聖
婚
の
 
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
王
仁
三
郎
加
入
以
後
の
大
 本
 教
に
お
い
て
 よ
り
 顕
著
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
開
祖
 な
お
に
は
 
ク
ニ
ト
コ
 

い
 つ
 

タ
チ
ノ
、
、
、
コ
ト
 （
艮
の
金
神
）
が
か
か
り
、
「
変
性
男
子
 」
で
「
 厳
 」
の
 街
魂
 を
も
ち
、
火
の
性
、
至
 厳
至
直
 の
 徳
 を
 有
す
る
。
 
聖
師
 王
仁
 

み
づ
 

三
郎
に
は
 ト
ョ
 
ク
モ
 
ス
 ノ
ミ
コ
ト
（
坤
の
金
神
）
が
か
か
 り
 、
「
変
性
女
子
」
で
「
 瑞
 」
の
御
報
を
も
ち
、
水
の
性
 、
至
善
（
 仁
 と
も
）
 
至
 

-
 
弘
 -
 

愛
の
徳
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
神
が
か
り
す
る
 以
 前
か
ら
、
「
其
方
が
目
は
男
の
目
な
り
。
お
前
は
な
に
な
 

り
て
居
れ
ど
、
お
前
は
 

-
 
部
 -
 

男
で
あ
る
。
」
と
三
口
わ
れ
た
 @
 こ
と
も
あ
っ
た
な
お
は
 
、
そ
 の
 
「
男
性
性
」
を
「
変
性
男
子
」
と
い
う
名
称
に
よ
っ
 

て
 表
現
さ
れ
る
。
肉
体
 

-
 
鱗
 -
 

的
に
は
な
で
あ
る
が
そ
の
 生
き
 万
も
宗
教
観
念
も
き
び
し
 く
は
 げ
 し
い
な
お
に
対
し
て
、
「
坤
の
金
神
」
Ⅱ
「
 変
 桂
女
子
」
と
さ
れ
た
 王
 

仁
三
郎
は
、
「
肉
体
は
男
性
だ
が
、
そ
の
生
き
方
や
宗
教
 

観
念
に
は
多
様
な
も
の
を
包
み
こ
れ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
 り
 、
人
間
の
弱
さ
や
 
愚
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か
 、
と
い
う
問
い
か
ら
出
発
し
た
い
。
こ
の
問
い
は
民
衆
 古
本
教
の
古
本
教
的
創
造
性
と
し
て
の
山
本
教
的
シ
ン
ボ
リ
ズ
 

ム
 の
構
造
的
特
性
に
対
 

す
る
問
い
で
も
あ
る
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
 ，
 
」
こ
で
民
衆
宗
教
の
特
質
を
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
の
 コ
ム
 ニ
 タ
ス
理
論
を
手
 

モ
 @
 
Ⅰ
 

が
か
り
に
考
え
て
み
た
い
。
タ
ー
ナ
ー
は
儀
礼
の
研
究
を
 通
し
て
人
間
の
相
互
関
係
の
二
つ
の
主
要
な
「
様
式
」
 を
 認
識
す
る
。
す
な
わ
 

ち
 
「
並
置
的
 實
 *
 こ
つ
 
o
m
 
の
 &
 ）
相
互
関
係
」
と
「
交
互
的
 （
 
燵
一
 

（
の
 
ヨ
 の
（
 
@
 
コ
 %
 ）
相
互
関
係
」
で
あ
る
。
前
者
は
「
政
治
 的
 ・
法
的
・
経
済
的
な
 

地
位
の
、
構
造
化
さ
れ
分
化
さ
れ
た
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
 階
級
的
な
体
系
と
し
て
の
社
会
」
の
様
式
で
あ
り
、
後
 者
は
「
平
等
な
個
人
で
 

構
成
さ
れ
る
、
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
（
 コ
コ
 
の
（
「
 

u
c
 

巨
 （
の
 
年
 
）
、
な
い
し
未
熟
に
構
造
化
さ
れ
た
（
ヨ
日
 
ヨ
の
コ
 
（
 
曲
 「
 
ヒ
里
 「
 
由
 り
（
 
u
 （
の
 
隼
 ）
、
相
対
的
に
 

未
分
化
な
コ
ミ
 タ
 ト
ゥ
ス
 
宋
 。
 巨
 （
 
麓
 （
 
u
s
 

）
、
す
な
わ
ち
 

土
 
ハ
 
同
体
 
8
 。
 ヨ
ヨ
仁
 
三
目
）
な
い
し
仲
間
集
団
（
 n
o
 
ヨ
ヨ
 二
 
%
 0
 コ
 ）
と
し
て
の
社
会
」
 

の
そ
れ
で
あ
る
。
 

紘
 -
 そ
し
て
タ
ー
ナ
ー
は
前
者
を
「
構
造
」
 と
 呼
び
、
後
者
を
「
コ
ム
 ニ
 タ
ス
」
 盆
 。
ヨ
ヨ
 
臣
 已
む
⑥
 と
 呼
ぶ
。
 

 
 

タ
ー
ナ
ー
に
よ
れ
・
は
コ
ム
 
ニ
 タ
ス
は
次
の
三
つ
の
特
性
を
 も
つ
と
さ
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
「
境
界
性
・
部
外
者
性
 
構
造
的
劣
性
」
で
 

あ
る
。
「
境
界
性
」
（
 
由
ヨ
ぎ
 
%
 
安
 ヒ
 ）
に
お
い
て
は
構
造
内
 に
お
け
る
一
切
の
規
範
や
役
割
が
カ
オ
ス
に
戻
さ
れ
る
。
 リ
ミ
 ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
 

-
 
甜
 -
 

る
 人
間
は
、
し
ば
し
ば
社
会
構
造
の
枠
組
み
の
外
部
に
立
 つ
 が
ゆ
え
に
、
「
部
外
者
性
」
（
 

0
 仁
 （
の
一
 

&
0
%
0
0
 

③
を
そ
の
 属
性
と
す
る
。
し
か
し
 

な
が
ら
人
は
 ヵ
 オ
ス
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
 い
 。
生
き
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
秩
序
を
必
要
と
す
る
 の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
 

再
び
構
造
に
組
み
込
ま
れ
る
か
、
新
た
に
コ
ス
モ
ス
を
 打
 ち
 立
て
る
か
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
。
 ヵ
 オ
ス
に
お
 い
て
構
造
の
外
な
る
も
 

鮒
 
の
に
出
会
っ
た
者
、
つ
ま
り
宗
教
体
験
を
し
た
者
は
 、
聖
と
 俗
の
二
様
の
存
在
様
態
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
 れ
る
の
で
あ
る
。
 

女
 
性
 

第
三
の
「
構
造
的
劣
性
」
の
（
「
 
（
（
 

亡
い
 
（
昌
已
ぎ
の
 
ヱ
 0
 「
 
一
 
（
色
は
周
縁
性
の
象
徴
と
も
 い
 え
る
。
そ
れ
を
代
表
す
る
 の
は
最
下
層
の
人
々
、
貧
民
 

と
 

揮
 
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ム
 ニ
 タ
ス
に
お
い
て
は
逆
転
 が
 起
こ
る
。
構
造
的
に
劣
位
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
 こ
そ
構
造
を
超
越
し
た
、
 ょ
 

 
 

 
 

別
り
全
的
な
人
間
性
を
代
表
す
る
。
彼
ら
に
は
い
わ
ゆ
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
境
界
 状
 

9
g
 

態
 に
お
け
る
貧
困
は
 、
 「
コ
ム
 ニ
 タ
ス
の
体
験
さ
れ
た
も
 の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
手
段
で
も
あ
る
」
。
貧
困
で
あ
 れ
ば
こ
そ
彼
ら
は
自
由
 





ぬ
れ
ば
、
村
上
重
度
の
い
り
、
「
終
末
観
に
立
っ
て
 理
 想
 世
界
の
実
現
を
も
と
め
る
政
治
指
向
の
強
い
日
世
直
し
 ヒ
の
 宗
教
」
と
、
「
信
仰
を
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

 
 

雙
 

ど
こ
ま
で
も
内
面
化
し
て
、
政
治
、
社
会
の
問
題
と
 は
 列
次
元
で
人
間
の
救
済
を
め
ざ
す
宗
教
」
と
い
う
 タ
 イ
 ポ
ロ
ジ
ー
と
重
な
っ
て
く
 

 
 

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
 の
は
、
ど
ち
ら
の
性
格
も
民
衆
宗
教
の
一
側
面
な
の
で
 あ
っ
て
そ
の
い
ず
れ
を
 

赳
 

こ
の
よ
う
な
民
衆
宗
教
の
母
性
的
性
格
と
父
性
的
 性
格
を
、
政
治
的
・
社
会
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
 一
層
単
純
化
し
て
二
極
化
す
 

と
 ぬ

的
 側
面
に
対
し
て
父
性
的
側
面
と
見
な
す
こ
と
が
 可
 能
 で
あ
る
。
 

 
 

ビ
 ヴ
ァ
レ
ン
ス
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
 よ
う
 。
 

る
し
」
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治
癒
 を
通
し
て
、
民
衆
の
直
接
的
、
具
体
的
な
救
済
に
従
事
 し
た
。
民
衆
と
と
も
に
 

先
に
見
た
教
祖
の
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
富
や
権
力
を
志
向
 す
る
社
会
の
あ
り
方
を
否
定
す
る
が
、
と
り
わ
け
女
性
 教
祖
が
世
の
中
全
体
 

を
 否
定
し
根
本
的
な
「
立
て
替
え
」
を
要
求
す
る
の
に
 対
 し
 、
男
性
教
祖
は
む
し
ろ
人
間
の
心
の
あ
り
様
の
転
換
 を
 訴
え
る
と
い
う
傾
向
 

が
 強
い
。
そ
の
意
味
で
悲
母
 的
 側
面
は
女
性
教
祖
に
強
く
 見
ら
れ
る
と
い
え
 よ
 う
。
し
か
も
、
女
性
教
祖
の
神
 観
 念
 に
関
し
て
分
析
し
た
 

よ
う
に
、
こ
の
 恐
 目
的
側
面
は
、
現
存
の
社
 ム
 
互
に
よ
っ
て
 
規
定
さ
れ
た
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
突
き
破
る
も
 の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
 

男
性
的
な
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
彼
ら
は
ま
た
、
民
衆
の
 側
に
立
っ
て
、
ま
た
「
谷
底
」
に
お
い
て
、
「
を
 
び
や
ゆ
 る
し
」
や
屋
ふ
そ
 の
 

あ
り
つ
つ
そ
の
日
常
的
な
（
痛
み
）
を
取
り
除
い
て
や
る
 こ
と
で
、
教
祖
た
ち
は
、
弱
き
も
の
、
貧
し
き
も
の
の
 す
べ
て
を
無
条
件
に
 慈
 

し
み
、
は
ぐ
く
む
（
 日
 ）
（
お
や
）
と
い
う
慈
母
的
包
容
 
性
の
 イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
 

一
方
、
新
た
な
コ
ス
モ
ス
を
創
造
す
る
た
め
に
は
新
た
な
 
秩
序
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
の
あ
る
 べ
き
姿
、
世
界
の
あ
 

る
べ
き
原
理
を
表
象
す
る
 父
 な
る
も
の
に
象
徴
さ
れ
る
。
 神
の
子
と
し
て
の
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
は
 、
 例
え
ば
「
 日
々
家
内
心
得
の
事
」
 

（
 
里
 だ
か
 
レ
 
@
 Ⅰ
「
理
解
」
（
金
光
教
）
、
「
四
大
綱
領
」
と
「
 

四
 大
主
義
」
（
大
本
教
）
と
し
て
示
さ
れ
る
。
カ
リ
ス
マ
的
 
指
導
者
と
し
て
の
 教
 

祖
を
中
心
と
し
、
そ
の
「
教
え
」
を
絶
対
的
基
盤
と
し
て
 進
め
ら
れ
る
新
た
な
コ
ス
モ
ス
の
創
造
は
、
ど
ち
ら
か
 と
い
え
ば
、
先
の
母
性
 



 
 

 
 

 
 

宗
教
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
生
き
ら
れ
る
 

身
体
性
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
 

そ
 
れ
ら
と
密
接
に
結
び
っ
 

い
て
い
る
。
 

教
祖
の
宗
教
体
験
と
そ
の
表
現
の
分
析
に
お
い
て
解
明
し
 

た
よ
う
に
、
両
性
具
有
と
し
て
あ
ら
れ
さ
れ
て
い
る
 

ジ
 ェ
 
ン
ダ
ー
・
シ
ン
ボ
 

リ
ズ
ム
が
宇
宙
論
的
な
意
味
世
界
に
お
い
て
そ
の
存
在
 

様
 
態
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
旧
来
の
日
常
 

生
活
に
お
い
て
体
験
さ
 

れ
る
も
の
と
は
異
な
る
原
初
的
で
か
つ
完
全
な
 

ヘ
生
ノ
で
 

あ
り
（
世
界
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
存
在
に
関
わ
る
 

リ
ア
リ
テ
ィ
を
志
向
し
 

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
人
間
存
在
に
新
た
な
（
意
味
 

）
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
立
 

思
 
味
を
帯
び
た
ジ
ェ
ン
 

ダ
 
ー
は
人
間
存
在
の
構
造
と
宇
宙
の
構
造
と
の
つ
な
が
り
 

を
 
示
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
す
ぐ
れ
て
 

ヒ
エ
 
ロ
フ
ァ
ニ
ー
な
の
 

で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
地
平
に
お
い
て
 

八
 
男
性
的
 

な
る
も
の
）
と
（
女
性
的
な
る
も
の
）
の
対
立
を
止
揚
 

し
 
、
「
 

全
 ・
 
一
 
」
的
な
 

「
宇
宙
的
宗
教
性
」
を
開
示
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
ボ
 

リ
ズ
ム
は
、
既
存
の
文
化
・
社
会
を
成
り
立
た
し
め
て
い
 

る
 
意
味
体
系
に
対
抗
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し
ぅ
る
 新
た
な
意
味
の
創
造
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
 、
そ
の
意
味
が
聖
な
る
も
の
と
し
て
生
き
ら
れ
る
と
 ぎ
 そ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
 

リ
 ア
 リ
テ
ィ
を
帯
び
た
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
ル
 チ
ア
・
 
ェ
 リ
ア
ー
 ヂ
 も
い
う
よ
う
に
、
宗
教
的
象
徴
は
 
「
世
界
」
と
そ
こ
に
 生
 

き
ら
れ
る
「
 生
 」
と
を
新
し
く
意
味
づ
け
す
る
力
を
内
包
 し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
象
徴
は
、
宗
教
的
 人
間
の
実
存
的
 境
 佐
を
 

直
接
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
常
に
創
造
的
に
 解
釈
さ
れ
新
し
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
 そ
の
こ
と
は
、
民
衆
 宗
 

教
の
研
究
に
お
い
て
（
男
性
的
な
る
も
の
）
 

/
 
 （
な
性
的
 な
る
も
の
）
の
宗
教
学
的
意
味
が
常
に
問
わ
れ
 紡
 げ
ら
 れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
 

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
 よ
 う
。
 

最
後
に
、
近
代
社
会
に
お
い
て
民
衆
宗
教
が
ジ
ェ
ン
 ダ
 ｜
 ・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
宗
教
 的 リ
ア
リ
テ
ィ
に
 
つ
 

-
 
已
 -
-
 

い
て
、
ピ
ー
タ
ー
，
バ
ー
ガ
ー
の
提
起
す
る
カ
オ
ス
・
 コ
 ス
モ
ス
・
ノ
モ
ス
の
三
元
論
を
援
用
し
て
説
明
し
て
み
 た
い
。
こ
こ
で
ノ
モ
ス
 

と
は
世
俗
的
規
範
秩
序
の
支
配
す
る
世
界
領
域
を
意
味
し
 、
コ
ス
モ
ス
は
宇
宙
論
的
宗
教
的
世
界
の
領
域
を
指
す
 
コ
ス
モ
ス
と
ノ
モ
ス
 

-
 
㏄
 -
 

の
 二
元
論
は
ほ
 ば
 里
俗
二
元
論
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
 シ
 ン
ボ
ル
 的
 秩
序
と
経
験
的
秩
序
に
対
応
す
る
。
神
話
に
 お
い
て
語
ら
れ
る
宇
宙
 

-
 
㏄
 -
 

の
 創
造
は
カ
オ
ス
の
「
コ
ス
モ
ス
化
」
を
意
味
す
る
。
 

@
 
」
の
三
元
論
か
ら
タ
ー
ナ
ー
の
コ
ム
 

ニ
 タ
ス
を
照
射
し
て
 
み
よ
う
。
タ
ー
ナ
ー
は
 

コ
ム
 ニ
 タ
ス
を
「
 反
｜
 構
造
」
 9
 コ
エ
ー
の
（
「
再
三
こ
と
も
 
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
「
 非
｜
 構
造
」
（
 コ
 0
 コ
ー
の
（
「
 

窩
 三
お
）
 と
し
て
の
側
面
と
、
 
世
 

-
 
㏄
 -
 

俗
的
 構
造
と
は
異
な
る
「
別
の
構
造
」
 

父
コ
 0
 芽
の
「
 
海
旨
い
 
（
 
由
 （
③
と
し
て
の
側
面
の
 
、
 二
つ
の
側
面
を
持
つ
。
先
述
 し
た
 コ
ム
 ニ
 タ
ス
の
 特
 

抑
性
 に
関
連
し
て
い
え
ば
、
前
者
は
「
構
造
化
さ
れ
て
 い

な
い
」
コ
ム
 
ニ
 タ
ス
で
あ
り
、
後
者
は
「
未
熟
に
 構
 造
化
さ
れ
た
」
コ
ム
 ニ
 タ
ス
 

桂
 

史
 

で
あ
る
。
カ
オ
ス
，
コ
ス
モ
ス
・
ノ
モ
ス
の
三
元
論
 か
ら
見
れ
ば
、
前
者
は
ノ
モ
ス
と
し
て
の
構
造
を
否
定
 す
る
コ
ム
 
ニ
 タ
ス
の
カ
オ
ス
 

と
 

郷
約
側
面
で
あ
り
、
後
者
は
ノ
モ
ス
と
は
別
の
新
し
 

意
味
世
界
の
創
造
と
し
て
の
コ
ス
モ
ス
的
側
面
で
あ
る
  
 

雛
 

さ
て
、
ノ
モ
ス
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
「
近
代
 」
世
俗
社
会
は
多
く
の
点
で
男
性
原
理
に
支
配
さ
れ
て
 い
る
。
こ
の
ノ
モ
ス
が
「
 男
 

性
的
」
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
ノ
モ
ス
に
対
立
し
そ
 れ
を
否
定
す
る
 ヵ
 オ
ス
は
（
女
性
的
な
る
も
の
Ⅴ
に
 ょ
 っ
て
象
徴
さ
れ
る
こ
と
 

  



注
 （

 1
 ）
現
在
の
宗
教
法
人
名
は
「
大
本
」
で
あ
る
が
、
本
論
文
 
で
は
、
「
大
本
教
」
を
通
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
 

（
 2
 ）
天
理
教
教
会
本
部
 編
 
「
稿
本
天
理
教
教
祖
 伝
 ヒ
天
理
教
 道
太
社
、
一
九
八
六
年
、
小
栗
純
子
「
甲
田
み
き
天
理
教
 
１
１
」
新
人
物
往
来
 

社
 、
一
九
七
 0
 年
 、
濱
田
泰
三
「
天
理
教
存
命
の
教
祖
中
山
 み
 き
臼
 講
談
社
、
一
九
八
五
年
、
な
ど
を
参
照
。
 

（
 3
 ）
濱
田
、
前
掲
 書
 、
二
九
頁
、
「
稿
本
天
理
教
教
祖
 

伝
三
 
一
頁
。
 

（
 4
 ）
安
元
良
夫
「
出
口
な
お
日
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
 
、
 他
に
伊
藤
栄
 蔵
 
「
大
本
ー
 
｜
 出
口
な
お
・
出
口
王
仁
三
郎
の
 生
涯
 ヒ
 講
談
社
、
一
九
 

八
四
年
な
ど
を
参
照
。
 

に
な
る
。
さ
ら
に
カ
オ
ス
か
ら
の
コ
ス
モ
ス
の
創
造
は
 、
 （
女
性
的
な
る
も
の
）
と
（
男
性
的
な
る
も
の
）
、
母
性
 

と
 父
性
の
統
一
に
よ
っ
 

て
 初
め
て
可
能
に
な
る
。
コ
ス
モ
ス
に
生
き
る
人
間
は
 、
 「
男
性
的
」
支
配
原
理
に
基
づ
く
ノ
モ
ス
的
秩
序
に
関
わ
 

り
つ
 っ
も
、
そ
れ
と
は
 

別
の
、
 （
男
性
的
な
る
も
の
）
と
（
女
性
的
な
る
も
の
）
 

の
 統
一
に
基
づ
く
「
 全
 
・
 一
 」
的
宇
宙
論
的
秩
序
に
従
う
 。
近
代
社
会
の
「
ロ
ゴ
 

ス
 」
に
対
す
る
ス
ト
ス
」
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
 
シ
 ン
ボ
リ
ズ
ム
の
宗
教
学
的
意
味
も
、
 

畢
 立
見
そ
の
点
に
帰
 す
る
。
 

「
近
代
」
の
国
家
・
社
会
に
あ
っ
て
支
配
さ
れ
、
抑
圧
さ
 

れ
る
民
衆
は
、
構
造
の
底
辺
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
と
り
 わ
 げ
そ
の
中
で
 
封
 

建
的
 家
父
長
制
に
よ
っ
て
二
重
の
抑
圧
を
受
け
る
女
性
は
 、
よ
 り
底
辺
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
 い
え
 よ
う
 。
か
か
る
 構
 

造
の
底
辺
に
あ
る
民
衆
と
、
構
造
の
上
層
な
い
し
中
心
に
 あ
る
国
家
，
エ
リ
ー
ト
と
の
間
で
、
認
識
論
的
、
存
在
 論
 的
格
差
が
広
が
り
、
 

国
家
宗
教
・
エ
リ
ー
ト
の
宗
教
が
そ
の
 塑
 性
を
減
少
さ
せ
 、
構
造
を
支
え
る
価
値
の
体
系
が
民
衆
の
（
 土
 ）
の
 
二
 ｜
ズ
 に
も
は
や
応
え
 
も
 

れ
な
く
な
る
と
き
、
民
衆
の
中
か
ら
、
構
造
の
周
縁
に
上
 

L
 っ
て
構
造
の
内
な
る
民
衆
に
構
造
の
外
な
る
聖
な
る
も
 の
を
媒
介
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
生
活
全
体
の
聖
化
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
宗
教
的
 
創
造
的
な
力
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
 よ
う
な
聖
な
る
 
力
 は
 、
 

「
男
性
的
な
」
構
造
の
周
縁
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
 

し
ば
し
ば
八
女
性
的
な
る
も
の
）
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
 で
あ
る
。
安
元
の
い
 

う
 
「
あ
る
種
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
も
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
 
5
 ）
 
安
丸
 、
前
掲
 書
 、
七
四
頁
。
 

（
 
6
 ）
岡
君
、
小
一
一
頁
。
 

（
 
7
 ）
天
照
皇
大
神
宮
教
本
部
 編
 
「
生
害
ヒ
天
照
皇
大
神
宮
教
 
一
九
六
 0 年
 。
 

（
 
8
 ）
同
名
、
三
九
１
匹
 0
 頁
。
 

（
 
g
 ）
 
E
.
 ノ
イ
マ
ン
（
福
島
章
 他
訳
 ）
「
グ
レ
ー
ト
マ
ザ
ー
 
三
々
ツ
メ
 社
 、
一
九
八
二
年
、
五
五
頁
。
 

（
㏄
）
例
え
ば
「
教
祖
 伝
 」
三
一
頁
。
 

（
Ⅱ
）
天
理
教
教
会
本
部
 編
 
「
稿
本
天
理
教
教
祖
 
伝
 逸
話
編
目
 天
理
教
 道
 支
社
、
一
九
七
六
年
、
二
頁
。
 

（
は
）
夫
丸
、
前
掲
 書
 、
一
 0
 二
頁
。
 

（
は
）
濱
田
、
前
掲
 書
 、
三
二
頁
。
 

（
Ⅱ
 
@
 
 中
山
み
き
（
村
上
重
度
校
注
）
「
み
か
ぐ
ら
り
た
・
 お
 ふ
で
さ
 き
し
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
。
 

（
 
巧
 ）
「
筆
先
」
（
明
治
二
五
）
。
「
筆
先
」
は
池
田
昭
 編
 
「
 
大
 本
 貸
料
集
成
 
｜
 思
想
編
目
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
、
及
び
 出
口
な
お
（
村
上
重
度
 

校
注
）
「
大
本
 神
諭
 天
の
巻
目
「
大
本
 
神
 論
人
の
巻
し
平
凡
社
 

一
九
七
九
年
、
よ
り
引
用
し
、
日
付
に
関
し
て
は
、
前
者
に
従
 っ
て
統
一
し
た
。
 

（
 
M
 ）
宏
大
、
前
掲
 書
 、
一
一
四
頁
。
 

（
Ⅳ
）
 同
右
 、
一
二
九
頁
。
 

（
Ⅸ
）
同
店
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
。
 

（
円
）
中
国
・
四
国
地
ガ
 
で
 聞
か
れ
る
 恩
き
 物
の
ひ
と
っ
。
 

（
 
簗
 ）
「
上
宣
一
一
八
頁
。
 

（
四
）
巴
豆
 &
 の
 ・
 匡
 T
n
 
の
 p
.
 
Ⅱ
 ぎ
 Ⅰ
 ぎ
 o
a
 乱
れ
 オ
 
n
O
 薫
 、
の
 
三
 8
 ㎝
 0
 、
 -
 
の
 
㏄
 
り
 ・
で
で
・
 

ト
 -
 
ト
 ー
 -
 
Ⅱ
 

祖
 

 
 

和
巳
作
品
集
 4
 ヒ
河
田
書
房
新
社
、
一
九
七
 0
 年
 、
所
収
）
 六
 四
三
頁
。
 

虻
宛
 
）
 
安
丸
 、
前
掲
 書
 、
一
三
七
頁
。
 

教
 

（
 
お
 ）
円
石
。
 

雙
 

（
 
笏
 ）
大
本
教
で
は
、
な
お
を
「
開
祖
」
、
王
仁
 
三
 郎
を
 
「
 
聖
師
 」
と
呼
ん
で
い
る
。
 

（
㌘
）
原
敬
吾
「
黒
住
 宗
 め
世
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
 0
 年
 
延
 原
大
川
「
哲
人
 宗
 忌
日
明
徳
出
版
、
一
九
七
四
年
、
な
ど
を
 参
照
。
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（
 
穏
 
）
 原
 
、
一
別
 

担
ゆ
 

主
日
、
一
 

0
 
頁
 
。
 

 
 
 
 

（
 
鴉
 
）
「
黒
住
教
教
書
文
集
」
道
の
部
（
村
上
重
度
 

編
 「
 
生
 命
 の
お
し
 

え
 
民
衆
宗
教
の
聖
典
・
黒
住
教
三
平
凡
社
、
一
九
七
 

七
年
、
所
収
）
二
四
 

 
 
 
 

九
 
。
 

 
 

 
 

学
 
研
究
所
、
一
九
八
 

0
 

（
 
即
 
）
 原
 
、
前
掲
 

書
 、
一
二
 

0
 
頁
 
、
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
井
上
順
孝
「
宗
教
運
動
の
う
ね
り
教
派
神
道
か
ら
神
道
 

糸
 
新
宗
教
へ
」
（
「
歴
史
読
本
」
（
特
集
Ⅱ
よ
み
が
え
る
神
道
の
謎
 

）
一
・
九
八
九
年
九
月
、
 

所
収
）
一
九
四
頁
。
 

（
㎎
）
村
上
、
前
掲
 

書
 、
三
三
六
頁
、
参
照
。
 

（
㎎
）
 

同
 
ヱ
七
、
一
一
一
四
 

0
 
頁
 
。
 

（
 
例
 
）
 原
 
、
一
別
 

担
 
何
重
日
、
四
二
百
（
。
 

（
 
蝸
 
）
太
陽
を
女
性
的
な
る
も
の
と
見
な
す
文
化
は
 

、
 
他
に
 
ァ
 
ラ
ビ
 
ア
や
 
北
欧
の
一
部
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
 

薫
斗
蕊
 

「
 
、
め
ロ
 

「
 
㌻
 
ぬ
 
「
 
0
Q
.
Q
A
@
 

～
：
 

づ
オ
 

も
 

胃
 
0
 
き
い
 

3
 
、
 
q
b
 

守
下
。
 

ミ
 
Ⅰ
Ⅱ
 

ヒ
 0
 
Ⅰ
㏄
 
史
 
き
す
。
 

汀
 Q
 
コ
ミ
 

め
さ
ハ
 

「
㏄
 

江
 0
 
ひ
 
Ⅰ
 
n
n
 

ひ
 
タ
 Z
 
の
ま
 
ぺ
 
。
 
芽
 ・
 
こ
 
㏄
 
P
 や
ニ
 

（
 
蝸
 
）
起
原
、
前
場
 

峯
目
 

、
二
一
一
一
 

｜
三
 
一
一
一
頁
。
 

（
 
仰
 
）
「
お
知
ら
せ
事
宜
候
 

目
 （
「
金
光
教
教
典
」
所
収
）
 

に
 ・
 
-
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（
㏄
）
四
 %
 こ
 n
,
 
く
 T
R
p
.
 
づ
ア
 の
 匡
セ
 *
 
ゴ
 0
 ～
子
の
 n
-
 
目
コ
 主
力
の
 @
 
仁
 「
 
コ
 -
Z
 の
 ミ
ペ
 0
 「
 
F
 、
 -
 
の
町
 
ト
、
ワ
 
・
 -
0
 

（
㎝
）
上
野
、
前
掲
 書
 、
四
二
頁
、
参
照
。
 

  



書評と紹介 

書
評
と
紹
介
 

井
上
順
孝
・
幸
木
負
，
対
馬
路
人
 

十
枚
弘
大
・
西
山
茂
 編
 

「
新
宗
教
事
典
 L
 弘

文
重
一
九
九
 0
 年
三
月
一
 
0
 日
刊
 

B
5
 判
一
二
四
八
頁
二
四
 セ
二
 0
 円
 

石
田
慶
和
 

奉
事
典
は
、
現
代
日
本
の
特
色
あ
る
宗
教
現
象
で
あ
る
「
 新
宗
 教
 」
に
 

つ
い
て
、
「
冷
静
に
し
て
着
実
な
、
し
か
も
幅
広
い
視
点
か
ら
の
 

分
析
」
を
 

意
図
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
ム
ロ
、
「
新
宗
教
」
 

を
い
か
に
 

評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
観
点
が
多
様
に
あ
り
得
る
が
、
編
者
 は
あ
え
て
 

客
観
的
な
「
研
究
者
の
立
場
」
を
強
く
意
識
し
て
記
述
・
分
析
 し
よ
う
と
 

し
 、
そ
れ
を
基
本
的
立
場
と
す
る
。
そ
の
こ
と
が
、
当
然
な
が
 ら
こ
の
事
 

典
の
性
格
を
決
定
し
て
い
る
。
 

「
新
宗
教
」
の
概
念
規
定
・
成
立
時
期
等
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
 
る
が
、
 

本
 事
典
は
そ
れ
を
か
な
り
柔
軟
に
考
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
 事
象
を
視
 

野
 に
収
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
新
宗
教
が
 日
本
社
会
 

で
 果
た
し
て
き
た
、
ま
た
 果
 た
し
つ
つ
あ
る
機
能
に
つ
い
て
 偏
 り
の
な
い
 

紹
介
を
行
い
、
新
宗
教
に
つ
い
て
の
多
方
面
か
ら
の
理
解
を
深
 め
 」
よ
う
 

く と と @ こ   
  



が
 国
に
顕
著
な
現
象
の
全
体
的
な
把
握
と
、
歴
史
的
な
成
立
 過
 程
に
つ
い
 

て
の
基
礎
的
な
理
解
が
め
ざ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

②
「
教
祖
」
の
項
で
は
、
教
祖
の
特
性
・
そ
の
周
辺
・
後
継
者
 と
い
っ
 

た
 問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
に
「
教
祖
」
と
は
「
 新
 し
い
 々

不
枯
裸
 

伝
統
の
創
始
者
」
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
 
l
 
新
宗
教
」
に
お
 け
 る
そ
の
 特
 

性
が
、
 
「
シ
ヤ
ー
マ
ソ
」
「
カ
リ
ス
マ
」
「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
等
の
 

概
念
を
め
 

ぐ
っ
て
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
教
団
統
合
に
大
き
な
役
割
を
果
た
 す
 二
元
的
 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
構
造
や
形
態
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
教
団
の
 継
承
に
つ
 

い
て
、
個
々
の
場
合
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
教
祖
の
個
人
的
 な
 資
質
や
 

個
性
へ
の
依
存
度
が
高
い
日
本
の
「
新
宗
教
」
に
お
い
て
、
 そ
 ぅ
 し
た
 要
 

素
 が
教
団
の
発
展
に
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
 さ
れ
て
 
ぃ
 

る
 。
 

③
「
教
団
」
の
項
で
は
、
組
織
・
指
導
者
・
信
者
と
い
う
 三
テ
 １
カ
 

マ
 ・
・
 

@
 

挙
げ
ら
れ
る
。
先
ず
組
織
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
組
織
境
界
が
 明
確
で
あ
 

る
と
見
ら
れ
る
「
新
宗
教
」
も
、
実
際
は
そ
の
在
り
方
は
必
ず
 し
も
一
様
 

で
は
な
く
、
既
成
教
団
と
の
か
か
わ
り
も
多
様
で
あ
っ
て
 、
二
 几
 的
に
と
 

ら
え
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の
内
 部
の
基
幹
 

組
織
の
う
ち
の
成
員
組
織
化
に
つ
い
て
、
「
い
え
」
・
「
お
や
こ
 

「
 
な
 

か
ま
」
の
組
織
モ
デ
ル
論
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
全
般
的
な
特
性
 が
 検
討
さ
 

れ
て
い
る
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
「
新
古
本
教
」
に
お
 

い
て
教
団
 

運
営
や
布
教
・
教
化
活
動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
霊
能
者
 と
 教
師
と
が
 

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
「
霊
能
者
」
は
カ
リ
ス
マ
的
な
力
能
に
よ
 っ
て
信
徒
 

を
 教
化
指
導
し
、
「
教
師
」
は
理
解
と
信
仰
に
よ
っ
て
信
徒
を
 教
化
指
導
 

す
る
い
ず
れ
も
教
団
の
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
役
 割
と
位
置
 付 教団のできよ げが 例が記 るもの れらが 。そ る リーダ 統 的な しは そ 「新京 理 観 と 各教 な 価すべ 徴と、 れてい 般の見 れる。 日用語 ④「 析を通 という ふまえ て @ よ、       

  



⑤
「
実
践
」
の
項
で
は
、
そ
の
特
徴
・
布
教
と
教
化
・
修
行
 
%
 儀
と
 

祭
り
の
 
四
 テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
新
宗
教
」
の
実
践
は
 

、
や
 は
り
現
世
 

利
益
を
前
面
に
立
て
て
現
実
の
生
活
に
お
け
る
救
済
の
実
現
を
 説
き
、
 
ま
 

た
 信
者
た
ち
の
自
発
的
行
動
に
よ
っ
て
そ
れ
が
維
持
、
拡
大
さ
 れ
て
い
る
 

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
布
教
・
教
化
活
動
は
活
発
 で
、
 信
 
@
 4
%
 

た
ち
自
身
が
積
極
的
に
新
し
い
人
間
関
係
や
社
会
関
係
を
結
ん
 で
い
く
。
 

し
か
も
そ
の
活
動
が
た
ん
に
教
義
の
伝
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、
 

病
 完
治
し
や
 

身
の
上
相
談
な
ど
を
も
含
む
と
こ
ろ
に
具
体
的
救
済
を
め
ざ
 
す
 
「
新
京
 

教
 」
の
特
色
が
あ
る
。
ま
た
修
行
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
 、
 「
 
安
 
@
 
W
 古
本
 

教
 」
の
多
く
は
里
俗
の
区
別
の
撤
廃
を
出
発
点
と
す
る
の
で
 
修
養
や
錬
 

成
な
ど
も
修
行
と
さ
れ
る
。
儀
礼
や
行
事
も
多
彩
で
、
秘
儀
 や
 祭
り
は
 枚
 

挙
 に
い
と
さ
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
「
伝
統
を
基
盤
 に
 発
展
し
 

た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
 、
 新
し
い
特
異
な
想
像
力
の
産
物
で
 も
あ
る
」
。
 

そ
の
他
、
治
 病
と
 救
い
、
と
な
え
言
葉
、
教
祖
祭
な
ど
の
教
団
 イ
ベ
ン
ト
、
 

芸
能
、
供
養
儀
礼
等
に
つ
い
て
「
新
宗
教
」
の
行
事
・
儀
礼
の
 個
々
の
事
 

側
 が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
あ
と
、
さ
ら
に
「
新
宗
教
」
の
⑥
「
施
設
」
に
関
わ
る
 問
 題
 と
し
 

て
は
、
各
教
団
の
本
部
・
聖
地
、
墓
地
、
教
団
経
済
と
い
っ
た
 -
 
ア
ー
マ
、
 

⑦
「
新
宗
教
と
社
会
」
の
項
で
は
、
法
と
の
関
係
、
法
と
の
 摩
 擦
 、
マ
ス
 

コ
ミ
、
社
会
活
動
、
宗
教
連
合
と
い
っ
た
テ
ー
マ
、
⑧
「
新
京
 教
 と
異
文
 

紛
 

化
」
の
項
で
は
、
海
外
布
教
、
外
来
新
宗
教
と
い
っ
た
 テ
 １
％
が
そ
れ
ぞ
 

 
 

 
 

と
し
て
、
団
体
一
覧
・
創
始
者
一
覧
・
宗
教
関
係
法
令
集
・
 参
 孝
 文
献
 

年
表
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 

以
上
、
本
事
典
の
中
の
五
つ
の
重
要
な
項
目
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
 内
容
を
 

概
観
し
、
さ
ら
に
大
体
の
構
成
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
を
通
し
 て
わ
か
る
 

よ
う
 に
、
本
事
典
は
、
今
日
の
日
本
の
「
新
宗
教
」
の
現
状
に
 つ
い
て
の
 

情
報
の
集
大
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
新
宗
教
」
そ
の
も
の
に
 つ
い
て
の
 

総
 ム
ロ
 的
 
・
原
理
的
研
究
の
成
果
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
本
書
 に
よ
っ
て
 、
 

従
来
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
「
新
宗
教
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
 、
 
か
な
り
 修
 

正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
 た
と
舌
口
 え
 

よ
 う
 。
そ
の
点
に
お
い
て
、
本
事
典
は
単
な
る
「
新
宗
教
」
に
 つ
い
て
の
 

事
実
の
記
述
で
は
な
く
、
一
つ
の
「
新
宗
教
論
」
と
い
う
性
格
 を
も
つ
も
 

の
で
あ
る
。
「
は
し
が
き
」
で
編
者
は
、
本
書
が
「
新
宗
教
に
っ
 

い
て
の
・
 ハ
 

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
理
解
と
基
本
的
情
報
の
収
集
に
役
立
ち
、
 

新
め
 示
教
研
究
 

の
 現
状
を
幅
広
く
認
識
す
る
の
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
望
ん
で
 い
る
が
、
 

そ
の
意
図
は
十
分
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
「
 新
 め
本
 
@
@
 
」
 が
 

今
後
ど
の
よ
う
な
発
展
、
な
い
し
は
変
化
を
と
げ
る
に
せ
 よ
、
 
一
九
九
 
0
 

年
 と
い
う
時
点
に
お
い
て
そ
れ
が
如
何
に
あ
っ
た
か
と
い
う
 事
 実
を
示
す
 

も
の
と
し
て
、
こ
の
大
冊
の
事
典
は
 ム
 「
後
の
「
新
宗
教
」
研
究
 
に
 大
き
な
 

位
置
を
占
め
続
け
る
と
と
も
に
、
た
だ
単
に
「
新
宗
教
」
の
み
 な
ら
ず
、
 

広
く
日
本
人
の
宗
教
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
 、
宗
教
研
 

完
 全
体
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
 既
成
宗
教
 

と
 舌
口
わ
れ
る
も
の
も
、
そ
の
成
立
の
当
初
は
「
 

新
 」
宗
教
に
ほ
 か

な
ら
な
 

目
 

か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
典
が
「
新
宗
教
」
に
関
わ
る
 人
々
だ
け
 

 
  

 

で
な
く
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
  
 

 
 

本
 事
典
の
完
成
に
注
が
れ
た
多
く
の
研
究
者
の
真
摯
な
努
力
と
 、
そ
の
 



研
究
を
支
え
た
諸
機
関
・
団
体
の
積
極
的
援
助
に
深
い
敬
意
を
 表
明
し
て
 

本
 事
典
の
紹
介
を
終
え
た
い
。
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本
書
は
一
九
八
五
年
か
ら
学
会
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
 修
正
し
、
 

さ
ら
に
、
新
た
な
書
き
下
ろ
し
の
論
文
を
ま
と
め
て
一
冊
に
ま
 と
め
ら
れ
、
 

一
環
し
て
生
と
死
に
か
ん
し
て
追
及
し
て
い
る
。
著
者
の
挑
戦
的
 
息
吹
が
 

随
所
に
生
き
生
き
と
伝
わ
る
好
著
で
あ
る
。
そ
の
目
標
は
「
 死
 に
 対
す
る
 

人
間
の
態
度
と
構
え
を
見
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 生
き
力
の
 
文
法
の
発
 

見
を
目
指
し
て
い
る
。
」
（
八
頁
）
と
あ
る
よ
 

う
 に
 、
 生
と
死
を
 一
環
し
た
 

体
系
と
し
て
捉
え
ふ
と
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
そ
れ
は
個
々
 人
の
主
観
 

的
な
心
構
え
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
生
活
と
密
接
に
関
連
し
 て
い
る
た
 

め
に
社
会
学
的
に
迫
ら
ん
と
し
た
も
の
で
す
。
 

第
三
字
「
死
の
正
当
化
と
生
の
積
極
性
」
は
一
生
の
正
当
化
」
、
 

「
立
君
 

味
 

世
界
と
限
界
状
況
」
、
「
限
界
状
況
と
し
て
の
 

死
 」
、
「
無
意
味
性
 と
方
向
 喪
 

失
 」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
窺
え
ま
す
よ
  
 

ガ
ニ
ル
ッ
ク
マ
ン
に
依
拠
 
し
 、
社
会
的
意
味
世
界
を
獲
得
す
 る
こ
と
に
 

幸
木
 
頁
 

ヨ
ル
ダ
ン
桂
一
九
八
九
年
二
四
三
頁
 

「
 
生
 と
死
の
宗
教
社
会
学
  

宇
都
宮
輝
夫
 著
 

  

  
清代 さ 画のい 生 ッ文 意 げ 成る じ仕 るえ化合 認こ附 し 

死 つむ ・に既で で そ 

王 臣 、 づ確 る る に     



機
 」
、
「
最
後
の
あ
が
き
」
 

、
 に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 上
 
早
は
デ
ュ
 

ル
 ケ
イ
 ム
 の
「
自
殺
論
 三
 に
お
け
る
近
代
社
会
の
自
殺
の
特
質
 と
し
て
の
 

自
己
本
位
主
義
に
か
ん
し
て
、
そ
の
動
機
軸
に
迫
ら
ん
と
し
た
 も
の
で
す
。
 

デ
ュ
ル
 ケ
イ
 ム
 の
社
会
椀
ム
 
ロ
と
 自
殺
率
は
反
比
例
す
る
と
い
う
 命
題
を
 、
 

集
 ム
ロ
師
道
徳
秩
序
の
動
揺
、
そ
れ
は
 
即
 生
活
世
界
の
危
機
、
崩
 壊
 で
あ
り
、
 

一
旦
懐
疑
の
状
況
に
陥
れ
ば
、
深
淵
に
落
ち
込
み
、
否
定
的
な
解
 沃
 、
 即
 

ち
 自
殺
へ
傾
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
代
の
悲
劇
と
し
 て
 描
か
れ
 

て
い
る
。
 

第
四
章
「
人
生
周
期
と
生
死
の
受
容
」
は
「
来
世
観
に
関
す
る
 従
来
の
 

学
説
」
、
「
従
来
の
学
説
の
問
題
点
」
、
「
人
生
計
画
・
人
生
周
期
」
 

、
「
強
い
 

自
己
と
生
死
の
受
容
」
、
「
来
世
観
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
見
方
 
」
に
よ
っ
 

て
 構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
標
題
か
ら
も
窺
え
る
 よ
う
 に
本
堂
 
日
の
中
心
 

的
 位
置
を
占
め
る
章
で
あ
る
。
従
来
の
宗
教
な
り
来
世
親
の
 表
 象
の
機
能
 

は
 死
に
た
い
す
る
怖
れ
や
不
安
を
緩
和
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
 日
常
の
生
 

活
 パ
タ
ー
ン
が
動
揺
す
る
の
を
防
い
で
人
間
に
積
極
的
な
生
き
 方
を
可
能
 

に
し
て
や
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
見
方
を
批
判
し
、
充
実
し
 て
 生
き
生
 

き
と
し
た
積
極
的
な
生
き
方
を
す
る
「
強
い
自
己
」
に
よ
っ
て
 の
み
死
を
 

受
容
す
る
可
能
条
件
は
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
学
 説
は
 
「
 
信
 

じ
る
者
は
愚
昧
 だ
 」
と
い
う
帰
結
に
な
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
 る
と
さ
れ
 

て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
人
生
計
画
」
と
い
 ぅ
 概
念
を
 

紐
 
打
ち
出
し
、
新
た
な
提
示
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
「
人
生
計
 直
 と
は
、
生
活
 

 
 

 
 

定
 め
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
に
関
す
る
「
知
識
目
で
あ
 る
 。
」
 二
 

三
五
頁
）
と
規
定
し
て
い
る
。
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
 過
ご
 し
 方
に
関
 

す
る
知
識
で
あ
る
。
「
人
生
周
期
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
 

は
 
「
一
定
 

の
 文
節
を
伴
っ
た
人
生
全
体
に
つ
い
て
の
社
会
的
見
方
で
あ
り
 、
そ
し
て
 

幾
つ
か
に
区
切
ら
れ
た
各
々
の
文
節
は
、
全
体
の
部
分
と
し
て
 、
全
体
と
 

の
 関
連
で
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
意
味
を
付
 宇
 さ
れ
る
。
」
と
定
義
 
づ
 げ
ら
れ
 

て
い
る
（
一
八
九
頁
）
。
そ
う
し
て
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
 で
 社
会
的
 

に
 有
意
味
を
確
信
し
、
そ
の
延
長
線
上
に
死
の
受
容
が
あ
る
と
 さ
れ
て
い
 

る
 。
さ
ら
に
、
来
世
親
発
生
の
根
拠
を
 エ
 ル
 ッ
 に
依
拠
し
て
、
 
社
会
が
世
 

代
の
継
承
を
通
し
て
価
値
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
世
界
へ
の
 信
頼
に
 求
 

め
 よ
 う
 と
さ
れ
て
い
る
。
 

第
五
章
「
現
代
に
お
け
る
死
と
老
い
の
タ
フ
 ｜
 化
」
は
 
-
 
死
の
 タ
ブ
 

化
 ?
.
 

（
 二
 、
「
老
 い
の
 排
斥
 ?
 」
、
「
変
化
の
原
因
」
、
「
変
化
の
真
 
の
 原
因
」
、
 

「
お
わ
り
に
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
章
は
人
生
 
周
期
論
 

の
 応
用
的
な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
ラ
 １
が
提
起
 

し
て
以
来
定
説
と
な
っ
た
「
現
代
に
お
い
て
は
死
は
タ
ブ
ー
」
 
と
い
う
 

テ
ー
ゼ
を
問
題
と
し
て
い
る
。
死
が
隠
蔽
さ
れ
た
、
死
の
非
 日
 常
 化
な
ど
 

は
 根
拠
薄
弱
な
議
論
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
ま
た
、
「
老
 

い
の
 排
斥
」
も
 

現
代
的
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
死
や
老
い
へ
の
当
惑
と
み
な
 し
う
る
も
 

の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
近
 現
代
は
自
分
に
と
っ
て
の
重
要
な
社
会
 集
団
と
の
 

集
団
同
一
性
が
揺
ら
ぎ
（
社
会
的
連
帯
の
弛
緩
）
、
そ
れ
は
 人
 全
周
期
の
 

実
存
的
基
盤
の
揺
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
、
近
代
の
 価
値
原
理
 

 
 

で
あ
る
生
産
・
効
率
・
有
用
性
が
自
己
目
的
化
し
、
活
力
に
満
 ち
た
人
生
 

段
階
だ
け
が
重
要
性
を
帯
び
、
そ
の
対
極
に
あ
る
老
い
と
 
死
 は
 意
味
を
 

失
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
著
者
が
生
と
死
を
連
続
と
し
て
捉
え
る
 観
点
か
ら
 



は
 近
代
の
生
活
世
界
の
危
機
、
人
間
の
生
の
危
機
と
み
な
さ
れ
 る
も
の
で
 

あ
る
。
 

第
六
章
「
悲
嘆
の
社
会
学
」
は
「
死
別
の
認
知
不
協
和
」
、
「
 
正
 老
化
す
 

る
 認
知
要
素
」
、
「
信
念
の
治
癒
力
」
、
一
 

升
 哀
を
癒
す
も
の
」
 、
 「
お
わ
り
 

に
 」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
死
別
が
人
格
的
情
緒
的
 共
生
関
係
 

の
 破
壊
を
も
た
ら
す
も
の
と
す
る
と
、
不
協
和
も
大
き
い
も
の
 で
あ
る
。
 

そ
れ
に
た
い
し
て
死
後
の
永
遠
性
を
説
く
こ
と
は
、
死
別
の
悲
 し
み
を
 克
 

服
さ
せ
る
力
が
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
遺
さ
 れ
た
者
に
 

現
実
を
認
め
さ
せ
、
新
し
い
状
況
に
向
け
て
態
度
を
変
え
さ
 
せ
る
の
に
 

与
っ
て
力
が
あ
る
の
は
、
悲
し
む
者
に
寄
せ
る
周
囲
の
人
々
の
 共
感
で
あ
 

り
、
 温
か
い
支
援
と
交
わ
り
な
の
で
あ
る
。
」
三
一
八
頁
）
 そ
 れ
が
死
者
 

儀
礼
で
あ
り
、
社
会
的
連
帯
の
再
確
認
と
強
化
に
あ
る
と
す
る
 。
・
現
代
に
 

お
い
て
死
別
後
の
不
適
応
は
そ
う
し
た
連
帯
の
可
能
性
が
衰
退
 し
て
い
る
 

こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

以
上
本
書
の
概
要
を
私
な
り
に
整
理
し
た
。
そ
こ
で
浮
か
び
 上
 が
っ
て
 

い
る
よ
さ
に
、
本
生
首
 
の
 キ
ー
タ
ー
ム
は
「
人
生
周
期
」
と
い
え
 る
 。
 い
 ず
 

れ
死
を
迎
え
る
当
事
者
に
と
っ
て
い
か
に
生
を
生
き
生
ぎ
と
し
 た
も
の
に
 

し
 、
そ
の
帰
結
と
し
て
死
が
受
容
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
 。
そ
れ
は
 

不
慮
の
死
に
遭
遇
す
る
の
で
な
く
、
長
寿
を
ま
っ
と
う
し
て
 
い
る
者
に
 

と
っ
て
、
ま
さ
に
い
か
に
生
き
る
か
を
突
き
付
け
て
い
る
も
の
 で
あ
る
。
 

し
か
し
、
戦
前
の
日
本
の
場
合
を
見
て
も
実
に
四
割
近
い
も
の
 が
 一
五
歳
 

未
満
に
死
亡
し
、
一
五
歳
か
ら
 六
 0
 蔵
 ま
で
に
四
割
近
く
が
 死
 亡
し
 、
六
 

0
 歳
 以
上
ま
で
生
き
た
も
の
は
 ニ
 ，
三
割
に
す
ぎ
な
い
状
況
で
 
は
、
 生
が
 

い
つ
断
絶
を
む
か
え
る
か
の
怖
れ
は
つ
ね
に
付
き
ま
と
っ
て
 い
 た
と
い
え
 

よ
う
。
そ
う
し
た
社
会
状
況
に
著
者
の
枠
組
み
は
ど
こ
ま
で
た
 え
う
る
で
 

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
今
日
死
の
問
題
が
ガ
ン
の
末
期
患
者
な
ど
 と
か
ら
め
 

て
 問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
い
え
 よ
う
 。
ま
た
、
死
に
方
 
 
 

 
 

改
嫁
」
で
の
死
な
ど
、
死
に
た
い
し
て
積
極
的
意
味
を
見
出
そ
 ぅ
 と
す
る
 

も
の
も
あ
る
。
死
の
タ
イ
プ
も
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
 
M
 
.
 

パ
ン
ゲ
「
自
死
の
日
本
史
目
な
ど
）
 

あ
ま
り
に
 

も
 現
代
に
引
き
付
け
す
ぎ
、
近
代
社
会
論
と
し
て
の
論
理
 整
 ム
ロ
 
的
な
解
釈
 

で
あ
る
と
の
読
後
感
を
い
だ
か
さ
れ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
 ヵ
 



  
鎌
田
東
三
箸
 

「
記
号
と
言
霊
 ヒ
 

青
弓
社
 

一
九
九
 0
 年
三
月
発
行
 

四
六
判
三
ハ
 0
 真
二
、
 
0
 九
 0
 円
 

棚
次
 
正
和
 

こ
の
著
者
に
は
、
何
か
自
己
変
容
や
現
状
超
越
へ
の
燃
え
さ
 か
 る
よ
う
 

な
 情
念
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
 よ
 う
に
思
 う
 。
そ
れ
が
舌
口
 葉
 の
 錬
 金
 術
的
変
 

成
 効
果
を
狙
っ
た
文
体
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
行
間
に
漂
っ
て
 い
 る
 。
そ
 う
 

し
た
文
の
綴
り
方
の
特
異
性
と
神
や
霊
魂
を
扱
 5
 
主
題
の
特
殊
 性
 が
読
者
 

の
 感
嘆
を
誘
い
、
ま
た
敬
遠
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 私
に
与
え
 

ら
れ
た
課
題
は
、
「
水
神
伝
説
口
や
「
押
界
 

の
 フ
ィ
ー
ル
ド
 ヮ
 ｜
ク
 」
 以
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降
 、
矢
継
ぎ
早
に
著
書
を
世
に
問
い
、
驚
く
ほ
ど
多
産
な
文
筆
 活
動
を
続
 

げ
て
い
る
著
者
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
は
勿
論
な
 く
 、
本
書
 

「
記
号
と
言
霊
 ヒ
に
 於
け
る
著
者
の
見
解
を
論
評
す
る
こ
と
で
あ
 る
 。
 

本
書
誕
生
の
経
緯
は
、
序
章
の
中
に
赤
裸
 衣
 に
語
ら
れ
て
い
る
 
 
 

自
転
車
旅
行
の
体
験
を
「
言
葉
に
捕
え
ら
れ
て
」
書
き
綴
っ
て
 以
来
、
著
 

者
は
「
文
字
を
書
く
と
い
う
悪
習
に
身
を
染
め
る
」
こ
と
に
な
 る
 。
或
る
 

時
 、
著
者
に
向
か
っ
て
言
い
放
た
れ
た
「
お
ま
え
は
言
葉
だ
 け
 だ
 」
と
い
 

う
 言
葉
が
 換
 と
な
っ
て
突
き
刺
さ
り
、
ま
た
「
私
の
墓
は
 、
私
 の
こ
と
ば
 

で
あ
れ
ば
、
充
分
」
と
い
う
寺
山
修
二
の
最
後
の
言
葉
が
肺
 膵
 を
え
ぐ
る
 

体
験
を
す
る
。
そ
し
て
、
人
生
は
言
葉
に
す
ぎ
な
い
と
い
 5
 ネ
 ガ
を
 徹
底
 

し
て
受
け
止
め
る
時
、
人
生
と
は
舌
口
薬
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
 

ラ
 ポ
ジ
に
 

反
転
し
 ぅ
 る
こ
と
を
著
者
は
予
感
す
る
。
生
の
証
で
あ
り
生
の
 墓
標
で
あ
 

る
 言
葉
へ
の
問
題
意
識
か
ら
、
言
葉
の
森
に
踏
み
迷
っ
て
い
る
 う
 ち
に
、
 

著
者
は
「
言
霊
」
に
 出
ム
 広
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
「
 

言
 葉
へ
の
 執
 

拘
 な
こ
だ
わ
り
」
が
本
書
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
  
 

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

序
章
言
葉
・
そ
の
未
知
と
の
遭
遇
 

第
一
章
言
語
と
声
と
発
声
器
官
 

第
二
章
言
霊
観
の
変
遷
 

第
二
一
章
近
世
の
言
霊
思
想
 

 
 

第
四
章
近
代
の
言
霊
思
想
 

紹
 

と
 

第
五
章
記
号
論
と
舌
口
 霊
論
 

終
章
言
葉
と
場
所
と
言
霊
 と
 

書
評
 

序
章
と
終
章
に
著
者
の
舌
口
語
体
験
の
秘
密
が
明
か
さ
れ
て
い
る
 

。
そ
の
 

間
に
 介
在
す
る
諸
論
考
は
、
い
わ
ば
研
究
過
程
で
概
念
的
に
精
 錬
 さ
れ
た
 

言
葉
で
生
の
言
語
体
験
を
再
解
釈
し
た
構
築
物
で
あ
る
。
以
下
 、
 大
ま
か
 

に
 論
旨
を
辿
っ
て
み
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
論
述
の
複
雑
役
 妙
な
 綾
や
 

起
伏
に
は
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

第
一
章
は
「
言
語
と
声
と
発
声
器
官
」
を
巡
る
も
の
で
、
著
者
 が
 言
葉
 

に
 対
し
て
取
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ス
 や
 、
そ
の
全
体
論
的
な
志
向
 の
 特
徴
が
 

顕
著
に
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
言
語
使
用
や
直
立
歩
行
の
持
 つ
 霊
的
意
 

義
 、
人
体
の
構
造
上
で
の
発
声
器
官
の
位
置
へ
の
考
察
か
ら
 議
 論
 が
始
め
 

ら
れ
、
言
語
が
伝
達
の
道
具
で
あ
る
以
上
に
、
人
間
存
在
の
存
 立
を
可
能
 

な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
地
平
に
関
わ
る
「
 一
 
百
重
ま
 の
 

観
念
が
宗
教
文
化
に
と
っ
て
普
遍
的
な
観
念
で
あ
っ
て
 、
 i
]
=
 

ロ
ま
 

帥
 や
 人
間
 存
 

在
 に
対
す
る
根
源
的
で
本
質
的
な
洞
察
に
支
え
ら
れ
た
思
想
で
 あ
る
こ
と
 

が
 述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
舌
口
霊
の
力
」
が
「
声
音
の
 
力
 」
と
 し
て
現
れ
 

る
こ
と
の
例
証
と
し
て
、
日
本
の
演
歌
や
空
海
の
思
想
が
引
 き
 ム
ロ
い
に
 
出
 

さ
れ
る
。
「
あ
ん
こ
椿
は
恋
の
花
」
に
春
の
木
を
持
ち
歩
き
な
 が
ら
祝
福
 

を
 与
え
る
巫
女
の
姿
を
想
起
し
た
り
、
二
家
指
帰
日
の
中
で
 
仮
名
乞
児
 

が
 
一
同
を
平
伏
さ
せ
た
「
玉
の
声
」
に
言
霊
の
 
力
 を
見
て
取
る
 
件
な
ど
は
、
 

著
者
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
考
察
は
声
音
 を
 送
り
出
 

す
 喉
や
呼
吸
に
及
び
、
咽
喉
部
に
あ
る
ヴ
ィ
 シ
ユ
 ダ
・
チ
ャ
ク
 
-
 
フ
 と
の
 関
 

連
 や
 、
神
秘
学
者
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
い
う
十
六
 弁
 の
 蓮
華
の
 

開
発
汝
等
に
も
言
及
す
る
。
こ
う
し
て
言
語
の
本
性
を
霊
的
 観
 点
か
ら
 捉
 

 
 

え
る
時
、
人
間
の
本
性
に
つ
い
て
の
考
察
と
不
可
分
と
な
ら
ざ
 る
を
え
ず
、
 

 
  

 

 
 

舌
口
語
学
は
人
間
学
と
な
り
 霊
学
 と
な
る
の
だ
と
言
 う
 。
 

第
二
章
「
 @
 霊
観
念
の
変
遷
」
で
は
、
西
洋
と
イ
ソ
 ド
と
 中
国
 と
日
本
 

  



に
 於
け
る
各
言
霊
思
想
の
特
性
が
描
出
さ
れ
る
。
著
者
の
大
学
 院
生
時
代
 

の
 研
究
過
程
で
産
ま
れ
た
論
考
を
核
と
し
た
も
の
で
、
第
五
章
 と
 共
に
 、
 

言
霊
論
の
客
観
的
妥
当
性
を
示
唆
す
る
意
図
が
根
底
に
横
た
わ
 っ
て
い
る
。
 

と
り
わ
け
西
洋
の
事
例
の
考
察
に
大
幅
に
頁
が
割
か
れ
て
い
る
 。
著
者
は
 

西
洋
精
神
史
に
底
流
す
る
「
真
理
 @
 ロ
ゴ
ス
 @
 音
声
」
の
口
中
 心
 主
義
の
 

背
後
に
、
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
の
 
一
霊
と
言
 
（
神
の
声
に
 
お
 げ
る
 真
 

実
 」
の
思
想
と
ギ
リ
シ
ア
哲
学
 ｜
 
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
「
存
在
論
 理
 
（
 ロ
 ：
 
コ
 

ス
 ）
に
お
け
る
真
理
」
の
思
想
と
の
強
力
な
合
流
を
見
て
 、
占
 代
ギ
り
シ
 

ァ
の
 
「
ロ
ゴ
ス
」
思
想
が
、
木
質
的
に
「
言
葉
（
ダ
ー
バ
ー
ル
 ）
の
山
下
 

教
 」
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
 や
 キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
の
翻
訳
・
成
立
 の
 過
程
で
 

受
容
さ
れ
て
、
神
の
言
の
受
肉
と
し
て
の
イ
ェ
ス
，
キ
リ
ス
ト
 思
想
に
変
 

容
 し
て
行
く
事
態
を
執
 働
に
 追
跡
す
る
。
更
に
、
プ
ラ
ト
ン
 
0
 対
話
篇
 

「
ク
ラ
チ
ュ
 p
 ス
三
に
於
け
る
事
物
と
名
称
を
巡
る
 テ
セ
イ
 
（
 
契
 約
 ）
 説
 

と
ピ
ュ
セ
イ
 

（
本
性
）
説
を
検
討
し
、
両
説
が
そ
の
後
の
唯
 

名
 論
 と
実
念
 

論
や
経
験
論
と
ム
口
理
論
の
対
立
へ
と
継
承
さ
れ
て
来
た
過
程
を
 

顧
み
る
。
 

ま
た
、
「
マ
ン
ト
ラ
」
を
中
心
に
発
展
し
た
古
代
イ
ン
ド
の
舌
口
舌
 

並
 思
想
 

が
 、
バ
ラ
 
モ
ソ
 ー
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
 拾
 い
て
「
宇
宙
論
的
甘
口
五
明
 
論
 」
の
 展
 

開
 と
し
て
結
実
す
る
一
方
で
、
仏
教
の
「
言
語
無
常
観
」
と
 ぃ
 左
 ヱ
 %
 五
皿
 
の
 

脱
 神
秘
化
の
否
定
的
媒
介
を
経
て
一
層
強
化
さ
れ
、
バ
ル
ト
 
 
 

「
ス
ポ
ー
タ
 説
 」
に
至
っ
て
神
秘
化
の
極
に
達
し
た
こ
と
、
中
国
 で
は
 名
 

と
 実
の
一
致
を
倫
理
基
準
に
お
く
儒
家
の
「
正
格
」
論
と
 、
言
 葉
 が
も
た
 

ら
す
対
立
・
差
別
で
は
道
は
捉
え
ら
れ
な
い
と
す
る
道
家
の
「
 狂
言
」
論
 

が
 中
国
精
神
史
を
貫
い
て
い
る
こ
と
等
が
解
説
さ
れ
、
日
本
の
 場
 ム
ロ
で
は
 

草
木
も
言
問
う
ア
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
言
語
生
命
 観
 が
祝
詞
 

歌
謡
・
 和
 

歌
 等
の
定
型
詞
章
が
含
む
霊
力
の
観
念
に
収
敬
し
て
三
口
 霊
 」
 
の
 観
念
が
 

顕
在
化
し
た
こ
と
や
、
「
 
盲
 （
 @
 」
の
観
念
が
空
海
の
「
 声
 手
実
相
 」
論
に
開
 

 
 

 
 

托
 し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 

第
三
章
「
近
世
の
言
霊
思
想
」
と
第
四
章
「
近
代
の
言
霊
思
想
 」
 ま
、
 

@
 

恐
ら
く
本
書
の
実
質
的
な
根
幹
部
を
な
す
と
こ
ろ
で
、
著
者
の
 論
述
が
最
 

も
 堅
実
に
展
開
さ
れ
、
ま
た
原
文
の
頻
繁
な
引
用
や
図
の
豊
富
 な
 掲
載
に
 

よ
っ
て
資
料
提
供
的
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
論
旨
 を
 逐
一
泊
 

る
 余
裕
も
能
力
も
な
い
が
、
著
者
が
解
読
に
難
渋
し
た
に
違
 い
 な
 い
 甘
口
 
霊
 

思
想
の
簡
単
な
紹
介
の
労
さ
え
厭
 う
 こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
 

「
近
世
の
言
霊
思
想
」
で
詳
述
さ
れ
る
の
は
、
山
口
忠
道
・
中
村
 
孝
道
 

平
田
篤
胤
の
三
者
の
 @
 基
立
論
で
あ
る
。
山
口
忠
道
 は
 
「
市
井
 
麻
旧
御
 

霊
 」
と
 
-
 稲
荷
古
伝
」
の
二
つ
の
象
徴
図
形
を
用
い
な
が
ら
、
 

占
事
記
の
 

神
代
春
の
釈
義
を
試
み
、
片
仮
名
 @
 
言
霊
五
十
音
の
宇
宙
発
生
 論
 を
唱
 た
 。
 

「
入
稿
 伝
 三
の
中
で
忠
道
は
宇
宙
発
生
と
神
霊
の
発
現
と
言
霊
の
 発
生
を
 

関
連
付
け
て
説
い
た
が
、
火
と
水
の
陰
陽
二
極
的
原
理
の
結
ム
ロ
 

に
よ
っ
て
 

天
地
万
物
の
「
 形
 」
や
「
 息
 」
や
「
 声
 」
が
形
成
さ
れ
、
天
地
 の
 火
水
と
 

人
間
の
火
水
が
同
一
で
あ
る
と
す
る
象
徴
的
思
考
が
顕
著
で
あ
 る
 。
 

一
方
、
中
村
孝
道
は
七
十
五
音
義
言
霊
説
を
唱
え
た
。
大
天
地
 
（
 宇
 

宙
 ）
と
小
天
地
（
人
間
）
の
照
応
関
係
を
解
き
明
か
す
認
識
 装
 置
 と
し
て
 

孝
道
が
用
い
た
の
は
、
「
言
霊
真
澄
鏡
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
音
声
 

学
的
分
類
 

形
式
と
宇
宙
論
的
分
類
形
式
が
奇
妙
に
融
合
し
た
音
図
体
系
で
 
そ
の
 特
 

色
は
「
 セ
 十
五
声
の
全
体
系
を
、
高
天
原
と
根
の
国
、
天
 と
地
 、
 内
と
外
 

（
 幽
 と
頭
）
 、
牙
と
喉
 、
 舌
と
 唇
な
ど
の
二
極
対
立
と
し
て
位
置
・
 
づ
 げ
な
が
 

ら
 、
そ
の
対
極
の
中
央
部
に
中
津
国
、
天
津
中
道
、
歯
を
据
え
 る
と
い
う
 



宇
宙
論
的
な
体
系
性
の
細
密
 さ
 」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
 

近
代
の
霊
学
の
基
礎
を
提
供
し
た
と
も
言
え
る
平
田
篤
胤
の
学
 問
 を
貫
 

く
 根
本
動
機
は
、
「
真
の
古
伝
」
の
選
定
作
業
と
自
己
の
霊
 
性
 探
究
で
 

あ
っ
た
。
驚
風
 は
 真
の
古
伝
と
し
て
の
祝
詞
の
正
当
性
の
論
拠
 を
 
「
神
社
 

文
字
」
と
い
う
特
殊
な
文
字
伝
承
に
求
め
つ
つ
、
霊
の
真
柱
（
 霊
魂
の
行
 

方
 と
安
定
）
の
確
立
に
腐
心
し
、
天
津
国
・
大
八
街
・
 顕
国
 

兼
平
板
 

泉
津
国
の
五
つ
の
世
界
の
分
化
生
成
と
五
十
音
の
 @
@
 

ロ
ま
 
咀
 
発
生
と
 
の
符
ム
口
 
を
 

感
得
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
後
期
に
登
場
し
た
三
者
の
 @
 霊
説
 に
は
、
 

天
地
自
然
の
道
理
と
言
語
活
動
の
法
則
と
の
符
合
・
照
応
を
認
 め
る
共
通
 

の
 思
考
特
性
が
あ
り
、
彼
等
の
「
言
霊
宇
宙
論
」
が
後
世
に
様
 々
 な
 陰
影
 

を
帯
び
て
受
け
継
が
れ
て
行
っ
た
。
 

第
四
章
で
扱
わ
れ
る
近
代
の
言
霊
思
想
家
達
は
、
前
代
の
言
霊
 思
想
の
 

有
形
無
形
の
影
響
下
に
出
現
し
た
。
例
え
ば
、
出
口
王
仁
二
前
 の
 舌
口
重
五
字
 

の
 師
匠
た
る
大
石
 凝
 真
表
 実
 は
、
中
村
孝
道
の
言
霊
真
澄
鏡
の
   

口
忠
 道
の
水
 穂
 伝
の
所
説
を
整
序
 総
 ム
ロ
し
て
言
霊
説
を
唱
え
た
 
し
 、
出
口
 

王
仁
三
郎
の
言
霊
論
は
、
彼
自
身
の
言
の
如
く
、
山
口
 
忠
 道
 0
 
 円
 水
穂
 

伝
 」
を
火
水
の
体
を
説
い
た
大
本
言
霊
 学
 、
中
村
孝
道
の
「
 真
 寸
美
鏡
 」
 

を
 火
水
の
用
を
説
い
た
日
本
言
霊
草
と
位
置
付
け
、
両
者
の
総
 ム
ロ
に
自
ら
 

の
 実
地
研
究
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
天
地
 方
 物
を
自
在
 

に
 動
か
し
た
言
霊
体
験
や
、
十
万
首
を
超
え
る
和
歌
や
狂
歌
、
 及
び
「
 霊
 

紛
 

男
物
重
の
口
述
等
の
言
霊
運
用
の
面
を
考
え
る
と
、
 
王
 仁
三
郎
は
偉
大
 

 
 

舌
口
 
帝
 
正
ハ
 
つ
 め
ホ
 
@
 」
 

以
下
、
級
密
な
霊
魂
 観
と
條
 流
の
行
法
の
実
践
に
独
創
性
を
発
 律
 し
た
 

川
面
 几
児
 、
 直
 霊
の
開
発
と
清
明
 も
 の
 徹
見
 を
主
目
的
と
す
 る
 
一
五
日
垂
下
 

法
 」
を
励
行
し
た
天
晴
敏
 真
 、
神
懸
り
の
際
の
神
言
に
言
霊
の
 働
き
を
 観
 

て
 
「
呪
言
の
神
」
と
「
 
，
、
コ
ト
モ
チ
 
」
の
思
想
を
緯
 述
 し
た
折
 口
 信
夫
 

言
霊
に
 よ
 る
浮
雲
治
療
や
和
歌
・
予
言
の
言
語
実
践
を
行
っ
た
 岡
田
茂
吉
 

が
 取
り
上
げ
ら
れ
て
詳
論
さ
れ
る
。
 

第
五
章
は
、
著
者
の
言
霊
論
が
網
羅
的
に
要
領
 よ
 く
纏
め
ら
れ
 た
 論
文
 

二
篇
よ
 り
な
る
。
そ
こ
で
著
者
は
上
述
し
て
来
た
「
言
霊
」
を
 コ
記
 ロ
ウ
」
 

と
 意
識
的
に
対
比
さ
せ
つ
つ
、
両
者
の
相
違
点
を
浮
き
彫
り
に
 し
よ
う
と
 

努
め
る
。
ま
ず
論
文
「
宗
教
言
語
と
日
常
言
語
」
で
は
、
日
常
 言
語
と
い
 

ぅ
 基
底
の
下
部
を
根
源
語
が
支
え
、
上
部
に
明
示
性
を
目
指
す
 科
学
言
語
 

と
 含
意
性
を
特
徴
と
す
る
詩
的
言
語
か
ら
な
る
言
語
成
層
を
設
 定
し
 、
 h
 不
 

放
言
語
の
特
質
が
「
含
意
性
へ
の
志
向
に
お
い
て
詩
的
言
語
と
 共
通
し
 

明
示
性
へ
の
志
向
に
お
い
て
科
学
言
語
と
共
通
し
、
さ
ら
に
 怪
 三
ロ
 
圧
胆
 場
内
 リ 

強
い
制
約
を
受
け
る
点
で
日
常
言
語
と
共
通
す
る
」
点
に
あ
る
 が
 、
同
時
 

に
 新
た
に
言
語
場
を
改
変
す
る
創
造
的
な
「
変
換
 ｜
 再
生
機
能
 」
を
特
点
 

に
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
西
洋
に
見
ら
れ
る
超
越
的
な
 一
義
 性
に
 

向
か
う
「
律
法
的
言
語
 観
 」
と
、
我
が
国
に
於
け
る
状
況
可
変
 的
な
関
係
 

場
 で
意
味
が
変
容
す
る
「
 人
 意
的
言
語
 観
 」
と
の
比
較
と
い
う
 類
型
論
的
 

問
題
が
素
描
さ
れ
た
上
で
、
日
本
の
宗
教
的
言
語
意
識
の
展
開
 の
 民
衆
 レ
 

ベ
ル
で
の
 
一
 形
態
と
し
て
出
口
王
仁
三
郎
の
 @
 霊
 学
に
佳
 点
が
 当
て
ら
れ
、
 

 
 

メ
タ
フ
ォ
 リ
 
力
め
た
「
言
語
変
形
性
」
と
演
劇
的
な
「
存
在
 変
 身
性
」
と
 

 
 
 
 
 
  
 

の
 内
密
な
関
係
が
論
述
さ
れ
る
。
 

次
の
論
文
「
記
号
論
と
言
霊
論
」
で
は
、
言
語
の
起
源
に
つ
い
 
 
 

題
意
識
か
ら
出
発
し
て
、
聴
く
こ
と
・
呼
吸
す
る
こ
と
・
発
声
 す
る
こ
と
 



の
 連
動
や
、
原
初
の
声
を
ひ
た
す
ら
聴
い
て
い
た
人
類
の
意
識
 史
上
に
 於
 

け
る
「
 耳
 」
の
時
代
の
記
憶
 や
、
 聴
く
こ
と
が
同
一
化
の
原
理
 の
中
で
従
 

ぅ
 こ
と
や
食
べ
る
こ
と
や
統
治
す
る
こ
と
に
転
位
す
る
こ
と
等
 が
 解
説
さ
 

れ
る
。
ま
た
深
層
的
次
元
に
 樟
 さ
す
富
士
谷
御
杖
の
言
霊
倒
語
 説
が
、
欲
 

動
場
 で
生
成
す
る
記
号
の
動
態
を
論
じ
た
ク
リ
ス
テ
 バ
ァ
 の
 記
 号
論
 と
の
 

比
較
に
 掩
 い
て
検
討
さ
れ
、
最
後
に
 ソ
ケ
ユ
 ー
 ル
 の
い
う
記
号
 
の
恐
 急
性
 

と
 言
霊
論
者
が
前
提
に
す
る
音
声
の
自
然
意
味
性
と
の
対
照
 か
 ら
 、
記
号
 

論
 と
言
霊
論
の
原
理
的
な
相
違
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
舌
口
 

霊
論
 0
 基
本
性
 

格
 が
列
挙
さ
れ
、
そ
う
し
た
言
霊
論
が
切
り
 妬
 く
存
在
論
的
 ｜
 生
命
論
 地
 

平
へ
の
洞
察
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
る
。
 

以
上
が
本
書
の
か
な
り
乱
暴
な
概
略
で
あ
る
。
著
者
は
該
博
な
 知
識
を
 

駆
使
し
て
、
論
の
展
開
を
自
在
に
操
っ
て
い
る
。
論
述
の
方
向
 が
 複
雑
多
 

岐
 に
わ
た
る
こ
と
で
、
却
っ
て
論
点
が
ぼ
や
け
た
印
象
を
与
え
 る
 箇
所
も
 

な
く
は
な
い
が
、
「
 @
 霊
」
が
主
題
に
し
て
は
、
全
体
的
に
抑
制
 の
き
い
た
 

比
較
的
冷
静
な
筆
致
が
支
配
し
て
い
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
 

通
り
、
 本
 

書
の
特
色
は
考
察
対
象
を
日
本
の
言
霊
思
想
に
限
定
せ
ず
に
、
 
「
日
本
以
 

外
の
言
霊
思
想
や
言
語
哲
学
」
の
流
れ
を
も
 跡
 づ
け
 よ
う
と
し
 
た
こ
と
、
 

「
近
世
国
学
や
近
代
議
学
者
の
言
霊
思
想
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
 
吟
味
」
 

し
ょ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
点
で
、
従
来
の
 @
 霊
研
究
 に
な
い
 問
 

題
 点
と
素
材
を
提
供
し
え
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
 

「
 
@
 霊
」
を
巡
っ
て
著
者
が
提
起
し
た
問
題
は
 、
 単
に
記
号
と
し
 て
流
 

通
す
る
 @
 ま
 幅
 レ
ベ
ル
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
底
に
広
が
る
多
層
構
 造
 を
な
す
 

@
 ま
幅
 
全
体
に
 、
 従
っ
て
人
間
の
存
在
構
造
に
も
関
わ
る
も
の
 
で
あ
り
、
 

「
 
@
 ま
 円
 
」
と
「
霊
魂
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
源
的
な
位
相
に
与
か
る
 も
の
で
 

あ
る
。
こ
う
し
た
全
体
論
的
且
つ
根
源
遡
及
的
な
問
題
地
平
の
 内
に
身
を
 

置
く
こ
と
は
、
「
魂
の
気
追
い
」
を
忘
れ
た
現
代
の
状
況
下
で
 は
 容
易
な
 

 
 

こ
と
で
は
な
い
。
本
書
が
扱
っ
た
数
多
く
の
論
点
の
う
ち
、
 

こ
 @
 @
 で
は
 二
 

 
  
 

三
の
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
止
め
た
い
。
 

ま
ず
着
目
し
た
い
点
は
、
言
霊
論
が
切
り
 妬
 い
た
問
題
地
平
の
 
裾
野
の
 

広
さ
と
根
底
の
深
さ
で
あ
る
。
第
四
章
の
末
尾
で
、
著
者
は
 @
=
 

ロ
 霊
の
宇
宙
 

的
な
「
生
命
性
」
や
「
創
造
性
」
、
世
界
の
根
源
的
「
開
示
性
」
 

に
 触
れ
、
 

「
言
霊
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
今
日
の
宗
教
文
化
の
本
質
を
掘
り
 下げ
、
 

活
性
化
す
る
た
め
の
重
要
な
一
階
梯
で
あ
る
」
と
締
め
括
っ
て
 い
る
。
 ま
 

た
 、
第
五
章
の
終
り
で
は
、
言
霊
論
が
提
起
す
る
問
題
領
域
を
 明
確
化
し
 

て
 、
 霊
性
 と
身
体
性
の
不
可
分
な
存
在
論
的
結
節
性
、
現
実
の
 創
造
性
、
 

宗
教
体
験
に
根
ざ
す
宇
宙
性
、
意
識
変
容
や
修
行
と
の
関
わ
り
 等
を
列
挙
 

し
て
い
る
。
何
れ
も
、
言
霊
論
が
通
常
の
言
語
論
の
枠
組
を
透
 過
し
て
、
 

=
=
 

ロ
ま
 
咀
 主
体
の
霊
性
（
と
身
体
性
）
全
体
に
広
が
る
こ
と
の
示
唆
 で
あ
ろ
う
。
 

こ
う
し
た
存
在
論
的
 ｜
 生
命
論
的
地
平
へ
の
眼
差
し
を
意
識
 る
，
 ）
と
は
、
 

故
郷
喪
失
し
て
 紡
復
う
 現
代
人
の
精
神
生
活
に
一
つ
の
・
方
向
性
 

を
 与
え
、
 

過
度
の
専
門
化
政
の
 狭
降
 性
か
ら
学
問
を
救
出
す
る
何
ら
か
の
 手
 掛
か
り
 

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
 

次
に
言
霊
論
の
思
想
史
的
な
位
置
付
け
に
関
し
て
だ
が
、
著
者
 は
 第
三
 

章
の
冒
頭
で
「
全
体
性
の
回
復
」
と
「
根
源
性
へ
の
遡
及
」
と
 い
う
根
本
 

衝
動
を
秘
め
た
ロ
マ
ン
主
義
の
言
語
論
と
同
源
で
あ
る
こ
と
を
 指
摘
し
て
 

い
る
。
分
析
よ
り
も
直
観
を
重
視
す
る
思
想
特
性
や
民
族
主
義
 へ
の
転
落
 

の
 経
過
等
、
確
か
に
我
が
国
の
国
学
運
動
（
言
霊
思
想
を
含
む
 ）
の
場
ム
ロ
 

と
 類
似
点
が
あ
る
。
全
体
と
根
源
を
志
向
す
る
言
語
論
が
必
然
 的
に
言
語
 



生
命
論
や
言
霊
宇
宙
論
と
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
全
体
 
の
 
「
包
括
 

力
 」
や
根
源
へ
の
「
遡
及
 力
 」
こ
そ
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
 。
近
世
 

近
代
日
本
に
現
れ
た
三
口
 霊
 宇
宙
論
」
（
典
拠
は
所
謂
「
古
史
 
古
 伝
 」
 か
 ）
 

を
 普
遍
的
な
本
質
世
界
を
民
族
固
有
の
特
殊
な
言
語
宇
宙
に
映
 し
 出
し
た
 

も
の
と
晃
敏
 す
場
 ム
ロ
、
そ
の
言
霊
説
の
妥
当
性
の
範
囲
が
正
に
 
問
題
と
な
 

る
 。
現
代
の
言
霊
論
議
が
、
普
遍
論
争
と
同
類
の
問
題
状
況
に
 巻
き
込
ま
 

れ
ざ
る
を
え
な
 い
 所
以
で
あ
る
。
舌
口
 
霊
 論
の
思
想
史
的
な
位
置
 付
け
な
 巡
 

る
 困
難
さ
の
一
因
は
、
自
然
と
言
語
の
照
応
関
係
の
主
張
や
普
 通
言
語
の
 

構
想
等
が
、
普
遍
妥
当
性
の
装
い
の
下
に
特
定
 @
 ま
叩
の
枠
内
で
 
行
わ
れ
て
 

い
る
と
い
う
逆
説
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

最
後
に
「
記
号
」
と
「
言
霊
」
の
相
違
に
関
し
て
言
え
ば
、
 こ
  
 

究
明
が
、
言
霊
を
巡
る
様
々
な
議
論
を
客
観
的
に
有
意
味
な
万
 何
 に
導
く
 

契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 う
 。
著
者
の
二
言
霊
」
理
解
 は
 、
能
記
 

と
所
記
の
（
即
ち
 昔
 と
義
の
）
 結
 ム
ロ
が
 
怒
意
 的
な
「
記
号
」
に
 対
し
て
、
 

そ
の
 結
 ム
ロ
が
自
然
的
で
あ
る
故
に
形
象
価
値
を
有
す
る
と
 
見
倣
 す
も
の
で
 

あ
る
。
 従
 り
て
、
「
 
@
 霊
」
は
本
質
的
に
 
-
 
象
徴
」
と
通
底
し
て
 お
り
、
 象
 

徴
の
文
法
と
の
連
携
に
 掩
 い
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 昔
 美
言
霊
 説
 

は
音
 と
 義
が
論
理
必
然
的
と
い
う
よ
り
象
徴
必
然
的
に
即
 融
し
 た
 舌
口
五
皿
土
手
 

J
 

宙
と
 自
然
宇
宙
の
照
応
を
主
張
す
る
一
種
の
原
子
論
で
あ
る
が
   

「
 ア
 」
昔
は
顕
れ
出
る
義
で
、
「
 ェ
 」
昔
は
内
へ
集
め
る
義
と
説
 か
れ
る
 

紛
時
 、自
ら
の
語
感
や
体
感
に
訴
え
る
（
左
脳
の
働
き
が
 優
 勢
か
 ）
以
外
に
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
な
ろ
 う
 。
実
証
者
の
立
場
を
不
問
に
付
す
こ
と
で
 成
 り
 立
つ
実
 

証
 よ
り
も
、
こ
こ
で
は
実
証
者
が
全
身
全
霊
を
挙
げ
て
実
体
験
 す
る
自
証
 

が
 要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヨ
星
 平
 
理
解
に
関
し
て
は
別
の
視
 点
 、
即
ち
 

ソ
シ
ュ
ー
ル
が
区
別
し
た
二
種
の
恐
鳥
 性
 の
う
ち
、
「
能
記
 
と
 所
記
の
結
 

合
 の
 恐
 急
性
」
で
は
な
く
て
、
記
号
に
よ
る
「
世
界
の
裁
断
の
 窓
意
性
 」
 

（
言
葉
こ
そ
が
観
念
や
事
物
を
産
む
）
の
方
向
で
言
霊
を
捉
え
る
 
視
点
も
 

可
能
な
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
 

以
上
、
御
託
を
並
べ
た
が
、
思
わ
ぬ
読
み
違
え
や
見
落
と
し
が
 あ
っ
た
 

か
も
し
れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
舌
口
 
霊
論
 が
提
起
し
た
問
題
 の
 大
き
さ
 

と
 深
さ
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
本
書
を
ど
の
よ
う
に
読
も
 う
 と
も
、
 そ
 

こ
に
は
図
ら
ず
も
読
者
自
身
の
世
界
観
や
人
間
観
が
反
映
さ
れ
 る
は
ず
で
 

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
世
界
や
人
間
の
奥
行
を
直
観
で
 き
る
か
 否
 

か
を
調
べ
る
思
想
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
と
な
る
だ
ろ
う
。
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中
村
生
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日
力
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、
、
と
ヒ
ト
 の
精
神
史
 

 
 

 
 

１
日
本
仏
教
の
深
層
構
造
 ヒ
 

人
文
書
院
一
九
八
八
年
三
八
九
頁
 



「
事
実
、
神
道
が
仏
教
の
影
晢
を
受
け
た
と
い
う
 

よ
 り
、
仏
教
が
 
神
道
 

の
影
 甘
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
仏
教
は
、
一
般
的
 な
 原
則
と
 

し
て
祖
先
祭
祀
の
機
能
を
し
、
多
く
の
地
域
の
信
仰
や
習
慣
 と
 し
て
も
 機
 

能
 し
た
か
ら
だ
 
ご
 

エ
リ
オ
ッ
ト
は
他
の
仏
教
文
化
圏
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
い
て
 さ
ら
に
、
 

日
本
人
が
死
者
を
仏
と
呼
ぶ
大
胆
さ
に
呆
れ
て
み
せ
、
神
道
に
 お
け
る
 人
 

間
 が
神
に
な
る
と
 
ぃ
 5
 信
仰
が
仏
教
に
影
響
し
た
結
果
な
の
だ
 と
 解
釈
し
 

た
 。
こ
の
エ
リ
オ
ッ
ト
の
指
摘
は
、
の
ち
に
宗
教
学
者
の
堀
 一
 
郎
 が
評
価
 

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
遺
著
「
聖
と
俗
の
葛
藤
目
で
は
く
り
か
 え
 し
 ェ
リ
 

オ
ッ
ト
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
評
者
は
、
本
書
を
読
み
す
 す
 か
う
 ち
 

に
 エ
リ
オ
ッ
ト
や
堀
の
指
摘
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
か
れ
ら
 が
 本
主
目
 
な
 

読
ん
だ
な
ら
、
わ
が
意
を
得
た
り
と
膝
を
た
た
く
姿
を
想
像
し
 た
の
で
あ
 

る
 。
本
書
は
日
本
仏
教
の
深
層
に
持
続
す
る
神
道
的
な
る
も
の
 の
 影
響
を
 

追
跡
し
た
野
心
的
な
労
作
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
本
書
の
概
要
を
紹
 今
 に
し
て
 

そ
の
あ
と
に
評
者
の
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
 う
 。
 

「
 
序
 、
カ
ミ
 と
ヒ
ト
と
 自
然
一
白
化
日
本
の
（
聖
な
る
も
の
）
」
 

で
は
、
 

近
代
の
意
味
を
問
い
直
し
 脱
 近
代
へ
の
展
望
が
語
ら
れ
始
め
た
 今
日
の
思
 

想
 状
況
の
な
か
で
、
宗
教
学
が
は
た
す
べ
き
課
題
の
可
能
性
が
 確
認
さ
れ
 

て
い
る
。
近
代
的
思
考
は
、
精
神
と
物
質
と
い
う
二
項
対
立
に
 始
ま
り
、
 

文
化
と
自
然
、
コ
ス
モ
ス
と
カ
オ
ス
、
生
と
死
、
宗
教
と
呪
術
 、
意
識
と
 

無
意
識
な
ど
と
全
て
の
事
物
を
対
象
と
す
る
二
項
対
立
へ
と
 展
 聞
 し
て
い
 

く
 。
そ
し
て
近
代
的
な
二
項
対
立
は
元
を
た
ど
る
と
、
ヒ
ト
が
 カ
ミ
 か
ら
 

自
立
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
 カ
ミ
と
ヒ
ト
 
の
二
項
対
立
に
由
来
 す
る
。
 近
 

代
 的
な
二
項
対
立
と
比
べ
て
、
 

前
 近
代
や
非
西
洋
社
会
で
は
、
 

事
物
を
二
 

項
 対
立
で
捉
え
る
世
界
観
は
成
り
立
っ
て
お
ら
ず
、
二
項
の
暖
 昧
さ
、
流
 

動
 性
が
き
ね
だ
っ
。
即
ち
、
両
性
具
有
的
な
宇
宙
、
草
や
 恐
依
 に
よ
る
 生
 

Ⅲ
 

と
 死
の
交
流
と
い
う
よ
う
な
移
行
領
域
が
保
た
れ
て
い
た
。
 二
 項
 対
立
以
 

 
 

前
の
移
行
領
域
の
吟
味
を
す
る
こ
と
が
、
近
代
的
な
パ
ラ
ダ
イ
 ム
 変
換
の
 

た
め
の
前
提
と
な
る
と
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
問
題
意
識
 に
 従
っ
て
 

カ
 ミ
と
 ヒ
ト
 と
の
か
か
わ
り
の
研
究
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 

カ
ミ
と
ヒ
ト
 
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
折
口
信
夫
の
ま
れ
 び
と
 の
 概
念
 

が
 紹
介
さ
れ
る
。
 
異
 界
か
ら
此
の
世
へ
来
訪
す
る
ま
れ
び
と
は
 、
力
ミ
そ
 

の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
、
あ
る
と
き
は
歓
待
さ
れ
て
、
 

あ
 る
と
き
は
 

災
厄
の
原
因
と
し
て
排
除
さ
れ
た
。
「
常
陸
国
風
上
記
 
 
が
引
用
 さ
れ
て
、
 

カ
き
 と
 ヒ
ト
 の
安
定
的
な
境
界
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
   

力
さ
 と
な
り
 
ヒ
ト
 が
 ヒ
ト
 に
な
る
が
、
カ
ミ
 
と
ヒ
ト
 
の
か
か
わ
 
り
は
、
 空
 

間
 的
な
自
然
景
観
と
い
う
境
界
の
場
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
こ
 ろ
に
、
 古
 

伏
日
本
の
力
、
、
、
観
念
の
特
徴
が
あ
っ
た
と
い
う
。
日
本
の
力
、
、
、
 0 表
象
は
 、
 

決
し
て
自
然
景
観
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
抽
象
的
で
絶
対
的
な
 観
念
に
上
 

弄
 す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仏
教
が
日
本
に
受
容
さ
れ
た
と
き
 に
は
、
 仏
 

菩
薩
す
ら
 ヵ
ミ
 観
念
を
経
由
し
て
自
然
景
観
に
根
づ
き
、
重
層
 的
な
力
、
 、
、
 

観
念
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
と
著
者
は
説
く
。
初
期
仏
像
製
作
の
 背
景
に
形
 

代
の
廃
棄
と
再
生
と
い
う
祓
へ
の
論
理
が
あ
っ
た
と
い
う
西
田
 長
男
の
説
 

に
 依
拠
し
な
が
ら
、
古
代
の
ま
れ
び
と
の
モ
デ
ル
に
則
っ
て
 、
 仏
菩
薩
は
 

勧
請
さ
れ
て
迎
え
ら
れ
、
ヒ
ト
の
礼
拝
を
受
け
た
の
ち
に
退
出
 す
る
も
の
 

と
 考
え
ら
れ
た
と
す
る
。
 

「
 一
 、
仏
像
の
発
生
一
初
伝
部
仏
教
の
（
聖
な
る
か
た
ち
）
」
で
は
 

 
 

教
 伝
来
の
時
期
に
仏
像
が
日
本
人
の
眼
前
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
 と
き
に
、
 



日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
（
仏
像
体
験
）
を
し
た
の
か
を
探
っ
た
 論
文
で
あ
 

る
 。
「
日
本
霊
異
記
」
の
説
話
を
み
る
と
、
仏
像
が
人
間
の
肉
身
 
と
 同
様
に
 

扱
わ
れ
て
い
る
。
著
者
に
 ょ
 れ
ば
、
「
日
本
霊
異
記
三
の
編
者
 
景
 戒
は
 、
仏
 

像
を
人
間
の
肉
身
の
如
く
扱
い
、
仏
教
以
前
の
濱
 宮
 儀
礼
を
仏
 像
 に
適
用
 

し
ょ
う
と
し
た
。
そ
の
反
対
に
、
再
生
を
と
げ
た
人
間
の
肉
身
 は
 仏
像
を
 

モ
デ
ル
と
し
て
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
古
代
的
な
 再
生
願
望
 

が
 、
仏
像
と
い
う
具
体
的
な
モ
デ
ル
が
与
え
ら
れ
て
、
ま
す
ま
 す
 刺
激
さ
 

れ
た
。
前
代
の
濱
 宮
 儀
礼
を
ふ
ま
え
て
、
人
間
の
肉
身
は
仏
像
 の
よ
う
な
 

不
朽
の
持
続
性
を
獲
得
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
 。
こ
の
よ
 

う
に
仏
像
が
人
間
の
肉
身
の
理
想
型
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
き
 
後
代
に
 

日
本
仏
教
の
即
身
成
仏
、
来
迎
往
生
願
望
、
生
身
仏
へ
の
信
仰
 を
 発
達
さ
 

せ
る
源
泉
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

三
 、
法
然
の
ヴ
ィ
ジ
 ，
ン
一
 病
の
彼
方
か
ら
照
ら
す
（
聖
な
る
 平
凡
Ⅴ
」
 

は
 、
三
昧
 発
待
 と
夢
中
二
 祖
 対
面
と
知
ら
れ
る
法
然
の
神
秘
 体
 験
の
宗
教
 

的
な
モ
チ
ー
フ
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
 
法
然
に
 

と
っ
て
三
昧
 発
 得
の
体
験
は
浄
土
門
に
帰
依
し
た
四
十
三
才
の
 こ
ろ
か
ら
 

あ
り
、
阿
弥
陀
仏
三
一
尊
来
迎
を
観
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
建
久
 
九
年
の
正
 

月
 に
法
然
は
重
病
に
お
ち
、
意
識
の
混
濁
状
態
に
由
来
す
る
二
一
 
昧
発
得
を
 

体
験
す
る
。
生
命
の
危
機
に
あ
っ
た
法
然
は
、
そ
の
後
に
夢
中
 で
 善
導
に
 

避
遁
 す
る
が
、
金
色
に
輝
く
善
導
か
ら
溢
れ
る
ば
か
り
の
光
を
 浴
び
て
、
 

綺
 

再
生
を
体
験
し
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
確
信
す
る
よ
う
に
 な
っ
た
。
三
昧
 

 
 

 
 

念
仏
集
目
と
は
、
こ
の
よ
う
な
再
生
体
験
を
得
た
法
然
の
 、
 （
 
救
 い
ノ
 の
 確
 

信
を
理
論
的
に
表
明
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
。
し
か
し
「
 
選
択
集
目
 

の
 
「
専
修
」
の
論
理
と
法
然
の
個
人
的
な
宗
教
体
験
の
あ
い
だ
 
に
 隔
た
り
 

が
あ
っ
た
こ
と
が
周
到
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

三
 、
法
然
と
親
鸞
 一
 （
聖
な
る
テ
ク
ス
ト
と
イ
コ
ン
）
の
書
写
 

と
伝
 

授
 」
で
は
、
法
然
が
幾
人
か
の
有
力
門
弟
に
「
選
択
集
 ヒ
と
自
 分
の
肖
像
 

画
を
附
属
し
た
こ
と
の
も
つ
意
味
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
「
 教
 行
信
証
 口
 

後
序
で
親
 穏
は
 、
法
然
か
ら
「
選
択
集
ヒ
 

と
 肖
像
画
を
附
属
さ
 ね
 、
書
写
 

す
る
 よ
う
 に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、
感
激
を
あ
ら
た
に
 し
て
「
 決
 

定
 往
生
の
徴
」
だ
と
語
っ
て
い
る
。
法
然
の
仏
法
は
、
こ
の
よ
 う
 に
「
 選
 

扱
葉
 三
と
 肖
像
画
の
文
字
テ
ク
ス
ト
化
と
書
写
の
過
程
を
経
 
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
は
じ
め
て
弟
子
に
分
与
さ
れ
た
。
テ
ク
ス
ト
と
肖
像
の
 分
与
は
 

は
じ
め
は
師
と
面
授
の
弟
子
と
の
あ
い
だ
に
息
づ
い
て
い
た
感
 情
 が
付
随
 

し
て
い
た
の
が
、
し
だ
い
に
感
情
が
な
く
な
り
、
法
系
相
承
と
 い
う
外
部
 

化
の
形
式
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
法
の
供
与
シ
ス
テ
ム
を
 一
元
化
す
 

る
こ
と
で
、
教
団
の
法
系
の
正
統
性
が
権
威
 づ
 げ
ら
れ
、
祖
師
 の
 聖
化
が
 

図
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

「
 四
 、
親
鸞
の
夢
 一
 救
済
の
回
路
と
し
て
の
（
聖
な
る
 夢
 ）
」
は
 、
 親
鸞
 

が
 六
角
堂
参
籠
で
得
た
 夢
告
 の
も
つ
宗
教
的
な
意
義
を
再
考
 し
 た
も
の
で
 

あ
る
。
恵
信
尼
文
書
に
 ょ
 れ
ば
、
 親
 宙
は
六
角
堂
に
参
籠
し
て
 聖
徳
太
子
 

の
文
を
結
び
示
現
を
受
け
、
法
然
の
門
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
 ，
 @
 の
と
き
 

の
夢
の
示
現
は
「
行
者
宿
報
 渇
 」
で
、
女
犯
の
渇
と
し
て
知
ら
 れ
て
い
る
 

目
 

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
性
欲
の
充
足
の
許
可
を
得
た
と
 従
来
説
か
 

 
 

れ
て
き
た
。
著
者
は
諸
説
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、
示
現
 の
 意
味
は
Ⅱ
 

往
生
の
予
言
に
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
恵
信
尼
の
消
息
が
 、
 親
鸞
臨
終
 



に
 不
安
を
抱
い
た
覚
信
尼
に
た
い
し
不
安
解
消
の
役
割
を
は
た
 さ
な
け
れ
 

ぼ
 な
ら
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
著
者
の
新
説
は
説
得
力
に
富
 む
 。
親
鸞
 

の
 臨
終
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
覚
信
尼
の
不
安
と
、
親
鸞
 の
 他
力
 思
 

想
 の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
隔
た
り
に
着
眼
 し
 、
著
者
は
、
他
力
 信
仰
を
説
 

い
た
親
鸞
す
ら
自
己
の
往
生
に
つ
い
て
は
前
代
の
往
生
観
を
抜
 け
 出
て
は
 

な
い
と
指
摘
す
る
。
晩
年
の
聖
徳
太
子
信
仰
へ
の
没
入
に
は
 自
 己
の
信
心
 

へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
現
ま
じ
し
ん
に
、
他
力
思
想
と
自
己
 の
 往
生
と
 

の
あ
い
だ
に
 

一
魂
 の
ゆ
ら
ぎ
」
が
あ
っ
た
と
解
読
さ
れ
て
い
く
  
 

「
 五
 、
親
鸞
と
聖
徳
太
子
一
再
生
す
る
古
代
の
（
 唾
 な
る
上
巳
 
は
古
 

代
 、
中
世
に
か
け
て
流
行
し
た
「
 へ
 日
本
仏
教
Ⅴ
の
深
部
に
穿
た
 

れ
た
地
底
 

回
路
」
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
信
仰
の
流
れ
の
な
か
で
、
親
鸞
の
 -
 八
角
堂
 参
 

籠
の
宗
教
的
な
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。
太
子
に
か
か
わ
る
 伝
 記
 、
説
話
 

の
 幅
広
い
渉
猟
の
な
か
か
ら
、
観
音
菩
薩
の
化
身
と
し
て
の
 存
 在
 、
異
 界
 

と
の
 メ
デ
ィ
 
エ
 イ
 タ
 Ⅰ
憂
苦
、
擬
死
再
生
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
 ム
 な
ど
と
 

い
っ
た
多
面
的
な
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
太
子
信
仰
の
多
義
性
が
浮
 き
 彫
り
に
 

さ
れ
る
。
現
世
中
心
的
で
あ
っ
た
太
子
信
仰
が
し
だ
い
に
現
世
 超
越
的
な
 

も
の
に
転
換
す
る
。
十
一
世
・
 
紀
 初
期
に
太
子
に
仮
託
さ
れ
た
「
 四
天
王
寺
 

御
手
印
縁
起
し
で
は
、
四
天
王
寺
の
宝
塔
・
 金
塔
 が
極
楽
浄
土
 
の
 東
門
 だ
 

と
い
う
浄
土
信
仰
が
宣
伝
さ
れ
る
。
太
子
信
仰
は
、
観
音
信
仰
 だ
け
で
な
 

く
 浄
土
信
仰
と
も
結
び
つ
く
。
十
一
世
紀
中
期
に
機
長
 廟
の
 
「
 御
記
文
し
 

が
 発
見
さ
れ
、
聖
地
と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
 三
尊
の
教
 

説
 を
ふ
ま
え
た
末
世
の
衆
生
を
度
す
こ
と
を
説
い
た
「
 廟
堀
喝
 三
 が
作
ら
 

れ
流
布
し
た
。
通
説
と
し
て
は
、
浄
土
教
の
隆
盛
を
み
る
に
い
 た
っ
た
 思
 

想
 的
な
背
景
に
は
、
現
世
離
脱
、
現
世
忌
避
の
心
性
が
あ
っ
た
 と
い
わ
れ
   
も わにだに もたながに上いにに 進浄 の し 六た 底土をた   
たい 人テを が く し絹本に求かき 的性 語 当金全人力無い   
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取
り
囲
ま
れ
て
い
る
風
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
著
者
は
 

通
説
に
甘
 

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
大
胆
に
新
説
を
展
開
さ
せ
、
か
な
り
の
 

戦
 果
 を
あ
げ
 

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
 

従
来
の
神
仏
 

習
 ム
ロ
研
究
は
、
優
勢
な
仏
教
が
劣
勢
な
神
を
取
り
 

込
む
 
史
 

実
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
し
、
祖
師
研
究
の
大
部
分
は
 

、
 今
も
思
想
 

教
義
研
究
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
 

。
と
こ
 

 
 

 
 

者
に
は
承
服
し
が
た
い
も
の
も
あ
っ
た
。
 

初
伝
 
期
 仏
教
の
仏
像
が
擬
人
化
さ
れ
る
と
と
も
に
人
間
の
肉
体
 

の
 理
想
 

と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
い
う
 

説
 （
第
一
章
）
、
ま
た
祖
師
以
降
 

の
 教
団
に
 

お
い
て
テ
ク
ス
ト
と
イ
コ
ン
の
供
与
が
法
系
の
正
統
性
の
意
味
 

づ
け
と
な
 

る
と
い
う
 

説
 （
第
三
章
）
は
よ
く
理
解
で
き
首
肯
し
え
る
。
 

著
 者
の
ヴ
ィ
 

ジ
ュ
ア
 
ル
 な
も
の
へ
の
感
受
性
が
巧
み
に
問
題
の
核
心
を
と
ら
 

，
 
え
 た
卓
説
 

で
あ
る
と
思
う
。
親
鸞
の
六
角
堂
の
夢
 

告
が
 
往
生
の
告
知
だ
っ
 

た
と
い
う
 

見
解
（
第
四
章
）
は
、
従
来
の
諸
説
と
比
べ
て
無
理
の
な
い
 

納
 得
し
う
る
 

細
説
と
し
て
評
価
し
た
よ
う
。
太
子
信
仰
の
多
面
的
な
 

モ
チ
 ｜
フ
を
 
一
つ
一
 

 
 

 
 

研
究
で
は
、
そ
の
人
物
の
生
き
た
時
代
の
習
俗
化
し
た
行
動
様
 

式
 な
り
て
 

ン
テ
リ
 テ
 と
い
う
視
角
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
宗
教
体
験
の
 
解
釈
に
 

と
っ
て
有
効
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
、
本
書
は
実
例
を
も
っ
て
 教
え
て
く
 

れ
た
。
 

つ
ぎ
に
評
者
が
感
じ
た
疑
問
を
二
点
述
べ
て
み
た
い
。
第
一
は
 、
 始
原
 

的
な
力
 
ミ
 観
念
と
し
て
ま
れ
び
と
信
仰
と
再
生
観
念
が
特
に
と
 り
あ
げ
ら
 

ね
 、
宗
教
史
の
古
層
に
持
続
的
に
流
れ
続
け
る
も
の
と
理
解
さ
 れ
て
い
る
。
 

し
か
し
ま
れ
び
と
信
仰
や
再
生
観
念
が
原
初
的
な
信
仰
形
態
と
 は
 評
者
に
 

は
 考
え
ら
れ
な
い
。
初
期
の
宗
教
学
者
た
ち
が
唱
え
た
自
然
崇
 拝
、
ア
二
 

、
 
ズ
ム
、
 
ア
、
、
 

、
マ
テ
ィ
ズ
 ム
 と
い
う
信
仰
形
態
の
方
が
原
始
的
 な
 心
性
を
 

よ
 く
あ
ら
わ
し
、
諸
民
族
に
共
通
し
、
わ
か
り
や
す
い
。
序
章
 で
 紹
介
さ
 

れ
た
「
常
陸
風
土
記
 ヒ
 の
夜
月
 の
 力
ミ
の
話
で
は
、
カ
ミ
 と
ヒ
 ㌃
の
あ
い
 

だ
の
境
界
設
定
が
後
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
様
に
 カ
こ
 と
 ヒ
 

ト
 の
あ
い
だ
の
ま
れ
 び
 と
も
後
代
の
信
仰
形
態
で
は
な
か
っ
た
 か
 。
ま
た
 

日
本
人
の
再
生
観
念
に
し
て
も
、
仏
教
と
の
接
触
以
降
に
か
た
 ち
を
整
え
 

た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

第
二
は
、
祖
師
の
宗
教
体
験
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
で
あ
 る
 。
 レ
い
 

仙
 

然
 、
親
鸞
は
、
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
の
カ
ミ
観
念
に
通
底
す
る
 宗
教
的
な
 

再
生
体
験
を
持
ち
、
そ
れ
を
普
遍
化
し
て
救
済
思
想
に
練
り
上
 げ
て
い
っ
 

た
 。
し
か
し
救
済
思
想
と
個
人
的
な
信
仰
の
あ
い
だ
に
は
隔
た
 り
が
あ
っ
 

た
と
著
者
は
い
 
う
 。
こ
の
見
解
は
説
得
力
に
と
ば
し
 い
 。
法
然
 の
場
ム
ロ
は
 、
 

 
 

 
 

ぅ
 証
明
と
し
て
霊
夢
の
到
来
を
願
い
、
実
現
す
る
。
法
然
に
と
 っ
て
も
 善
 

Ⅳ
 

導
 同
様
に
、
三
昧
 発
 得
や
霊
夢
は
自
説
の
真
理
を
証
明
す
る
も
 の
で
あ
っ
 



た
 
。
宗
教
体
験
が
思
想
に
昇
華
し
た
の
で
は
な
く
、
思
想
の
真
 

理
性
前
に
 

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
夢
中
善
導
の
体
験
が
選
択
 

思
 
想
を
産
ん
 

 
 

 
 

け
で
な
く
、
妻
帯
の
念
仏
者
の
往
生
を
約
束
す
る
も
の
だ
っ
た
 

と
 
考
え
る
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
祖
師
た
ち
の
宗
教
体
験
は
個
人
的
な
 

メ
 
"
 
セ
 
｜
ジ
 
で
は
 

な
く
、
祖
師
を
囲
む
集
団
に
と
っ
て
の
福
音
で
あ
っ
た
と
見
る
 

べ
き
で
あ
 

ろ
 
う
 
。
で
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
祖
師
の
体
験
が
弟
子
た
ち
に
公
表
 

さ
れ
て
 

ぃ
 

た
の
か
と
い
う
こ
と
の
理
由
が
理
解
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
 

 
 

上
の
二
点
を
評
者
の
疑
問
 

占
 
と
し
て
提
出
し
て
お
き
た
い
。
 

日
本
仏
教
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
歴
史
学
を
中
心
と
し
た
 

実
 
証
 
的
研
 

究
 
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
 

そ
の
種
の
 

研
究
で
は
宗
教
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
 

か
 
な
面
で
の
影
響
、
宗
教
 

体
 
験
 
、
夢
と
 

い
っ
た
テ
ー
マ
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
 

あ
っ
た
。
 

著
者
は
、
実
証
的
研
究
が
見
落
と
し
て
き
た
テ
ー
マ
を
丹
念
に
 

拾
 い
 
あ
げ
、
 

け
 
止
め
る
番
で
あ
る
。
 

  
(386)@ 114 



岩本 

自我 光悦 日 著 

｜ 半 

断 

A 法 世   
  

三社 
      

藤 頁九 

八九年 回 正   

  
世へ 仕 女は と し 意性 な な用 
界 @ 界 r 」 " いて 義 」 性 かなわ 

とゲ い ル蕪 のまにイラ え目ヂ これ」脱でいのわ 現 性を格にもれ 

    
1386)@ 114 



る
こ
と
を
通
し
て
、
「
哲
学
的
に
思
惟
す
る
こ
と
の
事
柄
と
そ
 の
方
法
」
 

と
を
解
明
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
書
で
は
こ
の
意
図
実
現
 の
 足
が
か
 

り
と
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
 へ
｜
 ゲ
ル
の
実
体
 @
 主
体
論
 と
ハ
  
 

世
界
論
と
に
解
釈
の
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
 

申
 

第
一
部
に
お
い
て
は
前
者
、
す
な
わ
ち
 へ
｜
 ゲ
ル
の
実
体
 
@
 主
 体
 読
解
 

釈
 が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
 

デ
  
 

ら
へ
｜
 
ゲ
ル
に
至
る
近
世
（
近
代
）
の
思
想
の
歴
史
に
関
す
る
 著
者
の
次
 

の
よ
う
な
理
解
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
そ
れ
ら
の
思
想
が
拠
っ
 て
 立
つ
 原
 

理
は
 
「
自
己
意
識
」
で
あ
り
、
そ
の
展
開
の
根
本
的
な
動
向
は
 

「
実
体
か
 

ら
 主
体
へ
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
解
 
そ
し
て
そ
 

の
 動
向
は
ま
さ
に
 へ
｜
 ゲ
ル
の
「
実
体
は
本
質
的
に
主
体
で
あ
 る
 」
と
い
 

ぅ
 思
想
の
う
ち
で
頂
点
に
達
し
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
の
 よ
う
な
 理
 

解
の
上
に
立
っ
て
 へ
｜
 ゲ
ル
の
実
体
 @
 主
体
論
、
と
り
わ
け
 そ
 の
 思
を
 @
 

潔
に
 表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
基
本
命
題
」
、
す
な
わ
ち
 

「
真
な
る
 

 
 

 
 

も
の
を
実
体
と
し
て
で
は
な
く
、
同
様
に
主
体
と
し
て
も
把
握
 し
 、
表
現
 

す
る
こ
と
に
す
べ
て
は
か
か
っ
て
い
る
」
（
。
 
つ
 す
 い
目
づ
 臼
田
 0
 ㏄
一
の
 
ロ
 の
の
 

の
の
玉
の
の
・
 

け
こ
 ）
と
い
う
命
題
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

著
者
に
 ょ
 れ
ば
、
こ
の
命
題
中
の
「
実
体
と
し
て
で
は
な
く
」
 

0
 部
分
 

は
、
 真
な
る
も
の
が
 い
 か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
実
体
で
は
な
   

紛
 

意
味
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
 
寅
 な
る
 
も
の
は
実
体
で
 

 
 

 
 

「
知
の
直
接
性
」
と
し
て
の
そ
れ
（
反
省
哲
学
）
、
そ
し
て
思
惟
 

と
 存
在
と
 

の
 直
接
的
な
統
一
（
シ
ェ
リ
ン
グ
）
が
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
て
 い
る
 

し
か
し
そ
れ
は
、
真
な
る
も
の
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
 実
体
で
は
 

な
い
、
と
い
う
主
張
で
は
な
い
。
 

へ
｜
 ゲ
ル
に
 よ
 れ
ば
実
体
は
 

「
生
け
る
 

実
体
」
で
あ
る
と
き
に
は
「
自
己
自
身
を
定
立
す
る
」
。
「
自
己
 

に
 対
し
て
 

他
 と
な
る
」
。
自
己
に
対
し
て
 
他
 と
な
り
な
が
ら
「
こ
の
 他
と
 自
己
自
身
 

と
を
媒
介
す
る
」
。
実
体
を
単
に
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
 

，
 
」
の
よ
う
 

な
 媒
介
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
換
言
す
れ
ば
「
 閉
 ざ
さ
れ
た
 

実
体
を
開
き
示
し
、
自
己
意
識
へ
と
高
め
る
」
（
け
 し
 ）
こ
と
 を
 通
し
て
 

真
な
る
も
の
は
把
握
さ
れ
る
。
 

ま
さ
に
こ
の
自
ら
自
己
に
対
し
て
 他
 と
な
り
、
か
つ
こ
の
池
と
 自
己
 自
 

身
 と
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
真
な
る
も
の
は
「
主
体
」
と
 呼
 ば
れ
る
。
 

そ
れ
は
直
接
的
な
統
一
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
純
粋
な
、
ま
た
 単
純
な
 否
 

定
性
」
で
あ
り
、
自
己
の
純
粋
な
統
一
を
分
裂
へ
と
も
た
ら
す
   

同
時
に
ま
た
こ
の
分
裂
の
否
定
で
も
あ
り
、
同
一
性
を
回
復
す
 る
 。
「
 他
 

で
あ
る
こ
と
の
う
ち
で
自
己
自
身
へ
と
反
省
す
る
こ
と
」
（
の
 N
o
 

）
が
 

「
主
体
」
の
本
質
で
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
上
げ
る
実
体
で
あ
り
、
主
体
で
あ
る
も
の
は
、
 

へ
 ｜
 ゲ
ル
 

に
よ
 れ
ば
、
「
精
神
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
ら
自
己
に
対
し
て
 

疎
遠
に
な
 

り
、
他
 と
な
り
な
が
ら
、
自
ら
の
う
ち
へ
と
反
省
す
る
こ
と
を
 通
し
て
、
 

自
己
が
ま
さ
に
「
精
神
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
精
神
で
あ
 る
 。
こ
の
 

 
 

 
 

 
  

 

-
 
絶
対
知
」
で
あ
り
、
「
 
学
 」
で
あ
る
。
 

 
 



ホ
 

第
二
部
に
お
い
て
は
ハ
イ
テ
 ガ
 ー
に
お
け
る
世
界
の
問
題
が
取
  
 

ら
れ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
は
世
界
が
一
つ
の
「
有
る
も
の
」
 

と
し
て
 観
 

念
 化
さ
れ
て
受
け
取
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
そ
れ
自
身
と
 し
て
開
 き
 

示
さ
れ
る
根
本
的
な
経
験
に
つ
い
て
語
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
 は
 ハ
イ
デ
 

ガ
 ー
に
 ょ
 れ
ば
「
不
安
」
に
 
笘
 わ
れ
る
と
き
に
起
こ
る
。
「
不
安
 

」
の
う
ち
 

で
は
、
何
か
の
た
め
に
役
立
ち
、
何
か
の
た
め
に
有
る
も
の
が
 総
じ
て
 意
 

味
 を
失
 う
 。
世
界
の
う
ち
に
有
る
も
の
が
す
べ
て
そ
の
意
義
を
 喪
失
し
、
 

人
間
は
拠
る
べ
き
拠
り
所
を
失
う
。
世
界
は
全
き
「
無
意
義
性
 」
の
性
格
 

を
 持
つ
に
い
た
る
。
ま
さ
に
こ
の
と
き
に
世
界
が
世
界
と
し
て
 根
源
的
、
 

直
接
的
に
開
き
示
さ
れ
る
こ
と
を
、
言
 い
 か
え
れ
ば
世
界
が
そ
 の
 世
界
性
 

に
お
い
て
現
れ
出
る
こ
と
を
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
は
主
張
す
る
。
こ
の
 

「
世
界
と
 

 
 

し
て
の
世
界
」
は
「
有
る
も
の
」
で
は
 
岳
 い
と
い
う
意
味
に
 
お
い
て
 

「
 
無
 」
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
世
界
が
全
く
の
非
存
在
で
 あ
る
と
 

い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
無
意
義
性
に
お
い
て
世
界
は
比
類
 の
な
い
 仕
 

方
で
人
間
（
現
有
）
に
迫
り
来
る
。
迫
り
来
、
人
間
を
本
来
的
 な
 仕
方
で
 

「
世
界
の
１
円
 ｜
 有
り
 ぅ
 る
こ
と
」
へ
と
投
げ
返
す
。
本
来
的
な
 官
有
り
 

う
る
こ
と
へ
と
衝
き
返
す
。
 

著
者
の
解
釈
の
焦
点
は
「
有
意
義
性
」
と
い
う
世
界
の
構
造
と
 
以
上
 

に
 見
た
世
界
の
「
如
意
義
性
」
と
が
い
か
に
関
わ
る
か
と
い
う
 点
に
ム
 ロ
ム
 
り
 

 
 

せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
両
者
の
共
通
の
根
拠
が
問
わ
れ
る
 

@
 
ヰ
 
ハ
 
@
.
 

，
 
チ
ハ
 

 
 

な
ぜ
両
者
が
共
通
の
根
拠
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
は
立
ち
入
 っ
て
論
じ
 

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
際
手
が
か
り
に
さ
れ
る
の
は
「
 
現
 有
は
彼
の
 

た
め
に
実
存
す
る
」
（
田
の
つ
 
い
 の
の
ぎ
の
甑
の
 

ヱ
 の
二
 %
 コ
ミ
三
の
 
コ
 の
の
田
の
 
「
）
 と
い
 

ラ
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
の
命
題
で
あ
る
（
。
 く
 0
 ヨ
毛
ブ
 昌
巳
 2
Q
 
き
 コ
 住
の
の
，
 
の
 

器
一
 
。
 
キ
 e
g
m
p
r
 

苓
コ
，
け
ま
 
）
。
著
者
に
 ょ
 れ
ば
世
界
の
有
意
 義
性
 を
成
Ⅲ
 

り
 立
た
し
め
て
い
る
諸
連
関
は
最
終
的
に
上
の
命
題
中
の
「
 
彼
の
た
め
 

朗
 

に
 」
（
ニ
コ
ミ
 
ヨ
 の
 コ
 の
の
ぎ
の
Ⅰ
）
に
帰
着
す
る
。
帰
着
す
る
だ
け
で
な
 く
 、
そ
れ
は
 

ら
は
そ
も
そ
も
こ
の
「
彼
の
た
め
に
」
か
ら
発
源
し
て
き
て
い
 る
 。
現
有
 

の
 実
存
の
「
彼
の
た
め
に
」
の
う
ち
に
有
意
義
性
と
い
う
世
界
 0
 世
界
性
 

は
そ
の
最
初
に
し
て
最
後
の
根
拠
を
有
す
る
。
 

し
か
し
著
者
に
 
ょ
 れ
ば
、
「
現
有
は
彼
の
た
め
に
実
存
す
る
」
 

と
い
う
 

命
題
は
、
同
時
に
、
現
有
が
「
有
意
義
性
」
と
し
て
の
世
界
に
 浸
り
き
る
 

こ
と
を
本
来
的
に
は
許
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
 い
る
。
 =
@
 

ロ
 

い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
、
他
の
何
か
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ま
さ
 に
 自
己
 自
 

身
か
ら
自
己
そ
れ
自
身
で
あ
る
と
い
う
現
有
の
本
来
的
な
実
存
 を
 指
し
示
 

し
て
い
る
。
日
常
的
な
あ
り
方
に
お
い
て
は
現
実
は
死
に
面
し
 な
が
ら
そ
 

れ
を
隠
蔽
 し
 、
そ
こ
か
ら
逃
避
し
て
い
る
。
本
来
的
な
自
己
の
 あ
り
方
か
 

ら
 
「
 頽
落
 」
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
「
 頽
落
 」
し
た
あ
 り
 方
の
う
 

ち
に
あ
る
現
有
も
「
良
心
」
そ
れ
は
結
局
現
有
そ
れ
自
身
 

に
地
な
ら
 

な
い
が
の
呼
び
声
を
聞
く
。
現
有
に
「
負
い
目
」
の
あ
る
 

こ
と
を
 告
 

発
す
る
良
心
の
呼
び
声
を
聞
く
。
し
か
し
そ
れ
を
正
し
く
聞
き
 取
る
た
め
 

に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
現
有
の
う
ち
に
或
る
種
の
心
構
え
が
 で
き
て
い
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
に
よ
れ
ば
「
良
心
を
１
時
 と
う
と
 ｜
 

意
志
す
る
こ
と
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
良
心
を
持
と
う
と
意
志
し
 、
良
心
の
 

呼
び
声
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
を
通
し
て
現
有
は
頽
落
し
た
 あ
り
方
か
 

ら
 身
を
翻
し
、
自
ら
自
己
自
身
を
選
び
と
る
。
 

死
 、
す
な
わ
ち
 自
己
の
実
 

存
の
端
的
な
不
可
能
性
と
い
う
可
能
性
を
そ
れ
が
あ
る
通
り
の
 仕
方
で
了
 



あ
ソ
 

解
し
、
か
つ
持
ち
こ
た
え
る
。
 

「
現
有
は
彼
の
た
め
に
実
存
す
る
」
と
い
う
命
題
が
語
る
と
こ
ろ
 
を
以
 

上
 の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
、
そ
れ
は
い
か
な
る
 意
 味
 で
世
界
 

の
 無
意
義
性
の
根
拠
で
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
死
へ
の
 有
 は
 本
質
的
 

に
 不
安
で
あ
る
」
（
。
の
の
 一
コ
仁
コ
 

d
z
 の
 一
 
（
 
，
 
・
の
・
 

N
 お
 ）
、
「
良
心
を
持
 と
う
と
 意
 

志
す
る
こ
と
は
、
不
安
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
心
構
え
を
 決
 し
て
い
る
 

こ
と
で
あ
る
」
（
の
・
 N
 ま
 ）
等
々
と
舌
口
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
手
が
 
か
り
に
な
 

る
で
あ
ろ
う
。
 
死
 へ
と
本
来
的
な
仕
方
で
関
わ
る
こ
と
、
死
へ
 と
 空
け
開
 

か
れ
自
由
で
あ
る
こ
と
は
不
安
の
な
か
に
お
い
て
の
み
生
起
し
 ぅ
る
 。
 そ
 

し
て
す
で
に
舌
口
わ
れ
た
 よ
う
 に
不
安
の
な
か
で
は
何
か
の
た
め
 に
 有
る
も
 

の
が
総
じ
て
そ
の
意
味
を
失
 う
 。
有
意
義
性
と
し
て
の
世
界
が
 無
意
義
性
 

へ
と
沈
み
落
ち
る
。
結
論
的
に
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
 る
で
あ
ろ
 

ぅ
 。
世
界
の
無
意
義
性
は
 、
 死
へ
と
空
け
開
か
れ
た
現
有
の
実
 存
に
 、
よ
 

り
 詳
し
く
言
え
ば
そ
の
実
存
の
「
彼
の
た
め
に
」
に
基
づ
い
て
 い
る
。
 

串
 

さ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
き
わ
め
て
難
解
な
へ
 ｜
 ゲ
ル
の
実
体
 @
 主
体
 論
と
イ
 

デ
ガ
 ー
の
世
界
論
と
を
二
つ
な
が
ら
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
 開
き
示
し
 

た
も
の
を
深
く
綿
密
に
追
求
し
た
以
上
の
解
釈
に
 う
 ち
に
わ
れ
 
わ
れ
は
 学
 

ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
を
見
い
だ
す
。
し
か
し
他
方
こ
の
二
つ
の
 解
釈
を
 っ
 

な
ぐ
有
機
的
な
連
関
を
評
者
は
こ
の
著
書
の
な
か
に
 見
ぃ
だ
す
 こ
と
が
で
 

綺
 
き
な
か
っ
た
。
 
へ
｜
 ゲ
ル
の
実
体
 @
 主
体
論
の
解
釈
が
 ハ
 イ
テ
ガ
 
1
 世
界
 

 
 

 
 

な
 期
待
を
抱
く
。
今
回
の
解
釈
の
試
み
が
「
ま
え
が
き
」
で
 語
 ら
れ
た
 ょ
 

な
 大
き
な
連
関
の
な
か
で
一
層
輝
き
出
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
 よ
、
 

力
し
 。
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識
を
批
判
的
に
整
理
し
 、
 組
み
換
え
、
ま
た
 場
 ム
ロ
に
よ
っ
て
は
 
新
し
い
 

解
釈
を
提
示
し
 ぅ
る
 方
法
乃
至
視
点
が
決
定
的
に
重
要
と
な
ろ
 ワ
 
@
 。
 八
で
由
里
 

幸
 
日
 

も
 、
訓
話
と
方
法
論
的
意
識
と
の
両
面
で
十
分
な
用
意
を
も
っ
 て
あ
ら
わ
 

さ
れ
て
お
り
、
学
問
的
注
解
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
 た
だ
し
、
 

前
者
の
面
に
お
い
て
、
著
者
は
厳
し
い
選
択
と
整
理
の
態
度
を
 持
し
て
お
 

り
 、
分
量
と
し
て
は
比
較
的
小
さ
な
書
物
を
生
み
出
し
た
。
 

そ
 の
た
め
 

あ
る
テ
キ
ス
ト
や
用
語
に
つ
い
て
、
多
く
の
知
識
を
得
た
い
と
 思
う
読
者
 

の
 要
求
に
は
十
分
応
え
え
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題
点
に
 つ
い
て
の
 

著
者
の
鋭
い
見
解
を
容
易
に
知
り
 ぅ
る
 利
点
が
あ
る
。
こ
の
 意
 味
 で
の
 簡
 

潔
さ
も
、
本
書
を
特
色
あ
る
、
き
わ
め
て
印
象
的
な
注
解
に
仕
 立
て
て
い
 

る
 理
由
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
も
、
こ
の
注
解
で
は
、
全
体
に
つ
 い
て
の
 

「
緒
論
」
に
続
い
て
、
聖
書
本
文
の
「
私
記
」
、
「
本
文
と
翻
訳
」
（
 
す
な
わ
 

ち
 本
文
批
判
と
翻
訳
の
問
題
点
）
、
「
釈
義
」
の
順
序
で
各
部
分
 

に
つ
い
て
 

の
 叙
述
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
あ
と
で
 七
 0
 頁
 以
上
に
わ
た
る
「
 注
 」
が
 置
 

か
れ
、
「
参
考
文
献
」
、
さ
ら
に
「
あ
と
が
き
」
が
付
せ
ら
れ
て
 

い
る
点
、
 

学
問
的
注
解
と
し
て
な
ん
ら
不
足
は
な
い
。
 

本
書
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
緒
論
」
、
「
釈
義
」
及
び
「
 

あ
と
が
 

き
 」
の
各
所
で
披
歴
さ
れ
て
い
る
、
牧
会
書
簡
の
基
本
的
性
格
 に
関
す
る
 

著
者
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
著
者
の
方
法
と
視
点
、
さ
ら
 に
 著
者
 自
 

身
の
思
想
と
批
判
が
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 

著
者
に
 
ょ
 れ
ば
、
従
来
の
欧
米
の
聖
書
注
解
 書
は
 、
正
典
と
し
 て
の
 聖
 

書
 テ
キ
ス
ト
か
ら
積
極
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
出
そ
う
と
努
め
 る
も
の
で
 

あ
っ
た
が
、
新
約
諸
文
書
は
元
来
、
「
人
間
の
生
き
方
の
種
々
 相
を
照
ら
 

し
 出
し
つ
つ
宗
教
集
団
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
く
文
書
」
な
の
 で
あ
り
、
 

「
矛
盾
・
葛
藤
な
ど
消
極
的
に
扱
わ
れ
る
側
面
」
を
も
含
む
の
で
 あ
る
か
Ⅲ
 

ら
 、
「
旧
来
の
神
学
的
解
釈
に
加
え
て
、
神
学
を
も
排
除
し
な
 い
 宗
教
学
 

 
 

 
 

的
 解
釈
が
必
要
に
な
る
。
」
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
目
ホ
教
学
 的
 解
釈
」
 

が
 、
本
書
を
最
も
 よ
く
 特
色
づ
け
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
内
容
 を
 著
者
の
 

言
葉
を
用
い
つ
つ
説
明
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
「
 思
 想
 形
成
 

社
会
的
活
動
・
日
常
的
生
活
感
情
等
と
の
 統
 ム
ロ
」
と
し
て
の
 宗
 教
 運
動
は
 、
 

目
下
散
集
団
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
お
い
て
、
「
高
遠
な
思
想
 

運
 動
 に
と
 

ど
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
え
ず
自
ら
を
通
俗
的
レ
ベ
ル
で
 

，
 

拡
 敬
 さ
せ
て
 

い
く
傾
向
を
含
ん
で
い
る
。
」
こ
れ
は
、
「
宗
教
現
象
一
般
に
か
 

か
わ
る
 問
 

題
 、
す
な
 ね
 ち
、
教
団
創
設
者
の
 ヵ
 リ
ス
マ
が
日
常
化
し
て
い
 く
 過
程
で
 

発
生
す
る
問
題
、
宗
教
運
動
の
組
織
化
に
あ
た
っ
て
教
団
が
直
 面
し
な
げ
 

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
が
認
め
て
い
る
 
「
宗
教
案
 

固
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
一
種
の
必
然
性
」
あ
る
い
は
 
「
 
佃
ム
 

力
 
即
 」
 

が
 、
著
者
の
方
法
論
を
支
え
る
基
礎
概
念
な
の
で
あ
り
、
著
者
 の
方
法
を
 

宗
教
学
的
方
法
た
ら
し
め
て
い
る
根
拠
な
の
で
あ
る
。
 

著
者
に
よ
れ
ば
、
 
牧
ム
ム
 
書
簡
は
パ
ウ
ロ
の
伝
統
に
従
っ
て
異
端
 的
 教
え
 

と
 対
決
し
、
教
会
を
異
端
か
ら
守
る
こ
と
を
主
要
な
動
機
と
し
 て
 二
世
紀
 

初
め
 頃
 成
立
し
た
偽
名
著
作
で
あ
る
。
 

牧
ム
 本
書
簡
の
著
者
が
複
 
数
 で
あ
る
 

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
と
り
た
て
て
論
じ
て
い
な
い
の
 で
、
 三
書
 

の
 相
違
よ
り
も
共
通
の
性
格
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
 性
格
と
は
、
 

な
に
よ
り
も
、
異
端
の
教
え
を
体
系
的
に
説
明
し
ょ
う
と
は
せ
 ず
、
 「
 ひ
 

た
す
ら
彼
ら
の
 行
 な
い
の
悪
さ
を
あ
げ
つ
ら
う
の
み
」
と
い
っ
 た
や
り
方
 

に
 典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
無
思
想
性
に
あ
る
。
「
 牧
会
書
簡
 



の
 著
者
は
思
想
に
全
く
関
心
を
も
た
な
い
。
」
「
要
す
る
に
、
 

牧
 ム
五
 
き
邑
甜
 
Ⅲ
 に
 

は
 独
自
の
神
学
は
な
く
、
パ
ウ
ロ
神
学
を
軸
と
し
て
、
他
人
の
 神
学
が
そ
 

の
つ
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
調
達
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
思
想
 に
あ
ま
り
 

重
き
を
お
か
な
い
こ
と
が
著
者
の
思
想
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
 い
で
あ
ろ
 

う
 。
」
し
か
し
著
者
は
無
思
想
性
の
故
を
も
っ
て
牧
会
書
簡
の
立
 

思
議
を
全
 

面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
宗
教
は
元
来
車
な
 る
 思
想
で
 

は
な
い
」
の
で
あ
り
、
無
思
想
性
は
「
宗
教
集
団
の
ど
 う
し
ょ
 
う
も
な
い
 

葛
藤
の
表
現
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
宗
教
現
象
の
大
き
な
部
分
は
 事
実
上
姓
 

思
想
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
 ゆ
え
、
 著
 

者
が
教
典
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
提
起
し
た
宗
教
学
的
解
釈
は
 、
 仏
舛
 
（
ム
五
ま
日
 

簡
に
 恰
好
の
検
証
の
場
を
見
出
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
 本
 書
の
成
否
 

は
 、
牧
会
書
簡
の
テ
キ
ス
ト
の
個
別
的
具
体
的
検
証
を
と
お
し
 て
 、
こ
の
 

解
釈
乃
至
方
法
の
普
遍
的
妥
当
性
へ
の
展
望
が
開
か
れ
う
る
か
 否
 か
に
、
 

最
終
的
に
か
か
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
 著
 者
の
狙
い
 

は
 
一
先
ず
達
成
さ
れ
て
い
る
。
 

著
者
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
方
法
論
的
概
念
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
 い
る
 岳
 

思
想
性
の
内
容
を
、
著
者
は
牧
会
書
簡
に
即
し
て
具
体
的
に
説
 明
し
て
い
 

る
 。
牧
会
書
簡
は
、
パ
ウ
 p
 神
学
と
の
連
続
性
を
「
形
の
上
で
 追
求
」
 
し
 

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
当
然
起
こ
り
 ぅ
る
 
「
ず
れ
を
 自
 覚
し
て
い
 

な
い
。
」
「
こ
の
言
葉
は
真
実
で
す
」
と
い
う
牧
会
書
簡
特
有
 0
 表
現
や
 

綺
 

「
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
に
価
し
ま
す
」
と
い
う
句
が
示
 
し
て
い
る
の
は
、
 

記
 

「
手
本
」
や
「
模
範
」
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
や
教
会
指
導
者
 た
ち
に
「
ひ
た
 

書
 

す
ら
な
忠
誠
」
を
要
求
す
る
「
論
理
」
で
あ
る
。
牧
会
 書
 簡
に
 頻
出
す
る
 

「
信
心
深
い
態
度
」
、
「
慎
み
深
い
態
度
」
、
「
健
全
な
教
え
」
な
ど
 
0
 表
現
 

も
 同
様
で
あ
っ
て
、
 

一
 
伝
え
ら
れ
た
事
柄
に
異
を
唱
え
な
い
 順
 店
 主
義
」
 

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
態
度
は
、
し
か
し
、
宗
教
 集
団
内
で
 

の
そ
の
構
成
員
の
心
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
「
当
時
の
世
 界
 で
通
用
 

し
て
い
た
一
般
的
道
徳
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
い
く
」
も
の
 

と
し
て
、
 

「
キ
リ
ス
ト
教
的
市
民
性
」
乃
至
「
市
民
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
 
呼
 ば
れ
る
 

よ
う
な
、
世
界
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
に
も
通
じ
て
 い
る
。
 か
 

く
し
て
牧
会
書
簡
の
エ
ー
ト
ス
は
、
「
小
市
民
道
徳
」
な
の
で
あ
 

る
 。
こ
の
 

よ
う
な
社
会
学
的
視
点
は
著
者
の
独
創
で
は
な
い
が
、
著
者
が
 こ
れ
を
 自
 

ら
の
宗
教
学
的
解
釈
に
不
可
欠
の
構
成
契
機
と
し
て
そ
こ
に
 統
 合
し
た
こ
 

と
は
、
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
 

こ
の
 ょ
う
 に
著
者
は
、
宗
教
学
的
解
釈
を
自
覚
的
に
採
用
す
る
，
 

-
 
と
に
 

よ
っ
て
、
近
代
的
、
批
判
的
、
神
学
的
研
究
の
先
入
見
に
対
し
 て
も
自
由
 

な
 態
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
自
由
に
基
づ
く
 批
 判
 的
見
解
 

が
 各
所
で
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
「
本
書
が
注
解
 書
 と
し
て
 い
さ
さ
か
 

型
破
り
と
な
っ
た
」
と
は
著
者
自
身
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
 が
 、
そ
の
 

こ
と
が
ま
た
本
注
解
の
読
者
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
に
な
る
こ
 と
は
疑
え
 

な
い
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
を
含
め
て
個
々
の
釈
義
に
立
入
 る
 紙
幅
は
 
、
 

評
者
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
 

最
後
に
、
本
書
に
対
し
て
評
者
が
抱
い
た
疑
問
を
い
く
つ
か
あ
 げ
て
お
 

き
た
い
。
 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
例
え
ば
書
簡
で
の
パ
ウ
ロ
の
「
私
」
は
、
書
簡
が
 偽
名
著
作
Ⅲ
 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
の
著
者
が
設
定
し
た
舞
台
の
枠
内
で
 の
 パ
占
 7
 ロ
 



の
 
「
私
」
と
、
そ
の
舞
台
を
設
定
し
た
書
簡
の
著
者
を
通
し
て
 
の
 
「
 パ
ウ
 

ロ
の
「
私
 ヒ
 
と
の
二
重
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
偽
名
著
作
で
 あ
る
こ
と
 

を
 意
識
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
当
時
の
読
者
は
別
と
し
て
 、
重
目
 
簡
 ハ
リ
 

著
者
と
現
代
の
注
解
者
と
に
と
っ
て
は
、
こ
の
二
重
性
は
当
初
 か
ら
意
識
 

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
を
こ
の
二
重
性
に
基
 づ
い
て
 読
 

み
 と
く
こ
と
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 圭
 日
商
の
 著
 

者
は
パ
ウ
ロ
神
学
と
の
「
ず
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
」
と
い
わ
 れ
る
が
、
 

偽
名
著
作
を
も
の
す
る
こ
と
が
既
に
ず
れ
の
自
覚
に
基
づ
い
て
 お
り
、
 そ
 

ぅ
 だ
と
す
れ
ば
む
し
ろ
牧
会
書
簡
は
ず
れ
の
克
服
を
意
図
し
て
 お
り
、
 そ
 

の
 限
り
一
種
の
思
想
性
を
右
し
て
い
る
、
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
 ぅ
か
 。
 ず
 

れ
を
意
識
し
て
い
な
い
面
の
み
で
解
釈
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
 と
も
不
十
 

分
 で
あ
る
。
 

第
二
は
、
歴
史
的
な
問
題
に
か
か
わ
る
。
著
者
は
牧
 ム
 下
書
簡
の
 歴
史
的
 

状
況
の
具
体
的
確
定
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
懐
疑
的
で
あ
る
 。
「
こ
れ
 

ら
の
手
紙
は
、
パ
ウ
ロ
後
の
教
 ム
 祇
に
お
い
て
、
パ
ウ
 
p
 の
伝
統
 に
 訴
え
う
 

つ
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ
た
無
名
の
著
者
 に
よ
っ
て
 

書
き
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
 書
簡
の
著
 

者
 問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
イ
グ
ナ
テ
ィ
オ
 ス
 よ
り
も
 

前
 の
 教
ム
 耳
組
織
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
 

迫
 生
ロ
 
が
 差
し
迫
っ
て
 い
な
い
こ
 

と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
二
世
紀
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
 執
筆
さ
れ
 

た
場
所
と
し
て
は
、
小
ア
ジ
ア
特
に
 エ
 ペ
ソ
が
想
定
さ
れ
て
い
 る
 」
と
い
 

ぅ
 通
説
を
著
者
は
受
け
入
れ
て
い
る
よ
 う
 に
見
受
け
ら
れ
る
。
 
，
 」
の
こ
と
 

は
 、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
の
牧
会
生
日
簡
の
解
釈
と
評
価
に
お
い
 

て
 重
要
な
 

意
味
を
も
つ
。
二
世
紀
初
め
で
あ
れ
ば
、
事
実
上
イ
グ
ナ
テ
ィ
 オ
ス
 と
同
 

じ
時
代
に
当
た
り
、
パ
ウ
ロ
以
後
す
で
に
ほ
ぼ
半
世
紀
が
経
過
 

し
て
い
る
 

こ
と
に
な
る
。
原
始
キ
リ
ス
ト
教
 

更
 に
お
い
て
五
十
年
の
時
日
 

は
 、
き
わ
㎝
 

 
 

 
 

る
と
は
い
え
、
同
時
代
の
イ
グ
ナ
テ
ィ
 

タ
 ス
の
事
例
を
無
視
す
 

る
こ
と
は
 

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ざ
ら
に
終
末
論
に
関
す
る
説
明
も
一
般
 

的
に
過
ぎ
 

る
 。
恐
ら
く
、
著
者
が
牧
会
書
簡
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
緒
論
 

で
 積
極
的
 

に
 述
べ
て
お
か
れ
た
な
ら
ば
、
評
者
の
よ
う
な
印
象
は
避
け
 

ち
 れ
た
で
あ
 

ろ
う
。
勿
論
、
二
世
紀
初
め
の
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
を
再
構
成
 

す
る
こ
と
 

は
 、
史
料
の
制
約
か
ら
し
て
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
牧
会
 

書
 簡
 を
こ
の
 

時
期
の
成
立
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
構
成
を
試
み
る
 

と
い
う
 
循
 

環
 論
証
も
止
む
を
え
な
い
と
す
ら
思
わ
れ
る
 

場
 ム
ロ
が
あ
る
。
 

し
 か
し
、
 
著
 

者
に
と
っ
て
宗
教
学
的
解
釈
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
あ
ま
り
 

、
歴
史
的
 

な
 面
が
手
薄
に
な
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
 

か
わ
ら
ず
、
 

牧
会
書
簡
を
偽
名
著
作
と
す
る
解
釈
に
お
い
て
は
歴
史
的
な
面
 

は
 二
次
的
 

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
著
者
の
宗
教
学
的
解
釈
の
有
効
性
が
減
 

殺
さ
れ
る
 

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
評
者
と
し
て
は
、
宗
教
学
的
解
釈
が
社
 

全
学
的
な
 

側
面
と
と
も
に
歴
史
学
的
な
側
面
を
も
 

統
 ム
ロ
し
て
、
一
層
確
実
 

な
 基
礎
を
 

獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 



第
三
に
、
「
市
民
的
キ
リ
ス
ト
教
」
な
ど
の
概
念
の
使
用
に
つ
 い
て
の
 

疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
定
の
あ
り
方
を
指
 下
 す
る
の
 

に
十
分
な
規
定
を
与
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
 

以
上
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
し
た
の
も
、
著
者
の
宗
教
学
解
釈
の
 意
義
を
 

本
注
解
に
よ
っ
て
納
得
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
方
法
 に
一
層
の
 

発
展
の
可
能
性
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
新
し
い
 学
問
的
成
 

果
 を
お
く
り
だ
さ
れ
た
著
者
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
 

御
 加
餐
を
祈
 

り
た
い
。
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書評と紹介 

  
のにの教化 

中 
央 

宗教 、諸宗 の は、国 あ いだ 集団（ 研 
教際 で教 協     
元 ら力 の 動 

0  編 

的 びのあ に 協 
併 に気い見 
与国運だ ら 調と   
況 （ま な 特 九 版姪温   L" 

九九 徴は、 った点 （ ル ブ 社会内 らず、 貢人 
l 的に異学 渡 九 
ラ ）あ なに 一年   
ム う こ 系 系 
）二の統 統 雅 

O 日 に属す がある。 重の意 ような の宗教 千円 刊 

宗
教
協
力
は
、
そ
う
し
た
現
実
に
対
す
る
一
つ
の
選
択
で
あ
り
 
そ
れ
は
 

特
定
の
価
値
へ
の
志
向
を
含
む
も
の
だ
が
、
本
書
は
、
こ
の
種
 の
 連
動
が
 

ど
の
よ
う
な
要
因
に
規
定
さ
れ
て
起
こ
っ
て
く
る
の
か
、
そ
の
 展
開
に
際
 

し
て
、
い
か
な
る
様
態
を
示
す
の
か
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
 集
 団
 自
ら
の
 

構
成
員
、
相
手
集
団
、
お
よ
び
周
囲
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
 ぼ
す
の
か
 

と
い
っ
た
課
題
に
接
近
し
、
宗
教
協
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
 多
角
的
に
 

解
明
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
協
力
そ
れ
 自
 体
 ば
か
り
 

で
は
な
く
、
協
力
を
阻
害
す
る
葛
藤
や
対
立
の
事
例
を
も
 
扱
 う
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
協
力
の
条
件
を
裏
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
試
み
 ら
れ
て
い
 

る
 。
 

本
書
は
、
三
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
「
 

宗
 数
集
団
 

の
 存
続
と
変
容
」
と
題
し
、
個
別
研
究
論
文
か
ら
な
る
。
第
二
部
 は 、
「
 現
 

代
 に
お
け
る
宗
教
集
団
間
の
協
調
と
葛
藤
」
と
い
う
国
際
シ
ン
 。
ポ
ジ
ウ
ム
 

の
 報
告
、
第
三
部
は
、
宗
教
協
力
運
動
の
資
料
編
で
あ
る
。
 第
 二
部
の
 シ
 

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
井
上
順
孝
氏
に
よ
る
詳
細
 な
 報
告
が
 

「
宗
教
研
究
 ヒ
 ニ
セ
三
号
（
一
五
一
 
ち
 
一
五
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
 
て
い
る
 

の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
 い
 。
 

第
一
部
の
構
成
は
次
の
 よ
う
 で
あ
る
。
 

第
一
章
地
球
時
代
と
宗
教
間
協
力
 

世
俗
化
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
（
石
井
研
 士
 ）
 

W
C
C
 

の
社
会
的
・
文
化
的
影
響
力
の
実
態
と
今
後
の
課
題
（
 佐
久
間
 

 
 

 
 

重
 

 
 

ッ
ク
 
の
諸
宗
教
対
話
政
策
の
展
開
と
背
景
（
ヤ
ン
・
 ス
 イ
 ン
 ゲ
 

は
 

 
 



第
一
章
の
石
井
論
文
で
は
、
世
俗
化
と
宗
教
協
力
の
関
係
が
考
 察
さ
れ
、
 

佐
久
間
論
文
は
、
 W
C
C
 
 （
世
界
教
会
協
議
会
）
の
活
動
と
そ
 
0
 社
会
的
 

文
化
的
影
響
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
 ス
イ
 ン
 ゲ
ド
｜
 論
文
 は
、
第
 

二
 。
ハ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
 
諸
 吉
本
数
対
話
政
策
 
一
般
と
日
 

本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
 教
ム
 百
の
諸
宗
教
対
話
へ
の
試
み
に
つ
い
て
 
梅
原
論
文
 

精
神
世
界
 ネ
 "
 ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
背
景
と
展
望
（
梅
原
伸
太
郎
  
 

第
二
章
協
調
と
対
立
の
諸
相
ロ
国
外
編
 
口
 

メ
 ソ
デ
ィ
ズ
 ム
と
 イ
ギ
リ
ス
国
教
会
（
山
中
 弘
 ）
 

ア
メ
リ
カ
宗
教
に
お
け
る
協
調
と
対
立
（
生
駒
 孝
彰
 ）
 

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
に
お
け
る
べ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
協
力
と
 対
立
 

（
木
村
英
恵
）
 

宗
教
と
言
語
政
策
（
荒
井
黄
塵
）
 

唯
一
神
教
に
お
け
る
正
統
性
へ
の
思
想
的
相
克
（
市
川
裕
）
 

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
諸
勢
力
の
対
立
的
関
係
（
大
塚
和
夫
）
 

イ
ン
ド
に
お
け
る
新
仏
教
運
動
の
現
状
と
課
題
（
山
崎
元
一
）
 

聖
地
に
お
け
る
宗
教
の
融
ム
ロ
 
と
 対
立
（
鈴
木
正
実
）
 

イ
ン
ド
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
存
続
と
変
容
（
 中
 別
府
 温
和
）
 

第
三
章
協
調
と
対
立
の
諸
相
「
国
内
編
 
口
 

専
修
念
仏
宗
の
弾
圧
の
構
造
（
 林
淳
 ）
 

戦
前
の
日
本
に
お
け
る
宗
教
教
団
の
協
力
（
藤
井
健
志
）
 

新
宗
教
に
お
け
る
「
方
数
同
根
」
思
想
と
宗
教
協
力
運
動
の
展
 開
 
（
 
対
 

馬
 路
人
）
 

戦
後
の
宗
教
協
力
に
 よ
 る
平
和
運
動
の
発
生
と
展
開
（
磯
間
 哲
 也
 ）
 

は
 、
ニ
ュ
ー
サ
イ
 ヱ
シ
 ス
か
ら
神
秘
主
義
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
 分
野
に
か
 

か
わ
る
集
団
を
 、
 横
に
緩
や
か
に
達
ム
 
ロ
 し
よ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト
 フ
 ー
ク
 運
 

Ⅲ
 

動
 と
し
て
の
「
国
際
精
神
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
舌
口
 

及
 し
て
い
る
。
 

 
 

第
二
章
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
 ェ
 ジ
 ブ
 

ト
 、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
諸
地
域
に
お
け
る
宗
教
的
協
調
 と
 対
立
を
 

め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
各
々
の
論
文
の
概
 略
は
以
下
 

の
 と
お
り
で
あ
る
。
 

十
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
誕
生
し
た
 メ
 ソ
デ
ィ
ズ
 
ム
と
 イ
ギ
リ
 
ス
国
教
 

会
 と
の
葛
藤
、
分
離
、
ム
ロ
同
の
過
程
（
山
中
論
文
）
、
ア
メ
リ
カ
 

で
 
一
九
六
 

0
 年
代
に
始
ま
っ
た
協
調
や
対
話
、
そ
し
て
合
同
と
い
っ
た
 エ
 上
丁
 
ユ
ノ
ニ
 

力
ル
 運
動
と
そ
の
後
の
分
裂
や
混
乱
（
生
駒
論
文
）
、
ベ
ト
ナ
 ム
 戦
争
を
 

め
ぐ
る
宗
教
者
の
対
立
と
連
ム
ロ
の
動
き
（
木
村
論
文
）
、
ア
メ
 

リ
カ
 に
 木
 

部
 が
あ
る
福
音
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
属
す
伝
道
団
体
と
 表
裏
一
体
 

な
 関
係
に
あ
る
舌
口
語
研
究
団
体
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
 

け
 る
 活
動
を
 

通
し
て
み
た
、
世
俗
的
宗
教
的
 話
 集
団
の
協
調
と
対
立
の
図
式
 
（
荒
井
論
 

文
 ）
、
唯
一
神
教
を
掲
げ
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
 性
 を
め
ぐ
 

る
 争
い
（
市
川
論
文
）
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
近
代
化
の
波
が
 イ
ス
ラ
ー
 

ム
 諸
勢
力
に
及
ば
し
た
影
響
と
ム
ス
リ
ム
諸
集
団
間
の
対
立
 
協
調
関
係
 

（
大
塚
論
文
）
、
イ
ン
ド
で
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
始
め
た
新
仏
教
 
運
動
と
 

伝
統
的
仏
教
徒
と
の
対
立
と
協
調
の
諸
相
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
 仏
 教
徒
と
日
 

本
の
仏
教
界
と
の
関
連
（
山
崎
論
文
）
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
 シ
ン
 
ハ
ラ
入
仏
 

教
徒
と
タ
ミ
ル
 
人
 ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
両
者
に
と
っ
て
差
異
を
超
 え
た
宗
教
 

的
蝕
ん
ロ
 の
聖
地
力
タ
ラ
ガ
マ
が
、
民
族
対
立
の
激
化
に
伴
い
 
仏
教
徒
の
 

独
占
す
る
聖
地
へ
と
変
貌
す
る
過
程
（
鈴
木
論
文
）
、
イ
ン
ド
 と
い
う
 異
 



な
る
文
化
に
移
動
し
、
定
着
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
集
団
の
 存
続
を
可
 

能
 に
し
た
条
件
と
変
容
の
諸
相
（
 中
 別
府
論
文
）
。
 

第
三
章
で
は
日
本
を
事
例
に
と
っ
て
、
宗
教
間
の
協
調
と
対
立
 の
 様
相
 

が
 検
討
さ
れ
て
い
る
。
 林
 論
文
で
は
、
中
世
の
専
修
念
仏
宗
 へ
 の
国
家
権
 

力
 に
ょ
 6
 弾
圧
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
 わ
が
国
に
 

お
け
る
 近
 現
代
の
宗
教
協
力
に
関
連
し
た
他
の
三
論
文
に
つ
い
 て
 、
こ
れ
 

ま
で
よ
り
も
詳
し
く
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
藤
井
論
文
で
は
、
 戦
前
期
の
 

国
家
主
導
型
の
宗
教
協
力
の
あ
り
万
に
つ
い
て
、
対
馬
論
文
で
 は
 、
戦
一
円
 

期
 に
一
新
宗
教
が
主
導
し
た
宗
教
協
力
に
、
そ
し
て
磯
間
論
文
 は
 、
戦
後
 

0
%
 

本
数
協
力
運
動
に
つ
い
て
舌
口
 

及
 し
て
い
る
。
 

藤
井
論
文
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
行
わ
れ
た
三
教
 会
同
を
 

戦
前
に
特
有
な
教
団
間
の
「
協
力
」
の
あ
り
万
を
示
す
典
型
的
 な
 例
と
し
 

て
と
ら
え
、
戦
前
に
お
け
る
教
団
間
の
協
力
の
性
格
と
限
界
に
 つ
い
て
 考
 

察
し
た
。
三
教
会
同
は
、
一
見
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
 が
 互
い
に
 

協
力
す
る
た
め
に
催
さ
れ
た
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
 協
力
は
常
 

に
 国
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
慮
さ
れ
、
国
民
道
徳
の
酒
 養
 と
い
 う
 国
家
的
 

要
請
に
向
か
っ
て
各
宗
教
が
協
力
す
る
と
い
う
含
み
を
も
っ
て
 い
た
。
 こ
 

れ
に
は
一
応
ほ
と
ん
ど
の
教
団
が
参
加
し
た
と
は
い
え
、
な
ん
 ら
 生
産
的
 

な
も
の
を
産
み
出
さ
ず
、
失
敗
に
お
わ
っ
た
。
三
教
会
同
で
は
 、
宗
教
と
 

国
 と
の
間
の
協
力
に
軸
が
移
行
し
、
宗
教
間
の
協
力
に
つ
い
て
 は
 、
あ
ま
 

騎
り
 意識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
 表
 会
同
が
政
府
主
 導
 型
で
あ
っ
た
 

 
 

 
 

の
と
は
受
け
止
め
ら
れ
ず
、
国
家
の
目
的
の
た
め
の
奉
仕
に
 カ
 点
が
移
行
 

し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

時
代
は
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
く
だ
る
が
，
戦
前
期
に
別
 の
形
で
 

の
 宗
教
協
力
運
動
を
展
開
し
た
新
宗
教
教
団
が
あ
る
。
対
馬
論
 支
 は
 、
日
 

本
の
新
宗
教
の
中
で
、
最
初
に
宗
教
協
力
、
宗
教
一
致
運
動
に
 取
り
組
ん
 

だ
 大
本
を
と
り
あ
げ
、
「
 
万
教
 同
根
」
型
宗
教
に
お
け
る
宗
教
 協
力
運
動
 

の
 特
徴
と
展
開
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
大
本
の
宗
教
協
力
 運
 勤
 は
 、
大
 

正
一
一
年
に
 
バ
 ハ
イ
数
の
宣
教
師
が
大
本
を
訪
れ
た
こ
と
に
 始
 ま
る
と
い
 

わ
れ
る
。
こ
れ
は
教
団
と
し
て
の
提
携
関
係
に
は
進
ま
な
か
っ
 た
が
、
 こ
 

れ
を
機
に
大
本
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
採
用
し
た
。
 

エ
 ス
ペ
ラ
 ソ
ト
 普
及
 

運
動
は
、
共
通
の
言
語
を
通
し
た
人
類
精
神
の
融
ム
ロ
を
め
ざ
す
 

精
神
運
動
 

の
 側
面
が
あ
っ
た
。
翌
年
世
界
江
田
芋
会
通
院
が
大
本
を
訪
問
 し
た
こ
と
 

を
 契
機
に
、
大
本
を
中
心
に
国
外
、
国
内
と
も
に
宗
教
の
連
ム
ロ
 

会
を
結
成
 

し
た
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
み
 て
 、
大
本
 

は
 大
正
一
五
年
、
宗
教
や
教
団
と
い
っ
た
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
 人
類
の
精
 

神
約
融
和
と
連
帯
を
め
ざ
す
実
践
的
団
体
「
人
類
愛
書
 会
 」
 を
 結
成
し
た
。
 

八
 %
 愛
書
会
は
紅
田
芋
芸
道
院
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
活
動
の
 主
な
舞
 4
 口
 

を
 中
国
、
満
州
に
お
き
、
一
連
の
宗
教
協
力
の
活
動
を
行
っ
た
 。
大
本
の
 

宗
教
協
力
活
動
の
歴
史
は
、
戦
前
期
の
ご
く
短
期
間
で
は
あ
る
 が
、
 働
き
 

か
け
た
教
団
の
数
が
多
く
、
協
力
関
係
の
バ
タ
ー
ン
自
体
が
 バ
 -
 
フ
ヱ
 テ
ィ
 

に
と
び
、
宗
教
協
力
連
動
の
実
験
室
と
呼
べ
る
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
 ま
な
協
力
 

統
合
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。
大
木
は
、
は
じ
め
は
宗
教
的
性
格
 を
 正
面
 

に
 出
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
は
、
社
会
・
精
神
運
動
と
し
て
の
 人
類
愛
妻
 

会
を
前
面
に
押
し
出
し
、
宗
教
上
の
相
違
や
対
立
を
む
し
ろ
 表
 面
 化
さ
せ
 

な
い
で
、
関
係
を
深
め
て
 い
 く
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
 ょ
 っ
て
 、
幅
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広
い
受
容
や
協
力
関
係
を
形
成
し
た
が
、
し
か
し
、
協
力
関
係
 の
 内
容
が
 、
 

直
接
的
な
も
の
か
ら
間
接
的
・
媒
介
的
な
も
の
へ
、
全
体
的
 
統
一
的
な
 

も
の
か
ら
、
よ
り
分
化
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
 い
 ず
れ
に
し
 

て
も
、
大
本
の
協
力
の
相
手
に
な
っ
た
教
団
は
、
海
外
の
 、
成
 -
 
Ⅱ
時
期
も
 

新
し
い
、
い
わ
ば
マ
イ
ナ
ー
な
教
団
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
 
藤
 弁
論
文
が
 

扱
っ
た
対
象
と
は
、
時
代
的
に
ず
れ
が
あ
る
と
は
い
え
、
戦
前
 に
 出
不
 
教
協
 

力
 運
動
を
「
国
家
」
と
か
ら
ま
せ
ず
に
行
 う
 こ
と
の
限
界
性
を
一
 小
 す
も
の
 

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
ま
た
、
大
本
は
人
類
愛
 圭
三
二
の
目
 

覚
ま
し
い
活
動
も
そ
の
一
因
と
な
っ
て
、
第
二
次
大
本
事
件
に
 至
り
、
 結
 

局
 の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
宗
教
協
力
運
動
も
「
国
家
」
に
よ
っ
 て
 潰
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

戦
後
に
な
り
、
絶
対
性
を
も
っ
た
「
国
家
」
の
く
 び
 き
を
離
れ
 
教
団
 

間
の
宗
教
協
力
が
可
能
に
な
る
時
代
が
訪
れ
た
。
磯
間
論
文
で
 は
 、
一
九
 

瓦
 0
@
 

一
九
六
 0
 年
代
の
宗
教
協
力
に
よ
る
平
和
運
動
と
し
て
 、
日
本
家
 

裁
着
平
和
協
議
会
、
一
九
七
 0
 年
代
か
ら
の
そ
れ
と
し
て
、
 

世
 界
 宗
教
者
 

平
和
会
議
（
 W
C
R
P
 

）
日
本
委
員
会
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
 

原
水
爆
 禁
 

止
 連
動
の
状
況
か
ら
日
本
宗
教
者
平
和
協
議
会
が
誕
生
し
た
が
 、
の
ち
に
 

は
 イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
、
反
靖
国
、
反
核
の
運
動
を
も
展
開
し
た
 。
し
か
し
 

な
が
ら
、
こ
の
運
動
は
 、
 「
こ
の
世
の
」
問
題
解
決
の
た
め
に
、
 
占
 示
教
者
の
 

枠
を
超
え
た
平
和
・
労
働
・
政
治
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
諸
岡
 体
 と
の
 連
 

帯
を
計
っ
た
こ
と
が
、
一
般
の
宗
教
者
の
あ
い
だ
に
宗
平
協
が
 政
治
的
に
 

偏
向
し
て
い
る
と
の
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ
れ
 が
 、
教
団
 

内
 少
数
派
の
有
志
の
集
ま
り
で
あ
り
、
人
的
・
経
済
的
基
盤
 
も
 脆
弱
で
 

あ
っ
た
た
め
、
 
セ
 0
 年
代
以
降
停
滞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

一
 方
 、
世
界
 

宗
教
者
平
和
会
議
が
結
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
 公
会
議
以
 

隆
の
対
話
路
線
が
あ
り
、
開
発
、
環
境
、
人
権
、
軍
縮
な
ど
 地
 球
 規
模
で
Ⅲ
 

の
 問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
対
す
る
宗
教
側
か
ら
の
対
応
、
 そ
し
て
 日
 

㈲
 

 
 

づ
い
た
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
「
宗
教
協
力
」
運
動
推
 

協
力
」
研
究
文
献
の
う
ち
、
欧
文
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
 

る
 。
第
三
章
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
Ⅰ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
文
献
 

な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
、
ア
フ
リ
カ
の
エ
キ
ュ
メ
 ニ
 

第
二
章
で
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
け
る
「
宗
教
 協
 

な
い
し
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
つ
い
て
の
学
術
的
研
究
 菜
 

の
 要
旨
と
欧
文
文
献
目
録
（
日
本
語
タ
イ
ト
ル
 付
 ）
か
ら
構
成
 

ほ
 ろ
 い
て
の
文
献
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
は
、
諸
外
国
 

し
て
い
る
。
第
三
早
で
は
、
そ
の
う
ち
、
第
一
部
、
第
二
部
で
 

本
の
立
正
佼
成
会
の
庭
野
田
鞍
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
 、
，
 

に
 大
掛
か
り
な
平
和
に
向
け
て
の
宗
教
協
力
運
動
を
可
能
に
し
 

第
三
部
は
、
「
宗
教
協
力
」
運
動
に
関
す
る
資
料
編
で
あ
る
。
 

第
 

進
 団
体
の
 

資
料
に
基
 

さ
れ
て
い
 

触
れ
ら
れ
 

績
を
収
集
 

力
 」
運
動
 

の
の
論
文
 

力
ル
 運
動
 

の
 
「
土
木
 

却
い
 

@
 

た
と
い
う
。
 

）
の
よ
う
 

一
五
車
、
 

沿
革
、
組
織
、
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
の
情
報
、
第
四
章
の
戦
 後
の
日
本
 

宗
教
協
力
年
表
は
、
交
流
、
会
ム
ロ
、
大
会
、
協
議
会
、
運
動
、
 

行
事
な
ど
 

細
部
に
わ
た
り
、
宗
教
協
力
関
係
記
事
の
み
な
ら
ず
、
関
連
記
 事
も
記
載
 

さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
本
書
に
は
、
宗
教
協
力
を
総
合
的
な
視
点
か
ら
と
 ら
え
よ
 

う
と
す
る
意
欲
的
な
と
り
く
み
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
見
 る
と
、
 個
 

別
 論
文
の
中
に
は
、
テ
ー
マ
と
あ
ま
り
直
接
的
に
か
か
わ
る
と
  
 

た
い
論
文
も
含
ま
れ
、
さ
ら
に
時
代
的
に
も
広
範
な
範
囲
に
お
 ょ
 ぶ
た
め
 

に
、
 個
々
の
論
文
に
は
、
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
は
い
 ぅ
 も
の
の
、
 



書評と紹介 

全
体
的
な
統
一
に
 

お
け
る
宗
教
協
力
 

を
保
ち
や
す
く
、
 

思
わ
れ
る
。
し
か
 

的
な
課
題
を
、
 
日
 

捉
え
よ
う
と
し
た
 

に
国
際
的
な
も
の
 

な
業
績
と
し
て
 意
 

い
て
も
、
詳
細
な
 

文
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
 

書
物
で
、
評
者
の
 

す
る
に
は
至
ら
な
 

的
な
手
が
か
り
と
 

の
 努
力
に
敬
意
を
 欠

け
る
き
ら
 

や
葛
藤
の
諸
 

相
互
の
関
連
 

し
、
宗
教
脇
 

本
の
み
で
な
 

試
み
は
評
価
 

に
な
ら
ざ
る
 

@
 
深
い
研
究
 

も
の
で
価
値
 

ム
 、
資
料
編
 

力
量
不
足
も
 

-
 
か
っ
た
が
、
 

な
る
 圭
 白
物
ハ
リ
 

@
 
し
た
い
。
 

い
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
対
象
 

相
 に
限
定
し
た
ほ
う
が
、
論
 

が
取
ら
れ
や
す
か
っ
た
の
で
 

力
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
 

く
 、
諸
外
国
も
視
野
に
収
め
 

で
き
る
し
、
ま
た
宗
教
協
力
 

を
え
な
い
今
日
的
状
況
か
も
 

成
果
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 

の
高
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
 

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
千
百
 

あ
っ
て
、
全
体
像
を
的
確
に
 

宗
教
協
力
を
考
え
る
に
あ
た
 

出
現
と
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
 -

 
を
近
 現
代
に
 

-
 
議
の
一
貫
性
 

は
な
い
か
と
 

非
常
に
実
践
 

て
 学
術
的
に
 

が
、
必
然
的
 

-
 
も
 、
先
駆
的
 

資
料
編
に
つ
 

個
別
研
究
論
 

だ
い
大
部
の
 

紹
介
・
論
評
 

っ
て
の
基
礎
 

あ
げ
た
編
者
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0
 
 「
宗
教
研
究
」
編
集
委
員
会
 

日
時
（
第
一
回
）
昭
和
六
三
年
九
月
一
四
円
（
水
）
午
後
 

四
時
 

（
第
二
回
）
昭
和
六
三
年
九
月
一
六
円
（
金
）
正
午
 

場
所
 
佛
教
 大
学
 鷹
陵
館
 第
一
会
議
室
 

出
席
者
笠
井
正
弘
（
第
二
回
の
み
）
、
木
村
清
孝
、
 島
薗
進
 、
 J
 

 
 

関
根
清
二
、
高
橋
 
渉
 、
田
島
照
久
、
鶴
 

岡
賀
雄
 、
星
野
英
紀
、
細
谷
昌
志
 

議
題
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
第
一
八
・
一
巻
第
一
題
（
二
七
六
号
）
刊
行
報
告
 
 
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
第
六
二
巻
第
三
韓
ミ
七
八
号
）
 

第
六
三
巻
第
一
 
輔
 
（
 一
 -
 
八
 0
 号
 ）
編
集
方
針
。
 

0
 第
四
九
回
学
術
大
会
開
催
 

日
本
宗
教
学
会
第
四
九
回
学
術
大
会
は
九
月
一
 

-
 
八
日
（
金
）
 
り
一
 二
 0
 

日
 
（
日
）
に
か
け
て
、
大
谷
大
学
に
お
い
て
以
下
の
日
程
で
開
 
催
さ
れ
、
 

四
七
六
人
の
参
加
者
、
三
 0
 六
人
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
 

な
 お
、
公
 

開
講
演
、
研
究
発
表
要
旨
は
、
本
誌
次
号
（
大
会
紀
要
目
互
に
 掲
載
さ
 

れ
る
。
 

九
月
二
八
日
（
金
）
 

学
会
賞
選
考
委
員
会
一
二
時
 
｜
 
一
四
時
 

報
 

ム
 Ⅰ
 

0
 
理
事
会
 

日
時
平
成
二
年
九
月
一
一
八
日
（
金
）
 

場
所
大
谷
大
学
博
綿
飴
五
階
第
一
会
議
室
 

出
席
者
赤
池
憲
昭
、
阿
倍
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
安
斎
 

伸
 、
 井
門
 

「
宗
教
研
究
 目
 編
集
委
員
会
一
六
時
 ｜
 
一
七
時
 

公
開
講
 廣
 全
一
四
時
 ｜
 
一
七
時
 

「
 
霊
 性
的
自
覚
 ｜
 鈴
木
大
拙
没
後
二
五
周
年
を
機
縁
と
し
て
」
 

「
備
え
と
 大
拙
 」
大
谷
大
学
学
長
寺
川
俊
昭
 

「
超
越
と
時
間
」
京
都
大
学
名
誉
教
授
武
内
義
範
 

理
事
会
一
七
時
 -
0
 ケ
 ー
 二
 0
 時
 

九
月
二
九
口
（
上
）
 

開
会
式
九
時
二
 0
 分
｜
一
 0
 時
 

研
究
発
表
 

一
 0
 時
｜
 一
二
時
 

評
議
員
会
一
時
 ｜
一
 三
時
一
一
 
0
 分
 

研
究
発
表
 

一
 三
時
一
 -
 
一
 
0
 ケ
ー
一
セ
時
二
 0
 分
 

特
別
部
会
「
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
宗
教
研
究
」
 

一
 三
時
二
 0
 分
｜
 一
七
時
二
 0
 分
 

九
月
二
 0
 日
 
（
日
）
 

研
究
発
表
九
時
一
 0
 分
｜
 
二
時
一
 
0
 分
 

一
一
時
二
 0
 ケ
ー
 
一
六
時
一
 0
 分
 

口
 本
数
研
究
 ヒ
 編
集
委
員
会
一
幅
 一
 0
 サ
ー
一
 
三
時
二
一
 
0
  
 

総
会
・
閉
会
式
一
六
時
一
五
分
 
｜
 
一
七
時
三
 0
 分
 

懇
親
会
一
八
時
 ・
二
 0
 時
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富
士
夫
、
池
田
昭
、
石
田
慶
和
、
植
田
重
雄
、
上
田
 
閑
照
 、
 

雲
藤
 義
道
、
江
島
忠
致
、
大
屋
憲
一
、
岡
田
重
 精
 、
大
室
 顕
 、
 

海
辺
忠
治
、
葛
西
夷
、
金
井
新
 

三
 、
雲
井
階
 善
 、
坂
井
信
 

生
 、
佐
々
木
 宏
幹
 、
 島
薗
進
 、
鈴
木
康
治
、
芹
川
博
通
、
 

薗
田
給
、
高
崎
直
道
、
田
中
英
三
、
玉
城
 
康
 四
郎
、
田
丸
 

徳
善
 、
塚
本
啓
 祥
 、
七
星
 
博
 、
寺
川
俊
昭
、
中
島
秀
夫
、
 

中
野
 幡
能
 、
仲
村
 廣
 治
郎
、
奈
良
康
明
、
西
村
志
信
、
長
谷
 

正
当
、
華
 園
聡
麿
 、
藤
田
富
雄
、
 J
.
 

ブ
ラ
フ
ト
、
塚
越
 

知
 

已
 、
松
本
浩
一
、
松
 長
有
慶
 、
宮
家
 
準
 、
宮
田
元
、
山
 

折
 哲
雄
、
山
元
 誠
作
 、
幸
日
出
男
、
協
水
平
他
、
渡
辺
 宝
陽
 

議
題
 

一
 、
庶
務
報
告
 

金
井
常
務
理
事
よ
り
平
成
元
年
度
の
庶
務
報
告
が
な
さ
れ
、
 承
 認
 
@
 
一
一
ル
 

さ
れ
た
。
 

一
、
 ム
五
 
ガ
報
 と
ロ
 

金
井
常
務
理
事
よ
り
平
成
元
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と
平
成
二
 年
 

度
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
（
別
記
参
照
）
 

一
 、
会
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
 

荒
木
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
、
会
長
選
挙
の
経
過
な
ら
び
に
 結
 果
 

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
ほ
つ
い
て
 

報
 

華
 国
選
考
委
員
長
よ
り
、
審
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
  
 

会
 

れ
た
。
（
別
記
参
照
）
 

一
 、
新
人
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
七
名
が
入
会
を
承
認
さ
れ
た
。
 

@
 
 名
誉
ム
替
 具
に
 つ
い
て
 

本
年
度
は
勝
又
 俊
教
 、
橋
本
芳
契
、
池
田
末
利
の
三
氏
を
名
誉
 4
 百
 

員
 に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
地
 は
 つ
い
て
 

東
京
の
早
稲
田
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

0
 
 「
宗
教
研
究
」
編
集
委
員
会
 

日
時
（
第
一
回
）
平
成
二
年
九
月
二
八
日
（
金
）
午
後
四
 

時
 

（
第
二
回
）
平
成
二
年
九
月
三
 
0
 日
 
（
日
）
一
二
時
一
 0
 分
 

場
所
大
谷
大
学
博
綿
飴
 

出
席
者
井
上
順
孝
（
第
二
回
の
み
）
、
宇
都
宮
輝
夫
、
岡
部
 和
 雄
 
（
 
第
 

二
回
の
み
）
、
 島
薗
進
 、
高
橋
 

渉
 、
田
島
照
久
、
鶴
岡
 
賀
 

雄
 
（
第
一
一
回
の
み
）
、
 林
淳
 （
第
二
回
の
み
）
、
星
野
英
紀
 

細
谷
昌
志
、
渡
辺
和
子
（
第
二
回
の
み
）
 

課
題
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
第
六
四
巻
第
一
輔
（
二
八
四
号
）
刊
行
報
告
 
 
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
第
六
円
 
巻
 第
二
 輯
 
（
二
八
五
号
）
刊
行
マ
了
 定
 報
告
。
 

一
 、
「
宗
教
研
究
」
第
六
四
巻
第
三
輔
ミ
八
六
号
）
、
 

同
 
第
一
 ハ
五
巻
 

第
一
 輯
 
ご
一
八
八
号
）
 、
同
め
 
@
 の
・
 
一
 
ハ
五
巻
め
空
 一
輯
つ
 八
九
号
）
  
 

同
 
第
一
八
五
巻
第
三
輔
（
二
九
 0
 号
 ）
編
集
方
針
。
 

0
 
学
会
賞
選
考
委
員
会
 

ロ
時
平
成
二
年
九
月
二
八
日
（
金
）
正
午
 

場
所
大
谷
大
学
博
 綜
館
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出
席
者
葛
西
夷
、
薗
田
給
、
 

華
園
聴
麿
 、
宮
家
宰
、
 
山
本
 誠
 

作
 、
渡
辺
 宝
陽
 

課
題
 

ム
 「
年
度
の
学
会
賞
に
推
薦
す
べ
き
業
績
の
審
査
。
審
査
の
結
果
   

今
年
度
は
、
星
川
 啓
 慈
氏
（
図
書
館
情
報
大
学
助
手
）
の
次
の
 業
績
 

に
 決
定
し
た
。
推
薦
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

業
績
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
宗
教
哲
学
 ｜ 舌
ロ
 
語
 
・
 め
 本
れ
 

袈
 

コ
ミ
ト
メ
ン
ト
ー
」
一
九
八
九
年
ヨ
ル
ダ
ン
 
社
 

「
宗
教
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
 

L
 
 
一
九
九
 0
 
年
法
 

蔵
館
 

「
 
A
.
 
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
日
常
生
活
世
界
論
」
」
一
九
九
 0
 年
 

「
図
書
館
情
報
大
学
研
究
報
告
し
八
巻
二
号
 

推
薦
理
由
 

星
川
 啓
 慈
氏
の
学
問
的
関
心
は
、
大
別
し
て
二
つ
に
分
け
る
こ
 と
 

が
で
き
る
。
 

ま
ず
第
一
に
、
星
川
氏
は
論
理
実
証
主
義
と
か
分
析
哲
学
の
立
 場
 

に
 立
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
論
理
実
証
 主
 義
は
、
 

あ
る
命
題
や
観
念
が
経
験
的
に
検
証
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
と
 い
，
つ
 

「
検
証
原
理
」
を
措
定
し
、
宗
教
 

二
 倫
理
的
な
も
の
を
含
む
形
而
 上
 

学
的
命
題
を
、
経
験
的
に
検
証
不
可
能
だ
と
い
う
理
由
で
、
 

そ
 の
存
 

在
を
否
定
し
ょ
う
と
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
論
理
実
証
主
義
 に
よ
 

れ
ば
、
形
而
 学
 上
的
な
も
の
は
有
意
味
的
に
語
り
え
な
い
、
 

と
  
 

こ
と
に
な
る
。
 

し
か
し
、
星
川
氏
は
こ
う
し
た
常
識
的
な
立
場
を
破
ろ
 う
と
し
 
 
 

い
る
。
そ
し
て
、
一
力
に
お
い
て
、
語
り
え
な
い
も
の
は
存
在
 し
な
 

い
と
す
る
論
理
実
証
主
義
の
見
解
と
、
他
方
に
お
い
て
、
 

聖
な
 
る
も
あ
 

 
 

の
を
究
極
的
関
心
事
と
す
る
宗
教
正
倫
理
的
な
も
の
は
、
こ
と
 
 
 

 
 

よ
っ
て
概
念
化
さ
れ
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
明
り
え
な
い
」
 領
 域
に
 

Ⅱ
 

属
す
る
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
見
解
と
は
、
解
釈
次
第
で
は
 対
 -
 
止
す
 

る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
立
場
を
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
両
者
 の
相
 

違
は
 、
論
理
実
証
主
義
者
が
、
こ
う
し
た
見
解
か
ら
宗
教
と
か
 神
の
 

否
定
を
導
き
出
す
の
に
反
し
て
、
宗
教
者
が
「
語
り
え
な
い
も
 の
 」
 

に
 生
の
究
極
の
意
味
が
存
在
す
る
と
し
て
、
そ
こ
に
全
人
的
 
に
コ
 

、
ッ
ト
 す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
星
川
氏
は
、
論
理
実
証
主
義
と
 か
分
 

析
 哲
学
の
学
的
転
倒
に
依
拠
し
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
影
面
 学
 上
半
 

的
な
も
の
を
ナ
ン
セ
ン
ス
と
し
て
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
 日
 常
 @
 一
口
 

語
 と
区
別
さ
れ
る
宗
教
言
語
の
独
自
に
し
て
且
つ
自
律
的
な
構
 造
を
 

解
明
し
、
 

両
 つ
の
言
語
の
交
錯
す
る
関
連
を
聞
 明
 な
ら
し
め
よ
 
う
と
 

し
て
い
る
。
星
川
氏
は
こ
う
し
た
試
み
に
お
い
て
、
ウ
ィ
 
ト
 
・
ゲ
ン
 

シ
ュ
タ
イ
ン
の
所
説
に
深
く
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
星
川
氏
に
よ
れ
・
 ば
 、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
，
 
論
 埋
 

実
証
主
義
者
で
は
な
い
。
両
者
の
間
に
は
、
共
通
点
が
あ
る
こ
 と
は
 

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
な
相
違
点
も
あ
る
。
そ
し
て
 こ
の
 

相
違
点
に
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
星
  
 

は
 宗
教
者
と
し
て
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
像
を
鮮
明
に
描
 き
出
 

し
て
い
る
。
 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ソ
は
、
論
理
実
証
主
義
者
が
指
摘
す
る
  
 

う
 に
、
日
常
舌
口
語
が
「
検
証
原
理
」
を
通
し
て
、
そ
の
意
味
を
 

確
立
 



す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
見
解
に
賛
意
を
表
明
し
な
が
ら
 も
 

た
ん
に
そ
こ
に
の
み
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
さ
ら
に
踏
み
 込
ん
 

で
、
日
常
言
語
は
、
そ
れ
以
上
根
拠
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
 

そ
 

れ
 自
身
自
明
な
根
本
命
題
１
例
え
ば
、
「
私
に
は
父
母
が
居
 
-
@
 

サ
 
ハ
 」
 

と
か
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
 

う
し
 た
根
 

本
命
題
は
、
そ
れ
以
上
根
拠
づ
け
た
り
理
由
づ
 け
 た
り
で
き
な
  
 

た
だ
与
え
ら
れ
る
ま
ま
に
受
取
り
、
コ
 @
 ッ
ト
す
る
以
外
に
な
 
 
 

そ
れ
自
身
自
明
で
確
証
的
な
思
考
並
び
に
行
為
の
基
盤
で
あ
る
  
 

と
こ
ろ
で
、
星
川
氏
に
よ
れ
ば
、
言
語
に
は
記
述
的
な
も
の
と
  
 

自
己
関
与
的
、
行
為
遂
行
的
な
も
の
と
が
あ
る
。
宗
教
言
語
は
 後
者
 

に
 属
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
神
が
世
界
の
創
造
者
で
あ
る
こ
 と
を
 

信
じ
る
」
と
い
う
発
言
に
お
い
て
、
こ
の
「
信
じ
る
」
と
い
う
 の
ま
 
@
 、
 

た
ん
に
事
実
を
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
究
極
的
関
心
事
 と
し
 

て
の
宗
教
的
な
も
の
へ
の
 コ
、
、
、
ッ
 
ト
メ
ン
ト
を
言
い
表
し
て
い
 る
 。
 

こ
の
 ょ
う
 に
、
宗
教
言
語
は
、
理
論
的
に
根
拠
 づ
 げ
た
り
、
 

あ
 る
い
 

は
そ
れ
を
検
証
し
た
り
 反
 -
 
証
し
た
り
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
 

-
@
 

キ
ハ
キ
ハ
 

-
@
 

。
 

コ
ミ
ッ
ト
す
る
以
外
に
な
い
、
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
 で
あ
 

る
 。
 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ま
た
、
日
常
舌
口
語
と
宗
教
言
語
と
 

を
 

区
別
す
る
。
こ
の
区
別
が
 、
 
彼
が
晩
年
に
到
達
し
た
「
舌
口
語
 ゲ
｜
 

ム
 」
と
い
う
考
え
方
に
発
展
し
て
い
く
。
日
常
 @
@
 

ロ
ま
 
抑
と
 宗
教
舌
口
 五
 叩
と
 

報
 

は
 、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
以
上
根
拠
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
 

そ
 の
音
 ロ
 

ム
 ヱ
味
に
お
い
て
 コ
、
、
、
ッ
ト
 
す
る
以
外
に
な
い
 @
 五
町
 
ゲ
 

ム
に
 属
し
て
い
 

る
 。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 =
=
 

ロ
ま
 
帽
 ゲ
ー
ム
に
は
自
足
的
で
閉
じ
 た
体
 

系
 を
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
方
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
踏
ま
え
  
 

他
方
の
舌
口
語
ゲ
ー
ム
を
否
定
し
た
り
、
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き
 

よ
、
 

力
 Ⅰ
 

の
で
あ
る
。
星
川
氏
は
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
 0
 者
 

え
方
の
中
に
、
硬
直
し
た
論
理
実
証
主
義
者
で
は
な
く
、
「
 わ
 
ね
ね
 

れ
は
、
あ
る
意
味
で
何
も
の
か
に
依
存
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
 が
依
 

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
す
る
 

存
し
て
い
る
も
の
を
神
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
か
、
 

こ
れ
が
神
秘
的
な
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
述
懐
す
る
宗
教
者
 ゥ
 

ぃ
 表
せ
な
い
も
の
が
た
し
か
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
自
ら
を
 示
  

 
す
 。
 

 
 「

 =
=
 

口
 

星
川
氏
の
も
う
一
つ
の
学
問
的
関
心
は
、
現
象
学
的
社
会
学
を
 ム
日
ね
リ
 

始
 し
た
シ
ュ
ッ
 
ツ
 と
フ
 
，
サ
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
と
を
比
較
 
検
 

訂
 す
る
こ
と
に
 
向
 げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
超
越
論
的
現
象
 学
を
 

熟
知
し
つ
つ
も
、
自
然
的
態
度
で
論
及
で
き
る
」
日
常
的
生
活
 世
界
 

に
 、
自
己
の
学
的
営
為
を
限
定
し
た
 シ
ュ
 

こ
の
日
常
 
生
活
 

世
界
の
唯
一
性
と
複
数
性
を
め
ぐ
っ
て
ア
ポ
リ
ア
に
陥
っ
た
の
 に
度
 

し
て
、
日
常
的
な
自
然
的
世
界
を
越
え
出
て
、
超
越
論
的
領
域
 で
思
 

索
を
展
開
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
他
我
経
験
を
め
ぐ
っ
て
ア
ポ
 リ
ア
 

に
 逢
着
し
た
こ
と
を
取
上
げ
、
両
者
の
思
想
の
優
劣
を
論
ず
る
 の
で
 

は
な
く
、
両
者
が
全
く
異
質
な
現
象
学
を
展
開
し
た
こ
と
を
 明
 ら
か
 

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
も
畢
 寛
 、
日
常
的
リ
ア
リ
 -
 
ア
 イ
 

と
 宗
教
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
相
違
と
そ
の
関
係
を
考
察
し
、
先
の
 研
究
 

一
 

 
 

 
  
 

を
 裏
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
 

以
上
の
二
つ
の
主
題
を
追
求
す
る
に
当
た
っ
て
、
星
川
氏
は
 出
 来
 

Ⅸ
 

ぅ
る
 限
り
広
範
囲
に
資
料
や
文
献
を
渉
猟
し
て
お
り
、
ま
た
、
 

そ
の
 



論
旨
も
適
確
且
つ
説
得
力
に
富
ん
で
い
る
。
星
川
氏
の
著
書
、
 

論
文
 

の
 特
徴
は
、
非
常
に
高
遠
な
思
想
を
平
易
な
表
現
を
駆
使
し
て
 表
現
 

し
ょ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
深
い
学
識
の
裏
付
 け
が
 

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
星
川
 啓
 慈
氏
の
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
  
 

ン
と
 宗
教
哲
学
 卜
 以
下
の
著
書
及
び
論
文
は
、
本
学
会
の
学
会
 賞
を
 

授
け
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
定
し
、
こ
こ
に
推
薦
す
る
も
 の
で
 

あ
る
。
 

も
と
よ
り
星
川
氏
の
研
究
に
問
題
が
な
 い
わ
 げ
で
は
な
く
、
 
例
 @
 
え
 

@
 ま
 m
.
 
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
問
題
で
あ
る
が
、
星
川
氏
 

ば
 、
星
川
氏
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
問
題
に
す
る
の
は
、
宗
教
 =
 

が
将
 

-
 
目
玉
 
下
 

を
 成
り
立
た
せ
且
つ
有
意
義
な
も
の
に
す
る
前
提
な
い
し
条
件
 と
し
 

て
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
コ
ミ
ッ
ト
す
る
 若
と
 

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
当
の
も
の
が
連
関
す
る
場
面
で
あ
り
、
 

コ
 
 
 

ト
メ
ン
ト
そ
の
も
の
が
こ
れ
ら
の
要
素
や
契
機
に
誓
約
さ
れ
て
 い
る
、
 

と
い
う
問
題
も
見
逃
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

ま
た
、
星
川
氏
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 的
 

来
 と
も
宗
教
哲
学
を
広
い
意
味
で
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
 ら
 ・
 
ば
 

他
の
宗
教
に
お
け
る
同
様
の
問
題
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
 も
た
 

い
で
あ
ろ
う
。
 

さ
ら
に
、
星
川
氏
の
研
究
に
は
大
胆
な
仮
設
や
解
釈
が
提
出
さ
 れ
 

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
一
層
正
確
且
つ
精
微
に
し
て
い
く
こ
と
 も
課
 

題
 と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
指
摘
は
選
考
委
員
一
同
の
心
か
ら
の
期
待
を
表
す
 も
 

O
 総
会
 

日
時
平
成
二
年
九
月
三
 
0
 日
 
（
日
）
 

場
所
大
谷
大
学
講
堂
 

出
席
者
大
会
参
加
者
は
四
 
セ
 六
名
、
定
足
数
一
五
九
名
、
出
 店
 者
二
 

九
 0
 名
 、
よ
っ
て
 
総
ム
 下
は
成
立
し
た
。
 

議
題
 

一
 、
議
長
選
出
寺
川
俊
昭
氏
を
選
出
 

一
 、
庶
務
報
告
（
金
井
常
務
理
事
）
 

一
 、
会
計
報
告
（
金
井
常
務
理
事
）
 

一
、
ム
ム
長
 
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
 

荒
木
選
挙
管
理
委
員
長
に
よ
る
会
長
選
挙
の
結
果
報
告
に
も
と
 

の
で
あ
る
。
星
川
 啓
 慈
氏
の
今
後
の
努
力
と
精
進
と
を
切
に
念
 ず
る
 

 
  

 

次
第
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

0
 

評
議
委
員
会
 

 
 

日
時
平
成
二
年
九
月
二
九
日
（
土
）
午
後
十
二
時
 

場
所
大
谷
大
学
博
 綜
館
 五
階
第
一
会
議
室
 

出
席
者
九
六
名
 

議
題
 

一
 、
庶
務
報
告
（
金
井
常
務
理
事
）
 

一
 、
会
計
報
告
（
金
井
常
務
理
事
）
 

一
 、
会
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
（
荒
木
選
挙
管
理
委
員
長
）
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
費
に
つ
い
て
（
 華
 国
学
会
賞
選
考
委
員
長
）
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
地
 は
 
つ
い
て
 



会 報 

0
 常
務
理
事
会
 

日
時
平
成
二
年
一
二
月
一
八
日
（
火
）
午
後
五
時
半
 

場
所
本
郷
会
館
会
議
室
 

出
席
者
荒
木
美
智
雄
、
安
斎
 

伸
 、
 井
門
 富
士
夫
、
石
田
 慶
 和
 、
江
 

島
 忠
致
、
上
田
 閑
照
 、
金
井
新
三
、
桜
井
秀
雄
、
島
 薗
進
 、
 

田
丸
 徳
善
 、
平
井
直
属
、
藤
田
富
雄
、
宮
家
 
準
 、
脇
本
 平
 

也
 

議
題
 

一
 、
日
本
学
術
会
議
の
件
 

日
本
学
術
会
議
第
一
五
期
会
員
選
挙
の
会
員
候
補
者
と
し
て
 上
 

田
閑
照
 氏
を
、
推
薦
 人
 と
し
て
田
丸
 徳
善
 氏
、
平
井
直
属
 氏
 、
 脇
 

水
平
他
氏
を
、
ま
た
宇
井
繰
入
予
備
者
と
し
て
藤
田
富
雄
氏
を
 決
 

定
 し
た
。
 

一
 、
会
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て
 

こ
れ
ま
で
日
本
宗
教
学
会
の
会
員
名
簿
は
二
年
ご
と
に
作
成
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
役
員
任
期
が
三
年
と
改
め
ら
れ
 ナ
，
 

@
 

こ
と
に
伴
い
、
名
簿
作
成
を
三
年
ご
と
に
す
る
の
が
妥
当
で
は
 な
 

い
 か
と
の
提
案
が
、
田
九
徳
 善
 常
務
理
事
 よ
 り
な
さ
れ
、
常
務
 理
 

つ
き
、
上
田
 
閑
照
 氏
を
次
期
会
長
に
選
出
し
た
。
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
受
賞
 

華
 国
学
会
賞
選
考
委
員
長
の
説
明
の
後
、
星
川
 啓
 慈
氏
に
対
す
 

る
 第
二
五
回
日
本
宗
教
学
会
賞
の
授
与
が
会
長
に
 よ
 り
な
さ
れ
 
た
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
に
つ
い
て
 

O
 

訂
正
 

「
宗
教
研
究
 目
糀
 与
一
四
一
頁
、
西
野
麦
紹
は
菅
野
天
紹
の
誤
り
 で
し
 

た
 。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

0
 新
人
会
員
（
九
月
二
八
日
承
認
 分
 ）
 

安
中
 
尚
 定
立
正
大
学
大
学
院
喜
一
市
川
市
宮
久
保
千
三
 ｜
一
 

榎
本
業
 一
 
東
洋
大
学
研
究
員
二
五
東
松
山
市
高
坂
全
ロ
 

木
幡
藤
子
広
島
大
学
助
教
授
 
せ
 三
三
広
島
市
西
区
庚
午
 中
 四
｜
 一
五
 

｜
 一
五
 
｜
 一
一
一
つ
 

六
 

小
林
正
位
天
理
大
学
助
教
授
六
三
二
天
理
市
杉
本
町
一
芸
 
｜
 一
一
 

樋
 田
道
男
大
谷
大
学
大
学
院
大
宣
京
都
市
北
区
紫
野
下
 
柳
町
 三
 

九
 %
 
 
西
村
み
さ
を
 方
 

副
弐
英
敏
立
正
大
学
大
学
院
四
一
 セ
 
富
士
市
増
川
テ
 尭
 七
 

づ
 一
ヨ
 
0
 （
 
プ
ヒ
 Ⅰ
 用
 ～
㏄
の
「
 

日
 Ⅰ
 

愛
知
学
院
大
学
外
国
人
教
師
 
祭
 千
三
 

愛
知
県
愛
知
郡
長
久
手
町
大
字
長
秋
手
束
 洞
三
 １
ロ
 

エ
ク
セ
 レ
 ㌧
 
メ
 ス
ヒ
ル
ズ
 
B
 ロ
石
 

事
会
案
 と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
理
事
 会
 

で
 審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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Male and Female Religious Founders 

Yotaro MIYAMOTO 

ABSTRACT : There have been few works on gender from the viewpoint 

of history of religious in spite of its importance. This article therefore 

at tempts  to develop the discussions of religious founders in modern Japan 

by interpreting the religious meaning of gender symbolism which is most 

clearly observed in the expressions of their religious experience. 

Female religious founders have "possession" experiences. They tend to be  

possesed by "male" deities, but those deities evolve into androgynous ones 

through the development of their religious experience. However, male 

founders' "possession" experience tends to be aloof from the aspects of 

gender. Their revelations emphasize the unity of god and human, heaven 

and earth, and man and woman. T h e  qualitative difference between the 

experience of male founders and that of female ones is related not only to 

the socio-historical context but also to the changing religious modes of 

being of these founders a s  "Iki-gami (living gods)" which reveals an archaic 

and symbolic cosmic religiosity. Especially, the motif of androgyny and the 

hierogamy seen among these founders and their respective deities is 

important for the understanding of these modern Japanese popular 

religions. 



Zur Begr i f f sbes t immung d e s  Mar tyre rs  i m  Lich t  

d e r  rornischen Christenpolitik 

.HOSAKA Takaya 

ZUSAMMENFASSUNG : In der christlichen Literatur des  2. und 3. 

Jahrhunderts sind neben den "ordentlichen", urn des Glaubens willen 

getoteten Martyrern auch jene rnit dern gleichen Titel ausgestatten 

Glaubenshelden anzutreffen, welche, am Leben geblieben, noch in der 

Gerneinde ihre klerikalen Funktionen ausubten. Die rnoderne Martyriurnsfor- 

schung jedoch versaurnt es, den genannten Sachverhalt positiv auszuwert- 

en. Denn sie weiss nur wort- und ideengeschichtlich zu verfahren und fasst 

dernentsprechend die Bedeutungusverschiebung des Wortes p a p r o s irn 

Laufe der Zeit und darnit die Entstehung des Martyrertitels lediglich als 

Folge einer rein theologischen Entwicklung auf. 

Irn vorliegenden Artikel wird, gestiitzt auf die literarischen Zeugnisse, die 

etwas iiber lebende Martyrer aussagen, erwiesen, dass urspriinglich 

derjenige Glaubige als Martyrer angesehen war, der vor Gericht seinern 

christlichen Bekenntnis "bis zurn Ende" (Mt 10,22 par) treu geblieben war : 

also nicht nur jernand, der hingerichtet worden war, sondern jeder, der 

uberhaupt (2.B. zur Deportation oder Zwangsarbeit) verurteilt worden war. 

Darnit ergibt sich, dass der Tod an sich kein Konstitutivurn des Martyriurns 

darstellte. Sodann wird daraus erschlossen, dass das Martyrerturn der alten 

Kirche hochstwahrscheinlich irn ~ u s a r n r n e n h a n ~  rnit ihrern Glaubenskarnpf, 

sagen wir. Resistenz gegen das von den rornischen Behorden erzwungene 

Gotzenopfer entstanden war. 



T h e  S t u d y  of t h e  F o r m a t i o n  of Personal i ty  b e t w e e n  

Religious Educa t ion  a n d  D e a t h  Educa t ion  

Takao NISHIDA 

ABSTRACT : T h e  main theme of this thesis is to research the 

similarities between Religious education and Death education. Religious 

education, in this case, does not mean the  teachings and dogmas of special 

religions and specific sects, but a human education to make students 

spiritual by learning religious studies. And Death education means that 

students discuss the way of life through death studies. It is certain that 

both educations have an ultimate purpose of human education, that is , how 

to make our personality mature and to reach self-actualization. 

What are elements of achieving the  aim of both educations? What kind 

of personality do the  students form through these educations? They can be 

called 'Holistic education'. Researching the  studies of Near-death experience 

and Peak-experience clearly indicates the possibility of human education, 

and this education may form a character and lead us to self-actualization. 

This  study shows that the characteristics of personality formed by learning 

both educations are very similar to the religious personality and mature 

personality. 



T h e  T r a n s f o r m a t i o n  of the Religious Trad i t ion  in t h e  M o d e r n  A g e  

Masahiko OKADA 

ABSTRACT : Shinsyu Otaniha revised "Shinsyu Otaniha Syuken", the 

constitution of Sinsyu Otaniha enforced in 1946, and established the new 

constitution in 1981. In conformity with the new constitution, Shinsyu 

Otaniha renovated the  old order fosterred under the feudal system. The  

school of Kiyozawa Manshi that attaches importance to the individual faith, 

however, has had a n  important effect upon this process of revising the 

constitution of Shinsyu Otaniha and establishing the new order. This 

indicates that the worth-rational motivation is on the root of the 

organizational reform of Shinsyu Otaniha. 

What is the factor that led to the organizational reform of Shinsyu 

Otaniha, Which had obstinately maintained the old order? Through inquiring 

into the historical cause of the organizational reform of Shinsyu Otaniha, I 

would like to clarify the formative factor being on the root of the 

transformation of the religious tradition. 




